
社会創造科ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

社会創造科では，三つの資質・能力を以下のようにとらえ，身の回りや地域の人と深く関わったり，

地域の人とともに問題解決を志向したりすることを通し，全ての観点ではぐくむ。 

 

「自己を推進すること」 

社会創造科では，「自己を推進すること」を，四つの観点において，それぞれ以下のようにとらえる。 

自己の認識 

「自己を推進すること」を「自己の認識」の観点から，「あるがままの自己の姿を見つめ，広い視野，

長期的な視点に立って，自己を伸長したり改善したりする視点をとらえること。」ととらえる。地域で

の実践的な学習では，自分の特徴やよさを発揮しながら，活動に主体的に参加しなければならない。そ

のためには，実践的・探究的な学習を通して，自分の特徴・よさをとらえる資質・能力が必要だと考え

たからである。 

価値の認識 

 「自己を推進すること」を「価値の認識」の観点から，「ひと・もの・ことのもつよさをとらえ，そ

れを生かしたり守ったりしていこうとする愛情や愛着をもつこと。また，持続可能性の視点から地域の

資源をとらえ，それを生かしたり守ったりすべきだと考えること。」ととらえる。地域の問題を解決し

ていくためには，まず，身の回りや地域のよさを見出し，それを守っていかなければならないとその価

値をとらえなければならない。また，問題を解決する過程で，地域のよさを見いだす資質・能力が必要

だと考えたからである。 

 

 

 

社会創造科ではぐくみを

目指す資質・能力 
観点 社会創造科の見解 

自
己
を
推
進
す
る
こ
と 

実践を通して自

己を見つめ，ひ

と・もの・こと

への愛情・愛着

をもち，見通し

をもって問題解

決に取り組み，

よりよい自分を

つくること。 

自己の認識 
あるがままの自己の姿を見つめ，広い視野，長期的な視点に立って，自己を伸長したり改

善したりする視点をとらえること。 

価値の認識 

ひと・もの・ことのもつよさをとらえ，それを生かしたり守ったりしていこうとする愛情

や愛着をもつこと。また，持続可能性の視点から地域の資源をとらえ，それを生かしたり

守ったりすべきだと考えること。 

立志・計画 
あるべき姿やなりたい自分を思い描き，それに向かう強い心をもち，実現に向けて目標や

見通しを立てたり段取りをしたりすること。 

責任の遂行・ 

粘り強い取組 

よりよい社会を築くための自分の役割を自覚し，確実に実行すること。また，うまくいか

ない現実に直面しても，あきらめずに取り組むこと。 

相
互
に
交
流
す
る
こ
と 

対話を通して

様々な立場の他

者とかかわり，協

働的に問題解決

に取り組み，より

よい人間関係を

つくること。 

他者の認識 様々な立場の人の思いや願い・考えをとらえ，思いやること。 

志の共有 
様々な立場の人の思いや願いを共感的に理解し，重なる思いを強くしたり，目標の共有に

向けて互いのずれを克服しようとしたりすること。 

他者との協力 
集団の構成者としての互いの立場や役割を理解し，目的に向かって力を合わせて取り組む

こと。 

対話や議論 

への参加 

様々な立場の人との話し合いを充実させるために，準備したり，話し合いの方法を工夫し

たり，建設的に参加したりすること。 

新
た
に
開
発
す
る
こ
と 

自ら考えたり，

他に考えを求め

たりして，問題

解決に取り組

み，持続可能性

の視点に基づい

た新たな考えを

つくること。 

現状の把握 
身の回りの事象・現象や，現実に起きている地域の問題をとらえるとともに，その背景や

原因・仕組みを明らかにしていくこと。 

熟考 
身の回りや地域の問題の解決方法について，様々な知識を組み合わせたり，試行錯誤した

り，考えの筋道を吟味したりして，よく考えること。 

創造 
持続可能性の視点から，新しい問題や課題を掘り起こしたり，解決の新しい形を描き出し

たり，新しい解決方法や考え方を生み出したりすること。 

発信 
場面や目的に応じて表現方法を工夫し，自らの思いや願い，考えを効果的に表し，他者や

社会を啓発すること。 

 



立志・計画 

「自己を推進すること」を「立志・計画」の観点から，「あるべき姿やなりたい自分を思い描き，そ

れに向かう強い心をもち，実現に向けて目標や見通しを立てたり段取りをしたりすること。」ととらえ

る。実践的・探究的な学習において中・長期的な取り組みをする際には，それを貫く強い志を立てなけ

ればならない。身の回りや身近なひと・もの・ことを守っていこうとする強い決意，地域の問題解決を

しようとする強く決意する資質・能力が必要である。また，決意した志が達成している姿を長期的な展

望の下で見通したり，それを受けて目標設定し計画立案したり，進捗に応じて逐次修正したりする資

質・能力が必要だと考えたからである。 

また，総合的な学習の時間において育てようとする資質や能力及び態度について（2008）でも，「自

分自身に関すること」として，「自らの行為について意思決定する力」が挙げられているように，その

必要性が求められているところである。 

責任の遂行・粘り強い取組 

「自己を推進すること」を「責任の遂行・粘り強い取組」の観点から，「よりよい社会を築くための

自分の役割を自覚し，確実に実行すること。また，うまくいかない現実に直面しても，あきらめずに取

り組むこと。」ととらえる。異年齢の仲間や様々な立場の人と手を携えて問題解決にあたる活動では，

自分の置かれている状況・立場をとらえ，その役割を全うする資質・能力が必要だと考えたからである。 

また，基礎的・汎用的能力（2011中教審答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方

について」）でも，「自己理解・自己管理能力」として，「自分の役割の理解」や「忍耐力」が挙げられ

ており，人間力(2003内閣府)でも，自己制御的要素として「忍耐力」を挙げ，その必要性が求められて

いるところである。 

以上，四つの観点を総合し，社会創造科では，「自己を推進すること」を「実践を通して自己をみつ

め，ひと・もの・ことへの愛情・愛着をもち，見通しをもって物事に取り組み，よりよい自分をつくる

こと」ととらえることとした。「自己をみつめ」とは，実社会での実践的・探究的な活動を通して自分

の特徴・よさをとらえることを指す。「見通しをもって物事に取り組み」とは，見通しや展望をもつこ

と，計画立案に必要な事象をとらえることを指す。「よりよい自分をつくること」とは，内省的な思考

も含め，自らを高めていくことを指す。 

ESD の形成能力のコンピテンシーの一つに，「自律的に活動する」がある。その下位として，「理念を

省察する能力」がある。これには，「自分の存在の歴史性を意識したり，自己責任や共同体における責

任をとろうとしたりすること」が含まれている。また，他にも「自主的に行動する能力」という下位項

目がある。これには，「大きな展望の中で活動する能力」「人生設計や個人的プロジェクトを設計し，実

行する能力」が含まれる。これらは，社会創造科で求める資質・能力「自己を推進すること」と，合致

するものである。 

 

「相互に交流すること」 

社会創造科では，「相互に交流すること」を，四つの観点において，それぞれ以下のようにとらえる。 

他者の認識 

「相互に交流すること」を「他者の認識」の観点から，「様々な立場の人の思いや願い・考えをとら

え，思いやること。」ととらえる。身の回りや地域の人など，様々な人とかかわりながら，共に活動を

進めるためには，相手の立場や気持ちをとらえ，考える資質・能力が必要だと考えたからである。 

また，基礎的・汎用的能力の「人間関係・社会形成能力」には，「他者の個性を理解する力」と挙げ

られており，これと整合するものである。 

志の共有 

「相互に交流すること」を「志の共有」の観点から，「様々な立場の人の思いや願いを共感的に理解

し，重なる思いを強くしたり，目標の共有に向けて互いのずれを克服しようとしたりすること。」とと

らえる。地域の問題について，その解決に向けて実際に取り組むためには，地域の人との合意形成が不

可欠である。手を携える相手だけでなく，対象とする問題や，解決する過程にかかわる様々な人の思い

を共感的に理解し，考慮する資質・能力が必要である。また，手を携えてともに活動を進める相手と，

目標，手段・方法等について合意形成する資質・能力が必要だと考えたからである。 

 



また，社会人基礎力（2006経済産業省）でも，チームで働く力として「柔軟性」を挙げ，他者との合

意形成には，自分の考えを柔軟に変化させ，折り合いをつける力が求められているところである。 

他者との協力 

「相互に交流すること」を「他者との協力」の観点から，「集団の構成者としての互いの立場や役割

を理解し，目的に向かって力を合わせて取り組むこと。」ととらえる。先に述べた，身の回りや地域の

人など，様々な人とかかわりながら，ともに活動をすすめるためには，相手の状況をとらえ，自分ので

きることを考え，協力する資質・能力が必要だと考えたからである。 

「持続可能な社会＝お互いにケアし合い，お互いに支え合える社会」の考え方からも，今，求められ

ている資質・能力であるといえる。 

対話や議論への参加 

「相互に交流すること」を「対話や議論への参加」の観点から，「様々な立場の人との話し合いを充

実させるために，準備したり，話し合いの方法を工夫したり，建設的に参加したりすること。」ととら

える。先に述べた，手を携えてともに活動を進める相手と，目標，手段・方法等について合意形成する

ためには，話合いに積極的に参加し，充実した話合いにする資質・能力が必要だと考えたからである。 

以上，四つの観点を総合し，社会創造科では，「相互に交流すること」を，「対話を通して様々な立場

の他者とかかわり，協働的に問題解決に取り組み，よりよい人間関係をつくること」とした。社会創造

科で，「他者」とは，異年齢の仲間や，身の回りや地域の人など，様々な立場の人を指す。「協働的」と

は，互いに互恵的にかかわりながら問題解決に向けてともに手を携え，協力し合うことを指す。 

 ESD の形成能力のコンピテンシーの一つに，「異質な集団として交流する」がある。その下位として，

「協調性：他者と協力して計画し行動することができる。」という項目がある。これには，「持続可能性

についての集団内の異なる立場を，その背景とともに理解し，分析し，この意味での対立を民主的に解

消することができる。」ということが含まれている。 

別の下位項目には，「参加能力：意思決定のプロセスの協力的に関与することができる。」がある。こ

れには，「持続可能な問題に関して，意見の相違や対立を建設的に克服することができる。」ということ

が含まれている。 

総合的な学習の時間において育てようとする資質や能力及び態度について（2008）でも，「他者や社

会とのかかわりに関すること」として，「他者と協同して課題を解決する力」「課題の解決に向けて社

会活動に参加する態度」が挙げられている。また，21世紀型能力(2013国研「教育課程の編成に関する

基礎的研究」)，基礎的汎用的能力，学士力等でも，同様に，他者と協力する能力は求められていると

ころである。 

これらは，社会創造科で求める資質・能力「相互に交流すること」と，合致するものである。 

 

「新たに開発すること」 

社会創造科では，「新たに開発すること」を，四つの観点において，それぞれ以下のようにとらえる。 

現状の把握・分析 

「新たに開発すること」を「身身の回りの事象・現象や，現実に起きている地域の問題をとらえると

ともに，その背景や原因・仕組みを明らかにしていくこと。」ととらえる。身の回りや身近な事象をよ

りよくしたいと考えたり，地域の問題の解決を考えたりするためには，対象となる事象を持続可能性の

視点でとらえ，問題を把握することが不可欠である。また，対象となる事象の現状を事実でとらえ，目

に見える事象だけでなく背景や原因を深く探り，構造的に理解する資質・能力が必要だと考えたからで

ある。 

熟考 

「新たに開発すること」を「熟考」の観点から，「身の回りや地域の問題の解決方法について，様々

な知識を組み合わせたり，試行錯誤したり，考えの筋道を吟味したりして，よく考えること。」ととら

える。現実に起きている複雑に絡み合った解の見えない問題に対しては，試行錯誤し，複数の視点から

考える等，よく考える資質・能力が必要だと考えたからである。 

 

 

 



創造 

「新たに開発すること」を「創造」の観点から，「持続可能性の視点から，新しい問題や課題を掘り

起こしたり，解決の新しい形を描き出したり，新しい解決方法や考え方を生み出したりすること。」と

とらえる。世界が抱える問題に対して，持続可能性の視点で考え，最適な解決の仕方を見いだす資質・

能力をはぐくむことが，社会創造科の最も求めるところである。 

発信 

「新たに開発すること」を「発信」の観点から，「場面や目的に応じて表現方法を工夫し，自らの思

いや願い，考えを効果的に表し，他者や社会を啓発すること。」ととらえる。自らの考えの妥当性を確

認し，より高めるためには，つくった考えを，場面や目的に応じて工夫し，効果的に伝え表し，それに

対する評価を受けようとする資質・能力が必要だと考えたからである。 

以上，四つの観点を総合し，社会創造科では，「新たに開発すること」を，「自ら考えたり，他に考え

を求めたりして，問題解決に取り組み，持続可能性の視点に基づいた新たな考えをつくること。」とし

た。社会創造科で，「自ら考えたり，他に考えを求めたり」とは，現実に起きている複雑に絡み合った

解の見えない問題に対して，その背景を探り原因を明らかにし，複数の視点から考える等，広く深く考

えることである。また，「現状を打破するために対象との新たなかかわりをつくること」とは，対象と

した問題について，持続可能性の視点から解決策をつくりだし，効果的に発信することである。 

ESDの形成能力のコンピテンシーの一つに，「相互作用的にメディアと道具を用いる」がある。その下

位として，「知識や情報を相互作用的に用いる能力」があり，これは，「世界に対してオープンであり，

新たな視点を統合させた知を組み立てる」こと，「学際的に認識し行動する」ことが含まれる。「学際的

に認識し行動する」ことは，「問題の複雑性と行動の必要性について，持続可能性の視点からとらえる

もの」とされる。これらは，社会創造科で求める資質・能力「新たに開発すること」と，合致するもの

である。 



幼児教育ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

幼児教育では，三つの資質・能力を以下のように設定する。 

○自己を推進すること（「価値の認識」） 

→身の回りの環境に興味・関心をもち，夢中になって遊ぶこと 

○相互に交流すること（「他者の認識」） 

→友達やその遊びのよさに目を向け，思いを伝えながら，一緒に遊ぶこと 

○新たに開発すること（「創造」）    

→思いを膨らませ，自分なりに工夫して遊ぶこと 

幼児は，身の回りの環境に興味・関心をもって，自ら働きかけて遊ぶ。そして，成長とともに身の回

りの人とのつながりを広げ，多様なかかわりを経験しながら遊ぶようになる。夢中になることで思う存

分に自己発揮し，工夫しながら遊びを充実させていく。 

このような幼児期の特徴を踏まえ設定した幼児教育ではぐくむ三つの資質・能力について，その設定

の考え方を以下に述べる。 

 

○「自己を推進すること」 

 幼稚園教育要領第 2 章ねらい及び内容の領域「環境」では，「周囲の様々な環境に好奇心や探究心を

もってかかわり，それらを生活に取り入れていこうとする力を養う。」と，示されている。 

当園の幼児教育の研究計画にもあるように，幼児期は，その発達段階ゆえ，環境からの影響を大きく

受ける時期である。幼児は，身の回りの環境（ひと・もの・こと）からの刺激を受け，思いや願いを広

げ，また対象に繰り返しかかわっていく。このようなかかわりが主体性をはぐくみ，愛情・愛着を深め

ていく。また，近年，社会状況の変化による家庭や地域の教育力の低下への対策として，体験と言葉の

重視など，子供や社会の変化に対応した幼稚園教育の充実が課題と言われている。幼児が，心動かされ

る体験を通して，次の活動へと邁進したり，その感動や思いを表現したりすることの重要性が言われて

いる。 

これらは，「自己を推進すること」の資質・能力を「価値の認識」の観点からをとらえた内容と重な

る。なぜなら，「価値の認識」は，「ひと・もの・ことのもつよさをとらえるとともに，それを生かした

り守ったりしていこうとする愛情や愛着をもつこと」だからである。これを幼児教育に当てはめると，

幼児が，身の回りの環境に興味・関心をもち，楽しさ・心地よさを感じながら遊びに取り組むことであ

る。幼児が，時間を忘れ，我を忘れ，ただかかわっている対象世界に没入する姿を，夢中になって遊ぶ

姿ととらえ，その資質・能力のはぐくみを目指す。 

以上のことから，幼児教育では「自己を推進すること」の資質・能力を「価値の認識」の観点から， 

身の回りの環境に興味・関心をもち，夢中になって遊ぶこと 

と設定する。 

 

○「相互に交流すること」 

 幼稚園教育要領第 2 章ねらい及び内容の領域「人間関係」では，「他の人々と親しみ，支え合って生

活するために，自立心を育て，人とかかわる力を養う。」「身近な人と親しみ，かかわりを深め，愛情や

信頼感をもつ。」と，示されている。他にも，「共に過ごすことの喜び」「共感」「友達のよさに気付き」

「共通の目的を見いだし」など，人との良好な人間関係づくりの基盤となる心情・意欲・態度の育成に

ついて示されている。 

また，領域「健康」「言葉」の内容の取り扱いの中では，「幼児が教師や他の幼児との温かい触れ合い

の中で自己の存在感や充実感を味わうことを基盤として，しなやかな心と体の発達を促すこと」「言葉

は，身近な人に親しみをもって接し，自分の感情や意志などを伝え，それに相手が応答し，その言葉を

聞くことを通して次第に獲得されていくものであること」に留意する必要があると示されている。これ



は，子供たちの発達が身の回りの人との良好なかかわりの中で促されることを意味する。 

当園の幼児教育の研究計画にもあるように，幼児は，その発達段階から自分の遊びを充実させて思う

存分に自己発揮する段階にいるが，成長とともに身の回りの人へとかかわりを広げていく。その中で，

人とかかわることの楽しさ，喜び，葛藤，つまずきなど，多様な感情を体験し積み重ねることを通して，

人とのかかわり方や集団としての価値を見いだしていく。また，近年，子供たちの自制心や規範意識の

希薄化，コミュニケーション能力の不足などの課題が指摘されている。その対策として，集団生活の中

で主体性をはぐくむとともに，人間関係の深まりに沿って，幼児同士が共通の目的をもち，協力し，実

現していく経験を重ねることが重要と言われている。 

これらは，「相互に交流すること」の資質・能力を「他者の認識」の観点からをとらえた内容と重な

る。なぜなら，「他者の認識」は，「あるがままの他者の姿を見つめ，その個性をとらえるとともに，そ

の人の気持ちや考え，立場を思いやること」だからである。これを幼児教育に当てはめると，幼児が，

友達の存在を知り，一緒に遊ぶ楽しさを感じること，また，友達と遊びながら人とのかかわり方を学ぶ

ことである。もちろん，発達段階において，かかわりの頻度やその様相は変わってくる。教師の受容的・

共感的姿勢にのみ安心感を見いだしていた幼児が，周囲の友達の存在やよさを認識し，かかわる喜びを

見いだしていくことで，仲間との集団の中に心の拠り所を築いていく。当園では，他者を知り，関係を

築こうとする資質・能力のはぐくみを目指す。 

以上のことから，幼児教育では「相互に交流すること」の資質・能力を「他者の認識」の観点から， 

友達やその遊びのよさに目を向け，思いを伝えながら，一緒に遊ぶこと 

と設定する。 

 

○「新たに開発すること」 

幼稚園教育要領第 2 章ねらい及び内容の領域「環境」と「表現」の内容の中では，「身近な物や遊具

に興味をもってかかわり，考えたり，試したりして工夫して遊ぶ。」「いろいろな素材に親しみ，工夫し

て遊ぶ。」と，示されている。 

当園の幼児教育の研究計画にもあるように，幼児は，自分の思いや願いをもとに主体的に活動し，遊

びを継続させていく。その遊びの様相は，子供たちの思いや願いによって，多様な形に変化したり，盛

り上がりを見せたりする。そこには，自分の遊びのイメージを膨らませたり，友達と見立てやイメージ

を伝え合ったりして生まれた工夫や試行錯誤があることだろう。つまり，幼児の自発的な遊びとは，常

に新しいイメージの創造の繰り返しであると言える。また，先にも述べたように，近年，体験と言葉の

重視など子供や社会の変化に対応した幼稚園教育の充実が課題と言われている。幼児が，試したり工夫

したりして，周囲の環境に対する新たな視点に気付いたり，新しい考えが生まれたりするようにするこ

とが重要とされている。 

 これらは，「新たに開発すること」の資質・能力を「創造」の観点からをとらえた内容と重なる。な

ぜなら，「創造」は，「新しい問題や課題を掘り起こしたり，解決の新しい形を描き出したり，新しい解

決方法や考え方を生み出したりすること」だからである。これを幼児教育に当てはめると，幼児が，自

分のもつ遊びへの思いや願いを膨らませ，遊びを自分なりに工夫し創り出すことである。自分の思いや

考えを楽しみながら，また，試行錯誤しながら具現化し，自信をもって対象にかかわっていく資質・能

力のはぐくみを目指す。 

以上のことから，幼児教育では「新たに開発すること」の資質・能力を「創造」の観点から， 

思いを膨らませ，自分なりに工夫して遊ぶこと 

と設定する。 



国語科ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

国語科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○自己を推進すること（「価値の認識」） →価値を自分のものとしてとらえること 

○相互に交流すること（「志の共有」）  →自他の価値のとらえを訊き合い，共通の目的に向かおうとする関係を築くこと 

○新たに開発すること（「創造」「発信」）→新たな価値を発見し，解釈・表現を創り出すこと 

国語科では，本研究における資質・能力の設定の意図，及び国語科学習指導要領改訂の趣旨から上記

のように三つの資質・能力を設定する。特に国語科学習指導要領の改訂の趣旨については下記の部分に

着目した。 

特に，言葉を通して的確に理解し，論理的に思考し表現する能力，互いの立場や考えを尊重して言葉

で伝え合う能力を育成することや，我が国の言語文化に触れて感性や情緒を育むことを重視する。（国

語科の学習指導要領より。下線は引用者） 

 後述するように，ここでいう「論理」性を「表現の方法に関する価値」，「感性や情緒」を「社会的・

文化的な価値」ととらえ，国語科の三つの資質・能力の設定の意図を説明する。 

 

○「自己を推進すること」 

「自己を推進すること」とは「自己を見つめ，ひと・もの・ことへの愛情・愛着をもち，見通しをも

って物事に取り組み，よりよい自分を作ること」である。これを国語科に当てはめると次の二つにあた

る。 

一つ目は「情緒力…他人の痛みを自分の痛みとして感じる心，美的感性，もののあわれ，懐かしさ，

家族愛，郷土愛，日本の文化・伝統・自然を愛する祖国愛，恥や名誉と言った社会的・文化的な価値に

かかわる感性・情緒を自らのものとして受け止める力」（以上，文部科学省 文化審議会答申より）で

ある。 

二つ目は「論理的思考力…自分のものの感じ方やとらえ方のもとになっていることが何かを明らかに

したり，意図をもって表現したりすること」である。これは，第１次研究において「論理的読解力・論

理的表現力」として設定してきたものである。いわば，表現の方法に関する価値の認識にかかわる力で

ある。例えば，これまで取り組んできた「文学作品自力読みの観点」は，自分が魅力を感じた表現を類

型化し，ラベリングしたものである。ラベリングすることで自覚化され，同じような魅力を容易に見い

だせるようになるとともに，作品をより分析的にとらえられるようになる。また，これは表現する際に

意図をもって叙述の仕方を選択することにもつながる。 

そこで，上記の二つを踏まえ，国語科では「自己を推進すること」に対応する資質・能力を 

価値を自分のものとしてとらえること（以下，「価値をとらえること」と表記） 

と設定する。 

ここでいう「価値」とは，前述の「情緒力」で挙げられている社会的・文化的な価値のみにとどまら

ず，これまで「論理的思考力」でとりあげてきた，表現の方法に関する価値も含まれる。どのような表

現から魅力を感じるのか，また魅力的な表現にするにはどのようにしたらよいのかを考える力を働かせ

る姿がこれにあたる。 

 

○「相互に交流すること」 

「相互に交流すること」とは「対話を通して他者とかかわり，よりより人間関係を作ること」である。

これを国語科に当てはめると次の二つにあたる。 



一つ目は，自他の共通点や相違点を明らかにし，それを認めつつも追究することを通してより価値の

あるものを求める関係を築くことである。「社会的な知性」として求めている資質・能力の本質やキー

コンピテンシーの考え方を踏まえたとき，「相互に交流すること」は「よりよい人間関係を作ること」

を目指す必要がある。国語科としてもこのような人間関係の構築ができる子供を育てたいと考える。 

二つ目は，コミュニケーションの技能や態度に関することである。これは，場や相手に適した音量や

速さ，うなずきや表情などの共感的な態度，さらには，より価値のあるものを生み出すためのトランザ

クションの活用や交流内容を可視化することなどが挙げられる。また，「対話を通して他者とかかわり，

よりよい人間関係を作ること」の実現には，相手の考えを肯定的に受け止める素地の上に，より能動的

に相手の考えを訊いていこうとする態度をもつことが重要であると考える。 

そこで，上記の二つを踏まえ，国語科では「相互に交流すること」に対応する資質・能力を 

自他の価値のとらえを訊き合い，共通の目的に向かおうとする関係を築くこと（以下，「とらえを訊き合うこと」と表記） 

と設定する。 

対話的な活動の中で自分のとらえや考えに固執し，学びに深まりが見られない子供の姿があることは，

国語科の継続的な課題であった。相手意識をもって他者と交流することは，表現の言外にある思いや真

意を想像することにつながるだろう。また，表現をする際には相手に応じた表現の仕方を工夫すること

にもなるだろう。 

 

○「新たに開発すること」 

「新たに開発すること」とは「自ら考えたり他に考えを求めたりして，問題解決に取り組み，対象と

の新たな関わりをもつこと」である。これを国語科に当てはめると次の二つにあたる。 

一つ目は，相互に交流することを通して，新たな社会的・文化的な価値および表現の方法に関する価

値を見いだすことである。これは，例えば文章の読解において，読みを相互に交流することで新たな価

値に気付いたり創出したりすることが挙げられる。その際には，様々な思考ツールを用いて考えを可視

化したり，考えの道筋を明らかにしたりすることになる。 

二つ目は，目的等に応じて表現することである。これは自分の表現の目的・相手・場面・方法・内容

を意識することで，よりよい表現を工夫し，生み出すことが挙げられる。その際に目的を共有した子供

同士が相互に表現を評価・批評し合い，それを達成するためのよりよい表現を検討する。 

そこで，上記の二つを踏まえ，国語科では「新たに開発すること」に対応する資質・能力を 

新たな価値を発見し，解釈・表現を創り出すこと（以下，「新たに創り出すこと」と表記） 

と設定する。 

 

子供たちは様々なテキストに出会い「価値をとらえ」，とらえた価値を「とらえを訊き合う」ことで，

ともに高まり合う関係を築きながら，「新たに創り出す」。そして，見いだしたり生み出したりした価値

が，次の学びへと向かう意欲になっていくのである。 



              社会科ではぐくむ三つの資質・能力について                 

 

社会科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

  

 

 

 

「社会的な知性を培う」第１次研究において，社会科では，はぐくみたい資質・能力として「関係

的にとらえる力」を設定してきた。これにより，社会的事象を多面的・多角的にとらえる力の高まり

を意識して授業を展開することができた。しかし一方で，よりよい社会を目指して社会認識を深めて

いこうとする姿はあまり見られなかった。この原因として，社会的事象を多面的・多角的にとらえる

ことを重視し，自分と社会的事象との関係を見いだすことが不十分であったと考える。また，社会的

事象を多面的・多角的にとらえることが，よりよい社会を形成していくことにつながるということを

実感させることも不十分であった。そこで，これまで社会科で設定していた「関係的にとらえる力」

を，当校園で設定した三つの資質・能力の内容を考慮しながらとらえ直し，上記のように社会科では

ぐくむ三つの資質・能力として設定した。以下に，その設定理由を述べる。 

 

○「自己を推進すること」 

 「自己を推進すること」とは，「自己を見つめ，人・もの・ことへの愛情・愛着をもち，見通しをも

って物事に取り組み，よりよい自分をつくること」である。これは社会科でいうと，「自分と社会的事

象との関係を見いだそうと，自ら事象に対して働きかけていくこと」である。そこで，社会科では「自

己を推進すること」に対応する資質・能力を「自己の認識」「価値の認識」の観点を基に， 

             「社会的事象にかかわっていくこと」                

と設定する。 

ここでいう｢かかわっていくこと｣とは，子供が主体的に追求しようとする姿と，それを継続しよう

とする姿を指す。この姿は，子供が単元を通して自分と事象を引きつけてとらえ，主体的によりよい

社会を形成していこうとする姿へとつながる。 

  

○「相互に交流すること」 

「相互に交流すること」とは，「対話を通して他者とかかわり，よりよい人間関係をつくること」で

ある。これは社会科でいうと，「他者との解釈の交流を通して社会的事象を多面的・多角的に見たり考

えたりすること」である。 

社会科では，よりよい社会認識を創り上げていく姿を目指す。そのためには，異なる解釈をもつ仲

間と交流し，多面的・多角的に事象をとらえることが有効である。そこで社会科では，「相互に交流す

ること」に対応する資質・能力を，｢他者との協力｣の観点を基に 

         「仲間とともに社会的事象に対する解釈を深めていくこと」           

と設定する。 

ここでいう「解釈を深めていく」姿とは，社会的事象を多面的・多角的にとらえるために解釈を交

流し合う姿である。そしてその姿が，社会的事象の意味をとらえて自分との新たな関係を見いだすと

いう｢新たに開発すること｣の資質・能力につながっていく。 

 

○自己を推進すること（「自己の認識」「価値の認識」）→社会的事象にかかわっていくこと 

○相互に交流すること（「他者との協力」）      →仲間とともに社会的事象に対する解釈を深めていくこと 

○新たに開発すること（「現状の把握・分析」「創造」）→自分と社会的事象との新たな関係を見いだすこと 



○「新たに開発すること」 

「新たに開発すること」とは，「自ら考えたり，他に考えを求めたりして，問題の解決に取り組み，

現状を突破するために，対象との新たなかかわりを作ること」である。これは，社会科でいうと，「社

会的事象に対する自分の解釈を見直し，今までとらえきれていなかった社会的事象の意味をとらえる

こと」である。そのためには，調査や他者との交流で得た情報等を整理分析したうえで，新たな考え

を導き出す必要がある。 

 そこで，社会科では「新たに開発すること」に対応する資質・能力を，｢現状の把握・分析｣と｢創造｣

の観点を基に 

          「自分と社会的事象との新たな関係を見いだすこと」            

と設定する。 

ここでいう「新たな関係を見いだす」とは，論理的に且つ実感を伴って社会的事象の意味をとらえ

る姿であり，それがよりよい社会を形成していくことにつながるということを見いだす姿である。 

 

子供たちは，社会的事象と出あい，自分なりの見方・考え方をもとにして社会的事象の意味を解釈

していく。そして，自分がとらえきれていない社会的事象の意味を明らかにしようと，問いをたてて

追求していく（自己を推進すること）。その中で，自分なりの解釈を仲間と交流し，多面的・多角的に

見たり考えたりしながら解釈を深めていく（相互に交流すること）。そこから，とらえきれていなかっ

た社会的事象の意味をとらえ，それがよりよい社会の形成につながるという価値を見いだしていく（新

たに開発すること）。 

このようにしてとらえた意味や追求の価値は，さらに次の学びにおける自己の推進へとつながって

いく。 

以上のことから，三つの資質・能力はいずれも社会的事象と自分との関係性の中ではぐくまれてい

くものであり，ともに密接に関連していると考える。よって，それぞれの資質・能力がはぐくまれる

場面を明確にしながらも，互いの関連を意識して学習活動を組織していくことが大切である。それに

より，効果的に三つの資質・能力をはぐくみ，それを働かせながら学習内容を確実に習得させること

ができると考える。 



算数・数学科ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

算数科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○自己を推進すること（「立志・計画」） →数学的な問題やその解決方法を見通し振り返ること 

○相互に交流すること（「他者との協力」）→考えを数学的な表現で表し伝え合うこと 

○新たに開発すること（「創造」）    →数学的な知識をとらえ直すこと 

数学はすべての文明で生起したものであり，それは自然や社会などの世界に関わる問題から，人間が

パターンを見出しながら，生み出してきたものである。人間は，数学自体を直観的・経験的・論理的に

一歩一歩積み上げながら，体系的に発展させてきた。また，地理的な文化の違いを越えて，互いに考え

を交流し証明することで創り上げてきた。そのため，数学は，生活に役立てる機会はもちろん，生活や

社会，数学そのものへの理解を深めるための問題解決的なアプローチの仕方を学ぶ機会を与えてくれる。

このことは，現在，数学的リテラシーがますます重要視されていることから，注目すべき数学の特性と

もいえる。 

 以上のことから，算数・数学科は，「問題からパターンを見いだし生み出す教科」「互いに数学的な考

えを交流して創り上げていく教科」「生活や社会，数学そのものへの理解を深める道具としての教科」

といえる。このことを踏まえ，算数・数学科では，はぐくみたい三つの資質・能力を以下のように設定

する。 

 

○「自己を推進すること」について 

「自己を推進すること」とは，「自己を見つめ，ひと・もの・ことへの愛情・愛着をもち，見通しを

もって物事に取り組み，よりよい自分を作ること」とである。 

教科の特性から，算数・数学科における「自己を推進すること」をとらえると，それは“きまりをう

まく説明できる整合性のある世界を創りたい”というように，あるべき数学の世界に思いをはせたり，

“問題を数学的によりよく解決したりより深く理解したりできるようになりたい”というように，なり

たい自分を思い描いたりすることといえる。 

また，それは，そのような目的意識をもち，問題の解決に向けて見通しを立てて取り組み，そして振

り返り，修正しながら着実に問題に接近していくことといえる。 

この資質・能力は，解決が困難な問題や課題にも向き合い立ち向かっていく態度がますます求められ

るこれからの時代に，大変重要であり，自律的な学習者がもつとされるメタ認知・自己調整機能と通じ

る。また，この資質・能力は，学習指導要領にある「見通しをもって数学的活動に取り組み，振り返る

こと」とも整合している。 

これは，「立志・計画」の観点から「自己を推進すること」をとらえた内容と重なる。なぜなら，「立

志・計画」は，「なりたい自分やあるべき姿を思い描き，それに向かう強い心をもち，実現に向けて目

標や見通しを立てて段取りすること」だからである。 

以上のことから，算数・数学科では，「自己を推進すること」を「立志・計画」の観点から，次の資

質・能力として設定する。 

             数学的な問題やその解決方法を見通し振り返ること             

 

 

 



○「相互に交流すること」について 

「相互に交流すること」とは，「対話を通して他者とかかわり，よりよい人間関係を作ること」とで

ある。 

教科の特性から，算数・数学科における「相互に交流すること」をとらえると，それは“共に数学の

言語を用いたコミュニケーションして，数学を分かり合いたい，共有したい”というように，数学を創

上げる社会的な営みそのものであるといえる。 

 また，それは，そのような目的意識をもち，問題の解決に向けて互いに力を合わせて，コミュニケー

ョンを図り，よりよい考えを築きながら着実に問題に接近していくことといえる。 

 この資質・能力は，他人との関係性，社会との関係性を認識し，「かかわり」「つながり」を重んじ

る態度が求められるこれからの時代に，大変重要である。また，それは，学習指導要領にある「数や図

形の性質などを的確に表したり，根拠を明らかにして筋道立てて説明しり，自分の思いや考えを伝え合

い，それを共有したり質的に高めたりすること」とも整合している。 

 これは，「他者との協力」の観点から「相互に交流すること」をとらえた内容と重なる。なぜなら，

「他者との協力」は，「異なる立場で構成した集団の構者として，目標に向かって力を合わせて取り組

むこと」だからである。 

 以上のことから，算数・数学科では，「相互に交流すること」を「他者との協力」の観点から，次の

資質・能力として設定する。 

              考えを数学的な表現で表し伝え合うこと               

 

○「新たに開発すること」について 

「新たに開発すること」とは，「自ら考えたり，他に考えを求めたりして，問題解決に取り組み，現

状を突破するために，対象との新たなかかわりをつくること」である。 

教科の特性から，算数・数学科における「新たに開発すること」をとらえると，それは“生活や社会，

数学そのものより深く理解したい”“これまでの知識を用いながら新たな問題をよりよく解決したい”

というように，数学を用いて事象を理解することや数学自体の理解を深めることといえる。 

この資質・能力は，数学的リテラシーがますます重要視されているこれからの時代に，大変重要であ

り，既有の知識と新たな知識の共通点を見いだしたり，関連付けたり，位置付けたりしていくことに通

じる。また，それは，学習指導要領にある「基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け，数学的な

思考力・表現力を育てる」とも整合している。 

これは，「創造」の観点から「新たに開発すること」をとらえた内容と重なる。なぜなら，「創造」

は，「新しい問題や課題を掘り起こしたり，解決の新しい形を描き出したり，新しい解決方法や考え方

を生み出したりすること」だからである。 

以上のことから，算数・数学科では，「新たに開発すること」を「創造」の観点から，次の資質・能

力として設定する。 

                数学的な知識をとらえ直すこと                 



理科ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

理科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○自己を推進すること（「価値の認識」「立志・計画」） 

→自然事象にかかわり，見通しをもち疑問を解き明かそうとすること 

○相互に交流すること（「志の共有」） 

→自然事象に対する見方や考え方のずれを克服しようとすること 

○新たに開発すること（「現状の把握・分析」） 

→自然事象を多面的にとらえ，原因や仕組みを明らかにすること 

理科は「自然に親しむ」教科である。豊かな自然の事物・現象に触れ，それらに親しむことによ

り，子供は自らの学びを成立させていく。また，理科は「科学的な見方や考え方を養う」教科であ

る。「科学的に」一人一人の子供が考えることにより，自らの見方や考え方を養っていく。これら

のことを踏まえ，理科では，はぐくみたい三つの資質・能力を以下のように設定する。 

 

○「自己を推進すること」 

「自己を推進すること」とは，「自己を見つめ，ひと・もの・ことへの愛情・愛着をもち，見通

しをもって物事に取り組み，よりよい自分を作ること」である。 

教科の特性から理科における「自己を推進すること」をとらえると，それは“自然の事物・現象

に対してはっきりしないことをはっきりさせたい”というように，知的好奇心が刺激されたり，“理

科は実生活で役立っていることを実感できた”というように，将来の自分をより豊かにしたりする

ことといえる。また，そのような目的意識をもち，問題の解決に向けて見通しを立て，修正しなが

ら着実に問題に接近していくことといえる。 

この資質・能力は，学習指導要領にある「目的意識をもって観察，実験などを行い，科学的に探

究する能力の基礎と態度を育てる」とも整合している。 

これは，「価値の認識」の観点から「自己を推進すること」をとらえた内容と重なる。なぜなら，

「価値の認識」は，「ひと・もの・ことへの愛情・愛着をもったり，持続可能の視点から地域の価

値をとらえたりすること」だからである。また，「立志・計画」の観点から「自己を推進すること」

をとらえた内容とも重なる。なぜなら，「立志・計画」は，「なりたい自分やあるべき姿を思い描き，

それに向かう強い心をもち，実現に向けて目標や見通しを立てて段取りすること」だからである。 

以上のことから，理科では，「自己を推進すること」の資質・能力について「価値の認識」「立志・

計画」の観点から，次のように設定する。 

 

 

○「相互に交流すること」 

「相互に交流すること」とは，「対話を通して他者とかかわり，よりよい人間関係をつくること」

とされている。 

教科の特性から理科における「相互に交流すること」をとらえると，それは“自分とは異なる考

えが存在していることを知る”など多様な視点から物事を判断することを学ぶことができる。また，

“役割分担して実験を行うことにより，効率的に正確な実験をすることができた”というように，

目的に向かって協力することによりよい人間関係をつくることができる。 

自然事象にかかわり，見通しをもち疑問を解き明かそうとすること 



この資質・能力は，解決が困難な問題や課題に協力して立ち向かっていく態度がますます求めら

れるこれからの時代に，大変重要である。OECDにおけるキーコンピテンシーの中の「多様な集団

における人間関係形成能力」の観点からもこの資質・能力が求められるところである。 

これは，「他者との協力」の観点から「相互に交流すること」をとらえた内容と重なる。なぜな

ら，「他者との協力」は，「集団の構成者として互いの立場や役割を理解し，目的に向かって力を合

わせて取り組むこと」だからである。 

以上のことから，理科では，「相互に交流すること」の資質・能力について「志の共有」の観点

から，次のように設定する。 

 

 

○「新たに開発すること」 

「新たに開発すること」とは，「自ら考えたり，他に考えを求めたりして，問題解決に取り組み，

現状を突破するために，対象との新たなかかわりをつくること」である。 

教科の特性から，理科における「新たに開発すること」をとらえると，それは“自然の事物・現

象の差異点や共通点に気付いたり，変化とその要因を関係付けたりする”というように，比較，関

係付けながら調べることといえる。また“変化させる要因と変化させない要因を区別したり，要因，

規則性，関係を推論したり，結果を分析，解釈したりする”というように，条件制御，推論，分析，

解釈しながら調べることといえる。 

この資質・能力は，学習指導要領にある「自然の事物・現象についての理解を深め，科学的な見

方や考え方を養う」とも整合している。 

これは，「現状の把握・分析」の観点から「新たに開発すること」をとらえた内容と重なる。な

ぜなら，「現状の把握・分析」は，「現実の事象や現象を多面的にとらえるとともに，その背景や原

因，仕組みを明らかにしていくこと」だからである。 

以上のことから，理科では，「新たに開発すること」の資質・能力について「現状の把握・分析」

の観点から，次のように設定する。 

 

 

 

 

 

自然事象に対する見方や考え方のずれを克服しようとすること 

 

 

自然事象を多面的にとらえ，原因や仕組みを明らかにすること 

 

 



音楽科ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

音楽科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○自己を推進すること（「自己の認識」） → 音楽を感じ取り表すこと 

○相互に交流すること（「志の共有」）  → 音楽の感じ方，表し方を認め合うこと 

○新たに開発すること（「創造」「発信」） → 新たな音楽の表し方で伝えること 

 音楽科では，三つの資質・能力が働く際，子供が音楽と主体的にかかわっている状態であると考

える。これまで，音楽科では，「感受すること」と「表現を工夫すること」の資質・能力のはぐくみ

に重点を置いてきた。仲間とともに一つの表現を創りあげたり考えを重ね合わせたりすることは，

音楽の活動において欠かせないことである。このことから，音楽の活動に取り組んでいる最中に三

つの資質・能力の働きが表出していることを評価できるよう，以下のように設定する。  

 

○「自己を推進すること」 

 学習指導要領小学校音楽編，中学校音楽編では，改訂の趣旨，改善の基本方針の中に，「音楽のよ

さや楽しさを感じるとともに，思いや意図をもって表現したり味わって聴いたりする力を育成する

こと，音楽と生活とのかかわりに関心をもって，生涯にわたり音楽文化に親しむ態度をはぐくむこ

となどを重視する」とある。また，「音や音楽を知覚し，そのよさや特質を感じ取り，思考・判断す

る力の育成を一層重視する。」とある。これは，自分と音楽とのかかわりを主体的に広めたり深めた

りすることにつながる。このことから，音楽科では「自己を推進すること」を「自己の認識」の観

点を基に， 

音楽を感じ取り表すこと 

と設定する。これは，音楽や自他の表現から知覚・感受したことを支えに，思いや意図をもって表

現したり，想像力を働かせて鑑賞したりすることである。  

音楽から感じ取ったことを言葉などで表すことで，自分と音楽とのかかわりを明確にする。多様

な音楽と出合い，自分の感じ方を広げていけるような資質・能力の向上を目指す。  

 

○「相互に交流すること」 

 学習指導要領小学校音楽編では，改訂の趣旨の中に，「斉唱や簡単な合唱・合奏など全員で一つの

音楽をつくっていく体験を通して，協同する喜びを感じたりする指導を重視する。」とある。さらに，

指導計画作成上の配慮事項（２）第５学年及び第６学年の内容の「A 表現」の指導に当たっては，

「重唱や重奏などの活動において友達と思いや意図を共有しながら表現したりする体験を通して」

とある。学習指導要領中学校音楽編では，改訂の趣旨の中に，「合唱や合奏など全員で一つの音楽を

つくっていく体験を通して，表現したいイメージを伝え合ったり，協同する喜びを感じたりする指

導を重視する」とある。これは，自分と音楽との関係にとどまらず，同じ目標に向かって仲間とと

もに音楽をつくっていくことを求めている。そのためには，自分の感じ方を仲間に伝えたり，相手

の感じ方を共感的に受け入れたりすることが大切である。このことから，音楽科では「相互に交流

すること」を「志の共有」の観点を基に， 

音楽の感じ方，表し方を認め合うこと 

と設定する。これは，音楽を形づくっている要素の働かせ方の根拠や実際の表現から感じたことを

基に，互いの感じ方を共感的に理解し，重なる思いを強くしたり互いのずれを克服しようとしたり



して，表現の仕方を明確にもつことである。 

 仲間とともに音楽をつくることは，それぞれの思いや願いを重ねていくことが大切である。その

ためには，互いの考えや感じ方を受け止めながら音楽を表現する資質・能力の向上を目指す。  

 

○「新たに開発すること」 

 学習指導要領小学校音楽編では，音楽科改訂の趣旨の中に，「音楽のよさを感じ取り，思いや意図

をもって表現したり音楽全体を味わって鑑賞したりする能力の育成」が重視されている。学習指導

要領中学校音楽編では，音楽科改訂の趣旨の中に，「多様な音や音楽を感じ取り，創意工夫して表現

したり味わって鑑賞したりする力の育成」が求められている。これらのことは，表現したい思いや

意図をもち，要素の働かせ方を試行錯誤し，聴き手を意識した表現の方法を見いだすことと重なる。

このことから，音楽科では「新たに開発すること」を「創造」「発信」の観点を基に， 

新たな音楽の表し方で伝えること 

と設定する。これは，聴き手にどのように伝えるか考え，仲間との音楽活動を通して創った表現を

さらに高めることである。 

 自分の思いを表すためのふさわしい表現活動を求めるように，資質・能力の向上を目指す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図画工作・美術科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

 

 図画工作・美術科の学習活動の内容は，子供が感じたことや考えたことを造形的に表す表現活動と，作

品や身の回りの物などからよさや美しさなどを感じ取り，見方を深める鑑賞活動の二つの造形活動によっ

て行われる。よって，図画工作・美術科で設定する資質・能力は，これらの活動を通して子供たちにはぐ

くまれるものである。 

図画工作・美術科学習指導要領改訂の趣旨には，子供たちに創造することの楽しさを感じさせるととも

に，思考・判断し，表現するなどの造形的な創造活動の基礎的な能力を育てること，生活の中の造形や美

術の働き，美術文化に関心をもって，生涯に渡り主体的にかかわっていく態度を育むことが第一に示され

ている。指導要領に示されているそれらのことは，附属長岡校園で設定する三つの資質・能力を子供たち

にはぐくむことと密接にかかわるととらえる。以下，学習指導要領の趣旨，目標と重ねて三つの資質・能

力を設定した意図について説明する。 

 

○「自己を推進すること」 

素材や身の回りの事物に面白さを感じたり，つくることが楽しいと感じたりというように，身の回りの

造形が私たちの生活を豊かにしているということを感じ取るのは，感性の働きによるものである。この感

性が豊かになれば，学習指導要領で述べられているところの，「生活の中の美術の働きや文化に関心をもち，

生涯にわたり創造活動に主体的にかかわっていこうとする態度」が育成されるものと考えられる。豊かな

感性をはぐくんでいくためには，まず対象となるものから面白さなどの魅力を感じ取る心を育て，感じ取

った事柄をさらに自分の中でイメージ豊かにふくらませていく力を高めていく必要がある。対象の中にあ

るもの・ことに，自分とのかかわりを感じたり自分の生き方や価値観などを見いだしたりすることでそれ

らの力が高められ，創造活動への意欲が生まれると考えられる。これらのことから，表現活動，鑑賞活動

それぞれにおいて，表現の対象と出会ったときに対象から興味・関心，面白さや楽しさ，自分とのかかわ

りなどを感じ取り，イメージ豊かにふくらませる力を重視し，「価値をとらえる」観点から， 

                    対象をとらえること                     

を設定した。 

表現活動においては，自分が感じ取ったことや表したいと思ったことをどのように表現するとよいかと

いう見通しや方向性を考える。そのためには，自分が感じ取ったことや表したいと思うことは何かを明確

にすることが大切である。それが定まると，表現したいことはどのくらいの期間で，どんな材料で，どん

な素材で，どんな方法でつくり進めていくとよいのか，おおよその見通しを考えたり試しにつくってみた

りする。このような，自分が表現したいことの方向性を判断し決めていく力を重視し，「立志」「計画」の

観点から， 

                                主題を決めること                              

を設定した。 

 

 

図画工作・美術科ではぐくむ三つの資質・能力について 

○自己を推進すること（「価値の認識」「立志・計画」）→対象をとらえること，主題を決めること 

○相互に交流すること（「他者の認識」「志の共有」） →思い・願いを伝え表すこと 

○新たに開発すること（「創造」「発信」）      →構想し創りだすこと，表現の価値を見いだすこと 



なお，対象をとらえることと主題を決めることを別に表記しているのは，対象をとらえることは表現，

鑑賞のどちらも含む造形活動ではぐくむもの，主題を決めることは主に表現活動においてはぐくむものと

設定しているためである。 

 

○「相互に交流すること」 

 学習指導要領に示されている通り，図画工作・美術科では，造形活動を通して，子供たちが造形要素を

とらえ，それにかかわる自他の思いを伝え合うことで，人，社会と積極的につながり，生活や社会を豊か

にしていくことが求められている。自分の気持ちや伝えたい内容などを形や色彩，材料などを生かして他

者や社会に表現・発信する学習が一層重視されている。そのために，自分の思い（考えていることや気持

ちなど）や願い（理想や想像）を基に，それらがどんな形や色彩で表されるとよいかといった考えを他者

に伝える。また逆に他者の思いや願いを聞き，それにかかわる造形要素はどんなものがふさわしいかを互

いに考えていく。こういった活動の中で互いの思いや願いがより深く理解され，それを基に多くの発想が

生まれたり，より多くの人に受け入れられる視点を得たりしながら，よりよいものが創りだされていくの

である。また，図画工作学習指導要領解説の教科の目標には，児童につくりだす喜びを味わわせることを

重視した内容と，そのために友人や身近な社会とのかかわりによってそれが一層満足できるものになるこ

とが記されている。このような，造形要素の視点を通して，自分の思い・願いを伝えたり，他者の思い・

願いを聞き入れたりしながら思考する力を重視し，「他者の認識」「志の共有」の観点から， 

                             思い・願いを伝え表すこと                              

として設定した。他者の思い・願いを理解したとき，その思い・願いを表すための発想が生まれ自らの思

想にもそれが反映されたりするように，観点の「他者の認識」「志の共有」は，それぞれ独立したものでは

なく，かかわり合っているものととらえている。 

 また，鑑賞活動は，表現されたものから一人一人が感じ取ったことを言葉にして表現する活動であるた

め，他者の考えを聞く，自分の考えを伝える活動が中心となる。よって，この「相互に交流すること」の

思い・願いを伝え表すことは，特に鑑賞活動において顕著に表れる資質・能力であると考えられる。 

 

○「新たに開発すること」 

 小学校学習指導要領には，「つくりだす喜び」を，中学校学習指導要領解説には，「創造活動の喜び」を，

それぞれ児童生徒に味わわせることを重視することが示されている。新しい物をつくりだしたいという意

欲とそれを実現するための力が調和よく働いたとき，創造活動の喜びを豊かに味わうことができるように

なる。表現活動においては，自己の心情や考え，イメージを基に自分が表現したいことを考え，それを道

具や材料の使い方を工夫し，自分の表現方法で作品として実体化する。また鑑賞活動においては，自分の

見方や感じ方に基づいて想像力を働かせ，作品に対する見方を深めたり新たな発見をしたり感動したりす

ることで作者の心情や考え方などに迫り，自分にとっての作品の価値を見いだし，言葉で表したりする。

どちらの活動も，子供一人一人の思いや考えが新たにつくりだされ，形として表現される活動である。表

現活動も鑑賞活動も，ただつくったり，見たりするのではなく，どんなことを表現したいのか，自分が何

を感じ取っているのかという自分の考えや思いがしっかり意識されることが「思考」「判断」「表現」の視

点から見て大切なことととらえている。この点を重視し，「創造」「発信」の観点から， 

                               構想し創りだすこと                                

                             表現の価値を見いだすこと                               

を設定する。なお，構想し創りだすことは主に表現活動において，表現の価値を見いだすことは主に鑑賞

活動においてはぐくむこととする。 



 



 

家庭科，技術・家庭科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○自己を推進すること（「立志・計画」） →最適な生活の仕方を自ら選択すること 

○相互に交流すること（「他者との協力」）→自他の生活の仕方を伝え合い見直すこと 

○新たに開発すること（「創造」）    →自分の生活に関連付けながら生活の仕方を工夫すること 

家庭科，技術・家庭科は，仲間と生活の仕方を交流し合うことで自分の考えを深め,生活をより

よくするために生活の仕方を工夫し，実践していくことで生活の自立の基礎を培う教科である。こ

のことを基に，家庭科，技術・家庭科では，はぐくみたい三つの資質・能力を「立志・計画」「他

者との協力」「創造」の観点でとらえることとした。よって，家庭科，技術・家庭科では，はぐく

みたい三つの資質・能力を以下のように設定する。 

 

○「自己を推進すること」 

 小学校学習指導要領解説家庭編の目標において,「日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び

技能を身に付け,生活における自立の基礎を培う」ことを目指しているとある。そのためには，知

識や技能を活用して,生活の問題を解決したり,家庭で実践したりすることが大切である。このこと

により,自分の生活に向き合い,様々な問題を解決したり,実践したりしていくことが自立の基礎に

つながっていくと考える。中学校学習指導要領解説技術・家庭編の目標においては，「生活に必要

な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深め，

進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる」とある。実生活に生かすことのできる

ものにするためには,日常生活に関連のある学習場面において,児童生徒自身が主体的に知識や技

能を生かし,自分の考えを働かせながら工夫する経験を繰り返す中で身に付いていくと考える。 

 また，本研究における「立志・計画」の観点の見解では，「実現に向けて目標や見通しを立てた

り段取りをしたりすること」とある。学習を通して，主体的に知識や技能を生かし実践していく中

で，目標や見通しを立てたり，段取りしたりする資質・能力がはぐくまれると考える。 

 これらから,家庭科,技術・家庭科では,「自己を推進すること」を「立志・計画」の観点を基に, 

最適な生活の仕方を自ら選択すること 

と設定する。これは,自分の生活における様々な問題を解決するために,場面や状況に応じて,最適

な方法を選択していくことである。 

 自分の生活を振り返り,どうすると生活がもっとよりよくなるのか,目指したい生活に向けてよ

りよくなるような生活の仕方を考え,場面や状況に応じて,仲間の考えも含めた様々な生活の仕方

の中から,最適な方法を選びとり,実践していくことのできる資質・能力の向上を目指す。 

 

○「相互に交流すること」 

 小学校学習指導要領解説家庭編の「５ 言語活動の充実と家庭科」に,「実習などで体験したこ

とを説明したり,表現したり,話し合ったりするなどの学習活動を充実するように配慮すること」が

求められるとある。実生活での活用の仕方を話し合うことで,「身近な生活への理解が深まるとと

もに,生活をよりよくしようとする意欲や生活で活用する能力などを身に付けることへつながる」

とある。そのためには，集団で一緒に課題に向き合えるようにするとか,互いの頑張りを評価し合

えるようにするなどが必要だと考える。これは,仲間とともによりよい生活を目指して取り組んで

家庭科,技術・家庭科 三つの資質・能力について 



いくことが生活への理解や生活をよりよくしようとする意欲,活用を図るための実践へとつながっ

ていくと考える。同様に中学校学習指導要領解説技術・家庭編では，「言葉だけでなく，設計図や

献立表といった図表及び衣食住やものづくりに関する概念などを用いて考えたり，説明したりする

などの学習活動も充実する必要がある」とある。 

 また，本研究における「他者との協力」の観点の見解では，「目的に向かって力を合わせて取り

組むこと」とある。学習を通して，仲間とともによりよい生活を目指して取り組んでいくことで，

目的に向かって他者と協力できる資質・能力がはぐくまれると考える。 

 これらから家庭科,技術・家庭科では,「相互に交流すること」を「他者との協力」の観点を基に, 

自他の生活の仕方を伝え合い見直すこと 

と設定する。これは,自他の生活の仕方に対して,相互評価しながら,自分の生活を改善していく取

組のよさや不十分さを明らかにすることである。 

 仲間が困っていることに対して解決方法を一緒になって考えたり, 自他の生活の仕方に対して

もっとこうするとよくなるとアドバイスし合ったりすることで,どこを改善していくとよりよくな

るのかが見いだすことのできる資質・能力の向上を目指す。 

 

○「新たに開発すること」 

 小学校学習指導要領解説家庭編の目標において,「家族の一員として生活をよりよくしようと工

夫する能力と実践的な態度を育てる」とある。それは,「家族の一員として,家庭生活を改めて見つ

め直したり実感したりして,現実の自分の生活の中から問題を見いだし,身に付けた知識や技能を

活用して生活をよりよくしようと工夫する能力と進んで実践しようとする態度を育てること」とし

ている。また，中学校学習指導要領解説技術・家庭編では，「進んで生活を工夫し創造する能力と

実践的な態度を育てること」とある。これは,よりよい生活を目指して自ら実践していくために,

生活の仕方を様々な角度から考えて工夫していくことで,生活のよりよい改善へとつながっていく

と考える。 

 また，本研究における「創造」の観点の見解では，「新しい解決方法や考え方を生み出したりす

ること」とある。学習を通して，生活の仕方を様々な角度から考えて工夫していく資質・能力がは

ぐくまれると考える。 

これらから家庭科,技術・家庭科では,「新たに開発すること」を「創造」の観点を基に, 

自分の生活に関連付けながら生活の仕方を工夫すること 

と設定する。これは,自分の生活に関連付けながら,改善に向けて生活の仕方を工夫することである。 

 何のために生活をよりよくしようとしているのか目的を振り返り,実生活における問題を見付け,

その解決を目指して工夫することで,実生活に生かしていくことのできる資質・能力の向上を目指

す。 

 

 



体育科ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

 体育科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○自己を推進すること（「自己の認識」「立志・計画」）→動きの高まりを求めること 

○相互に交流すること（「他者との協力」）       →動きを伝え表し，違いを認め合うこと 

○新たに開発すること（「創造」）                      →自分の動きに，新たな見方や考え方を生かすこと  

体育科は，知識・技能，態度，思考・判断の関係性の中で意味生成される身体経験によって，生涯にわ

たって運動に親しむ資質・能力の基礎を育てるとともに，健康の保持増進や体力の向上を図り，楽しく明

るい生活を営む態度を育てる教科である。また，体を動かすことで，身体能力を身に付けるとともに，情

緒面や知的な発達を促し，集団的活動や身体表現などを通じて，コミュニケーション能力を育成すること

や，筋道を立てて練習や作戦を考え，改善の方法などを互いに話し合う活動などを通じて論理的思考力を

育むことが大切である。このことを踏まえ，体育科では，以下のように資質・能力を設定する。 

 

○「自己を推進すること」 

 「自己を推進すること」とは，「自己を見つめ，ひと・もの・ことへの愛情・愛着をもち，見通しを

もって物事に取り組み，よりよい自分を作ること」である。このことを受け，体育科における「自己を

推進すること」を「自分の動きを見つめ仲間やものに関心をもち，よりよい動きを求めようとする意欲

を高めること」ととらえた。  

運動の実施において，自分の運動を内側から眺め，感じ取りながら実施する自己観察力を高めること

により，他者観察の力を高めたり，運動の意味を理解したりする上で効果があることは，運動学で述べ

られていることである。また，自己観察の力を高めることで動きの現状や変化，高まりをとらえ，運動

意欲を高めていくことにつながる。その際，自己観察によってとらえた自分の動きを言語で表すことで，

より正確さが保証される。この自己観察の力を高めることは，学習指導要領解説体育・保健体育科編で

述べられている，「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力」の一つとして，「運動への関心や自ら運

動をする意欲」に関連する。 

 これは，「自己を推進すること」の観点である「あるがままの自己の姿を見つめ，自己を伸長したり

改善したりする視点を前向きにとらえること」「あるべき姿やなりたい自分を思い描き，それに向かう

強い心をもち，実現に向けて目標や見通しを立てたり段取りをしたりすること」に関連する。 

 以上のことから，体育科では，「自己を推進すること」を「自己の認識」「立志・計画」の観点から，

次の資質・能力として設定する。 

動きの高まりを求めること 

 これは，目指す動きに向けて試技を繰り返す中で，運動感覚を働かせながら自分の動きをとらえるこ

とである。また，身に付けた動きをさらに発展させることである。この資質・能力をはぐくむことによ

り，自分の動きの高まりを自覚し，運動意欲に満ちた追求ができると考える。 

 

○「相互に交流すること」 

 「相互に交流すること」とは，「対話を通して他者とかかわり，よりよい人間関係をつくること」で

ある。このことを受け，体育科における「相互に交流すること」を「子供たちが異質な集団の小集団の

中で，自分とは違った「できばえ」や「分かり具合をもった仲間の見方・考え方・表し方とかかわり，

集団としての力を学びのために発揮しながら学習を進めていくこと」ととらえた。 



 自分と仲間が共通の内容を学んでいること，共通の技術課題に向けて学習しているからこそ，子供に

は「違い」が見え，比較することができる。自分とは違う動きと自分の動きを比較することにより，動

きを高めるための技術を学ぶことができる。自分とは違う仲間の多様な見方・考え方・表し方とかかわ

ることにより，運動の原理や技術のポイントが分かっていく。このことは，学習指導要領解説体育・保

健体育編では，「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力」の一つとして，「仲間と仲よく運動をする

こと」に関連する。  

以上のことから，体育科では，「相互に交流すること」を「他者との協力」の観点から，次の資質・

能力として設定する。 

動きを伝え表し，違いを認め合うこと 

これは，自ら仲間の動きの見方・考え方・表し方を求めたり，伝えたりすることで，自分と仲間との

関係を構成していくことである。この資質・能力をはぐくむことにより，自分の動きを高めるとともに，

コミュニケーション能力を養い，動きを通して新たな仲間のつながりをもつ姿が期待できると考える。 

 

○「新たに開発すること」 

 「新たに開発すること」とは，「自ら考えたり，他に考えを求めたりして問題解決に取り組み，現状

を突破するために，対象との新たなかかわりをつくること」である。このことを受け，体育科における

「新たに開発すること」を「仲間の動きに対する見方や考え方，表し方，映像を基に，自分の動きを見

つめ，練習方法を工夫して自分の動きを高めること」ととらえた。 

 よりよい動きを創り上げていくために，各ステージにおける子供の発達段階に応じて，①動きを模倣

する力、②動きを比較する力、③動きを分析する力の３つの力を設定し，問題解決の場面で働かせてい

くことが大切であると考えた。「動きを模倣する力」は，仲間のよい動きを見付け，自分の動きに取り

入れて新たな動きとして表すことである。「動きを比較する力」とは，仲間の動きを比較したり，自分

と仲間の動きの見方や考え方を比較したりして見いだした相違点から，新たな視点を見いだしたり，自

分の考えを確かにしたりして新たな動きとしてとらえ直すことである。「動きを分析する力」とは，模

倣しり，比較したりして見いだした相違点を，教具や映像等で根拠を明らかにしながら，新たな視点を

取り入れたり，自分の考えを確かにしたりしながら新たな動きとして表すことである。このことは，学

習指導要領解説体育・保健体育編では，「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力」の一つとして，「各

種の運動の楽しさや喜びを味わえるよう自ら考えたり工夫したりする力，運動の技能」に関連する。 

以上のことから，体育科では，「新たに開発すること」を「創造」の観点から，次の資質・能力とし

て設定する。 

自分の動きに，新たな見方や考え方を生かすこと 

 これは，体育科で大切にしている「動きを模倣する力」「動きを比較する力」「動き分析する力」を

発達段階に応じて働かせて，仲間の動きの見方・考え方を自分の動きに生かして動きを高めることであ

る。 

  



外国語活動・英語科ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

外国語活動・英語科では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○自己を推進すること（「立志・計画」） 

→課題（タスク）の達成に向けて見通し振り返ること 

○相互に交流すること（「志の共有」「他者との協力」） 

→相手が話す考えや情報を理解するとともに自分の考えを発信すること 

○新たに開発すること（「創造」「発信」） 

→創造的に英語を活用し，思いや考えを伝えること 

社会の様々な分野においてグローバル化が加速度的に進展し，人，もの，情報等が国を超えて流動す

る時代を迎えている。このような時代において，英語を学ぶ意義とは，「異なる国や文化の人々と外国

語をツールとして円滑にコミュニケーションを図り，異なる文化・文明との共存共栄を目指していくこ

と」と考えられる。他者とコミュニケーションを図る言語として様々な外国語が存在するが，中でも英

語は国際共通語としての役割を果たしている。このような現状から，英語を確実に身に付け，それを用

いて他者と円滑にコミュケーションを図る素地や能力を高めるために，「自ら学ぶ力」「他とかかわる

力」「ことばを使う力」が求められている。これらは学習指導要領にある英語を学ぶ意欲，積極的にコ

ミュニケーションを図る態度，言語や文化への理解，４技能などのコミュケーション能力の育成といっ

たことに深く関連している。 

以上のことから，外国語活動・英語科ではぐくむ資質・能力を以下のように設定した。 

 

○「自己を推進すること」 

設定された課題（タスク）や到達目標の達成に向けて，自ら主体的に英語を使おうとする意欲をもち，

活動の取り組みを振り返ること，つまり「自ら学ぶ力」が重要とされている。そのためには明確な到達

目標の提示とコミュニケーションへの強い動機付けが必要である。特に，中学校で英語を学習する段階

では学習者の自律を促すために Thinking, Doing, Feeling の３側面に配慮する必要があることが示さ

れている。Thinking とは，「メタ認知」とも呼ばれるものであり，学習の目標設定や計画策定，振り

返りなどに関わる側面である。Doingとは，実際の学習行動（Learning Behavior）や学習方略（Learner 

Strategy：学習者が意図的に採用する学習方法）と関わる側面である。三つ目の Feelingは，動機づけ

（Motivation）や動機の維持（Volition）などと関係する，いわゆる「情意的」（Affective）な側面

のことを指す。互いに助け合い，学び合い，共通の目的を達成するような協働（同）学習の「情意面」

での大切さを指摘する文献は数多い。 

特に，入門期からモデルの提示等によって，憧れの気持ちから「なりたい自分」を思い描き（Thinking, 

Feeling），それに向けて「積極的に人とふれあい」（Doing），「言語への気づき」や「異文化理解」

を促すことが大切であると考えられる。 

以上のことから，外国語活動・英語科では「自己を推進すること」を「立志・計画」の観点から， 

「課題（タスク）の達成に向けて見通し振り返ること」 

と設定する。これは，課題（タスク）の達成に向けて，なりたい自分を思い描き，主体的に活動に取り

組むことを通して，どれだけそれに近づけたか，またはどのように達成したかを振り返ってとらえるこ

とである。 

単元開始や「協働」場面でのモデル提示，４技能に対する到達目標の提示，目標設定，授業や単元終

末時の自己評価の場面で働くと考えられる。 

課題（タスク）達成のために，明確な目標をもち，仲間とコミュニケーションを図る必要性を感じ，

主体的に活動に取り組む。そして，活動や取組のよさを振り返る資質・能力の向上を目指す。 

 

 

 



○「相互に交流すること」 

人は多くの場合，ことばを通して他とかかわる。ものごとについて考えたり，考えを伝えたりする上

でことばは根幹となるものであり，日本人が身に付けるべき英語は，母語話者の英語ではなく，国際語

（国際通用語）としての英語である。授業において，英語を使って「他とかかわる力」をはぐくむため

には「他とかかわる必要感をもち，他とかかわるよさや価値を実感すること」が重要であると考えてい

る。これを外国語活動・英語科では「かかわる者同士が課題（タスク）の目的や目標を共有し，その達

成に向けて互いの考えや情報をことば（英語，日本語）を用いて理解し合い，協力し合ってタスクを達

成していくこと」であるととらえている。 

以上のことから，外国語活動・英語科では「相互に交流すること」を「志の共有」「他者との協力」

の観点から， 

「相手が話す考えや情報を理解するとともに自分の考えを発信すること」 

と設定する。これは，相手（話し手や書き手）の意図を理解した上で，場面や相手に応じて考えや情報

を伝え，それを理解し合うことを通して，課題（タスク）の達成を目指す関係を築くことである。 

英語による会話や意見交換の場面，英語の表現を練り上げるために仲間同士でアドバイスをし合う場

面で働くと考えている。 

相手がもつ背景に関心をもち，相手が伝える考えや情報を理解しながら課題（タスク）の達成のため

に，誰とでも積極的にかかわることができる資質・能力の向上を目指す。 

 

○「新たに開発すること」 

「ことばを使う力」のはぐくみには，自分の考えや感情などを相手に的確に伝え（話す，書く），深

く理解して（聞く，読む）もらうことが重要であると考えている。自分の考えや感情などを相手に的確

に伝えるためには，「文構造や単語などを確実に身に付け，それを活用すること」が必要であり，相手

に深く理解してもらうためには，「理由や根拠を付け加えて説明したり，表情やジェスチャーといった

非言語を用いて伝えたりすること」が必要であると考えた。 

特に入門期では，英語を用いて仲間とコミュニケーションを図る中で，ジェスチャーや表情といった

ことばによらないコミュニケーションの手段の役割を理解すること。そして，それらを生かして自分の

考えや感情を効果的に伝え合うことが大切であるとされている。 

以上のことから，外国語活動・英語科では「新たに開発すること」を「創造」「発信」の観点から， 

「創造的に英語を活用し，思いや考えを伝えること」 

と設定する。これは，自分がもつ情報・気持ち・考えを，新しく身に付けた英語表現と表情やジェスチ

ャーといった非言語を用いて効果的に伝えたり，また理由や根拠を付け加えて論理的に説明したりする

ことである。 

単元の目標言語材料と既習の言語材料，会話ポイントや英語ストラテジー，これまで身に付けた表現

方法を活用しながら自分の情報・気持ち・考えを発表する場面や仲間と英語で会話をする場面で働くと

考えている。この資質・能力を効果的に働かせるためには，会話や表現を練り上げる活動を通して，身

に付けた新しい表現（非言語も含む）と既習表現を活用して，効果的に自分の考え等を発信する場を意

図的に設けることが大切である。 

既習，新出の英語表現を用いて主体的にコミュニケーションを図り，自分の情報・気持ち・考えを効

果的，論理的に発信して他とのかかわりを広げていこうとする資質・能力の向上を目指す。 



 

現在「道徳」の教科化が大きく話題になっている。特に評価については，公立校での関心も高い。数

値による評価はしないということは変わらないが，何をどのように評価するかは示す必要がある。その

際，現研究で大切にしている資質・能力の働きが表出した姿の評価が，「特別な教科 道徳」の評価と

大きくかかわってくる。また，各学校で定めた「育てようとする資質や能力及び態度」を独自の観点と

することもできる，とも言われている。 

そこで，「道徳」では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○自己を推進すること（「自己の認識」）→自己を理解すること 

○相互に交流すること（「志の共有」） →自分と仲間との感じ方・考え方に違いがあることを認め合うこと 

○新たに開発すること（「創造」）   →道徳的価値を見いだしたり再構築したりすること 

○「自己を推進すること」 

 新学習指導要領案の「特別の教科 道徳」の目標に「自己を見つめ」ることが明記されている。自己

を見つめることは，人間としてよりよく生きる上で大切なことを基に自分自身を見たときに，現在の自

分がどのような状況にあるのかを明確に把握することである。道徳の時間の大切な特質であり，授業構

想の基盤となるものである。 

自己を見つめるためには，人間としてよりよく生きる上で大切な道徳的価値を，自分事として感じた

り考えたりすることが必要である。したがって，道徳的価値の理解でも，子供が道徳的価値にかかわる

事象を自分の問題としてとらえることが求められている。例えば，授業の中で読み物資料を通して道徳

的価値について考える場合，それを単に読み物の中の事例としてとらえるのではなく，自分とのかかわ

り，つまり，これまでの自分の経験やそのときの感じ方，考え方と照らし合わせながら考えられるよう

にすることが重要になる。このような学習を通して，子供は道徳的価値の理解と同時に自己理解を深め

ることになる。また，自己の生き方についての考えを深める」ことも大切にされている。子供がよりよ

くなろうとする自分を感じ，自己を肯定的に受け止められるようにする。また，他者とのかかわりや身

近な集団の中で自分の特徴などを知り，伸ばしたい自己を深く見つめられるようにする。それとともに，

現在の生活及び将来の生き方の課題を考え，それを自己の生き方として実現していこうとする思いや願

いを深めることができるようにする。 

これらのことから，「道徳」では，「自己を推進すること」を「自己の認識」の観点から， 

「自己を理解すること」 

とした。これは，資料中の人物の判断や行為や道徳的問題場面の事象と自分の経験や感じ方・考え方

とを照らし合わせて考える中で自己理解していくことである。学習指導要領道徳編にある自分自身を見

つめることとも重なる。 

 

○「相互に交流すること」 

 学習指導要領道徳編の中で，学校における道徳教育において特に考慮しなければならない課題の１つ

として，社会の変化に伴う課題への対処がある。我が国の社会を公正で活力のあるものとして持続的に

発展させるためには，人々の意識や社会のシステムにおいて，社会・経済的な持続可能性とともに，人

として他と調和して共に生きることの喜びや，そのために必要とされる倫理なども含めた価値を重視し

ていくことが求められている。 

「道徳」ではぐくむ三つの資質・能力について 



話合いは，児童・生徒相互の考えを深める中心的な学習活動であり，道徳の時間においても重要な役

割を果たす。児童・生徒の体験や資料に対する感じ方・考え方を交えながら話合いを深めることが学習

活動の中心となることが多い。日頃から何でも言い合え，何でも認め合える雰囲気をつくることが道徳

の時間では大切である。また，自分とは異なった考えに接する中で学習が深まるということを，日頃の

経験を通して実感させるように努めることが求められている。 

これらのことから，「相互に交流すること」を「志の共有」の観点から， 

「自分と仲間との感じ方・考え方に違いがあることを認め合うこと」 

とした。これは，仲間の考えに反応しながら聴き，感じ方・考え方の異なるところや重なるところを

認め合うことである。学習指導要領道徳編にある相手のことを考える能力や相手のことを思う能力とも

重なるところがある。 

 

○「新たに開発すること」 

 道徳的価値の理解について，次の三つに整理できる。一つは，道徳的価値の理解として人間としてよ

りよく生きる上で大切なことを，本当に大切なことだ，あるいは望ましいことだと理解すること（価値

理解）、これについては，知識としては理解できているけれど，実感をもって大切さを考えさせることが

求められている。二つ目は，道徳的価値は大切ではあるが実現は難しいこと（人間理解），三つ目は，道

徳的価値に関しては多様な感じ方・考え方があること（他者理解）である。自分とは異なる感じ方・考

え方に触れたり，自分とのかかわりで道徳的価値をとらえていったりすることで，今までの自分の道徳

的価値の理解に揺さぶりがかけられ，不十分なところに気付いたり，あるいはより自分の考えを確かに

したりしていく。自分が今までもっていた道徳的価値についての理解を，価値理解，人間理解，他者理

解の点から見直していく。 

これらのことから，「新たに開発すること」を「創造」の観点から， 

「道徳的価値を見いだしたり再構築したりすること」 

とした。これは，仲間の考えを聞き，自分の考えを確かにしたり不十分なところに気付いたりして道

徳的価値についての見方・考え方を自分なりに発見したり再構築したりしていくことである。 

 

 

 

 

 

 

 



学級活動ではぐくむ三つの資質・能力について 

 

学級活動では，以下の三つの資質・能力を設定する。 

○ 自己を推進すること（「責任の遂行・粘り強い取組」）→ 学級生活の向上を求めること 

○ 相互に交流すること（「対話や議論への参加」）   → 自分の願いを適切に語り，相手の願いを共感的に聞くこと 

○ 新たに開発すること（「創造」）          → 共感し合って決議し，生活や活動をつくること 

 学級活動では，三つの資質・能力が働く際に，全ての観点がかかわり合っていると考える。本研究において，

特に重点をかける観点は，上記「責任の遂行・粘り強い取組」「対話や議論への参加」「創造」とした。以下，三

つの資質・能力の設定の意図を説明する。 

 

○「自己を推進すること」 

 特別活動の学びの特質として，「集団を通して学ぶ」というものがある。この学びとは，集団の中で他者を知る

ことによって自己理解を深めることや，集団に対する所属感を得ることなどを指す。人が社会生活を営む上で，

他者の存在なしには生きられない。したがって，集団の中で自己を生かすことの意義を知り，そのための技能を

獲得することには重要な意味がある。 

 学習指導要領特別活動編では，改訂の基本方針に「社会に参画する態度や自治的能力の育成を重視する」とあ

る。これを学級活動に置き換えると，学級生活をつくることに参画する態度や，学級生活を送る中で自治的能力

を育成することを重視していると言える。日常の学級生活を創っていく際に，自己主張をするのみでなく，学級

全体のことを考えながら仲間と互いの役割を担い合い，上手くいかないことがあっても最後までやり通すことが

重要であると考える。これは，集団決定したことをそれぞれが役割を果たしながら，協力して実現することがで

きる力をはぐくむことを意図していることと重なる。 

これらから，学級活動では「自己を推進すること」を「責任の遂行・粘り強い取組」の観点を基に， 

学級生活の向上を求めること 

と設定する。これは，学級の一員として，自分の立場を認識し，学級集団の向上を求めながら生活づくりに参画

していくことである。 

 学級の一員として，学級生活の向上を求めて活動に対しての願いをもったり，自己の目標を立てたりして，全

体で協力して自己の責任を遂行し，粘り強く取組を進めていける資質・能力のはぐくみを目指す。 

 

○「相互に交流すること」 

社会性とは，「社会生活に適応する資質・能力である。人間は社会的存在であり，集団生活や社会の成員として，

互いに協力し合い支え合いながら，自分も成長し，かつ集団や社会の向上・発展にも貢献することが望まれる。

その基本は，他者とのコミュニケーションであり，集団や社会の意義理解である。」と定義される。つまり，社会

性は，個々人が独力で身に付けるものではなく，集団活動を通して他者とかかわりをもつ過程で初めてはぐくま

れるものであるという考えである。 

学習指導要領特別活動編の目標に，今回の改訂から「よりよい人間関係」という文言が加えられた。これは，

特別活動がよりよい人間関係や生活を築こうとする態度を育てる自主的・実践的な態度を育成する教育活動であ

ることを一層明確にすることを目的としたからである。そのためには，異なる考えをもつ仲間同士の中で，自分

の考えを適切に仲間に語ったり，相手の考えに共感的に耳を傾けたりすることが重要である。このような話合い

活動を展開することで，意見を否定することは人間を否定することではないことを学び，多様な他者と折り合い

を付けることが重要である。 

 

 

 

 

 



このことから，学級活動では「相互に交流すること」を「対話や議論への参加」の観点を基に， 

自分の願いを適切に語り，相手の願いを共感的に聞くこと 

と設定する。これは，自分の考えを伝え，仲間の考えを聞くことを，主体的に行うことである。話合い活動にお

いて，ずれや多様性を認め合い，生かし合いながら折り合いをつけたり合意形成に向かったりしていけるような，

柔軟で力強い人間関係を築けるようにしていかなければならない。そのために，自分の願いを真摯に語って相手

に伝えたり，相手の願いを受けとめながら共感的に聞いたりする資質・能力のはぐくみを目指す。 

 

○「新たに開発すること」 

 特別活動は，正解・不正解を明確に求めようとするものではない。その時間，場所，状況などによって求めら

れる行動が違うため，柔軟な判断力と適切な行動力が必要になる。そうした力は，教師はもちろん，子供にも求

められる。この力の蓄積は，画一的に物事を考える人間から創造的に物事を考える人間へと変わっていく原動力

になる。この力を育成する中核となるのが特別活動であると言われている。 

 学習指導要領特別活動編では，望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り，集

団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的・実践的な態度を育てるとともに，自己の

生き方についての理解を深め，自己を生かす能力を養うことを目標で示している。子供たちが日々の学級生活で，

自分たちの生活を創っていくには，仲間の考えに共感しながら全体の方向性を決めて，互いに信頼・協力してい

くことが重要である。 

このことから，学級活動では「新たに開発すること」を「創造」の観点を基に， 

共感し合って決議し，生活や活動をつくること 

と設定する。これは，仲間と一緒に生活や活動をつくることで，よりよい人間関係を築いていくことである。現

代の子供たちの抱える，人間関係形成能力の低下の問題，社会性低下の問題，心の問題，いじめや不登校の問題

等の諸問題を解決するには，生活全般で人間づくりを行うことが重要である。子供たちの学校生活を豊かにする

基盤となる学級生活を，自分たちで考えて運営できるように資質・能力のはぐくみを目指す。 

 

＜三つの資質・能力を設定する段階＞ 

学級活動では，ステージに合わせて段階を設定し，資質・能力をはぐくむ段階を示す。これを，資質・能力発

展表を作成する指針とし，作業に取り組む。その際，１年間の学級づくりのためのテーマを設定し，学級づくり

と併せて資質・能力のはぐくみを目指すこととする。 

ステージ 段階 各段階の特性 年間のテーマ 

第２ 

ステージ 

小１・２ 

相手を意識できる段階 ・幼児期の自己中心性が残っている。 

・教師を中心とした学級集団や所属感などの一

体感の表れが見え始める。 

・活動の中心となる子供の表れ，自主性の芽生

えが見え始める。 

仲よく助け合い，自分もみんな

も活躍できて，嬉しくなる活動

をつくる 

第３ 

ステージ 

小３・４ 

相手を理解できる段階 ・集団としての閉鎖性が増し，協力して楽しい

学級生活を創ろうとする。 

・集団目標の達成に主体的にかかわり始める。

リーダー的な子供を中心に，ある程度計画的

な行動が可能となる。 

協力し合い，学級の自慢や宝物

が増え，自分も仲間も成長する

活動をつくる 

第４ 

ステージ 

小５・６ 

中１ 

互いのよさを認め合える段階 ・自分たちで決めた集団の目標を大切にし，役

割や責任を自覚して活動を進めるようにな

る。 

信頼し,支え合い,一人一人のア

イデアを生かしながら，学校や

地域のためになる活動をつくる 

第５ 

ステージ 

中２・３ 

互いを尊重し生かし合う段階 ・仲間同士の特性を理解し合い，集団の目標に

向かって効率的に活動の推進に取り組む。 

行事の成功に向けた集団の在り

方や自分の在り方を考えて仲間

の願いを聞く 

 



「社会創造科」　資質・能力発展表

観点 社会創造科の見解 特徴 第２ステージ　小１・２ 第３ステージ　小３・４ 第４ステージ　小５・６　中１ 第５ステージ　中２・３

自己の認識

あるがままの自己の姿を見つ
め，広い視野，長期的な視点に
立って，自己を伸長したり改善し
たりする視点をとらえること。

自分の特徴をよさととらえ，よりよい
自分づくりにつなげていく姿をえがい
た。

　自分の特徴をよさとしてとらえる
こと。

　自分の特徴を自分のよさとして
とらえ，よりよい自分づくりに向け
て必要なことを明らかにするこ
と。

　自分の特徴が地域の中でどのように生か
せるかを考え，よりよい自分づくりに向けて
必要なことを明らかにすること。

　自分が地域を構成する一員であることを
自覚し，自分の特徴がどのように生かせる
か考え，よりよい自分づくりに向けて必要な
ことを明らかにすること。

価値の認識

ひと・もの・ことのもつよさをとら
え，それを生かしたり守ったりしてい
こうとする愛情や愛着をもつこと。ま
た，持続可能性の視点から地域の資源
をとらえ，それを生かしたり守ったり
すべきだと考えること。

身の回りや地域にある「ひと・もの・
こと」にくりかえしかかわることを通し
て，愛情・愛着をもったり，よさを見い
だしたりする姿をえがいた。

　身の回りの「ひと・もの・こと」へ
繰り返しかかわることを通して愛
情を感じ，愛着をもったり，そのよ
さを見いだしたりすること。

　身近な地域の自然や人に繰り
返しかかわることを通して愛情を
感じ，愛着をもったり，そのよさを
見いだしたりすること。

　地域の問題に対して，それにかかわる人
の思いや願い，考えとを踏まえ，現状をとら
え，地域のよさを見いだすこと。

　地域の事象や問題について，それにか
かわる人の思いや願い，考えをふまえ，現
実を深くみつめ，持続可能の視点から，地
域のよさを見いだすこと。

立志・計画

あるべき姿やなりたい自分を思
い描き，それに向かう強い心をも
ち，実現に向けて目標や見通しを
立てたり段取りをしたりするこ
と。

自分自身のやりたいことから地域
の問題を解決したいと，目標や計画
を発展していく姿をえがいた。

　身の回りの「ひと・もの・こと」と
楽しくかかわりたいと願い，その
実現に向けて，自分で目標を立
てたり，活動の手順を考えたりす
ること。

　身近な地域や自然をよりよくし
たいと強く願い，その実現に向け
て，自分で活動の目標や計画を
立てること。

　地域の問題を解決したいと強く願い，そ
の実現に向けて，自分で活動の目標や計
画を立てること。

　地域の問題を解決したいと自ら強く願
い，自分で目標や長期的な計画を立て，
それに逐次修正を重ねること。

責任の遂行・
粘り強い取組

よりよい社会を築くための自分
の役割を自覚し，確実に実行する
ことこと。また，うまくいかない
現実に直面しても，あきらめずに
取り組むこと。

自分の役割に責任をもち，最後まで
やり遂げていく姿をえがいた。

　自分の役割に責任をもって取り
組んだり，うまくいかないことが
あっても最後まで取り組んだりす
ること。

　自分の役割に責任をもって取り
組んだり，うまくいかないことが
あっても最後まで取り組んだりす
ること。

　自分の立場・役割に責任をもって取り組
んだり，自分たちと地域の人の思いや願
い，考えが違うことがあっても最後までやり
遂げたりすること。

　自分の立場・役割に責任をもって取り組
んだり，地域の現状や実情に対して柔軟
に対応しながら，最後までやり遂げたりす
ること。

他者の認識

様々な立場の人の思いや願い・
考えをとらえ，思いやること。

身の回りから地域の問題解決にか
かわる人へとかかわる対象を拡張し
ながら，相手の思いや願い，考えを
大切にしていく姿をえがいた。

　自分の思いや願い，考えだけ
でなく，仲間にも思いや願い，考
えがあることを知り，大切にする
こと。

　自分の考えをよりよくするため
に，自分の考えと同じように，身
近な地域の人や仲間がもってい
る考えを大切にすること。

　地域の問題の解決に向け，それにかか
わる人や仲間の思いや願い，考えを大切
にすること。

　地域の問題解決に向け，それに取り組む
人の思いや願い，考えを大切にしたり，実
践する過程でかかわる様々な人の考えを
大切にしたりすること。

志の共有

様々な立場の人の思いを共感的
に理解し，重なる思いを強くした
り，目標の共有に向けて互いのず
れを克服しようとしたりするこ
と。

共に活動する対象を拡張しながら，
相手の思いや願い，考えを理解し，
目標を立てていく姿をえがいた。

　一緒に活動するために，仲間
の思いや願い，考えを聞き，目
標を立てること。

　一緒に活動するために，相手
の思いや願い，考えを理解し，
自分とのずれに気付き，その克
服に向けて自分の考えを変化さ
せ，目標を立てること。

　地域の問題解決に向け，それに関わる
人の思いや願い，考えを共感的に理解し，
自分の考えとのずれに気付き，その克服
に向けて自分の考えを柔軟に対応させ，
目標を立てること。

　地域の問題解決に向け，それに取り組む
人の思いや願い，考えを共感的に理解し，
自分の考えとのずれを明らかにし，その克
服に向けて自分の考えを柔軟に対応さ
せ，ともに目標を立てること。

他者との協力

集団の構成者としての互いの立
場や役割を理解し，目的に向かっ
て力を合わせて取り組むこと。

共通の目的を達成したり，問題を解
決したりする対象を拡張しながら，力
を合わせて取り組んでいく姿をえがい
た。

　目的を達成するために，仲間と
考えを出し合い，共に行動する
こと。

　共通の目的を達成するため
に，考えを出し合いながら，力を
合わせて取り組むこと。

　地域の問題を解決するために，地域の
人と考えを出し合いながら，力を合わせて
取り組むこと。

　地域の問題を解決するために，さまざま
人と考えを出し合いながら，力を合わせて
取り組むこと。

対話や議論へ
の参加

様々な立場の人との話し合いを
充実させるために，準備したり，
話し合いの方法を工夫したり，建
設的に参加したりすること。

かかわる対象を拡張しながら，話合
いに参加したり，話合いを進めたりす
る姿をえがいた。

　話合いで，相手の思いや願
い，考えを聞いたり，自分の思い
や願い，考えを伝えたりするこ
と。

　一緒に活動するための話合い
で，身近な地域の人や仲間の思
いや願い，考えを聞き，それを
知った上で，自分の思いや願
い，考えを伝えること。

　地域の問題解決に向け，それに関わる
人との話合いに積極的に参加したり，工夫
して話合いを進めたりすること。

　地域の問題解決に向けて，さまざまな人
との話合いに建設的に参加したり，工夫し
て話合いを進めたりすること。

現状の把握・
分析

身の回りの事象・現象や、現実
に起きている地域の問題をとらえ
るとともに，その背景や原因・仕
組みを，明らかにしていくこと。

身の回りから地域へとかかわる対
象を拡張しながら，問題を見いだし，
自分のこととしてとらえていく姿をえ
がいた。

　身の回りの「ひと・もの・こと」へ
繰り返しかかわることを通して，
問題を見いだし，自分のこととし
てとらえること。

　身近な地域の自然や人に繰り
返しかかわることを通して，具体
的な事例から問題を見いだし，
自分の事としてとらえること。

　地域の問題に取り組む人とかかわること
を通し，現実に起きている地域の問題や実
情について，その背景や原因，仕組みを
持続可能の視点からとらえること。

　地域の問題に取り組む人とかかわること
を通し，現状について，その背景や原因，
仕組みを，持続可能の視点からとらえるこ
と。

熟考

身の回りや地域の問題の解決方
法について，様々な知識を組み合
わせたり，試行錯誤したり，考え
の筋道を吟味したりして，よく考
えること。

問題解決の仕方が，主観的から客
観的に発展していく姿をえがいた。

　身の回りの「ひと・もの・こと」に
かかわる問題に対して，自分なり
の方法を考え，試行錯誤しなが
ら解決を試みること。

　身近な地域の自然や人にかか
わる問題に対して，根拠のある
解決方法を考え，試行錯誤しな
がら解決を試みること。

　地域の問題に対して，様々な知識や情
報を収集し，それらを組み合わせ，根拠の
ある解決方法を考え，試行錯誤しながら解
決を試みること。

　地域が抱える複雑な問題に対して，幅広
い視点で様々な知識や情報を収集し，そ
れらを組み合わせ，根拠を明らかにした解
決方法を考え，試行錯誤しながら解決を試
みること。

創造

持続可能性の視点から，新しい
問題や課題を掘り起こしたり，解
決の新しい形を描き出したり，新
しい解決方法や考え方を生み出し
たりすること。

身の回りから地域へとかかわる対
象を拡張しながら，新しい解決方法
や考えの生み出し方が発展していく
姿をえがいた。

　身の回りの「ひと・もの・こと」に
かかわる問題に対して，仲間の
考えを聞きながら，よりよい考え
をつくること。

　身近な地域の自然や人にかか
わる問題に対して，身近な地域
の人や仲間の考えを聞きなが
ら，よりよい考えをつくること。

　地域の問題に対して，持続可能の視点
からよりよい考えをつくること。

　地域が抱える複雑な問題に対して，持続
可能の視点で有効なよりよい考え，新たな
考えをつくること。

発信

場面や目的に応じて表現方法を
工夫し，自らの思いや願い，考え
を効果的に表し，他者や社会を啓
発すること。

身の回りから地域へとかかわる対
象を拡張しながら，自分の思いや願
い，考えの伝え方が発展していく姿を
えがいた。

　身の回りの「ひと・もの・こと」に
かかわる中で，感じたことを言葉
で表したり，取り組んだことを伝
えたりすること。

　身近な地域の自然や人にかか
わる中で，自分の感想や考えを
区別して伝えること。

　地域の人とかかわる中で，相手に応じて
内容をまとめ直したり，表現方法を工夫し
たりして，自分の思いや願い，考えを伝え
ること。

　地域の様々な人とかかわる中で，相手や
場面，目的に応じて表現方法を工夫し，自
分の思いや願い，考えを効果的に伝えるこ
と。

自ら考えたり，他に
考えを求めたりし
て，問題解決に取
り組み，持続可能
性の視点に基づい
た新たな考えをつく
ること。

資質・能力

相
互
に
交
流
す
る
こ
と

自
己
を
推
進
す
る
こ
と

新
た
に
開
発
す
る
こ
と

実践を通して自己
を見つめ，ひと・も
の・ことへの愛情・
愛着をもち，見通し
をもって問題解決
に取り組み，よりよ
い自分をつくるこ
と。

対話を通して様々
な立場の他者とか
かわり，協働的に
問題解決に取り組
み，よりよい人間
関係をつくること。



幼児教育 資質・能力発展表 

資質 

能力 

 

 

 
 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

身の回りの環境に興味・関心を

もち，夢中になって遊ぶこと 

友達やその遊びのよさに目を向

け，思いを伝えながら，一緒に

遊ぶこと 

思いを膨らませ，自分なりに工

夫して遊ぶこと 

観点 ｢価値の認識｣ ｢他者の認識｣ ｢創造｣ 

特徴 かかわる対象や様相の深まり

や広がり，認識の変容をえがい

た。 

他者とのかかわりにより得られ

る喜びが「安心感→心地よさ→

感情の共有→イメージの共有→

達成感・連帯感」と変容してい

く様相をえがいた。 

自分のやりたい遊びを具現し

ていく思考の様相をえがいた。 

Ⅰ

期
〔
第
１
ス
テ
ー
ジ
〕 

(

３
歳
児
４
月
～
７
月) 

身の回りにある「ひと・もの・

こと」に興味をもつ。 

 

教師の存在から，安心感を得る。 遊びの楽しさを感じる。 

Ⅱ

期
〔
第
１
ス
テ
ー
ジ
〕 

(

３
歳
児
８
月
～
４
歳
児
４
月) 

身の回りにある「ひと・もの・

こと」に興味をもって，かかわ

る。 

教師や友達に自分の遊びを見せ

たり，友達の遊びを見つめたり

し，一緒にいる心地よさを感じ

る。 

楽しく遊びたいという思いを

もち，自分なりに試す。 

 

Ⅲ

期
〔
第
１
ス
テ
ー
ジ
〕 

(

４
歳
児
５
月
～
１
月) 

「ひと・もの・こと」への興味

を広げ，繰り返しかかわる。 

 

友達の遊びをまねたり，友達の

遊びに入っていったりし，一緒

に遊ぶ楽しさ，感情を共有する

心地よさを感じる。 

楽しく遊びたいという思いを

もち，自分なりに工夫する。 

 

Ⅳ

期
〔
第
１
ス
テ
ー
ジ
〕 

(

４
歳
児
２
月
～
５
歳
児

10
月) 

「ひと・もの・こと」への興味

を広げ，そのよさや特性を感じ

ながら，繰り返しかかわる。 

 

自分の思いを伝えつつ，友達の

思いを認め，友達と一緒に遊ぶ

楽しさ，イメージを共有する心

地よさを感じる。 

遊びをより楽しくしようとい

う思いをもち，自分なりに試行

錯誤する。 

 

Ⅴ

期
〔
第
２
ス
テ
ー
ジ
〕 

(

５
歳
児
11
月
～
３
月) 

「ひと・もの・こと」への願い

をもち，そのよさや特性を感じ

ながら，見通しをもって繰り返

しかかわる。 

友達と共通の願いをもち，考え

を伝え合いながら，一緒に遊ぶ

楽しさや達成感，連帯感を感じ

る。 

遊びをより楽しくしようと遊

びへの思いを膨らませ，自分な

りに試行錯誤する。 

 

※当園では，子供の発達段階に合わせ，年少3歳児から年長5歳児までを，五つの期（Ⅰ期～Ⅴ期）に編成している。 



国語科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

価値を自分のものとして 

つかむこと 

 

自他の価値のとらえを訊き合い， 

共通の目的に向かおうとする 

関係を築くこと 

新たな価値を発見し， 

解釈・表現を創り出すこと 

 

観点 「価値の認識」 「志の共有」 「創造」「発信」 

特徴 かかわっていく価値が言語レベ

ルから構造へと拡張していく姿

をえがいた。 

共通の目的に向かう関係が，意

欲に支えられながら相手の意図

を理解していく姿をえがいた。 

創り出される解釈・表現が，他者

の解釈・表現を包含して創り出さ

れていく姿をえがいた。 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

小
１
・
２ 

 
 仲間の解釈・表現に関心をも

ち，語や文のつながりを考え

ながら，自他の解釈・表現の

よさや不十分さを考える。 

 

 

仲間の考えやその根拠につい

て最後まで聞き，共通の目的

に向かおうとする関係を築く。 

 

自他の解釈・表現の内容や簡

単な構成を読み取り，学習し

た内容を経験と結び付けて，

感じたり考えたりしたことを

まとめ，表現する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

小
４ 

自他の解釈・表現の方法や理

由に関心をもち，内容や構成

を理解し，よさや不十分さを

考える。 

 

 

仲間の考えを受け止めたり聞

き返したりし，根拠や理由を

明確にして考え，共通の目的

に向かおうとする関係を築く。 

自他の解釈・表現の内容や構

成を読み取り，学習した内容

を課題や条件と結び付け，感

じたり考えたりしたことをま

とめ，表現する。 

 

第
４
ス
テ
ー
ジ 

小
５
・
６ 
中
１ 

自他の解釈・表現の方法や効

果，その理由に関心をもち，

目的に応じて内容や趣旨，構

成を理解し，目的に対するよ

さや不十分さを考える。 

 

 

「考える視点」に沿って，理

由を明確にして考え，仲間の

考えを否定せずに受け止めた

り聞き返したりし，共通の目

的に向かおうとする関係を築

く。 

 

自他の解釈・表現を相手の立

場に立って読み取り，学習し

た内容を課題や条件と結び付

け，感じたり考えたりしたこ

とを筋道立てて，表現する。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

自他の解釈・表現の方法や効

果，その理由に関心をもち，

目的に応じて内容や論理展開

を適切にとらえ，目的に対す

るよさや不十分さを分析・批

評する。 

 

 

「考える視点」に沿って，理

由を明確にして考え，仲間の

考えのよさや不十分さを補い

合いながら受け止めたり聞き

返したりし，共通の目的に向

かおうとする関係を築く。 

自他の解釈・表現を相手の論

理展開を分析しながら読み取

り，引用したり，説明や具体

例を加えたりして，説得力が

高まるように表現する。 

※「仲間の解釈・表現」…学級の仲間の解釈したものや表現したものこと。 

※「自他の解釈・表現」…自分や他人の解釈したものや表現したもののこと。教科書などの教材文も，

この「他」の中に入る。 



社会科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

社会的事象に 

かかわっていくこと 

仲間とともに社会的事象に対する

解釈を深めていくこと 

自分と社会的事象との 

新たな関係を見いだすこと 

観点 「自己の認識」「価値の認識」 「他者との協力」 「現状の把握・分析」「創造」 

特徴 

 

 

かかわっていく社会的事象が

時間的・空間的に拡張していく

姿をえがいた。 

働かせる思考力が「比較→関連

付け→公正な判断」と発展して

いく姿をえがいた。 

発達段階により，社会的事象の

把握の仕方が発展していく姿

をえがいた。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

小
４ 

地域社会の社会的事象につい

て，既有の経験や知識を生かし

ながら考え，事象にかかわって

いく。 

 

 

 

地域社会の社会的事象について，

自他の解釈を仲間と比較しながら

話し合う。 

地域社会の社会的事象を異な

る側面からとらえ，新たな関係

を見いだす。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 

小
５
・
６ 

中
１ 

社会的事象について，既有の経験

や知識を生かしながら考え，事象

に対するとらえ方の不十分さに気

付き，事象にかかわっていく。 

 

 

 

 

社会的事象について，自他の解

釈を仲間と比較し，関連付けな

がら話し合う。 

社会的事象を多面的・多角的に

とらえ，新たな関係を見いだ

す。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

社会的事象について，既有の経験

や知識を生かしながら考え，より

広い視野から事象に対するとら

え方を見直していく必要性に気

付き，事象にかかわっていく。 

 

 

 

社会的事象について，自他の解

釈を仲間と比較し，関連付け，

公正に判断しながら話し合う。 

社会的事象をより広い視野か

ら多面的・多角的にとらえ，新

たな関係を見いだす。 

 

 



算数・数学科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

数学的な問題やその解決方法

を見通し振り返ること 

考えを数学的な表現で 

表し伝え合うこと 

数学的な知識を 

とらえ直すこと 

観点 「立志・計画」 「他者との協力」 「創造」 

特徴 問題解決に向けて経験から既

習事項を基に見通しをもち，振

り返っていく姿をえがいた。 

用いる数学的な表現が発展し，

効果的に用いていく姿をえがい

た。 

見いだした共通点を「関連付け

→関係付け，意味付け→体系

的に位置付け」発展していく姿

をえがいた。 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

小
１
・
２ 

 
 問題解決に必要な既習事項や

既有の経験を想起し，解決方法

の見当を付けたり予想したり

する。また，見当を付けたり予

想したりした解決方法につい

て振り返る。 

自分の解決方法と似ている仲間

の解決方法と違う解決方法とを

区別しながら，主に具体物・図・

言葉・式を用いて説明し合う。 

比較して共通点を見いだす。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

小
４ 

問題解決に必要な既習事項を

想起し，解決方法の見当を付け

たり予想したりする。また，見

当を付けたり予想したりした

解決方法について振り返る。 

自分の解決方法と似ている仲間

の解決方法や違う解決方法を生

かしながら，主に具体物・図・

言葉・式を用いて説明し合う。 

比較して共通点を見いだし，関

連付ける。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 

小
５
・
６ 
中
１ 

問題解決に必要な既習事項を想

起し，解決方法の見当を付けた

り予想したりする。また，見当

を付けたり予想したりした解

決方法について振り返る。 

自分の解決方法と似ている仲間

の解決方法や違う解決方法を効

果的に使いながら，主に図・言

葉・式や文字を用いて表現を工

夫し，説明し合う。 

比較して共通点を見いだし，関

係付けたり意味付けたりする。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

問題解決に必要な既習事項を想

起し，結論や解決方法の見当を

付けたり予想したりする。また， 

見当を付けたり予想したりし

た結論や解決方法について振

り返る。 

自分の解決方法と似ている仲間の

解決方法や違う解決方法を効果的

に使い，関連する定義や性質を引

用しながら主に図・言葉・式や文

字を用いて解決方法を筋道立てて

説明し合う。 

比較して共通点を見いだし，関

係付けたり体系的に位置付けた

りする。 

 



理科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

自然事象にかかわり， 

見通しをもち，疑問を 

解き明かそうとすること 

自然事象に対する 

見方や考え方のずれを 

克服しようとすること 

自然事象を多面的にとらえ， 

原因や仕組みを 

明らかにすること 

観点 「価値の認識」「立志・計画」 「志の共有」 「現状の把握・分析」 

特徴 

 

 

かかわる自然事象が身近なも

のから時間的・空間的に拡張し

ていく姿をえがいた。 

自然事象に対する問いを仲間

と共有し，その問いを解決しよ

うと「実証性」「再現性」「客観

性」が保障された科学的に妥当

な知を追い求めていく姿をえ

がいた。 

発達段階に応じて「比較」「関

係付け」「条件制御」「推論」な

どの科学的な思考力を働かせ

ながら、自然事象について明ら

かにしていく姿をえがいた。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

自然の事物・現象を興味・関心

をもって追究し，生物を愛護す

るとともに，見いだした特性を

生活に生かそうとすること。 

 

 

 

観察や実験で気付いたことや

分かったことをもとに，自分と

仲間の考えに，同じところと違

うことを見付けることができ

ること。 

・自然の事物・現象の差異点・

共通点を明らかにしたり，変

化の前後を比較したりする

こと。 

・自然の事物・現象の変化につ

いて，その要因と関係付ける

こと。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 

小
５
・
６ 
中
１ 

自然の事物・現象を意欲的に追

究し，生命を尊重するととも

に，見いだしたきまりを生活に

当てはめてみようとすること。 

 

 

 

自他の予想や仮説の違いやず

れから，観察や実験で明らかに

することを見出し，結果から結

論を述べることができること。 

・自然の事物・現象の変化や働

きについてある条件を固定

して他の条件を変えて観

察・実験すること。 

・事物・現象の変化や働きにつ

いて，その要因や規則性を推

論すること。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

自然の事物・現象に進んでかか

わり，それらを科学的に探求す

るとともに，自然事象を生活と

のかかわりでみようとするこ

と。 

 

 

 

自他の解釈やその根拠を交流

することで，観察・実験の計画

を立て，複数の結果から客観

性，一般性において妥当な結論

を見いだし，述べることができ

ること。 

 

・根拠のある仮説（予想）を設

定すること。 

・観察・実験データを基に科学

的根拠をもった考察をする

こと。 

・自然の事物・現象の変化や働

きを複数の要素に分解して

調べること。 

・分解した要因に従って結果を

整理すること。  

・調べたことを根拠に基づいて

説明すること。 

 

 



音楽科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

音楽を感じ取り表すこと 音楽の感じ方，表し方を 

認め合うこと 

新たな音楽の表し方で 

伝えること 

観点 「自己の認識」 「志の共有」 「創造」「発信」 

特徴 音楽の曲想や仕組みの感じ取り

方，表し方が発展していく姿をえ

がいた。 

発達段階に応じて，音楽の感じ

方，表し方が発展していく姿をえ

がいた。 

発達段階により音楽の表現の

工夫が発展していく姿をえがい

た。 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

小
１
・
２ 

・楽曲の気分を感じ取る。 

・音色や強弱，問いと答えなど

の働きが生み出すよさやおも

しろさ，美しさを感じ取る。 

・互いの歌声や楽器の音，伴奏

を聴いて，声や音を合わせる。 

・声や身の回りの様々な音を聴

き取る。 

・音楽を通して仲間との関わり

を深める。 

・仲間の思いや願いを知る。 

・体の動きなどで表す。 

歌詞の内容を身近なものとし 

てとらえ，思いをもって表現を 

工夫する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

・曲想とその変化を感じ取る。 

・音が重なり合って生まれる響き

のよさや美しさを感じ取る。 

・伴奏や副次的な旋律を聴い

て，声や音を合わせる。 

・木・金属・皮を素材とする楽

器の音色を聴き取る。 

・仲間の表現のよさを認める。 

・言葉や体の動き，音楽などで

表そうとする。 

歌詞の内容や曲想にふさわし 

い表現を試行錯誤し，思いや意 

図をもって表現を工夫する。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 

小
５
・
６ 

中
１ 

・要素や構造と曲想とのかかわ

りやその変化などの特徴を感

じ取る。 

・伴奏や指揮と合わせ，音楽表

現の豊かさを感じ取る。 

・声部の役割や全体の響きを感

じ取り，声や音を調和させる。 

・弦・管などの楽器の特徴を感

じ取る。 

・仲間と協力して一つの音楽を

つくり上げる。 

・言葉や体の動き，音楽などで

表す。 

歌詞の内容や曲想を生かした 

表現を試行錯誤し，思いや意図 

をもって表現を工夫する。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

・曲想やその変化などの特徴を

理解して，楽曲の構成とかか

わらせながら総合的に感じ取

る。 

・伴奏や指揮，声部の役割と

全体の響きとのかかわりを

理解して，音や声を合わせ

る。 

・楽器や音素材の音色を聴き取

りその特徴を感じ取る。 

・仲間の意見に共感する。 

・感じたことを言葉や体の動

き，音楽などで伝え合う。 

曲想や楽曲の構成などを総合 

的に理解し，曲種にふさわしい 

発声や楽器の音色を生かした 

表現を試行錯誤し，思いや意図 

をもって表現を工夫する。 

 

 



図画工作・美術科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

対象をとらえること：対 

主題を決めること：主 

思い・願いを伝え表すこと 構想し創りだすこと：構 

表現の価値を見いだすこと：表 

観点 「価値の認識」「立志・計画」 「他者の認識」「志の共有」 「創造」「発信」 

特徴 発達段階により，対象や材料へのか

かわり方が発展していくようにえがい

た。 

発達段階により，伝える内容や話し

合う方法が発展していくようにえがい

た。 

発達段階により，表現と鑑賞の一体

化が意図的に行われていくようにえ

がいた。 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

小
１
・
２ 

対見る，触る，聞くなどの感覚を働

かせて，対象の特徴や面白さをと

らえる。 

自他の表現の面白さを伝え合った

り，色や形，材料の工夫などについ

て気付いたことを話し合ったりす

る。 

構表現活動で話し合ったことを基

に，色や形から発想をふくらま

せ，自分の思いを生かして工夫し

て表す。 

主材料や場所から感じたことや想

像したことを基に，表したいこと

を決める。 

表鑑賞活動で話し合ったことを基

に，色や形，表し方の面白さに着

目する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

対手や体全体の感覚を働かせて，対

象のよさや面白さをとらえる。 

自他の表現のよさや面白さを伝え

合ったり，表し方や材料による感じ

方の違いや工夫について話し合っ

たりする。 

構表現活動で話し合ったことを基

に，色や形，材料の組合せなどか

ら発想をふくらませ，自分の思い

を生かして工夫して表す。 

主材料や場所に働きかけ，感じたこ

と，想像したこと，見たことを基

に表したいことを決める。 

表鑑賞活動で話し合ったことを基

に，色や形，表し方，材料の組合

せ方のよさや面白さに着目する。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 
小
５
・
６ 

中
１ 

対対象の色や形，特徴などを様々な

角度から見たり考えたりしてよ

さや美しさ，面白さをとらえる。 

自他の表現のよさや面白さ，思いや

願いを伝え合ったり，よりよく表せ

る表現方法やアイディアなどを出

し合ったりする。 

構表現活動で話し合ったことを基

に発想し，色や形の生かし方を工

夫して自分の思いや願いを生き

生きと表す。 

主材料や素材，思いや願いを基に表

したいことを決め，表現意図を明

確にして主題を決める。 

表鑑賞活動で話し合ったことを基

に表されている色や形から心情

や意図を推し測り，そのよさや美

しさ，特徴などを見いだす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

対対象の見方を工夫し，多様な角度

からとらえたり考えたりして，色

や形，特徴などのよさや美しさ，

面白さをとらえる。 

自他の表現に込められた思いや願

いについて想像し，よりよい表現方

法，自他のアイディアのよさや面白

さについて感じたことを伝え合っ

たりする。 

構表現活動で話し合ったことを基

に発想し，色や形の生かし方を考

え，自分の思いや願いをよりよく

表現するため試行錯誤しながら

生き生きと表す。 

主材料や素材，自分の思いや願いを

深めながら表したいことを決め，

表現意図を明確にして主題を決

める。 

表鑑賞活動で話し合ったことを基

に，作品に込められた意図や思い

などと関連付いた色や形，構図の

美しさに着目し，新しく意味や価

値を見いだす。 

 



家庭科，技術・家庭科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

最適な生活の仕方を 

自ら選択すること 

自他の生活の仕方を 

伝え合い見直すこと 

自分の生活に関連付けながら 

生活の仕方を工夫すること 

観点 「立志・計画」 「他者との協力」 「創造」 

特徴 

 

 

自分や家族の問題から社会の

問題へと問題を解決する対象

が広がっていく姿をえがいた。 

生活の仕方を見直す際に，社会

的，環境的及び経済的な側面の

検討へと広がっていく姿をえ

がいた。 

工夫の際の視点が，社会的，環

境的及び経済的な側面にも広

がり，よりよく工夫していく姿

をえがいた。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 

小
５
・
６ 

中
１ 

自分や家族の生活の問題を解

決するために，自分や家族の

生活に合わせた生活の仕方を

考え，根拠を基に選択する。 

 

 

 

考えた生活の仕方が自分や家 

族の生活に合っているかどう 

か根拠を基に仲間と検討し，見 

直す。 

 

自分や家族の生活に合わせて 

生活の仕方がよりよくなるよ 

うに工夫する。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

自分の生活や地域，社会の問 

題を解決するために，社会的， 

環境的及び経済的な側面から 

生活の仕方を考え，根拠を基 

に選択する。 

 

考えた生活の仕方を社会的，環 

境的及び経済的な側面から根 

拠を基に仲間と検討し，見直 

す。 

 

社会的，環境的及び経済的な 

側面から生活の仕方がよりよ 

くなるように工夫する。 

 



体育科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

動きの高まりを求めること 動きを伝え表し， 

違いを認め合うこと 

自分の動きに，新たな見方や

考え方を生かすこと 

観点 「自己の認識」「立志・計画」 「他者との協力」 「創造」 

特徴 自分の動きをとらえ，改善や修

正に向けた解決方法を選択・決

定していく姿をえがいた。 

自分や仲間の動きを「伝える→

アドバイスする→助言を求める」

と発展していく姿をえがいた。 

仲間のよい動きやモデルとなる

動きに近付けるように，自分の

動きを変えていく過程を発展的

にえがいた。 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

小
１
・
２ 

自分の動きを比喩表現や擬態 

語，リズム語などでとらえ， 

よい動きに近付けるための 

見通しをもつ。 

動きのよさを言語や動きで 

伝える。 

仲間のよい動きを見付けて 

模倣する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

自分の動きのよさや不十分さ 

をとらえ，目指す動きに近付け 

るための見通しをもつ。 

動きのよさや不十分さを伝え 

る中で，修正点や改善点をアド 

バイスする。 

自分と仲間の動きに対する見方 

・考え方を比べ，見いだしたよ 

さを取り入れて動きを変えてい 

く。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 
小
５
・
６ 

中
１ 

自分の動きのよさや不十分さ 

を多面的にとらえ，動き修正や 

改善に向けた解決方法を選 

択・決定する。 

 

動きのよさや不十分さを伝え 

る中で，動きの違いを認め，相 

手の動きに肯定的に働きかけ 

る。 

動きを比較したり，映像を見た 

りしてとらえた動きの見方や 

考え方を確かにしたり，取り入 

れたりして動きを変えていく。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

・自分の動きのよさや不十分さ 

を分析的にとらえ，根拠を基

に動きの修正や改善に向けた

解決方法の選択・決定をする。 

・目指す動きに近付くために，

自分の動きの実際を確かめな

がら，粘り強く練習に取り組

み，解決方法を見通す。 

動きのよさや不十分さを伝え

る中で，動きの違いを認め，相

手の動きに応じた働きかけを

したり，自分の動きに助言を求

めたりする。 

映像の動きや実際の動きを分 

析的にとらえ，動きの見方や考 

え方の根拠を明らかにしなが 

ら動きを変化させていく。 

 

 



 



外国語活動・英語科 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

課題（タスク）の達成に向けて 

見通し振り返ること 

相手が話す考えや情報を 

理解するとともに自分の考えを

伝えること 

（音：音声 文：文字） 

創造的に英語を活用し， 

思いや考えを発信すること 

（音：音声 文：文字） 

観点 「立志・計画」 「志の共有」「他者との協力」 「創造」「発信」 

特徴 ステージの進行に伴って，英語

を用いた自分の姿や技能の習

得に向けた見通しをもつ姿を

えがいた。 

ステージの進行に伴って，伝達

方法や英語表現を高めていく

姿をえがいた。 

ステージの進行に伴って，より

よい伝達方法や伝達内容を用

いて発信していく姿をえがい

た。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

・教師や仲間のモデルを見て，ど

のような表現の仕方がよいか見

通しをもつ。 

・活動のモデルにどれだけ近付

けたか，どのように取り組ん

だかを振り返る。 

音相手に関心をもち，相手の

話を聞き取り，分かりやすく

伝えるための表現を用いて

簡単な会話をする。 

音場面や相手を意識し，分か

りやすく伝えるための表現

を用いながら英語で発表す

る。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 

小
５
・
６ 

中
１ 

・課題（タスク）を理解し，活

動を通してどんな自分になり

たいか，どのように他とかか

わることで課題が達成できる

か目標を設定する。 

・課題の達成状況，取り組み方を

振り返り，次の目標を設定する。 

音相手に関心をもち，相手の

話を聞き取り，「会話ポイン

ト」（アイコンタクト，表情，

はっきり話す，ジェスチャ

ー，よく聞く）を適切に用い

て会話をする。 

音場面や相手を意識し，それ

らに適した「会話ポイント」

を用いながら英語で発表す

る。 

文（情報の補助として内容を想像し

たり，簡単な文字で表したりす

る。） 

文（情報の補助として内容を想像し

たり，簡単な文字で表したりす

る。） 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

・４技能に関する到達目標を理

解し，課題（タスク）解決活

動を通して，どんな自分にな

りたいか，どのように他とか

かわることで課題が達成でき

るか目標を設定する。 

・到達目標，課題の達成状況，

学習の取り組み方を振り返

り，次の目標を設定する。 

音相手の文化的・社会的な背

景に関心をもち，相手が伝え

る情報を聞いたり読んだり

して理解する。その上で英語

と「英語ストラテジー」を適

切に用いて場面や相手に応

じた会話をする。 

音場面や相手に適した英語と

「英語ストラテジー」を用い   

て，自分のメッセージを効果

的に，また，理由や根拠を付

け加えて論理的にスピーチ

やプレゼンテーションする。 

文相手の文化的・社会的な背

景に関心をもち，相手が伝え

る情報を聞いたり読んだり

して理解する。 その上で英

語と「英語ストラテジー」を

適切に用いて場面や相手に

応じたメッセージを書く。 

文場面や相手に適した英語と

「英語ストラテジー」を用い   

て，自分のメッセージを効果

的に，また，理由や根拠を付

け加えて論理的にまとまっ

た分量で書く。 



 



「道徳」 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

自己を理解すること 自分と仲間との感じ方・考え方

の違いを認め合うこと 

道徳的価値を見いだしたり 

再構築したりすること 

観点 「自己の認識」 「志の共有」 「創造」 

特徴 自分自身→身近な人→身近な

集団→社会へと広がるようにえ

がいた。 

仲間との違いについて，ステー

ジがあがることに自分と比較し

たり細かいところにまで目が向

いたりする姿をえがいた。 

発達段階を考慮し，低・中学年

は，見いだすこと，高学年，中学

校は再構築していくことの姿をえ

がいた。 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

小
１
・
２ 

 
 ・資料の問題状況と似た自分の

経験を想起すること。 

・自分のこれからの生活の中で

どのように生かせそうか考

える。 

自分と仲間との感じ方・考え方

は違うことがわかる。 

自分の生活と照らし合わせて，

道徳的価値を見いだす。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

小
４ 

・自分だけでなく仲間や家族な

ど他者の経験とも結びつけ

て問題をとらえること。 

・学んだことを，自分のこれか

らの具体的な生活場面を想

定してどのように生かせそ

うか考える。 

自分と仲間との感じ方・考え方

の違うところと共通するとこ

ろがわかる。 

自分の生活と照らし合わせて，

道徳的価値を見いだす。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 
小
５
・
６ 

中
１ 

・学級や学校など身近な集団と

の関連で問題をとらえる。 

・生き方などから学んだこと

を，これからの自分の生き方

にどのように生かしていきた

いか考える。 

仲間の立場や状況を考慮しな

がら，自分と仲間と感じ方・考

え方について違うところに共

感する。 

自分の経験や知識を基に，道徳

的価値を再構築する。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

・社会や集団との関連で問題

をとらえること。 

・社会や集団の中で，人間とし

てどのように生きていくと

よいか考えること。 

感じ方・考え方の理由や根拠を

聞き，納得する。 

自分の経験や知識を基に，道徳

的価値を再構築する。 

 

 



学級活動 資質・能力発展表 

資質 

能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

学級生活の向上を求めること 自分の願いを適切に語り， 

相手の願いを共感的に聞くこと 

共感し合って決議し， 

生活や活動をつくること 

観点 「責任の遂行・粘り強い取組」 「対話や議論への参加」 「創造」 

特徴 目標や振り返りの設定，他者や

集団と関連付けて学級生活を向

上させていく姿をえがいた。 

対話や議論の中での自己主張

から他者理解，集団視点へと発

展していく姿をえがいた。 

発達段階により，合意形成およ

び決議事項への参加の仕方が

発展していく姿をえがいた。 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

小
１
・
２ 

 
 ・自分の願いを基に，仲間と取

り組みたい活動を考える。 

・活動を振り返り，活動に取り

組んだ自分や仲間のよさを

見付ける。 

自分の願いを大切にし，自分の

考えを仲間に話したり，仲間の

考えを最後まで聞いたりする。 

自他の考えを主張し合って決

議し，決まったことに従って自

分たちの生活や活動をつくろ

うと行動する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

小
３
・
４ 

小
４ 

・自分の願いを基に，学級目標

とつなげて仲間と取り組み

たい活動を考える。 

・仲間と取り組んだ活動を振り

返り，自他のよさを認め合

う。 

自分の考えのよさを仲間に理

解してもらえるように説明し

たり，仲間の考えをよく聞き，

仲間がなぜそう思うかを理解

したりする。 

自他の考えを最後まで主張し

合って決議し，決まったことに

は気持ちよく従って自分たち

の生活や活動をつくる。 

第
４
ス
テ
ー
ジ 

小
５
・
６ 

中
１ 

・自分の願いを学級集団の高ま

りを重ねて考え，仲間を信頼

し，支え合って活動を推進す

る。 

・仲間と取り組んだ活動を振り

返り，集団として学校や地域

に貢献できたことを見いだ

す。 

仲間の考えのよさを自分の考

えに取り入れながら，仲間に配

慮して自分の考えを主張した

り，仲間の考えるわけを理解

し，どうすれば自分の考えに取

り入れられるか考えて聞いた

りする。 

自他の考えに折り合いを付け

て決議し，自分にも集団にも有

益な生活や活動をつくる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ 

中
２
・
３ 

・行事に向けた集団の在り方や

自分の在り方を考え，成功さ

せるための方策を主体的に

考えて行動する。 

・仲間と取り組んだ活動を振り

返り，集団として学校や地域

に貢献できたことを見いだ

す。 

行事の成功に向けた集団の在

り方や自分の在り方を考えて

願いを語り，仲間の願いを聞

く。 

望ましい集団の在り方や自分

の在り方を描いて行事や活動

を決め，創造的な活動をつく

る。 

 

 



学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
１ 

 

※
５
歳
児
後
半
に
つ
い
て
は
合
同
活
動
の
中
で
社
会
創
造
科
を
実
施
す
る 

大好き 

附属長岡小学校 

学校探検を行い，見付け

たことをクイズや紙芝

居にまとめて伝え合う

場面 

伝える方法に合わせて

分担を決め，自分の役割

に責任をもって取り組

む。 

仲間と考えを出し合い

ながら，役割分担をして

伝える。 

伝えたいことが伝わる

ように，仲間の考えを聞

きながら，伝え方を考え

る。 

大きくなってね 

お花さん 

朝顔の花や弦を利用し

た遊びを年長児に紹介

し，一緒に遊ぶ場面 

年長児に遊びの楽しさ

が伝わるように，うまく

いかなくても最後まで

取り組む。 

自分がさせたいことだ

けでなく，年長児のした

いことも聞きながら交

流する。 

年長児も楽しめるよう

に遊び方を工夫する。 

遊び発見 

大好き栖吉川 

自分で考えた栖吉川の

遊びがうまくいくよう

に６年生と一緒につく

る場面 

自分で考えた遊びがう

まくできるように，最後

まで粘り強く遊びづく

りに取り組む。 

遊びができるように，う

まくいかないところを

伝えたり，どうすればよ

いか聞いたりする。 

６年生の考えを聞きな

がら，自分の遊びをより

楽しい遊びにする。 

一緒に遊んで 

広がる仲間 

自分たちのつくった遊

びを２年生に紹介して，

もっと楽しくなるよう

に一緒に工夫する場面 

一緒に遊びを工夫する

中で，自分の役割に責任

をもったり，工夫できる

まで粘り強く取り組ん

だりする。 

遊びの工夫に対して，自

分の願いや考えを伝え

たり，２年生の願いや考

えを受け入れたりして

いる。 

２年生の考えも生かし

ながら，遊びが楽しくな

るように試行錯誤しな

がら工夫する。 

秋の自然で 

つくって遊ぼう 

秋の自然を生かした遊

びを年長児に紹介し，一

緒に遊ぶ場面 

一緒に遊ぶ中で 1年生の

立場を考えながら，最後

まで取り組む。 

楽しく遊べるように，自

分から声をかけたり，年

長児の願いを聞いたり

する。 

年長児も楽しめるよう

に，年長児の願いを聞

き，試行錯誤しながら遊

び方を工夫する。 

つくって遊ぼう ゴムの力を利用した遊

びを年長児に紹介し，一

緒に遊ぶ場面 

一緒に遊ぶ中で 1年生の

立場を考えながら，最後

まで取り組む。 

楽しく遊べるように，自

分から声をかけたり，年

長児の願いを聞いたり

する。 

年長児も楽しめるよう

に，年長児の願いを聞

き，試行錯誤しながら遊

び方を工夫する。 

つくって遊んで 

なかよしに 

年長児の願いも受け入

れながら１年生がつく

った遊びを紹介して一

緒に遊ぶ場面 

一緒に遊びながら繰り

返しかかわる中で仲間

やつくった遊びに愛

情・愛着をもつ。 

一緒に行う遊びについ

て，自分の願いだけでな

く，仲間の願いを知り，

自他の願いを伝え合う。 

一緒に行う遊びについ

て，仲間の考えを聞きな

がら，より楽しい遊び方

やかかわり方を考える。 

雪でつくって 

一緒に楽しもう 

雪を利用したまと倒し

遊びを年長児に紹介し

て一緒に遊ぶ場面 

一緒に遊ぶ中で 1年生の

立場を考えながら，自分

の役割を果たす。 

楽しく遊べるように，自

分から声をかけたり，年

長児の願いを聞いたり

する。 

年長児がまとを倒せる

ように試行錯誤しなが

ら遊び方を工夫する。 

おめでとう 

よろしくね 

新１年生 

新１年生に附属小学校

の楽しさをクイズやカ

ルタ，学校探検で伝える

場面 

新１年生に附属小学校

の楽しさが伝わるよう

に役割分担をして伝え

る。 

新１年生が楽しく過ご

せるように，願いを聞き

ながら，紹介する。 

新１年生が行きたい場

所やしたいことを聞き

ながら一緒に過ごす。 

小
２ 

学校探検を 

しよう 

１年生に，学校を回りな

がら各教室の場所や役

割を伝える場面 

学校探検を一緒に行う

中で，役割分担をした役

割に責任をもって取り

組む。 

楽しく過ごせるように，

自分から声をかけたり，

１年生の願いを聞いた

りする。 

１年生が行きたい場所

を聞きながら学校探検

を行う。 

町探検をしよう 

①，② 

学校周辺の施設を訪れ，

施設の工夫や特徴をイ

ンタビューする場面 

町探検に向けて行った

グループの役割分担に

沿って，自分の役割を最

後まで果たす。 

自分の聞きたいことを

聞いたり，施設の方の話

を最後まで聞いたりす

る。 

施設の方の話を聞き，施

設の工夫や特徴をとら

える。 

大きくなあれ 

野菜さん 

育てた野菜で何の料理

をつくるか保護者と話

し合う場面 

育てた野菜を美味しく

食べたいと願い，料理の

仕方や用意するものを

考える。 

自分の願いを伝えたり，

保護者の願いを聞いた

りしながら作る料理を

決める。 

何の料理にするか，保護

者の願いも聞きながら，

よりよい料理を考える。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会創造科（第 2ステージ） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りおもちゃの 

遊園地をつくろう 

手作りおもちゃを利用

した遊びを年長児に紹

介し，一緒に遊ぶ場面 

一緒に遊びながら繰り

返しかかわる中で仲間

やつくった遊びに愛

情・愛着をもつ。 

一緒に行う遊びについ

て，自分の願いだけでな

く，年長児の仲間の願い

を知り，自他の願いを伝

え合いながら交流する。 

一緒に行う遊びについ

て，年長児の仲間の考え

を聞きながら，より楽し

い遊び方やかかわり方

を考える。 

昔の遊び探検隊 お年寄りから，けん玉や

お手玉等の昔の遊びの

コツを聞きながら一緒

に遊ぶ場面 

うまくできなくても，し

っかりと話を聞いて粘

り強く取り組む。 

自分のしたい遊びを伝

えたり，お年寄りからコ

ツを聞いたりしながら

一緒に活動する。 

昔の遊びができるよう

になるために，試行錯誤

しながらよりよいやり

方を考える。 

お店屋さんごっこを

しよう 

自分たちでお店屋さん

をつくり，年長児を招待

して一緒に遊ぶ場面 

つくったお店ごとのグ

ループの役割分担に沿

って，自分の役割を最後

まで果たす。 

自分の売りたい願いだ

けでなく，年長児の仲間

の何が買いたいか，どこ

に行きたいかという願

いを知り，自他の願いを

伝え合いながら一緒に

活動する。 

お店屋さんごっこにつ

いて，年長児の仲間の考

えを聞きながら，回るお

店やかかわり方を考え

る。 

冬のくらしを 

楽しくしよう 

年中児と一緒に雪を利

用した遊びを行う場面 

一緒に遊ぶ中で２年生

の立場を考えながら，自

分の役割を果たす。 

楽しく遊べるように，自

分から声をかけたり，年

中児の願いを聞いたり

する。 

年中児も楽しく遊べる

ように試行錯誤しなが

ら遊び方を工夫する。 



 

学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
３ 

楽しもう百年の森 一人一人が決めた自分

の木についてもっと知

りたいことや分からな

いことをインストラク

ターに尋ねる場面 

自分の知りたいことや分か

らないことが分かり，自分

の木に対する愛着を深め

る。 

インストラクターの木を大

切にしていきたいという思

いを知った上で，自分の思

いや願いを伝える。 

話を伺って考えたことや

分かったことが伝わるよ

うに，インストラクター

に伝える。 

もっと楽しもう 

百年の森 

森の木を守るために，

インストラクターと一

緒につる科の植物を駆

除する場面 

森の木を守るために，つる

科の植物を駆除する計画を

立てる。 

森の木を守っていきたいと

いう共通の目的を実現させ

るために，考えを出し合い

ながら，力を合わせて駆除

する。 

インストラクターにつる

科の植物の特徴を聞きな

がら，よりよい方法で駆

除しようとする。 

錦鯉となかよし 錦鯉について自分たち

で調べたことを全校に

伝える場面 

全校に錦鯉のよさを知って

もらいたいと願い，伝える

内容を考える。 

全校に錦鯉のよさを知って

もらうために，考えを出し

合いながら，協力して取り

組む。 

錦鯉について自分で考え

たことや調べた感想を区

別して伝える。 

みんなでつくろう 

なかよし 

フェスティバル 

4 年生と一緒に出店運

営したり，他の出店を

楽しんだりする場面 

自分の役割に見通しをも

ち，責任をもって取り組む。 

自分の考えだけでなく，ペ

アの 4年生の考えも大切に

しながら出店を運営した

り，他の出店を楽しんだり

する。 

お客により楽しんでもら

えるように出店の運営を

変更したり改善したりす

る。 

楽しもう長岡の民話 幼稚園児や 1･2 年生に

民話を楽しんでもらう

場面 

幼稚園児や 1･2年生に楽し

んでもらうために自分の役

割に責任をもって果たす。 

幼稚園児や 1･2年生に楽し

んでもらうために，仲間と

考えを出し合いながら読み

聞かせをする。 

幼稚園児や 1･2 年生に合

わせた読み聞かせの仕方

を工夫する。 

小
４ 

栖吉川の昔と今 地域の人と栖吉川は

人々の生活に生かされ

ているかについて話し

合う場面 

栖吉川やそれにかかわる人

とかかわることで栖吉川へ

の愛着を深め，そのよさを

見いだす。 

栖吉川の現状について考え

を深めるために，地域の人

とお互いの考えを出し合

い，それぞれの考えを大切

にする。 

地域の人や仲間の考えを

聞きながら，よりよい考

えをつくりだす。 

栖吉川の今と未来 栖吉川の生き物を残し

ていくために自分たち

の調べたことや思いを

地域振興局の人に伝え

る場面 

栖吉川に棲む生き物を残し

ていきたいという願いを実

現するために，自分の考え

を地域振興局の人に最後ま

で伝える。 

栖吉川の工事の必要性や地

域の人の思いを知った上

で，仲間と協力して自分た

ちの調べたことや思いを地

域振興局の人に伝える。 

地域振興局の人に調べて

分かったことと生き物を

残していきたいという思

いを区別して伝える。 

おじいちゃん 

おばあちゃんに 

会いに行こう 

施設の高齢者の思いや

願いを基に考えた方法

で高齢者と交流する場

面 

施設の高齢者に繰り返しか

かわることを通して,愛情

をもって接したり,よさを

見いだしたりする｡ 

一緒に活動するための話合

いで，施設の高齢者の思い

や願いを聞いて知った上

で，自分たちの思いや願い

を伝える。 

施設の高齢者と繰り返し

かかわることを通して，

高齢者とのかかわりにお

ける問題点を見いだし，

自分事としてとらえる。 

みんなでつくろう 

なかよし 

フェスティバル 

3 年生と一緒に出店運

営したり，他の出店を

楽しんだりする場面 

出店を準備する自分の役割

に責任をもって取り組んだ

り，最後までやり通したり

する。 

出店を成功させたいという

目的を達成するために，考

えを出し合いながら力を合

わせて取り組む。 

出店を準備する際に表出

した問題に対して，根拠

のある解決方法を考え

て，試行錯誤しながら解

決を試みる。 

長岡の先人に 

学ぼう 

自分が調べた長岡の先

人について，その功績

や存在の意義を仲間と

話し合う場面 

長岡の先人について繰り返

し調べたり，話を聞いたり

して，愛着をもったり，そ

のよさを見いだしたりす

る。 

自分の考えをよりよくする

ために，仲間のもっている

考えも大切にしながら話し

合う。 

地域の先人について学ん

だ自分の感想や考えを区

別して伝える。 

2分の1成人式を 

成功させよう 

自分たちの目標を達成

するために，一緒に準

備をする場面 

今までの自分を振り返り，

自分に特徴をよさとしてと

らえ，よりよい自分づくり

に向けて必要なことを明ら

かにする。 

式を成功させるために，仲

間と考えを出し合いながら

力を合わせて取り組んでい

る。 

仲間や家族に対して，式

の感想や式を通しての自

分の考えを区別して伝え

る。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会創造科（第3ステージ） 

 



学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
５ 

長岡の会社･企業を

通して考える 

ブランド 

地域の方の願いの実現や問

題解決のために，何ができ

るか考え，中学生と共にど

うしていけばよいか考えた

いと思っている場面 

地域の会社・企業で働く

人や商品，行っているイ

ベントなどの良さをとら

えると共に，自分と地域

の会社・企業とのつなが

りを認識する。 

会社側の考えに共感し，ブ

ランドとしてもっと会社の

良さを伝えるために，仲間

や地域の方と共に具体策に

ついて話し合う。 

会社側のこだわりや願い

を踏まえた上で，子供な

りの視点で新商品や PR

方法を考え，地域の方に

提案する。 

長岡野菜を通して 

考えるブランド 

｢生産･消費の拡大｣｢食文化

の保存｣のどちらを大切に

すべきかについて，自分の

考えと根拠をもち，地域の

人と一緒に話し合いたいと

願った場面 

長岡野菜の生産や販売，

流通等にかかわり，経験

や調べたことなど複数の

ことを結び付けながら，

問題を見いだす。 

地域の人や中学生の考えや

立場を理解し，相手を尊重

しながら，自分の考えを伝

える。 

長岡野菜の生産･消費の

拡大や食文化の保存を進

めるために，自分ができ

ることを考え行動する。 

長岡のエネルギーの

これからを考えよう 

これからの長岡市のエネル

ギーをどのようにしていけ

ばよいか，中学生と一緒に

考えていきたいと願った場

面 

エネルギーのよりよい利

用方法を検討する中で，

地域への愛着を深める。 

よりよいエネルギーの利用

方法について，地域の方に

自分の考えを伝えたり，地

域の方の意見を聞いたりす

る。 

エネルギーの利用方法に

ついて地域の方の意見を

踏まえて再考する。 

川を通して考える 

自然と人が 

調和する社会 

共生の視点で考えた自分な

りの栖吉川プランを実現す

るために，中学生にアドバ

イスをもらったり，中学生

のプランを聞いたりしたい

と願った場面 

栖吉川の現在の環境か

ら，これからの栖吉川に

対する問題点を見いだ

し，その解決のための方

法を考える。 

栖吉川プラン実現のため

に，中学生と互いの思いや

願い，考えを大切にしなが

ら話し合う。 

｢利水｣｢環境｣｢治水｣｢関

心｣の4つの観点から，こ

れからの栖吉川の在り方

についての考えを提案す

る。 

小
６ 

長岡の中心市街地の

活性化を考えよう 

大手通りのよさと問題点に

ついて整理した状況で，自

分になかった中学生の考え

や新たな問題点を見いだ

し，中学生と共にどうして

いけばよいか考えたいと思

っている場面 

経験や調べてきたことな

ど複数のことを結び付け

ながら，中心市街地にか

かわる問題を見いだし，

調べる方法を考える。 

中学生や仲間の考えの共通

点や相違点を見いだし，互

いのよさを取り入れなが

ら，自分の考えを柔軟に対

応させ，問題の解決策を考

える。 

中心市街地にかかわる問

題について，分析的に見

たり，総合的にとらえた

りしながら，自分なりの

根拠をもって解決方法を

考える。 

山古志の人々の 

生き方から 

自分たちの生き方を

考えよう 

人々の思いや願い，考えに

寄り添いながら自分ができ

ることを見いだし，その内

容を検討していく際，仲間

や地域の人と自分の考えを

交流させたいと願った場面 

山古志の人々の思いや

願い，考えに共感し，

山古志の人々や地域の

ために自分ができるこ

とを見いだし，実行し

ていこうと計画を立て

る。 

山古志の人々の思いや願

い，考えや自分の生活す

る地域のために考えた自

分ができることを，仲間

や地域の人に伝えたり，

一緒に考えたりする。 

山古志の人々の思いや

願い，考えに共感し，

それに自分がどうのよ

うにかかわっていける

か，試行錯誤しながら

できることを見いだし

て実行する。 

長岡の子育ての 

これからを考えよう 

幼児との交流活動に取り組

んだり，子育てについて学

んだりしたことを生かして

地域の子育て支援施設で小

さな子供とよりよくかかわ

るために，小 6と中 1が考

えた企画について見直しと

改善のために話し合う場面 

小さな子供とかかわった

経験を振り返ったり，調

査や現地訪問をしたりし

て子育て支援施設の意義

や課題をとらえ，自分に

できる活動を粘り強く考

えたり，行動しようとし

たりする。 

異学年の仲間や地域の方と

意見交換をしながら，子育

てをめぐる考え方や幼児と

かかわる取組は多様である

ことをとらえ，知恵を出し

合いながら多くの人にとっ

て利益のある取組を考え

る｡ 

子育て支援施設で自分が

できることについて，多

様な立場や視点からとら

え直し，よりよい取組を

見いだす。 

長岡を人にやさしい

まちにしよう 

地域のお年寄りのために自

分ができることを考えた状

況で，地域の福祉施設に勤

めている方に，自分たちの

考えを伝え，それを実現さ

せるためのアドバイスや，

修正を加えて欲しいと願っ

て話し合う場面 

まちづくりにかかわる地

域の問題の解決に取り組

む人と思いを重ね，持続

可能の視点から問題をと

らえ，中期的な解決活動

を粘り強く行う。 

中学生とのグループを組

み，議論しながら活動をす

すめ，地域の人とともにま

ちづくりにかかわる地域の

問題の解決策を考える。 

持続可能の視点から情報

を分析・整理し，地域の

人からの助言を受けなが

らまちづくりにかかわる

地域の問題の解決策につ

いての考えを練り上げ，

提案する。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会創造科（第4ステージ） 

 

 



 

中
１ 

長岡の子育ての 

これからを考えよう 

地域の子育て支援施設で学

んだことや，小学生との交

流を通して得た情報をもと

に，地域の子育てにどのよ

うにかかわれるかを考えて

話し合う場面 

少子高齢化が進む中，地

域の子育て支援にかかわ

る人や自分の身の回りの

大人への調査から地域の

子育ての問題点を見出

し，解決に向けて自分な

りに考えようとする。 

同学年や異学年，そして地

域の方と意見交換をする中

で，子育てに関する考え方

が多様であることをとら

え，地域の子育てのあり方

について多面的・多角的に

考える。 

地域の子育て支援施設に

対してどのようにかかわ

っていけるか考えること

を通して，地域の一員と

して主体的に参画するこ

との大切さを見いだす。 

持続可能な 

地域社会のあり方を

考えよう 

持続可能な地域社会とはど

のような姿であり，そのた

めにはどのような取組をし

ていく必要があるのかを考

え，話し合う場面 

地域における様々な課題

をとらえ，解決に向けて

自分なりに取り組んでい

こうとする。 

地域における様々な課題に

ついて，調査や訪問などか

らつかんだ情報をまとめ，

解決に向けて話し合うなか

で多面的・多角的に考える。 

持続可能な地域社会を創

造していくためにはどの

ような取組が必要で，ど

のように主体的に参画し

ていけばよいのかを述べ

る。 



 

学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中
２ 

自分たちの住む町・ 

長岡の活性化を 

図ろう 

地域活性化にむけてど

のような取組が望まし

いかを考え，行動の仕

方を地域の人と一緒に

話し合いたいと願った

場面 

地域の事象や問題につい

て，かかわる人の思いや願

い，考えをふまえて，持続

可能性の視点からよさを見

出している。 

地域の問題解決に向け，そ

れに取り組む人の思いや願

い，考えを共感的に理解し，

自分たちの考えを柔軟に対

応させ，共通の目標を立て

ている。 

幅広い視点で，様々な知識

や情報を収集し，それらを

組み合わせ，根拠を明らか

にした解決方法を考えたり，

試行錯誤しながら解決を試

みたりしている。 

修学旅行をとおして

持続可能な社会の 

在り方を考えよう 

対象地域の良さや問題

点をとらえ，自分たち

の街との比較をとおし

て大切な考え方や概念

を明らかにしたいと願

った場面 

他地域の問題や解決に向け

た取組を追究することで，

自分の考えをさらに深め，

自らの生き方をとらえ直し

ている。 

他地域の問題解決に向けて

活動をしている人と，地域

の特色に起因する問題解決

の手法や，有効だと考えら

れる考え方についてなどに

ついて，質問し合ったり意

見交換をしたりしている。 

自分たちの実践について，

他地域の人に対して，具体

的な方法や着眼点，考え方

等を分かりやすく説明して

いる。 

中
３ 

地域の活性化を 

目指して，企画を 

提案しよう 

地域の良さを生かして

活性化につなげるため

に，どのような行動が

できるかを考えたいと

願った場面 

地域の事象や問題につい

て，それにかかわる人の思

いや願い，考えをふまえ，

持続可能性の視点からよさ

を見出している。 

地域の問題解決に向けて取

り組む人の思いや願い，考

えを大切にしたり，実践す

る過程でかかわるさまざま

な人の考えを大切にしたり

している。 

さまざまな人とかかわり，

相手や場面，目的に応じて

表現方法を工夫し，自分の

思いや願い，考えを効果的

に伝えている。 

持続可能な社会の 

実現に向け， 

地域の人と手を 

携えて行動しよう 

持続可能な社会の実現

に向け，地域の良さを

生かし，具体的にどの

ような行動をすればよ

いかを考えたいと願っ

た場面 

追究の過程で任された自分

の役割に責任をもって取り

組んだり，実践の過程で生

じる問題や，現状・実情に

対して柔軟に対応したりし

ている。 

地域の問題解決に向け，そ

れに取り組む人の思いや願

い，考えを共感的に理解し，

自分たちの考えを柔軟に対

応させ，共通の目標を立て

ている。 

対象とする問題に対して，

持続可能性の視点で有効な

よりよい考え，新たな考え

をつくっている。 

 

社会創造科の学びを

振り返り，持続可能な

社会の実現に向け 

考えていることを 

論文でまとめよう 

論文を書く活動におい

て，持続可能な社会づ

くりのためにどのよう

な考えや行動が望まし

いのかより広い視点や

考えが欲しいと願った

場面 

持続可能な社会を創り上げ

ていかなければならないと

自覚し，自分の特徴やよさ

をとらえ，社会の一員とし

て自分がどのように生きて

いかなければならないかを

明らかにしている。 

仲間の論文を読み，仲間の

実践や論から，重要な概念

を新たに獲得したり，仲間

の認識のよさや特徴を理解

したりしている。 

現代社会の問題に対して，

自分が追究してきた具体的

な事例と照らして考え，そ

の背景や原因，仕組みを，

持続可能性の視点で整理し

ている。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会創造科（第5ステージ） 

 



資質・能力を位置付けた保育計画（年少 3歳児 1学期） 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される資質・能力 

「遊び」の配列 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

身の回りの環境に

興味・関心をもち，

夢中になって遊ぶ

こと 

友達やその遊びの

よさに目を向け，

思いを伝えなが

ら，一緒に遊ぶこ

と 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫し

て遊ぶこと 

4月 
 

1学期 

始業式 

入園式 

 

 

 

交通安全 

教室 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

こんにちは

の会 

 

 

 

お花見散歩 

 

 

 

5月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議会 

 

 

 

 

 

 

 

6月 
 

 

 

春期教育 

実習 

 

 

 

 

 

プール開き 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

親子 

バス遠足 

 

 

 

7月 
 

 

七夕 

飾り付け 

 

 

 

 

1学期 

終業式 

Ⅰ期（年少 3歳児 4月～7月）  

身の回りにある

「ひと・もの・こ

と」に興味をもつ。 

 

教師の存在から，

安心感を得る。 

 

遊びの楽しさを感

じる。 「先生と一緒に 

遊びたい」 

○身の回りの興味

ある事象にたく

さん触れる。 

 

図鑑で生き物調べ 

 
手遊び歌 

一緒に製作 

 

「幼稚園って 楽しいな」 

○身の回りの興味ある事象に触れ，その感触

を楽しむ。 

  

 

 

 

 

 

 

赤土の山での泥遊び   砂場のお山づくり 

 

 

    

「みんなと 

楽しく」 

○歌ったり体を動

かしたり，お話

を聞いたりして

楽しむ。 

 
絵本の読み聞かせ 

 
リトミック 

 

 

「お友達も 

いるよ」 

○幼稚園には先生

とたくさんの友

達がいることに

気付く。 

 
おうちごっこ 

 
製作遊び 

 
ソフト積み木遊び 

 
おひめさまごっこ 

 

「水って 

気持ちいいね」 

○プールでの水遊

びを通して，水

に慣れ親しむ。 

 

 
わにさん泳ぎ 

 

水遊び 

 

「こんなことも 

したいな」

○先生や友達と一 

 緒にいろいろな 

行事を楽しむ。 

 

 
親子バス遠足 

 

 
七夕飾り 

 

「こうするんだね」 

○元気に登園し，

園生活の仕方や

流れを知り，先

生と一緒にやっ

てみる。 

トイレ 

手洗い 

「またあしたも 

来るね」 

○身の回りのこと

についてやり方

を覚え，自分で

がんばろうとす

る。 

 
着替え 

 
後片付け 

 
お弁当 

「幼稚園って 楽しいな」関連題材 

「大好き 幼稚園」 

○表出した資質・能力 

身の回りの様々な環境の中から，自分のやりたい遊

びを見付ける。 

教師と場を共有したり，教師と一緒に遊ぶ楽しさや

心地よさを感じる。 

自分のやりたい遊びを十分に楽しむ。 

 

 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助（□） 
【手だて①】 
◇片付けの時，遊び道具を元の場所に戻しやすいよ
う，写真や絵などを貼って分かりやすくする。 

◇様々な素材を用意し，子供たちが取りやすい場所に

提示する。 

◇子供たちが自分の遊びに入り込めるよう，棚などで

仕切りを作りながらも，全体の遊びが見渡せるよ

う，子供の目線や安全面に配慮して，保育室の仕切

り方を工夫する。 

□一人一人の発想や工夫のよさを認める声がけをす

る。 
【手だて②】 
□子供たちのつぶやきや表情，言葉などから思いをと

らえ，教師が子供の思いを受け止めたり，認めたり，

子供同士の思いを言語化してつないだりする。 
 
 



資質・能力を位置付けた保育計画（年少 3歳児 2学期） 

 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される三つの資質・能力 

「遊び」の配列 

身の回りの環境に

興味・関心をもち，

夢中になって遊ぶ

こと 

友達やその遊びの

よさに目を向け，

思いを伝えなが

ら，一緒に遊ぶこ

と 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫し

て遊ぶこと 

8月 
 

2 学期 

始業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 
 

 

 

三校園 

合同 

運動会 

 

 

 

 

秋の交通 

安全教室 

 

 

 

 

 

避難訓練 

 

 

10月 
 

 

 

 

 

 

探検遠足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 
 

 

 

 

 

作品展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 
 

 

 

避難訓練 

 

 

 

餅つきの会 

 

 

 

 

 

 

2 学期 

終業式 

Ⅱ期（年少 3歳児 8月～年中 4歳児 4月）  

身の回りにある

「ひと・もの・こ

と」に興味をもっ

て，かかわる。 

 

教師や友達に自分

の遊びを見せた

り，友達の遊びを

見つめたりし，一

緒にいる心地よさ

を感じる。 

楽しく遊びたいと

いう思いをもち，

自分なりに試す。 

「身体を動かして 

遊ぼう」 

（楽しい運動会） 

○外で元気に体を

動かして遊ぶ。 

 

 
かけっこ 

 
   綱引き 

 
ダンス 

 

 

「秋になったよ」 

○身近な草花を

使って遊びな

がら秋を楽し

む。 

 

 
落ち葉拾い 

 
どんぐり拾い 

 

 

 

「一人で 

がんばるよ」 

○自分の身の回り

のことや，生活に

必要な活動が分

かり，自分から進

んでしようとす

る。 

 

 
給食の配膳 

 

 
  後片付け 

 

 
 エプロンたたみ 

 

。 

「いろいろ 

見付けたよ」 

（探検遠足） 

○先生や友達と

一緒に悠久山

を探検して秋

の自然に親し

む。 

 

 
  園内探検 

 
探検遠足 

「一緒に遊ぶと 

楽しいな」 

○身近にある「ひ

と・もの・こと」

に興味・関心を

もち，先生や友

達とかかわりな

がら，自分がや

ってみたいと思

った遊びを楽し

む。 

 

ヒーローごっこ 

 

 
おひめさまごっこ 

 

 
製作遊び 

 
お店屋さん 

ごっこ 

 

    

「ちょっきん 

ぺったん 

楽しいな」 

（作品展） 

○身近な材料を選

び，絵の具やは

さみ，のりなど

を使いながら，

切ったり貼った

り描いたりして

製作を楽しむ。 

    

 
立体作品作り 

お絵かき 

 

 

「秋のおいしい 

たからもの」 

○みんなで育てた

さつまいもを収

穫し，一緒に食べ

ることを楽しむ。 

 

 
いもほり 

 

 

 

 
「もうすぐ 

お正月」 

○お家の人や友

達，先生と一緒

に餅つきを体験

し，お正月の行

事に親しむ。 

 
餅つき大会 

 

「一緒に遊ぶと楽しいな」 

○表出した資質・能力 

身の回りの様々な環境の中から，自分のやりたい

遊びを見付け，楽しく遊ぶ。 

教師や友達と場を共有したり，自分の遊びを見せ

たり，友達の遊びを見つめたりし，教師や友達と

一緒に遊ぶ楽しさや心地よさを感じる。 

遊びのイメージを膨らませ，「もっとこうしたい」

という思いをもち，自分なりに工夫しながら遊

ぶ。 

 

 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助（□） 
【手だて①】 
◇片付けの時，遊び道具を元の場所に戻しやすいよ

う，写真や絵などを貼って分かりやすくする。 

◇子供たちが自分の遊びに夢中になって没頭できる

よう，遊び場やコーナーの配置を工夫する。 

□一人一人の発想や工夫のよさを認める声がけをす

る。 

【手だて②】 

□子供たちのつぶやきや表情，言葉などから思いを

とらえ，教師が子供の思いを受け止めたり，認め

たり，子供同士の思いを言語化してつないだりす

る。 

【手だて③】 

□友達の遊びに気付かせるような声がけをしなが

ら，子供の「もっとこうしたい」という思いを高

めていく。 



資質・能力を位置付けた保育計画（年少 3歳児 3学期） 

 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される三つの資質・能力 

「遊び」の配列 

身の回りの環境に

興味・関心をもち，

夢中になって遊ぶ

こと 

友達やその遊びの

よさに目を向け，

思いを伝えなが

ら，一緒に遊ぶこ

と 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫し

て遊ぶこと 

1月 

3 学期 

始業式 

 

 

 

 

お正月 

お楽しみ会 

 

 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

そり遠足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 
 

 

豆まきの会 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入園児 

一日入園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 

 

 

 

 
 

 

 

 

ありがとう

の会 

 

 

 

 

 

 

 

3 学期 

終業式 

 

卒園式 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ⅱ期（年少 3歳児 8月～年中 4歳児 4月）  

身の回りにある

「ひと・もの・こ

と」に興味をもっ

て，かかわる。 

 

教師や友達に自分

の遊びを見せた

り，友達の遊びを

見つめたりし，一

緒にいる心地よさ

を感じる。 

楽しく遊びたいと

いう思いをもち，

自分なりに試す。 

「お正月遊び」 

○かるたなどのお

正月遊びを楽し

みながら，お正月

の行事や伝承遊

びに親しむ。 

 

 
  かるた大会 

お楽しみ抽選会 

 

 

「小さいさくら組さん 

いらっしゃい」 

○新入園児を迎え

るためにプレゼ

ントを用意し，

お兄さん・お姉

さんになる期待

をもつ。 

 

 
一日入園の 

プレゼント作り 

 

 

    

「雪となかよし」 

○雪の感触を楽し

み，いろいろな

遊びを楽しむ中

で，冬の季節を

感じる。 

 

 
雪をほったよ 

 
雪上かけっこ 

 

 
雪山遊び 

 

 

「おにはそと 

  ふくはうち」 

○豆をまいたり，

食べたりする体

験を通して，節

分行事に親し

む。 

 

豆まき大会 

 

 

    

「寒くても平気」

○手洗い・うがい  

を毎日行い，風 

邪を予防する。 

 

 
手洗い・うがい 

    

「こんなことも 

できるよ」 

○一日の生活の仕

方が分かり，身

の回りのこと

や，生活に必要

なことを自分で

しようとする。 

 

 
 雪遊びの着替え 

 
歯磨き 

 
 お部屋の掃除 

 

 

「友達と楽しく 

遊べるよ」 

○自分の思いや考

えを伝えたり，相

手の話を聞いた

りして，友達と遊

ぶことができる。 

 

 
みんなでプリンセスに

へんし～ん!! 

 

 

 
みんなで 

ヒーローポーズ!! 

 

 

    

「もうすぐばら組さん 

ありがとうもり組さん」 

○もうすぐばら組

になることを喜

び，お世話にな

ったもり組にあ

りがとうの気持

ちをもつ。 

 

 
ありがとうの会 

プレゼント作り 

 

 

「友達と楽しく遊べるよ」 

○表出した資質・能力 

身の回りの様々な環境にかかわりながら，自分の

やりたい遊びを見付け，楽しく遊ぶ。 

教師や友達とかかわりながら，一緒に遊ぶ楽しさ

や心地よさを感じる。 

教師や友達の遊びを見たり，一緒に遊んだりしな

がら，遊びのイメージを膨らませ，「もっとこうし

たい」という思いをもち，自分なりに工夫しなが

ら遊ぶ。 

 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助

（□） 
【手だて①】 
◇片付けの時，遊び道具を元の場所に戻しやすいよ

う，写真や絵などを貼って分かりやすくする。 

◇子供たちが自分の遊びに没頭できるよう，遊び場

やコーナーの配置を工夫する。 

◇様々な素材を用意し，子供たちが取りやすい場所

に提示する。 

□一人一人の発想や工夫のよさを認める声がけを

する。 

【手だて②】 

□教師が子供同士の思いを言語化してつなぐなど

しながら，うまく折り合いがつけられるような声

がけをする。               

【手だて③】 

□友達の遊びに気付かせたり，友達とかかわらせた

りしながら，子供の「もっとこうしたい」という

思いを高めていく。 

 



 



資質・能力を位置付けた保育計画（年中 4歳児 1学期） 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される資質・能力 

「遊び」の配列 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

身の回りの環境

に興味・関心をも

ち，夢中になって

遊ぶこと 

友達やその遊び

のよさに目を向

け，思いを伝えな

がら，一緒に遊ぶ

こと 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫

して遊ぶこと 

4月 
 

1学期 

始業式 

入園式 

 

 

 

交通安全 

教室 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

こんにちは

の会 

 

 

 

お花見散歩 

 

 

 

5月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議会 

 

 

 

 

 

 

 

6月 
 

 

 

春期教育 

実習 

 

 

 

 

 

プール開き 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

親子 

バス遠足 

 

 

 

7月 
 

 

七夕 

飾り付け 

 

 

 

 

1学期 

終業式 

Ⅱ期（年少 3歳児 8月～年中 4歳児 4月）  

身の回りにある

「ひと・もの・こ

と」に興味をもっ

て，かかわる。 

教師や友達に自分

の遊びを見せた

り，友達の遊びを

見つめたりし，一

緒にいる心地よさ

を感じる。 

楽しく遊びたい

という思いをも

ち，自分なりに試

す。 

Ⅲ期（年中 4歳児 5月～1月） 

「ひと・もの・こ

と」への興味を広

げ，繰り返しかか

わる。 

 

友達の遊びをまね

たり，友達の遊び

に入っていったり

し，一緒に遊ぶ楽

しさ，感情を共有

する心地よさを感

じる。 

楽しく遊びたい

という思いをも

ち，自分なりに工

夫する。 

 

「今日からばら組」 

○進級，入園の喜び

を感じて，新しい

生活への期待を

もつ。 

 

 
おやつ 

 
こんにちはの会 

 

 

「新しい友達も 

いっしょ」 

○進級児と新入園

児が一緒に遊ぶ

中で，互いに知り

合い，親しみを深

める。 

 

 

 

 

 

 
 

赤土の山での泥遊び 

 
粘土遊び 

「植物や生き物の 

世話をしよう」 

○園庭にいる生き

物を飼育するこ

とで，生き物へ

の興味や関心を

もつ。 

○花や野菜を育てる

ことで，植物に対

する親しみの気持

ちをもつ。 

 

 
生き物の飼育 

 

 

「今日は何をして 

遊ぼうかな」 

○自分の好きな遊

びを見付け，場

を同じくした友

達と一緒にその

遊びを楽しむ。 

 

 
おうちごっこ 

 
レストランごっこ 

 

「水遊びって 

楽しいな」 

○水や色水，泡など

に興味をもち，そ

れらに繰り返し

かかわって遊び

を楽しむ。 

 

 
砂場で水遊び 

 
泡作り 

 

「一緒に遊ぼうよ」 

○気の合う友達と

一緒に，イメージ

を共有しながら

楽しく遊ぶ。 

 

 
ヒーローごっこ 

 
ピクニックごっこ 

 

 

「なかよし広場の

春を見付けよう」 

○外の固定遊具で

遊んだり，園庭の

草花，昆虫を探し

たりしながら，春

の季節を様々な

感覚で味わって

遊ぶ。 

 

 
虫さがし 

「プール大好き」 

○プールで開放感

を味わいながら

水遊びをし，初夏

の季節を様々な

感覚で楽しむ。 

 

 
輪くぐり 

 

 

「園庭を 

探検しよう」 

○園庭を探検し，草

花などの様々な自

然物，遊具とかか

わって遊ぶことを

楽しむ。 

 

 
桜の花摘み 

 
大型遊具での遊び 

「今日は何をして遊ぼうかな」関連題材 

「一緒に遊ぶと楽しいな」 

 

○表出した資質・能力 

周囲の様々な環境にかかわることを通して，自

分の興味・関心を広げ，やりたい遊びを見付け，

楽しみながら遊ぶ。 

共通する思いや願いをもっている友達と一緒に

遊ぶことを通して，友達とかかわる楽しさや心

地よさを味わう。 

友達の遊びを見たり，友達の遊びに触れたりす

ることを通して，遊びのアイディアを広げたり，

もっと楽しく遊べるように工夫したりする。 

 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助（□） 

【手だて①】 

◇子供一人一人が，それぞれの思いや願いを大切

にして遊ぶことができるように，日々の遊びの

様子から遊びの展開を予想し，道具や素材など

を用意しておく。 

□子供が安心して，そして，自信をもってやりた

い遊びに取り組むことができるよう，一人一人

の発想や遊びを認める声かけをする。 

【手だて②】 

□教師が一緒になって遊ぶことで，友達とかかわ

るきっかけをつくり，友達と一緒に遊ぶ楽しさ

や心地よさを感じさせる。 

【手だて③】 

□友達とのかかわりが遊びの楽しさを膨らませた

ことを感じさせる声がけをする。 



資質・能力を位置付けた保育計画（年中 4歳児 2学期） 

 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される三つの資質・能力 

「遊び」の配列 

身の回りの環境

に興味・関心をも

ち，夢中になって

遊ぶこと 

友達やその遊びの

よさに目を向け，

思いを伝えなが

ら，一緒に遊ぶこ

と 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫

して遊ぶこと 

8月 
 

2 学期 

始業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 
 

 

 

三校園 

合同 

運動会 

 

 

 

 

秋の交通 

安全教室 

 

 

 

 

 

避難訓練 

 

 

10月 
 

 

 

 

 

 

探検遠足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 
 

 

 

 

 

作品展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 
 

 

 

避難訓練 

 

 

 

餅つきの会 

 

 

 

 

 

 

2 学期 

終業式 

Ⅲ期（年中 4歳児 5月～1月）  

「ひと・もの・こ

と」への興味を広

げ，繰り返しかか

わる。 

 

友達の遊びをまね

たり，友達の遊び

に入っていったり

し，一緒に遊ぶ楽

しさ，感情を共有

する心地よさを感

じる。 

楽しく遊びたい

という思いをも

ち，自分なりに工

夫する。 

「わくわくどきどき運動会」 

 

 

 
ダンス     かけっこ 

「こんな虫がいたよ  

こんな花があったよ」 

○園庭にいる生き

物を飼育するこ

とで，飼育方法に

興味や関心をも

つ。 

○花や野菜の世話

を通して，それら

の生長に興味や

関心をもち，収穫

したり遊びに使

ったりする期待

感をもつ。 

 
百年の森探検 

 

 
「みんなで楽しもう 

 秋遊び」 

○秋の自然に繰り

返しかかわるこ

とで自然の変化

に目を向け，自

分からそれらに

かかわって遊び

を楽しんだり，

季節の変化を

様々な感覚で味

わったりする。 

 
どんぐりネックレス 

「広場へ 

レッツゴー」 

○広場を散策し

て，木の実や草

花の種を見付け

たり，栽培して

きた植物の変化

に目を向けたり

する。 

○広場の遊具や晩

秋の自然に触れ

て遊びながら，

季節の変化を

様々な感覚を味

わう。 

 
泥水が冷たいと発見 

「友達と遊ぶと 

楽しいね」 

○場を同じくした

友達と一緒に，遊

びを楽しくしよ

うと役割を決め

たり，必要なもの

を用意したりし

ながら遊ぶ。 

○様々な人たちと

触れ合い，楽しく

遊ぶ。 

 
ファッションショーごっこ 

 

「みんなで食べよう 秋の宝物」 

○園庭で栽培したり，実がなっている秋の

味覚（柿，芋，芋のつる，栗など）を自

分の手で収穫する体験を通して，花や野

菜など世話してきたことを思い起こし，

喜びを感じる。 

○秋の味覚を様々な方法で調理，体験し，

先人の知恵に驚きを感じたり，それらの

秋の味覚を味わったりする。 

    
柿もぎ       いもほり 

 

「楽しかったよ 

 もり組さん」 

○年長児の活動を

見せてもらった

り，参加させて

もらったりし

て，自分たちも

同じようにやっ

てみようと遊び

を工夫する。 

 
お店屋さんごっこ 

 

 

「力を合わせて 

宝を探すよ」 

（探検遠足） 

○悠久山での探検

コースをみんな

で歩きながら，

草花や木の実，

虫を見たり触れ

たりして，秋を

様々な感覚で味

わう。 

 
お宝発見 

 

 

「外遊びを 

一緒にしようよ」 

○外での遊びに繰

り返し取り組む

中で，気の合う

友達と一緒に，

アイディアを出

し合ったり，イ

メージを共有し

たりしながら遊

びを楽しくしよ

うとする。 

 
ごちそうづくり 

 

 

○力一杯体を動かす心地

よさを感じたり，みんな

で運動会の練習をする

ことを通して一体感を

味わったりする。 

「友達と遊ぶと楽しいね」 

 

○表出した資質・能力 

周囲の様々な環境にかかわることを通して，

自分の興味・関心を広げ，やりたい遊びを見

付け，その遊びを繰り返し楽しむ。 

共通する思いや願いをもっている友達と一緒

に遊ぶことを通して，楽しさや喜びなどの感

情を共有し，友達と遊ぶ心地よさを味わう。 

友達の遊びを見たり，友達の遊びに触れたり，

一緒に遊んだりすることを通して，遊びのア

イディアを広げたり，もっと楽しく遊べるよ

うに工夫したりする。 

 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助（□） 

【手だて①】 

◇体を動かす遊びのきっかけとなる道具を準備し

ておく。 

□子供が安心して，そして，自信をもってやりた

い遊びに取り組むことができるよう，一人一人

の発想や遊びを認める声かけをする。 

【手だて②】 

◇伸び伸びと体を動かす遊びが展開されるよう遊

戯室を活動の場として追加する。 

□同じ遊びをしている子供たちの遊びへの思いや

遊びを発展させていくアイディアの共有のため

に，お互いの思いの伝達を補助したり，意見の

合意形成のための援助をしたりする。 

【手だて③】 

□友達とのかかわりが遊びの楽しさを膨らませた

ことを感じさせる声がけをする。 



資質・能力を位置付けた保育計画（年中 4歳児 3学期） 

 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される三つの資質・能力 

「遊び」の配列 

身の回りの環境

に興味・関心をも

ち，夢中になって

遊ぶこと 

友達やその遊びの

よさに目を向け，

思いを伝えなが

ら，一緒に遊ぶこ

と 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫

して遊ぶこと 

1月 

3 学期 

始業式 

 

 

 

 

お正月 

お楽しみ会 

 

 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

そり遠足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 
 

 

豆まきの会 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入園児 

一日入園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 

 

 

 

 
 

 

 

 

ありがとう

の会 

 

 

 

 

 

 

 

3 学期 

終業式 

 

卒園式 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ⅲ期（年中 4歳児 5月～1月）  

「ひと・もの・こ

と」への興味を広

げ，繰り返しかか

わる。 

 

友達の遊びをまね

たり，友達の遊び

に入っていったり

し，一緒に遊ぶ楽

しさ，感情を共有

する心地よさを感

じる。 

楽しく遊びたい

という思いをも

ち，自分なりに工

夫する。 

 

Ⅳ期（年中 4歳児 2月～年長 5歳児 10月） 

「ひと・もの・こ

と」への興味を広

げ，そのよさや特

性を感じながら，

繰り返しかかわ

る。 

 

自分の思いを伝え

つつ，友達の思い

を認め，友達と一

緒に遊ぶ楽しさ，

イメージを共有す

る心地よさを感じ

る。 

遊びをより楽し

くしようという

思いをもち，自分

なりに試行錯誤

する。 

 

「冬の遊びを 

楽しもう」 

（お正月遊び） 

○お正月遊びを楽

しみながら，日本

古来の行事に親

しみを持つ。 

 
餅つき 

 
カルタとり 

 

 

「雪遊びを 

楽しもう」 

○園庭にある雪や

氷を使って思う

存分遊ぶ中で，

それらの性質に

目を向け遊びを

もっと楽しくし

ようとする。 

 

 
雪の秘密基地 

 
アイス作り 

 

 
「元気に楽しく遊ぼう」 

○気の合う友達と一緒に，アイデ

ィアを出し合ったり，イメージ

を共有したりしながら遊ぶ。 

 
ダンスごっこ 

 
おうちごっこ 

 

 
「もり組さん ありがとう」 

○お世話になったもり組さん

に感謝の気持ちを伝えると

ともに，進級の期待をもつ。 

 

 
ありがとうの会 

 

 

「春はもうすぐ」 

○暖かくなってきて，雪がとけ

たり，草花・木の芽吹きが見

られたりすることから，春の

訪れを感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
雪がとけている所を発見 

 

 

「ようこそ  

小さいさくら組さん」 

（一日入園） 

○新入園児を迎えようと，アイデ

ィアを出し，プレゼントを作っ

たり，遊びを考えたりする。 

 
お店作り 

 
お店は大繁盛 

 

 

「そり遠足に 

出発だ」 

○戸外でのそり遊

びや雪遊びを通

して，体を動か

して遊ぶ楽しさ

を味わうととも

に，冬の自然に

親しむ。 

 

 
そりの乗り方 

 

 

「元気に楽しく遊ぼう」 

○表出した資質・能力 

身の回りの素材や遊びの場，友達の様子など，

興味をもった対象に主体的に，繰り返しかかわ

る。 

共通する思いや願いをもっている友達と一緒

に遊ぶことを通して，遊びのイメージを共有し

ながら友達と遊ぶ心地よさを味わう。 

友達の遊びを見たり，友達の遊びに触れたり，

一緒に遊んだりすることを通して，遊びのアイ

ディアを広げたり，もっと楽しく遊べるように

試行錯誤したりする。 

 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助（□） 

【手だて①】 

◇今まで遊んできたものに加え,少しずつ新しい

素材に触れていける環境をつくる。 

◇保育室や遊戯室で子供たちが気に入った遊びを

十分楽しめるように場をつくる。 

□やりたい遊びを工夫しながら楽しんでいけるよ

う，子供の発想を大いに称賛する。 

【手だて②】 

□子供たちで相談したり，一緒に創り上げたりす

る活動を通して，個々の遊びからみんなで楽し

む遊びの楽しさに目を向けていけるように援助

していく。 

【手だて③】 

□友達とのかかわりが遊びの楽しさを膨らませた

ことを感じさせる声がけをする。 



 



資質・能力を位置付けた保育計画（年長 5歳児 1学期） 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される資質・能力 

「遊び」の配列 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

身の回りの環境

に興味・関心をも

ち，夢中になって

遊ぶこと 

友達やその遊び

のよさに目を向

け，思いを伝えな

がら，一緒に遊ぶ

こと 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫

して遊ぶこと 

4月 
 

1学期 

始業式 

入園式 

 

 

 

交通安全 

教室 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

こんにちは

の会 

 

 

 

お花見散歩 

 

 

 

5月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議会 

 

 

 

 

 

 

 

6月 
 

 

 

春期教育 

実習 

 

 

 

 

 

プール開き 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

親子 

バス遠足 

 

 

 

7月 
 

 

七夕 

飾り付け 

 

 

 

 

1学期 

終業式 

Ⅳ期（年中 4歳児 2月～年長 5歳児 10月）  

「ひと・もの・こと」

への興味を広げ，そ

のよさや特性を感

じながら，繰り返し

かかわる。 

 

自分の思いを伝

えつつ，友達の思

いを認め，友達と

一緒に遊ぶ楽し

さ，イメージを共

有する心地よさ

を感じる。 

遊びをより楽し

くしようという

思いをもち，自分

なりに試行錯誤

する。 

「もり組になって 

   がんばるよ」 

 

 

 

 

 

こんにちはの会 

 

「ばら組さんと 

出かけよう」 

○進級の喜びを胸

に，年長としての

自信と自覚をも

って生活しよう

とする。 

 

 

 

 

 

 

お花見散歩 

「友達と遊ぼう」 

○早春の自然に触れたり，園内の道具や素

材でいろいろなものを作ったりすること

を通して，友達とのかかわりを深める。 

 

 

 

 

 

 

園庭で草花探し    お祭りごっこ 

「生き物と 

仲よし」 

○生き物を捕まえ

て観察や飼育を

することを通し

て，新たな発見

を楽しみながら

生き物への愛着

や好奇心をも

つ。 

 

 

 

 

 

 

 

虫の観察 

 

「花や野菜を 

育てよう」 

○花や野菜の生長

に関心をもち，

親しみをもって

世話をしようと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

学級畑での 

さつまいも植え 

「みんなで遊ぶと

楽しいね」 

○友達を誘ったり,

思いや考えを伝

え合ったりして,

一緒に遊ぶこと

を楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 ままごと遊び 

 

 

 

 

 

基地・遊び場作り 

 

 

 

 

 

 

お店屋さんごっこ 

 

 

 

 

 

 

友達と触れ合う 

ゲーム 

 

 

「水遊びって 

楽しいな」 

（砂・泡・色水） 

○これまでの経験

を生かして，友

達と考えを伝え

合いながら，水

を使って遊ぶ楽

しさを味わう。 

 

 

 

 

 

雨どいの水路作り 

 

 

 

 

 

泡・料理作り 

「水って気持ちい

い」（プール） 

○水に慣れるとと

もに，水の心地

よさや水を使っ

た遊びの楽しさ

をたっぷりと感

じ，プールでの

水遊びを楽し

む。 

 

 

 

 

 

 

たらい舟遊び 

「春をたくさん見つけよう」 

○春の草花や生き物に触れたり，自然の中

で遊んだりして，季節の変化を感じる。 

 

 

 

 

 

桜の花摘み      桜茶作り 

「みんなで遊ぶと楽しいね」関連題材 

「こうすると楽しいよ ―あの子に聞いてみよう―」 

 

○表出した資質・能力 

身の回りの素材や遊びの場，友達の様子など，

興味をもった対象に主体的にかかわり，自分の

遊びに生かそうとする。 

面白い製作物や発想など，友達のよさに目を向

け，模倣したり，遊びに取り入れたりしながら，

一緒に遊ぶ楽しさを感じる。 

友達の遊びも参考にしながらイメージを膨ら

ませ，製作物や場に自分なりの工夫を加えるな

ど，試行錯誤を楽しむ。 

 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助（□） 

【手だて①】 

◇一人一人が思う存分遊ぶことができるように，

各遊びの経緯を踏まえ，必要になるであろう素

材や道具を用意しておく。その際，子供同士の

かかわりが生まれるように数を精選する。 

□一人一人が自他のよさに目を向けるようにする

ために，適宜教師が遊びに参加し，個々の思い

や考えを認め，そのよさを言葉にして価値付け

る。 

【手だて②】 

□子供同士のやり取りを見取り，「どうしたい

の？」「こうするといいんだね。」と，うまく

言葉にできない思いや考え，行為を言語化して

補足・共有させる。 

【手だて③】 

□かかわりを経て願いを具現できた子に対して

は，「○○ちゃんってすごいね。」と友達のよ

さを価値付けながら喜びに共感する。また，友

達を支えた子に対しては，「あなたのおかげだ

よ。」「○○ちゃん，喜んでいたよ。ありがと

う。」と，承認・感謝の言葉で価値付ける。 



資質・能力を位置付けた保育計画（年長 5歳児 2学期） 

 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される三つの資質・能力 

「遊び」の配列 

身の回りの環境

に興味・関心をも

ち，夢中になって

遊ぶこと 

友達やその遊びの

よさに目を向け，

思いを伝えなが

ら，一緒に遊ぶこ

と 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫

して遊ぶこと 

8月 
 

2 学期 

始業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 
 

 

 

三校園 

合同 

運動会 

 

 

 

 

秋の交通 

安全教室 

 

 

 

 

 

避難訓練 

 

 

10月 
 

 

 

 

 

 

探検遠足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 
 

 

 

 

 

作品展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 
 

 

 

避難訓練 

 

 

 

餅つきの会 

 

 

 

 

 

 

2 学期 

終業式 

Ⅳ期（年中 4歳児 2月～年長 5歳児 10月）  

「ひと・もの・こと」

への興味を広げ，そ

のよさや特性を感

じながら，繰り返し

かかわる。 

 

自分の思いを伝

えつつ，友達の思

いを認め，友達と

一緒に遊ぶ楽し

さ，イメージを共

有する心地よさ

を感じる。 

遊びをより楽し

くしようという

思いをもち，自分

なりに試行錯誤

する。 

Ⅴ期（年長 5歳児 11月～3月） 

「ひと・もの・こ

と」への願いをも

ち，そのよさや特

性を感じながら，

見通しをもって繰

り返しかかわる。 

友達と共通の願い

をもち，考えを伝

え合いながら，一

緒に遊ぶ楽しさや

達成感，連帯感を

感じる。 

遊びをより楽し

くしようと遊び

への思いを膨ら

ませ，自分なりに

試行錯誤する。 

「一緒にやってみよう！」関連題材 

「一緒にやってみよう！―みんなのよさが「やりがい」に―」 

 

○表出した資質・能力 

友達・素材・場など，興味をもった対象に主体

的にかかわり，「自分はこうしたい」と主張し

て遊びに生かそうとする。 

会話を通して自他のよさを遊びに取り入れ，遊

びの目的や世界観を共有したり，その実現のた

めに協力したりして遊ぶ。 

友達と話し合い，遊びのイメージを膨らませた

り，新たに発想したりして，自他のよさを生か

しながら創意工夫する。 

 

「赤勝て 白勝て 

     運動会」 

○年少，年中児のリ

ーダーとして行

動し，力一杯体を

動かす気持ちよ

さを味わう。 

 

 

 

 

 

 

 

中学生と応援練習 

「友達ともっと 

楽しく」 

（素材の特性を 

生かして） 

○友達と思いや考

えを伝え合いな

がら，好奇心や

探究心をもち，

工夫して遊ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

植物の汁や泡で 

料理作り 

 

 

 

 

 

 

 

流しそうめん遊び 

 

 

 

 

 

 

 

赤土山での 

水・泥遊び 

「作って遊んで 

描いてみよう 

-季節の宝物-」 

○秋・冬の素材か

ら感じたことや

考えたことを，

様々な方法で表

現する。 

 

 

 

 

 

どんぐりゴマ製作 

「ほら，虫の声が 

聞こえるよ」 

○友達と一緒に，虫

捕りや飼育を楽

しむことを通し

て，季節の変化を

味わいながら生

き物の命の大切

さを感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の虫捕り 

 

 

 

 

 

 

 

秋の虫の飼育 

「力を合わせて 

ゴールを目指そう」 

（探検遠足） 

○秋の自然を味わ

うとともに，年長

児として仲間と

協力する大切さ

を感じる。 

 

 

 

 

 

 

園内探検 

 

 

 

 

 

探検遠足 【幼小合同活動】 

「小学生と 

仲よしになろう」 

（「社会創造科」） 

○小学 1 年生と一

緒に遊ぶ中で，

異年齢の仲間と

のかかわりを楽

しむ。 

 

 

 

 

 

 

「作って遊んで 

仲よしに」 

 

○小学校の行事に

参加し，交流を

深める。 

 

 

 

 

 

 

仲よしフェスティバル 

「収穫を 

喜び合おう」 

○育てた野菜や果

物を収穫する経

験を通して，食の

大切さや栽培の

楽しさに触れる。 

 

 

 

 

 

 

いもほり 

 

 

 

 

 

焼いも会 

「冬の行事を楽しもう」（餅つき，クリスマス） 

○季節の行事を通して，親子の触れ合いや

季節の移り変わりを楽しむ。 

 

 

 

 

親子餅つき会 プレゼント渡し（終業式） 

「一緒に 

やってみよう！」 

○思いや考えを伝

え合い，同じ目

的や世界観のも

とで遊ぶ。 

 

 

 

 

 

お化け屋敷ごっこ 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助（□） 

【手だて①】 

□教師が個々のイメージを意図的に強く方向付け

たり，子供の創り上げた世界観を壊したりする

ことのないように，過度に干渉せず，見守る姿

勢を大切にする。 

【手だて②】 

□子供同士の遊びの目的や世界観に共感し，適宜

言葉で補いながら共有を促す。また，よさを認

め合いながら願いを具現する姿を価値付け，「や

りがい」を引き出していく。 

【手だて③】 

□友達とかかわりながら願いを具現できた子に対

しては，本人の「やりがい」とともに，一緒に

遊ぶ友達のよさを価値付けながら，喜びに共感

する。 



資質・能力を位置付けた保育計画（年長 5歳児 3学期） 

 

時期 

 

主な 

園行事 

表出が期待される三つの資質・能力 

「遊び」の配列 

身の回りの環境

に興味・関心をも

ち，夢中になって

遊ぶこと 

友達やその遊びの

よさに目を向け，

思いを伝えなが

ら，一緒に遊ぶこ

と 

思いを膨らませ，

自分なりに工夫

して遊ぶこと 

1月 

3 学期 

始業式 

 

 

 

 

お正月 

お楽しみ会 

 

 

 

 

 

避難訓練 

 

 

 

そり遠足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 
 

 

豆まきの会 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入園児 

一日入園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 

 

 

 

 
 

 

 

 

ありがとう

の会 

 

 

 

 

 

 

 

3 学期 

終業式 

 

卒園式 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ⅴ期（年長 5歳児 11月～3月）  

「ひと・もの・こと」

への願いをもち，そ

のよさや特性を感

じながら，見通しを

もって繰り返しか

かわる。 

友達と共通の願い

をもち，考えを伝

え合いながら，一

緒に遊ぶ楽しさや

達成感，連帯感を

感じる。 

遊びをより楽し

くしようと遊び

への思いを膨ら

ませ，自分なりに

試行錯誤する。 

【幼小合同活動】 

「小学生と 

もっと仲よしに」 

（「社会創造科」） 

○小学 1年生と一

緒に遊ぶ中で，

異年齢の仲間と

のかかわりを楽

しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなのスノー

ヤッホーランド

を作ろう」 

 

 

 

 

 

 

 

「雪で遊んで 

もっと仲よし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ありがとう 

おめでとう 

もり組さん 

6年生」 

「冬も元気に 

過ごそう」 

○体を動かした

り，うがい等を

したりして，元

気に過ごす意欲

を高める。 

 

 

 

 

 

 

ドッジボール 

「冬の遊びを工夫 

して楽しもう」 

（雪と氷遊び） 

○雪（氷）を使っ

て遊ぶ中で，そ

の特性を生かす

と，遊びがもっ

と楽しくなるこ

とに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

かき氷作り 

 

 

 

 

 

 

 

雪の花作り 

 

 

 

 

 

 

かまくら作り 

「冬の行事を 

楽しもう」 

（お正月遊び， 

お楽しみ会） 

○お正月の経験をも

とに，自分で遊び

を作ったり，みん

なで昔の遊びを楽

しんだりする。 

 

 

 

 

 

 

 

ジャンボかるた 

大会 

【幼小合同活動】 

「行くぞ， 

みんなでそり遠足」 

○そり遊びを通し

て友達と体を動

かす遊びの楽し

さを味わうとと

もに，健康・安

全な生活に必要

な態度を身につ

ける。 

○小学生とそり遊

びや雪遊びを通

してかかわり，

一緒に遊びを楽

しむ。 

 

 

 
 

 

合同そり遊び 

「春がそこまで」 

○植物の成長や日の

光の強さ，季節の

行事などに関心を

もちながら，春の

訪れを感じる。 

 

 

 

 

 

 

一人一鉢（水やり） 

 

 

 

 

 

ありがとうの会 

「ようこそ 

小さいお友達」 

（一日入園） 

 

 

 

 

 

お店屋さんごっこ 

  

 「もうすぐ 1年生 忘れないよ 幼稚園」 

○園生活を振り返り，今までお世話になっ

た方々や一緒に仲良くしてきた年少・年

中さんに感謝の気持ちをもつとともに，

小学校入学への希望や心構えをもつ。 

○自分の得意なこと 

など，自分の成長 

に自信をもつとと 

もに，仲間のよさ 

にも目を向け，認 

め合う気持ちをも 

つ。           卒園式 

「冬も元気に過ごそう ―ドッジボール―」 

 

○表出した資質・能力 

進んでドッジボールに参加し，ボールを投げた

り，かわしたりする楽しさを感じながら，集中

して遊ぶ。 

進んでチームの友達に声をかけて応援したり，

会話を通して簡単な作戦や目標を共有したり

して，友達と仲よく遊ぶ。 

自分からボールを取りに行ったり，その場に留

まらないように動き回ったりするなど，自分の

よさ（得意な面）を自覚し，遊びに生かす。 

 

○要因となった主な環境構成（◇）と教師の援助（□） 

【手だて①】 

◇遊戯室にドッジボールコートを常設し，ボール

とともに自由に使用できるようにしておく。 

□子供の遊びや，その中で見られた動きに着目し，

ドッジボールにつながるよさを価値付ける。 

（新聞紙のボール作り，キャッチボール遊び等） 

【手だて②】 

□パス交換や応援，ハイタッチなど，良好なかか

わりを見取り，その都度価値付ける。 

□適宜遊びに参加しながら，個々の得意な面を言

葉にして，周囲の友達に伝えて共有する。 

【手だて③】 

□競技中や競技後，それ以外の場面で，一人一人

の活躍した姿や，友達と仲よくかかわった姿，

チームとしてまとまっていた姿を大いに称賛

し，価値付ける。 



 



資質・能力を位置付けた単元配列表 国語科（「読むこと」領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

はなのみち 花の一本道ができ
たときのくまさん
の気持ちについて
検討する場面 

花の一本道ができたときの
くまさんの気持ちについて
仲間の解釈に関心をもち，文
と文のつながりを考えなが
ら，自他の解釈のよさや不十
分さを考える。 

くまさんの気持ちについて，
仲間の異なる解釈を最後ま
で聞き，共通の目的に向かお
うとする関係を築く。 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりしたことを，自分の
経験と結び付けて，花の一本
道ができたときのくまさん
の気持ちについて発表する。 

くちばし 自分のつくった問
題が答えと整合し
ているのかを検討
する場面 

自分のつくった問題の文と
絵のつながりを考え，よさや
不十分さを考える。 

つくった問題の文と絵，答え
と絵のつながりについて，仲
間の考えを最後まで聞き，共
通の目的に向かおうとする
関係を築く。 

仲間の文と絵のつながりの
よさを受け入れたり，自分の
考えをよりはっきりさせた
りし，問題をつくる。 

おむすび 
ころりん 

登場人物の会話文
の読み方の工夫に
ついて検討する場
面 

登場人物の会話文の読み方
の工夫について，仲間の音読
表現に関心をもち，語や文の
つながりを考えながら，会話
文の読み方のよさや不十分
さを考える。 

会話文の読み方の工夫につ
いて，仲間の根拠や理由を最
後まで聞き，共通の目的に向
かおうとする関係を築く。 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりして，会話文の読み
方を工夫して音読する。 

おおきなかぶ 劇化に向け，登場
人物の動作の工夫
を仲間と検討する
場面 

劇にするために，登場人物の
動作をどう工夫するのか仲
間の表現方法に関心をもち，
繰り返しや順序を考えなが
ら，自他の動作のよさや不十
分さを考える。 

登場人物の動作の工夫につ
いて，繰り返しの表現や仲間
の解釈を最後まで聞き，共通
の目的に向かおうとする関
係を築く。 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりして，劇を発表す
る。 

おはなしを 
たのしもう 
ゆうだち 

二匹が手をつない
で走り出したのは
なぜかについて，
仲間と検討する場
面 

二匹が手をつないで走り出
したのはなぜか，仲間の解釈
に関心をもち，語や文のつな
がりを考えながら，自他の解
釈のよさや不十分さを考え
る。 

二匹が手をつないではしり
だしたのはなぜか，仲間の根
拠や理由を最後まで聞き，共
通の目的に向かおうとする
関係を築く。 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりし，二匹が手をつな
いで走り出したのはなぜか
発表する。 

こえにだして
よもう 
くじらぐも 

登場人物になった
つもりで会話文を
つくり，仲間と話
し合う場面 

自分が選んだ登場人物にな
りきって，どんな会話文をつ
くったか仲間の解釈に関心
をもち，場面を劇化しなが
ら，自他のつくった会話文の
よさや不十分さを考える。 

仲間のつくった会話文を場
面に合っているか考えなが
ら最後まで聞き，共通の目的
に向かおうとする関係を築
く。 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりし，自分が選んだ登
場人物の会話文をつくる。 

くらべて 
よもう 
じどうしゃ 
くらべ 

つくった自動車の
文について，仕事
と作りが整合して
いるのかを検討す
る場面 

つくった自動車の文につい
て仲間の表現に関心をもち，
教材文「じどうしゃくらべ」
の文章構成と比較しながら，
自他の仕事と作りが整合し
ているかを考える。 

つくった自動車の文につい
て，仕事と作りが整合してい
るか考えながら，仲間の表現
の仕方の理由を最後まで聞
き，共通の目的に向かおうと
する関係を築く。 

仲間のつくった自動車の文
のよさを見出したり，自分の
紹介する自動車の文のよさ
をよりはっきりさせたりし，
自動車の文をつくる。 

むかしばなし
がいっぱい 

お話の紹介の仕方
について，発表原
稿の書き方を仲間
と検討する場面 

お話の紹介の仕方について，
仲間の表現に関心をもち，発
表の構成を考えながら，自他
の書き方のよさや不十分さ
を考える。 

お話の紹介の仕方について，
仲間の考えた書き方の工夫
を最後まで聞き，共通の目的
に向かおうとする関係を築
く。 

仲間の書き方を受け入れた
り，自分の書き方をよりはっ
きりさせたりし，お話を紹介
する発表原稿をつくる。 

ほんは 
ともだち 
ずうっと， 
ずっと， 
大好きだよ 

毎晩「ずうっと，
ずっと，大好きだ
よ」と言おうとし
ているのはなぜか
について検討する
場面 

毎晩「ずうっと，ずっと，大
好きだよ」と言おうとしてい
るのはなぜかについて，仲間
の解釈に関心をもち，主人公
の言葉や題名とのつながり
を考えながら，自他の解釈の
よさや不十分さを考える。 

主人公の言葉や題名とのつ
ながりを考えながら，仲間の
解釈を最後まで聞き，共通の
目的に向かおうとする関係
を築く。 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりし，毎晩「ずうっと，
ずっと，大好きだよ」と言お
うとしているのはなぜか自
分の解釈を発表する。 

おはなしを 
たのしもう 
たぬきの糸車 

うれしくてたまら
ないというように
帰っていったのは
なぜかについて検
討する場面 

うれしくてたまらないとい
うように帰っていったのは
なぜかについて，仲間の解釈
に関心をもち，場面や人物設
定のつながりを考えながら，
自他の解釈のよさや不十分
さを考える。 

場面や人物設定のつながり
を考えながら，仲間の解釈を
最後まで聞き，共通の目的に
向かおうとする関係を築く 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりし，たぬきがうれし
くてたまらないというよう
に帰っていったのはなぜか
について自分の解釈を発表
する。 

ちがいを 
かんがえて 
よもう 
どうぶつの 
赤ちゃん 

大きくなっていく
様子の違いについ
て仲間と検討する
場面 

大きくなっていく様子の違
いについて，仲間の解釈に関
心をもち，ライオンとシマウ
マの順序を考えながら，自他
の解釈のよさや不十分さを
考える。 

大きくなっていく様子の違
いについて，ライオンとシマ
ウマの順序を考えながら，仲
間の解釈を最後まで聞き，共
通の目的に向かおうとする
関係を築く。 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりし，大きくなってい
く様子の違いについて自分
の解釈を発表する。 



すきな 
ところを 
さがして 
よもう 
だってだって
のおばあさん 

お話の好きな場面
について仲間と理
由を話し合う場面 

どの場面が好きなのか仲間
の考えに関心をもち，繰り返
しや人物設定のつながりを
考えながら，自他の解釈のよ
さや不十分さを考える。 

繰り返しや人物設定のつな
がりを考えながら，仲間の考
えを最後まで聞き，共通の目
的に向かおうとする関係を
築く。 

仲間の解釈を受け入れたり，
自分の解釈をよりはっきり
させたりし，お話の好きな場
面について発表する。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

音読しよう 
ふきのとう 

音読を聞き合い，
人物の様子に着目
して音読の工夫を
検討する場面 

仲間の音読に関心をもち，人
物の様子とかかわらせなが
ら，自他の表現のよさや不十
分さを考える。 

仲間の音読を最後まで聞き，
共通の目的に向かおうとす
る関係を築く。 

ふきのとうについてしって
いることと結び付けて，感じ
たり考えたりしたことを音
読する。 

読んで 
わかったこと
をまとめよう 
たんぽぽの 
ちえ 

たんぽぽにはどの
ような知恵がある
のかについて仲間
と検討する場面 

たんぽぽの知恵の理由につ
いて仲間の解釈に関心をも
ち，語や文のつながりを考え
ながら，自他の解釈のよさや
不十分さを考える。 

たんぽぽの知恵の理由につ
いて仲間の最後まで聞き，共
通の目的に向かおうとする
関係を築く。 

たんぽぽの知恵についての
簡単な構成を読み取り，たん
ぽぽについて知っているこ
とと結び付けて，考えたこと
をまとめ，表現する。 

お話を読んで
かんそうを 
書こう 
スイミー 

劇化する過程で比
喩表現に着目し，
表現方法を検討す
る場面 

スイミーが変わった場面に
ついての心情のとらえにつ
いて仲間の考えに関心をも
ち，行動おとかかわらせなが
ら，自他の表現のよさや不十
分さを考える。 

仲間の劇化する場面のとら
えについて最後まで聞く。 

スイミーの経験と自分の似
た経験と結び付けて，感じた
り考えたりしたことを表現
する。 

読んで 
考えたことを
書こう 
どうぶつ園の
じゅうい 

時間を表す言葉に
着目し，獣医の仕
事の順番について
検討する場面 

仲間の解釈に関心をもち，時
間の順序を表す言葉とかか
わらせながら，自他の解釈の
よさや不十分さを考える。 

時間を表す言葉に着目した
仲間の解釈を最後まで聞き，
共通の目的に向かおうとす
る関係を築く。 

簡単な構成を読み取り，時間
の順序と結び付けて，感じた
り考えたりしたことをまと
め，表現する。 

音読げきを 
しよう 
お手紙 

二人が幸せな気持
ちで手紙を待って
いるのはなぜかに
ついて話し合う場
面 

二人が幸せな気持ちで手紙
を待っているのはなぜかに
ついての仲間の解釈に関心
をもち，人物の様子とかかわ
らせながら，自他の表現のよ
さや不十分さを考える。 

二人が幸せな気持ちで手紙
を待っているのはなぜかに
ついての仲間の解釈を最後
まで聞き，共通の目的に向か
おうとする関係を築く。 

二人の言動と自分の経験と
結び付けて，感じたり考えた
りしたことを表現する。 

せつめいの 
しかたを 
考えよう 
しかけカード
の作り方 

分かり易く説明す
るための方法を見
付けるために話し
合う場面 

分かり易く説明するための
方法について仲間の解釈に
関心をもち，語や文のつなが
りを考えながら，自他の解釈
のよさや不十分さを考える。 

仲間の考えを否定せずに受
け止めたり聞き合ったりす
る。 

簡単な構成を読み取り，学習
した内容を経験と結び付け
て，感じたり考えたりしたこ
とをまとめ，表現する。 

詩を楽しもう 
だれかしら 

「だれ」に当たる
ものは何かを話し
合う場面 

仲間の解釈に関心をもち，人
物の様子とかかわらせなが
ら，自他の解釈のよさや不十
分さを考える。 

分かり易く説明するための
方法について仲間の解釈を
最後まで聞き，共通の目的に
向かおうとする関係を築く。 

「だれ」に当たるものについ
て，自分の経験と結び付け
て，感じたり考えたりしたこ
とを表現する。 

聞いて 
たのしもう 
三まいの 
おふだ 

一番面白いと思っ
たところについ
て，仲間と話し合
う場面 

一番面白いと思ったところ
について仲間の解釈に関心
をもち，場面の様子とかかわ
らせながら，自他の解釈のよ
さや不十分さを考える。 

一番面白いと思ったところ
について仲間の考えを最後
まで聞き，共通の目的に向か
おうとする関係を築く。 

一番面白いと思ったところ
について，自分の経験と結び
付けて，感じたり考えたりし
たことを表現する。 

知っている 
ことと 
つなげて 
読もう 
おにごっこ 

本文中で説明され
ている鬼ごっこは
何鬼なのかを検討
する場面 

本文中で説明されている鬼
ごっこは何鬼なのかについ
て語や文のつながりを考え
ながら，自他の解釈のよさや
不十分さを考える。 

本文中で説明されている鬼
ごっこは何鬼なのかについ
て仲間の解釈を最き，共通の
目的に向かおうとする関係
を築く。後まで聞 

簡単な構成を読み取り，学習
した内容を経験と結び付け
て，感じたり考えたりしたこ
とをまとめ，表現する。 

読んだお話を 
しょうかい 
しよう 
スーホの白い
馬 

楽器の音がますま
す美しく響くのは
なぜかについて仲
間と検討する場面 

楽器の音がますます美しく
響くのはなぜかについて仲
間の解釈に関心をもち，人物
の様子とかかわらせながら，
自他の解釈のよさや不十分
さを考える。 

楽器の音がますます美しく
響くのはなぜかについて仲
間の解釈を最後まで聞き，共
通の目的に向かおうとする
関係を築く。 

楽器が美しく響いた理由に
ついて，自分の経験と結び付
けて，感じたり考えたりした
ことを表現する。 
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音読しよう 
きつつきの商
売 

音を表す言葉に着
目して音読を工夫
し，仲間と感想を
話し合う場面 

きつつきの出した音の様子
についての解釈を基にした
表現方法やその理由に関心
をもち，表現のよさや不十分
さを考える。 

きつつきの出した音の様子
について，根拠や理由を明確
にして表現方法を考え，仲間
の表現を否定せずに受け止
めたり聞き合ったりする。 

きつつきの出した音の様子
について仲間の立場に立っ
て読み取り，きつつきの人物
像とかかわらせて解釈を深
めたり，よりはっきりさせた
りする。 

詩を読もう 
わたしと 
小鳥とすずと 
みいつけた 

二つの詩の似てい
るところに着目し
て話し合う場面 

二つの詩の共通点について，
自他の表現のとらえやその
理由に関心をもち，自他のと
らえのよさや不十分さを考
える。 

二つの詩の共通点について
根拠や理由を明確にして解
釈し，仲間の解釈を否定せず
に受け止めたり聞き合った
りする。 

二つの詩の共通点について
仲間の立場に立って読み取
り，大きさの順序と結び付け
て解釈を深めたり，よりはっ
きりさせたりする。 

物語の感想を
まとめよう 
ちいちゃんの
かげおくり 

二つの「きらきら
わらう」を比べて
考えたことについ
て話し合う場面 

二箇所の「きらきらわらう」
についての自他の解釈やそ
の理由に関心をもち，自他の
解釈のよさや不十分さを考
える。 

二箇所の「きらきらわらう」
について根拠や理由を明確
にして解釈し，仲間の解釈を
否定せずに受け止めたり聞
き合ったりする。 

二箇所の「きらきらわらう」
について仲間の立場に立っ
て読み取り，設定場面と結び
付けて解釈を深めたり，より
はっきりさせたりする。 

説明のしかた
を考えよう 
すがたを 
かえる大豆 

始め，中，終わり
の構成ごとに，ど
のような内容が書
かれているのかを
仲間と検討する場
面 

構成を手がかりにして読み
取った自他の解釈やその理
由に関心をもち，構成や自他
の解釈のよさや不十分さを
考える。 

根拠や理由を明確にして解
釈し，仲間の解釈を否定せず
に受け止めたり聞き合った
りする。 

自他の解釈を仲間の立場に
立って読み取り，学習した内
容をと課題を結び付けて解
釈を深めたり，よりはっきり
させたりする。 



民話や物語の
組み立てを考
えよう 
三年とうげ 

面白いと思ったと
ころとその理由に
ついて仲間と話し
合う場面 

面白いと思ったところの解
釈やその理由に関心をもち，
自他の解釈のよさや不十分
さを考える。 

面白いと思ったところの根
拠や理由を明確にして解釈
し，仲間の解釈を否定せずに
受け止めたり聞き合ったり
する。 

面白いと思ったところの自
他の解釈を仲間の立場に立
って読み取り，題名と結び付
けて解釈を深めたり，よりは
っきりさせたりする。 

物語を読んで
しょうかい 
しよう 
モチモチの木 

豆太の心情がおお
きく変わったのは
どこかについて仲
間と検討する場面 

登場人物の変容した場面が
どこなのかについての自他
の解釈やその理由に関心を
もち，自他の解釈のよさや不
十分さを考える。 

登場人物の変容した場面を
明確にして考え，仲間の考え
を否定せずに受け止めたり
聞き合ったりする。 

登場人物の変容した場面に
ついて仲間の立場に立って
読み取り，設定場面と結末場
面を結びつけて解釈を深め
たり，よりはっきりさせたり
する。 
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音読げきを 
しよう 
白いぼうし 

女の子の正体は何
者なのかを検討す
る場面 

女の子の正体が何者なのか
について，自他の解釈やその
理由に関心をもち，考えのよ
さや不十分さを考える。 

女の子の正体についてのと
らえについての根拠や理由
を明確にして解釈し，仲間の
解釈を否定せずに受け止め
たり聞き合ったりする。 

女の子の正体について仲間
の立場に立って読み取り，表
現と課題を結び付けて解釈
を深めたり，よりはっきりさ
せたりする。 

読んで 
自分の考えを
まとめよう 
大きな力を 
出す 
動いて， 
考えて，また 
動く 

二つの説明文を比
べて，構成の似て
いるところについ
て検討する場面 

二つの説明文を比較して似
ているところに対する自他
の解釈やその理由に関心を
もち，自他の解釈のよさや不
十分さを考える。 

二つの説明文の似ているこ
とについて根拠や理由を明
確にして解釈し，仲間の解釈
を否定せずに受け止めたり
聞き合ったりする。 

二つの説明文の似ているこ
とについて仲間立場に立っ
て読み取り，段落の役割と結
び付けて解釈を深めたり，よ
りはっきりさせたりする。 

物語を読んで
紹介しよう 
一つの花 

お父さんが何も言
わずに行ってしま
ったのはなぜかに
ついて検討する場
面 

お父さんが何も言わずに行
ってしまったのはなぜかに
対する自他の解釈やその理
由に関心をもち，自他の解釈
のよさや不十分さを考える。 

お父さんが何も言わずに行
ってしまった根拠や理由を
明確にして解釈し，仲間の解
釈を否定せずに受け止めた
り聞き合ったりする。 

お父さんが何も言わずに行
ってしまったのはなぜかに
ついて仲間の立場に立って
読み取り，お父さんの心情と
結び付けて解釈を深めたり，
よりはっきりさせたりする。 

読んで 
考えたことを
話し合おう 
ごんぎつね 

目をつぶったごん
はうれしかったの
か，悲しかったの
かを検討する場面 

ごんがうれしかったのか悲
しかったのかについての自
他の解釈やその理由に関心
をもち，自他の解釈のよさや
不十分さを考える。 

ごんがうれしかったのか悲
しかったのかについて根拠
や理由を明確にして解釈し，
仲間の解釈を否定せずに受
け止めたり聞き合ったりす
る。 

ごんがうれしかったのか悲
しかったのかについて仲間
の立場に立って読み取り，償
いの変化と結びつけて解釈
を深めたり，よりはっきりさ
せたりする。 

説明のしかた
について考え
よう 
アップとルー
ズで伝える 

アップとルーズの
特徴の違いについ
て検討する場面 

アップとルーズの特徴の違
いやその根拠や理由に関心
をもち，自他の解釈や根拠・
理由のさや不十分さを考え
る。 

アップとルーズの特徴の違
いについて根拠や理由を明
確にして解釈し，仲間の解釈
を否定せずに受け止めたり
聞き合ったりする。 

アップとルーズの特徴の違
いやその根拠や理由につい
て仲間の立場に立って読み
取り，段落の構成と結び付け
て解釈を深めたり，よりはっ
きりさせたりする。 

科学読み物を
しょうかい 
しよう 
ウナギのなぞ
を追って 

文章と図の対応の
意味について検討
する場面 

図と文の対応の意味につい
ての自他の解釈の違いやそ
の理由に関心をもち，自他の
とらえのよさや不十分さを
考える。 

図と文の対応の意味につい
て根拠や理由を明確にして
解釈し，仲間の解釈を否定せ
ずに受け止めたり聞き合っ
たりする。 

図と文の対応の意味につい
て異なる考え仲間の立場に
立って読み取り，段落構成の
意味と結び付けて解釈を深
めたり，よりはっきりさせた
りする。 

作品のひみつ
をさぐろう 
初雪のふる日 

読後感を話し合う
う中で，そう感じ
た理由を話し合う
場面 

自他の読後感やその理由に
関心をもち，自他の読後感や
その理由のよさや不十分さ
を考える。 

読後感の根拠や理由を明確
にして説明し，仲間の読後感
を否定せずに受け止めたり
聞き合ったりして共通の目
的に向かおうとする関係を
築く。 

読後感について仲間の立場
に立って読み取り，学習した
内容をと課題を結び付けて
解釈を深めたり，よりはっき
りさせたりする。 
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人物の 
かかわり合い
を読み， 
感想を書こう 
のどがか 
わいた 

登場人物の関係が
おおきく変わった
ところについて検
討する場面 

登場人物の変容について，自
他の解釈とその理由に関心
をもち，自他の解釈に対する
よさや不十分さを考える。 

登場人物の変容のとらえの
違いについて，根拠と理由を
明確にして解釈し，仲間の解
釈を否定せずに受け止めた
り聞き合ったりして共通の
目的に向かおうとする関係
を築く。 

登場人物の変容について異
なる考えの仲間の立場に立
って読み取り，「水」の意味
と結び付け，感じたり考えた
りしたことを筋道立てて，表
現する。 

筆者の考えを
とらえ， 
自分の考えを
発表しよう 
見立てる 
生き物は円柱
形 

二つの文章を関係
付けて読み，段落
毎の役割について
検討する場面 

二つの文章を関連づけなが
ら読み取った内容とその理
由に関心をもち，そのよさや
不十分さを考える。 

二つの文章の関係のとらえ
の違いについて，根拠と理由
を明確にして解釈し，仲間の
解釈を否定せずに受け止め
たり聞き合ったりして共通
の目的に向かおうとする関
係を築く。 

二つの文章の関係のとらえ
について異なる考えの仲間
の立場に立って読み取り，構
成の共通点について感じた
り考えたりしたことを筋道
立てて，表現する。 

伝記を読んで，
自分の生き方
について 
考えよう 
百年後の 
ふるさとを 
守る 
 
 
 
 

築堤の意義につい
て検討する場面 

儀兵の業績の中心である築
堤の意義についての自他の
解釈とその理由に関心をも
ち，築堤の目的のよさや不十
分さを考える。 

儀兵の築堤の意義のとらえ
の違いについて，根拠と理由
を明確にして解釈し，仲間の
解釈を否定せずに受け止め
たり聞き合ったりして共通
の目的に向かおうとする関
係を築く。 

築堤の意義のとらえについ
て異なる考えの仲間の立場
に立って読み取り，共通する
儀兵の思いを結び付け，感じ
たり考えたりしたことを筋
道立てて，表現する。 



作品を 
自分なりに 
とらえ，朗読 
しよう 
大造じいさん
とガン 

じいさんが銃を下
ろしたわけについ
て検討する場面 

銃を下ろしたわけについて
自他の解釈とその理由に関
心をもち，目的に対するよさ
や不十分さを考える。 

銃を下ろしたわけのとらえ
の違いについて，根拠と理由
を明確にして解釈し，仲間の
解釈を否定せずに受け止め
たり聞き合ったりして共通
の目的に向かおうとする関
係を築く。 

銃を下ろしたわけのとらえ
について異なる考えの仲間
の立場に立って読み取り，じ
いさんの人物像と結び付け，
感じたり考えたりしたこと
を筋道立てて，表現する。 

説明のしかた
について考え
よう 
天気を予想す
る 

説明の仕方につい
て着目して文章の
書かれ方を整理す
る場面 

説明の仕方についてのとら
えの違いについて他の解釈
とその理由に関心をもち，目
的に対するよさや不十分さ
を考える。 

グラフを用いて説明する仕
方についてのよさのとらえ
の違いについて根拠や理由
を明確にして解釈し，仲間の
解釈を否定せずに受け止め
たり聞き合ったりして共通
の目的に向かおうとする関
係を築く。 

グラフを用いて説明する仕
方のよさについて異なる考
えの仲間の立場に立って読
み取り，視覚的な効果と結び
付けて，感じたり考えたりし
たことを筋道立てて，表現す
る。 

自分の考えを
明確にしなが
ら読もう 
ゆるやかに 
つながる 
インター 
ネット 

どのようにゆるや
かなつながりを用
いていくのかにつ
いて，身近な事例
と結び付けながら
話し合う場面 

身近な事例に基づいた自他
の解釈とその理由に関心を
もち，自他の解釈に対するよ
さや不十分さを考える。 

「考える視点」に沿って，根
拠と理由を明確にして解釈
し，仲間の解釈を否定せずに
受け止めたり聞き合ったり
して共通の目的に向かおう
とする関係を築く。 

自他の解釈を異なる考えの
仲間の立場に立って読み取
り，学習した内容を課題や表
現と結び付け，感じたり考え
たりしたことを筋道立てて，
表現する。 

物語を読んで，
自分の考えを
まとめよう 
わらぐつの 
中の神様 

大工さんが何足も
わらぐつを買った
のはなぜかについ
て検討する場面 

大工さんが何足もわらぐつ
を買ったことへの自他の解
釈とその理由に関心をもち，
自他の解釈に対するよさや
不十分さを考える。 

「考える視点」に沿って，根
拠と理由を明確にして解釈
し，仲間の解釈を否定せずに
受け止めたり聞きして共通
の目的に向かおうとする関
係を築く。合ったり 

自他の解釈を異なる考えの
仲間の立場に立って読み取
り，学習した内容を課題や表
現と結び付け，感じたり考え
たりしたことを筋道立てて，
表現する。 
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自分の体験と
重ねて読み， 
感想を書こう 
カレーライス 

「中辛」の意味に
ついて検討する場
面 

「中辛」の意味についての自
他の解釈とその理由に関心
をもち，自他の解釈とその理
由に対するよさや不十分さ
を考える。 

「中辛」の意味について，根
拠と理由を明確にして解釈
し，異なる仲間の解釈を否定
せずに受け止めたり聞き合
ったりして共通の目的に向
かおうとする関係を築く。 
 
 

「中辛」の意味を異なる考え
の仲間の立場に立ち，父との
関係を結び付けて読み取っ
たり，感じたりしたことを筋
道立てて，表現する。 

文章と対話 
しながら読み，
自分の考えを
もとう 
感情 
生き物はつな
がりの中に 

筆者の主張と，根
拠・理由の整合を
検討する場面 

筆者の構成の意図について，
自他のとらえの違いに関心
をもち，それぞれの考えのよ
さや不十分さを考える。 

3つの文章を比較することを
通して根拠と理由を明確に
して解釈し，仲間の解釈を否
定せずに受け止めたり聞き
合ったりして共通の目的に
向かおうとする関係を築く。 
 
 

筆者の構成の意図について，
異なる考えの仲間の立場に
立って読み取り，3つの文章
を対比した意味について，感
じたり考えたりしたことを
筋道立てて，表現する。 

作品の世界を
深く味わおう 
やまなし 

五月と十二月の比
較を通してテーマ
を検討する場面 

物語のテーマのとらえにつ
いて，自他の場面に対する自
他の解釈とその理由に関心
をもち，自他の解釈に対する
よさや不十分さを考える。 

2つの場面を対比して，根拠
と理由を明確にしてテーマ
について自分のとらえをも
ち，仲間の解釈を否定せずに
受け止めたり聞き合ったり
して共通の目的に向かおう
とする関係を築く。 
 
 

2つの場面のとらえの違いに
ついて異なる考えの仲間の
立場に立って読み取り，対比
の視点から課題や表現と結
び付け，感じたり考えたりし
たことを筋道立てて，表現す
る。 

ものの見方を
広げよう 
『鳥獣戯画』を
読む 

絵巻と漫画やアニ
メをつなげて述べ
ている根拠・理由
を検討する場面 

物の見方について内容や展
開を適切にとらえながら，漫
画とアニメをつなげて述べ
ている根拠・理由に関心をも
ち，自他の解釈のよさや不十
分さを考える。 

着目した表現のとらえの違
いについて，根拠と理由を明
確にして解釈し，仲間の解釈
を否定せずに受け止めたり
聞き合ったりして共通の目
的に向かおうとする関係を
築く。 
 
 

絵や巻物を取り上げた理由
について異なる考え仲間の
立場に立って読み取り，学習
した内容を課題や表現と結
び付け，感じたり考えたりし
たことを筋道立てて，表現す
る。 

言葉について
考えよう 
言葉は動く 

言葉は変化し入れ
かわることについ
て，自分なりの例
を見付け，検討す
る場面 

言葉は変化し入れかわるこ
とについての自他の見付け
た例に関心をもち，そのよさ
や不十分さを考える。 

言葉は変化し入れかわるこ
とについて根拠と理由を明
確にして解釈し，仲間の解釈
を否定せずに受け止めたり
聞き合ったりして共通の目
的に向かおうとする関係を
築く。 
 
 

自他の解釈を異なる考えの
仲間の立場に立って読み取
り，学習した内容を課題や表
現と結び付け，感じたり考え
たりしたことを筋道立てて，
表現する。 

物語を読んで，
考えを 
深めよう 
海の命 

太一がクエをうた
なかったのなぜか
を検討する場面 

太一の行動のわけについて
自他の解釈とその理由に関
心をもち，自他の解釈のよさ
や不十分さを考える。 

太一の行動のわけについて，
根拠と理由を明確にして解
釈し，仲間の解釈を否定せず
に受け止めたり聞き合った
りして共通の目的に向かお
うとする関係を築く。 
 
 

太一の行動のわけについて
のとらえの違いについて異
なる考えの仲間の理由と結
び付け，感じたり考えたりし
たことを筋道立てて，表現す
る。 



第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

暗やみの 
向こう側 
 
 
 
 
 
 

構成（前半部と後
半部に分かれてい
ること）のわけと
よさについて検討
する場面 

自分の解釈について理由を
述べながら説明したり，仲間
の解釈の理由に関心をもっ
て聞いたりして，構成のよさ
を考える。 

構成のわけとよさについて，
仲間の考えを否定せずに受
け止めたり聞き合ったりし，
そのよさとわけをはっきり
させたいという共通の目的
を達成しようとする関係を
築く。 

構成のわけとよさについて，
筋道立てて説明する。 

オツベルと象 最後の一文の意味
（「おや，川へは
いっちゃいけない
ったら。」）の意
味を検討する場面 

自分の解釈について理由を
述べながら説明したり，仲間
の解釈の理由に関心をもっ
て聞いたりして，最後の一文
の意味を考える。 

「川とは何を指すか」や，「川
へは／入っちゃ」について，
仲間の考えを否定せずに受
け止めたり聞き合ったりし，
はっきりさせたいという共
通の目的を達成しようとす
る関係を築く。 

最後の一文の意味について，
感じたり考えたりしたこと
を説明する。 

少年の日の 
思い出 

クライマックス
（主人公の心情が
最も変化する部
分）がどこか検討
する場面 

自分の解釈について理由を
述べながら説明したり，仲間
の解釈の理由に関心をもっ
て聞いたりして，クライマッ
クスを考える。 

クライマックスについて，仲
間の考えを否定せずに受け
止めたり聞き合ったりし，そ
の位置をはっきりさせたい
という共通の目的を達成し
ようとする関係を築く。 

クライマックスについて，感
じたことを筋道立てて説明
する。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

タオル 最後の段落の意味
（「シライさんが
カメラのフラッシ
ュをたいた。～か
すかな潮のにおい
は，そこにもあっ
た。」）や，主人
公の涙の原因は何
かを検討する場面 

自分の解釈について理由を
明らかにして説明したり，仲
間の解釈の理由に関心をも
って聞いたりして，構成をと
らえ，最後の段落の意味や，
主人公の涙の原因を考える。 

最後の段落の意味や，主人公
の涙の原因について，理由も
とに考え，仲間と考えを受け
止めたり聞き合ったりし，そ
の意味や原因をはっきりさ
せたいという共通の目的を
達成しようとする関係を築
く。 

最後の段落の意味や主人公
の涙の原因について，作品中
の文言を引用したり，自分な
りに解釈を加えたりして，説
得力が高まるように説明す
る。 

夏の葬列 最後の段落の意味
（「思いながら，
彼はアーケードの
下の道を歩いてい
た。～彼の足どり
をひどく確実なも
のにしていた。」）
や，主人公の今後
について検討する
場面 

自分の解釈について理由を
明らかにして説明したり，仲
間の解釈の理由に関心をも
って聞いたりして，描写や視
点の工夫をとらえ，最後の段
落の意味や，主人公の今後に
ついて考える。 

最後の段落の意味や，主人公
の今後について，理由もとに
考え，仲間と考えを受け止め
たり聞き合ったりし，その意
味や主人公の今後について
はっきりさせたいという共
通の目的を達成しようとす
る関係を築く。 

最後の段落の意味や主人公
の今後について，作品中の文
言やその他から引用したり，
具体例を用いたりして，説得
力が高まるように説明する。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

走れメロス クライマックス
（主人公の心情が
最も変化する部
分）がどこか検討
する場面 

自分の解釈について理由を
明らかにして説明したり，仲
間の解釈の理由に関心をも
って聞いたりして，描写や視
点の工夫や構成をとらえ，ク
ライマックスを考える。 

クライマックスについて，理
由もとに考え，仲間と考えを
受け止めたり聞き合ったり
し，それをはっきりさせたい
という共通の目的を達成し
ようとする関係を築く。 

クライマックスについて，作
品中の文言を引用したり，他
作品や原文と比較したりし
て，説得力が高まるように説
明する。 

みどり色の 
記憶 

クライマックス
（主人公の心情が
最も変化する部
分）がどこか検討
する場面 

自分の解釈について理由を
明らかにして説明したり，仲
間の解釈の理由に関心をも
って聞いたりして，描写や伏
線などの工夫をとらえ，クラ
イマックスを考える。 

クライマックスについて，理
由を明確にして考え，仲間の
考えを否定せずに受け止め
たり聞き合ったりし，それを
はっきりさせたいという共
通の目的に向かおうとする
関係を築く。 

クライマックスについて，作
品中の文言を引用したり，自
分なりに具体例を加えたり
して，説得力が高まるように
説明する。 

故郷 最後の段落（「ま
どろみかけた私の
目に，～人が多く
なれば，それが道
になるのだ。」の
意味を検討する場
面 

自分の解釈について理由を
明らかにして説明したり，仲
間の解釈の理由に関心をも
って聞いたりして，作品の背
景にある作者の思想をとら
え，最後の段落の意味を考え
る。 

最後の段落の意味について，
理由を明確にして考え，仲間
の考えを否定せずに受け止
めたり聞き合ったりし，その
意味をはっきりさせたいと
いう共通の目的に向かおう
とする関係を築く。 

最後の段落の意味について，
作品中の文言やその他から
引用したり，自分なりの説明
や調べた具体例を加えたり
して，説得力が高まるように
説明する。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 国語科（「話すこと・聞くこと」領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力  

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

なつやすみ
のことを 
はなそう 

夏休みの思い出を
仲間に伝える内容
や表現の仕方のよ
さを見付ける場面 

夏休みのどんな思い出を発表す
るとよいかに関心をもち，思い
出がよりよく伝わる表現を考え
る。 

仲間の発表を最後まで聞
き，共に夏休みの思い出を
楽しもうとする関係を築
く。 

夏休みの思い出の内容を
正しく伝えたり聞き取っ
たりし，感想を伝えたり
質問したりする。 

ともだちに 
きいて 
みよう 

仲間に尋ねて分か
ったことを紹介す
る表現の仕方のよ
さを見付ける場面 

仲間に質問して分かったことを
紹介する活動に関心をもち，ど
んなことを質問するか，どんな
事柄を選ぶかを考えながら，仲
間を紹介する表現のよさや不十
分さを考える。 

仲間の回答やインタビュー
を否定せずに受け止め，さ
らに質問したり答えたりし
ながら仲間をより理解しよ
うとする関係を築く。 

仲間を紹介する発表の内
容を正しく伝えたり聞き
取ったりし，感想を伝え
たり質問したりする。 

これは， 
なんで 
しょう 

尋ねたり応答した
りしながら，二人
で話し合って問題
を一つつくる場面 

相手の考えに関心をもち，どん
な問題を作るとよいか考えなが
ら，問題の表現のよさや不十分
さを考える。 

答えになるものの特徴（色
や形，はたらき，様子など）
をどのような順番で言うの
かを決めながら問題をつく
ろうとする関係を築く。 

仲間のアイデアを取り入
れて問題をつくったり，
他のペアの問題を正しく
聞き取って答えを言った
り，感想を伝えたりする。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

あったら 
いいな， 
こんなもの 
 
 
 
 
 

自分が考えた道具
について，相手に
分かるように説明
の仕方を検討する
場面 

どんな道具を考えるか自他のア
イデアに関心をもち，あったら
いいと思う理由や，道具の特徴，
使い方の内容や順序を考えなが
ら，表現のよさや不十分さを考
える。 

質問したりアドバイスした
りしながら，自分が考えた
道具についてよりよい発表
をしようと検討し合う関係
を築く。 

あったらいいなこんなも
の発表で，内容や表現の
よさを考えながら感想を
伝えたり質問したりす
る。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

つたえ 
よう， 
新しい 
学校生活 
 
 
 
 

学校生活の伝えた
いことについて，
説明の仕方を仲間
と検討する場面 

学校生活のどんな事柄を紹介す
るのか，自他の説明の仕方やそ
の理由に関心をもち，よさや不
十分さを考える。 

紹介する事柄について承認
したり聞き返したりし，根
拠や理由を基によりよい発
表をしようと検討し合う関
係を築く。 

学校生活を紹介する内容
や構成を理解し，よりよ
い説明の仕方やその理由
を明確にしていく。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

だれもが 
関わり 
合える 
ように 
 
 
 
 

よりよく関わり合
うための方法につ
いて考えたことの
発表内容と組み立
てについて仲間と
検討する場面 

教材文「手と心で読む」を読ん
で点字や手話，社会の工夫に感
心をもち，よりよく関わり合う
ための方法について考えたこと
をどのように説明するか，構成
とその理由に関心をもち，よさ
や不十分さを考える。 

よりよく関わり合うための
方法を分かりやすく説明す
るための仲間の考えを，否
定せずに受け止めたり聞き
返したりし，根拠や理由を
基によりよい発表をしよう
と検討し合う関係を築く。 

よりよく関わり合うため
の方法についての発表
で，自他の説明の内容や
構成を理解し，よりよい
説明の仕方やその理由を
明確にしていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

明日を 
つくる 
わたしたち 
 
 
 
 
 

よりよい暮らしの
ために自分たちで
できることを提案
するための内容に
ついて仲間と検討
する場面 

現状の課題のとらえについて，
自他のとらえとその理由に関心
をもち，提案書の書式に合った
内容と構成について，そのよさ
や不十分さを考える。 

提案するための「考える視
点」に沿って，内容と構成
の理由を明確にして考え，
仲間の考えを否定せずに受
け止めたり聞き返したり
し，よりよい提案書をつく
ろうと検討し合う関係を築
く。 

自他の提案の内容や構成
を相手の立場に立って読
み取り，提案書の条件と
結び付け，考えたりした
ことを筋道立てて書く。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

未来が 
よりよく 
あるために 

「未来がよりよく
あるために」どの
ようなことをすれ
ばいいのか，意見
文を書くための内
容について，互い
の考えの違いや意
図をはっきりさせ
仲間と検討する場
面 

「未来がよりよくあるために」
どのようなことをすればいいの
か，自他のとらえとその理由に
関心をもち，意見文の書式に合
った内容と構成について，その
よさや不十分さを考える。 

意見文の書式に沿って，内
容と構成の理由を明確にし
て考え，仲間の考えを否定
せずに受け止めたり聞き返
したりし，よりよい意見文
をつくろうと検討し合う関
係を築く。 

自他の意見文の内容や構
成を相手の立場に立って
読み取り，注釈や引用な
どを用いて自分の意見が
説得力をもつように書
く。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

伝えよう 
私の思い 
～主張文の
発表～ 
 
 
 
 
 

事実と意見を区別
してひとりひとり
が主張を発表する
場面 

日常生活の話題について，その
価値や主張の仕方について良さ
や不十分さを考える。 

事実と意見を区別して，わ
かりやすい主張文にするた
めに検討し合う関係を築
く。 

自他の内容や構成の工
夫，事実と意見の区別を
理解し，改善点やその根
拠を明確にしてアドバイ
スする。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

スピーチを
しよう 
～効果的に
話すには～ 
 
 
 
 

学校における集団
生活に関わるスピ
ーチにおいて，図
表の使い方などを
検討する場面 

集団生活に関する話題につい
て，その価値や主張の仕方につ
いて良さや不十分さを考える。 

図表の提示の仕方や内容，
形式などを交流し，よいス
ピーチにするために検討し
合う関係を築く。 

自他の内容や構成の工
夫，図表の示し方の意図
を理解し，改善点やその
根拠を明確にしてアドバ
イスする。 



第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

プレゼンテ
ーションを
しよう 
～工夫を 
自己の 
表現に 
生かす～ 
 
 

様々な講演を聴い
た経験を基に，社
会生活に関わる内
容についてプレゼ
ンテーションする
場面 

それぞれのプレゼンテーション
について，その社会的価値や主
張の工夫について良さや不十分
さを考える。 

事実と意見の区別，図表や
プレゼンテーションソフト
の使い方などをよりよいも
のするために検討し合う関
係を築く。 

内容や構成の工夫，図表
提示の意図を理解し，改
善点やその根拠を明確に
してアドバイスする。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 国語科（「書くこと」領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

どうぞ 
よろしく 

渡し合った名刺へ感
想を述べ合う場面 

相手や自分の表記に関
心をもつ。 

互いの表記のよい所を
見つけて伝え合う。 

相手や自分の表記のよい
所が分かる。 

うたに 
あわせて 
あいうえお 

3 文字や 4 文字の言
葉の平仮名表記を教
え合う場面 

平仮名の表記に関心を
もつ。 

3 文字や 4 文字の単語
を考え，平仮名表記を
伝え合う。 

ひらがなが書ける。 

すきなもの 
なあに 

できた文を読み合
い，感想を述べ合う
場面 

相手や自分の表記やす
きなものの理由に関心
をもつ。 

互いの表記や好きなも
の理由のよい所を見つ
けて伝え合う。 

マスを守って正しい表記
で文字が書けるとよい。 

かけるように
なった 

できた手紙のよさや
誤りを見つけ合う場
面 

相手や自分の表記に関
心をもち，3 文以上の
文章を書こうとする。 

互いの表記のよい所や
誤りを見つけて伝え合
う。 

表記のよさや誤りをみつ
けて，文章を修正する。 

しらせたいな，
見せたいな 

知らせたい見せたい
内容について，絵と
言葉の構想段階でア
ドバイスし合う場面 

知らせたいことや見せ
たいことを考え，相手
に文章で知らせようと
する。 

知らせたい見せたい内
容について，どのよう
なことを伝えると分か
りやすく伝わるか，構
想についてアドバイス
し合う。 

知らせたい見せたい内容
について，自分の考えの
よさに気付いたり，新た
に付け足す考えに気付い
たりし，構想を修正する。 

あつまれ， 
ふゆの。 

集めた言葉からでき
る文を考え伝え合う
場面 

冬にかかわる言葉をた
くさん集め，班でカル
タを作りたいと意欲を
高める。 

冬に関わる言葉からで
きる文を伝え合った
り，共に考えたりする。 

新たなカルタを作り，増
やしていく。 

おみせやさん
ごっこを 
しよう 

宣伝のチラシへアド
バイスし合う場面 

宣伝のチラシを，読ん
だ相手が来たくなるよ
うな表現で書こうとす
る。 

宣伝チラシの文章につ
いて，より来たくなる
表現をアドバイスし合
う。 

相手がより来たくなる表
現を考えて書く。 

いいこと 
いっぱい， 
1年生 

下書きについてよさ
や不十分さを見つ
け，アドバイスを伝
え合う場面 

伝えたい場面の様子が
よく伝わるように書こ
うとする。 

下書きについてよさや
不十分さを見つけ，ア
ドバイスを伝え合う。 

アドバイスを基に，自分
の伝えたい場面や気持ち
がよく伝わるように書
く。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

今週の 
ニュース 

できたニュースにつ
いてよさやアドバイ
スを伝え合う場面 

相手が驚くようなニュ
ースを分かりやすく書
こうとする。 

できたニュースについ
てよさやアドバイスを
伝え合う。 

様子を分かりやすく伝え
る表現に着目してニュー
スを書く。 

かんさつ名人
になろう 

様子がよく伝わる表
現や観察の視点を話
し合い，明らかにす
る場面 

観察したことがよく伝
わるように表現を工夫
して書こうとする。 

様子がよく伝わる表現
や観察の視点を話し合
う。 

観察したことがよく伝わ
る表現や視点に気をつけ
て観察記録文を書く。 

お話の 
さくしゃに 
なろう 

お話の困難解決場面
の妥当性について伝
え合う場面 

困難解決場面を取り入
れて，伝えたいテーマ
が伝わる物語を書こう
とする。 

お話の困難解決場面の
妥当性についてアドバ
イスを伝え合う。 

伝えたいことが伝わるよ
うに困難解決場面を取り
入れて物語を書く。 

友だちのこと
知りたいな 

「中」に選んだ仲間
のよさが伝えたい気
持ちと合っているか
伝え合う場面 

仲間のよさを伝えて心
が温かくなるような紹
介を書こうとする。 

「中」に選んだ仲間の
よさが伝えたい気持ち
と合っているか伝え合
う。 

伝えたい仲間のよさがよ
り明確に伝わるように
「中」の事例を選んで紹
介文を書く。 

おもちゃの 
作り方 

おもちゃの作り方が
順序よく書けている
かアドバイスし合う
場面 

間違えずにおもちゃが
作れるよう，順序よく
書こうとする。 

おもちゃの作り方が順
序よく書けているかア
ドバイスし合う。 

間違えずにおもちゃが作
れるよう，つなぎ言葉に
注意して説明文を書く。 

見たこと， 
かんじたこと 

作った詩の面白さに
ついて伝え合う場面 

お気に入りの詩の文体
を真似て自分なりに詩
を書こうとする。 

作った詩の面白さにつ
いて伝え合う。 

お気に入りの詩の文体を
真似て自分なりに満足の
いく詩を書く。 

楽しかったよ，
2年生 

下書きについてよさ
や不十分さを見つ
け，アドバイスを伝
え合う場面 

伝えたい場面の様子が
よく伝わるように書こ
うとする。 

下書きについてよさや
不十分さを見つけ，ア
ドバイスを伝え合う。 

アドバイスを基に，自分
の伝えたい場面や気持ち
がよく伝わるように書
く。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

ほうこくする
文章を書こう 

段落の分け方につい
て検討し合う場面 

調べたことを段落ごと
に分けて書こうとす
る。 

段落が内容のまとまり
ごとに分かれているか
考え，アドバイスし合
う。 

一段落一事項を理解し，
内容のまとまりごとに段
落を作って書く。 

手紙を書こう 自分の伝えたい気持
ちが伝わるエピソー
ドについてアドバイ
スを伝え合う場面 

自分の伝えたい気持ち
が明確に伝わるエピソ
ードを入れて手紙を書
こうとする。 

気持ちが伝わるエピソ
ードかどうか，アドバ
イスし合う。 

自分の伝えたい気持ちが
明確に伝わるエピソード
を入れて，手紙の形式で
文章を書く。 

食べ物の 
ひみつ 
教えます 

調べたことが難しく
ないか，意味が伝わ
るか考え，表現の仕
方を共に考える場面 

調べたことの中から，
例を挙げて説明文を書
こうとする。 

調べたことが難しくな
いか，意味が伝わるか
考え，表現の仕方を共
に考える。 

調べたことの中から，自
分なりの表現を工夫しな
がら例を挙げて説明文を
書く。 

物語を書こう 出来事の起こり・変
化・解決のつながり
のよさや不十分さを
見つけ，アドバイス
し合う場面 

物語の構成要素に注意
し，筋道立てて物語を
書こうとする。 

出来事の起こり・変
化・解決のつながりの
よさや不十分さを見つ
け，アドバイスし合う。 

「三年峠」で学習した民
話の作りを生かし，出来
事の起こり・変化・解決
のつながりに着目して物
語を書く。 

本で調べて 
ほうこく 
しよう 

報告の引用部分や引
用の開設について，
自分なりに分かりや
すい表現になってい
るか検討する場面 

本で調べた驚きや発見
を分かりやすく伝えよ
うと文章を書こうとす
る。 

報告の引用部分や引用
の開設について，自分
なりに分かりやすい表
現になっているか検討
する。 

報告書の文型に沿って，
本で調べた。を自分なり
の言葉に直して引用して
報告文を書く。 



第
３
ス
テ
ー
ジ
小
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調べたことを
報告する 
文章を書こう 

表や図，グラフと関
連させた「中」の分
かりやすい書き方に
ついてアドバイスし
合う場面 

表や図，グラフを用い
て自分の調べたことを
分かりやすく書こうと
する。 

表や図，グラフと関連
させた「中」の分かり
やすい書き方について
アドバイスし合う。 

アンケートの問いや表す
ときの順序，形を考えな
がら，表や図，グラフを
用いて自分の調べたこと
を分かりやすく書く。 

新聞を作ろう 新聞で伝える目的に
わせて内容や割り付
けについて検討する
場面 

目的に合わせて自分の
伝えたいことが伝わる
ような新聞を書こうと
する。 

新聞で伝える目的にわ
せて内容や割り付けに
ついて検討する。 

目的に応じた事例を選ん
だり，一番伝えたい内容
を大きく中心に割り付け
たりしながら，伝えたい。
が伝わる新聞を書く。 

「仕事 
リーフレット」
を作ろう 

「始め-中-終わり」の
「中１」と「中２」
のアップとルーズの
使い方について検討
する場面 

係の仕事内容が分かり
やすく伝わるリーフレ
ットを書こうとする。 

「始め-中-終わり」の
「中１」と「中２」の
アップとルーズの使い
方について検討する。 

仕事全体のことをルーズ
で，ある部分に着目した
ことをアップで記述し，
仕事内容が分かりやすく
伝わるリーフレットを書
く。 

野原の 
仲間になって 

できた詩を読み合
い，使ってみたいよ
さを伝え合う場面 

想像を広げて「のはら
うた」の形式で詩を書
こうとする。 

できた詩を読み合い，
使ってみたいよさを伝
え合う。 

使ってみたいよさを使っ
て自分の詩を書く。 

「ことわざ 
ブック」を 
作ろう 

「中」の説明に取り
入れることわざの意
味を補足するエピソ
ードの妥当性につい
て検討する場面 

ことわざの意味がよく
分かるように「ことわ
ざブック」を書こうと
する。 

「中」の説明に取り入
れることわざの意味を
補足するエピソードの
妥当性について検討す
る。 

「中」の説明に，ことわ
ざの意味にふさわしいエ
ピソードを取り入れて
「ことわざブック」の説
明を書く。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

活動を 
報告する 
文章を書こう 

グループメンバー
で，互いの書いた報
告文について分かり
やすい表現となって
いるか書き方を検討
する場面 

グループで，係や委員
会，クラブの分かりや
すい活動報告書を書こ
うとする。 
 

グループメンバーで，
互いの書いた報告文に
ついて分かりやすい表
現となっているか書き
方を検討する。 

事実と意見・感想を区別
したり，引用したり，目
的や意図に応じて詳しく
書いたり簡単に書いたり
し，分かりやすい表現を
意識して書く。 

自分の考えを
まとめて， 
討論をしよう 

自分の考えを裏付け
る引用部分が妥当で
あるか検討する場面 
 

あるテーマについて自
分の考えを裏付けるよ
う引用して書こうとす
る。 

自分の考えを裏付ける
引用部分が妥当である
か検討する。 

自分の考えのキーワード
と共通した意味をもつ引
用部分を用いて意見文を
書く。 

グラフや表を
引用して 
書こう 

グラフや表がある場
合とない場合の表現
の効果について明ら
かにする場面 

グラフや表を用いて自
分の意見に説得力をも
たせて書こうとする。 

グラフや表がある場合
とない場合の表現の効
果について明らかにす
るため，意見を訊き合
う。 

グラフや表の注目する言
葉や数字やその意味を示
す。で，説得力を持たせ
て文章を書こうとする。 

物語を作ろう 目的や意図に応じた
表現や構成の効果と
なっているかアドバ
イスし合う場面 

表現や構成を工夫して
自分の物語を書こうと
する。 

目的や意図に応じた表
現や構成の効果となっ
ているかアドバイスし
合う。 

例えや音，方言や地の文，
書き出しや構成等の表現
の効果を理解し，表現の
工夫を選んで物語を書
く。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

まちの 
よさを伝える
パンフレット
を作ろう 

目的や意図に応じ
て，記事の構成や必
要な事例について妥
当性立と思う理由を
訊き合う場面 

町の魅力を紹介するた
めに，仲間と記事を編
集し，パンフレットを
作ろうとする。 

目的や意図に応じて，
記事の構成や必要な事
例について妥当だと思
う理由を訊き合い，編
集する。 

町の魅力を紹介するため
に，目的や意図に応じて
記事や構成を工夫して編
集し，紙面を決めていく。 

自分の考えを
明確に 
伝えよう 

反論とその反論に対
する答えを共に考え
る場面 

あるテーマに対する自
分の考えに説得力をも
たせて書こうとする。 

反論とその反論に対す
る答えを共に考える。 

反論想定をし，反論に対
する答えを，引用等を利
用しながら表現すること
で説得力のある意見文を
書く。 

この絵， 
わたしは 
こう見る 

書く前の構想段階
で，立てた問いに対
してアドバイスし合
う場面 

自分で決めた絵に対
し，読みとったことや
感じたことが伝わるよ
うに文章を書こうとす
る。 

書く前の構想段階で，
立てた問いが読みとっ
たことや感じたことを
伝えることにふさわし
いかアドバイスし合
う。 

読みとったことや感じた
ことが伝わる適切な問い
かどうか考え，構成を決
めて，自分の選んだ絵の
説明文を書く。 

自分を 
見つめ直して 

構成や取り上げるエ
ピソード，記述の仕
方についてアドバイ
スし合う場面 

自分の考えが伝わる構
成を考えて随筆を書こ
うとする。 

自分たちの考えの変化
がよく伝わるように，
構成や取り上げるエピ
ソード，記述の仕方に
ついてアドバイスし合
う。 

自分のたちの考えの変化
が伝わるように構成や取
りあげるエピソード，記
述の仕方を工夫して随筆
を書く。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

構成を 
工夫して書く 
には 

下書きについて「時
間」「場所」，「事実」
「意見」の配置を検
討し合う場面 

「時間」「場所」，「事実」
「意見」の配置を工夫
する。で文章の構成が
整理できる。を見いだ
す。 

互いの構成の意図を訊
き合い，より意図にそ
った構成を検討し合
う。 

検討を通して見出した修
正のポイントを生かし
て，自分の作品を高める。 
 
 

根拠を 
明確にして 
書くには 

下書きについて，根
拠の取り上げ方を検
討し合う場面 

自分の感じたことの根
拠を言葉で表現するこ
とで，自己の理解を深
める。 
 

根拠と意見の関係の妥
当性を，三角ロジック
を用いて検討し合う。 

自分の感じ方とその根拠
になるものの関係を改め
てとらえ直し，文章で表
現する。 

物語を 
つくろう 

互いの作品のクライ
マックスを検討し合
う場面 

「自力読みの観点」を
生かして文章を書くこ
とで，魅力のある物語
をつくれることを実感
する。 

互いのクライマックス
を予想，検討し合うこ
とで，自他の表現のよ
さや修正点を見いだ
す。 

検討を通して見出した修
正のポイントを生かし
て，文章全体の構成や統
一性をもとに高める。 



第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

資料を 
収集して 
自分の考えを
書くには 

社会創造科の追究の
成果を交流する場面 

資料を効果的に用いて
表現することで相手の
興味を引き出せること
を実感する。 

資料を用いて書いた互
いの文章を発表し合う
ことで，より知りたい。
を伝え合い，さらに必
要な資料を見いだす。 

最も表現したいことを効
果的に表すために，資料
を追加・補充したり，再
構成したりする。 

意見文を 
書こう 

異なった考えをもつ
相手と，文章を通し
て意見交換をする場
面 

二つの文章の比較を通
して，自分の考えを文
章で表現する意欲をも
つ。 

相手の論理の構成を，
三角ロジックを用いて
検討し，反論し合う。 

文章を用いた意見交換を
通して自分の考えを高
め，それを再び文章で表
現することで変容を実感
する。 

心情が 
効果的に 
伝わるように
書くには 

互いの作った詩を
「自力読みの観点」
を用いて分析し合う
場面 

互いの作品を分析し合
うことで，より深い相
互理解ができることを
実感する。 

作品（表現）から主題
を指摘し合うことで，
表現の効果や自己の内
面を見いだし，わかり
合う喜びを感じる。 

交流を通して見出した自
己の内面を表現できるよ
うに作品を練り直す。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

アンソロジー
をつくろう 

仲間の作品を選んだ
り並べ替えたりする
「編集会議」の場面 

作品を選び，並べ替え
ることでより深まった
価値が生まれることを
実感する。 

互いの編集したものを
相互に検討すること
で，編集の意図をとら
え，修正のポイントを
見いだす。 

互いの編集したものを相
互に検討することで，自
分の編集したものに新た
な価値を見いだし，それ
を生かすための修正をす
る。 

ドキュメンタ
リーを 
つくろう 

よりよいドキュメン
タリー集をつくるた
めに，互いの作品を
検討し合う場面 

ドキュメンタリーをつ
くることで相互理解が
深まる喜びを実感す
る。 

原稿の交流を通して，
書き手と対象のとらえ
の差異を明らかにし，
修正の方向を見いだ
す。 

それぞれの書いたものを
合わせることで一つの作
品集としての価値を生み
出す。 

説得力のある
文章とは 

「説得力のある文章
のポイント」をもと
に，互いの文章を批
評する場面 

読み手を意識して，感
性・論理性の両面から
表現を工夫する価値を
見いだす。 

自分の文章から相手が
考えることを訊き合
い，より修辞的，論理
的な表現を追究する。 

自分の表現に対する仲間
の批評を参考に，文章を
作り直す。 

 



学年 単元 「協働」場面の位置付け 表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
３ 

つながりの

ある 

学校の 

まわりの 

地域 

日曜日の市民体育館

に来ていた大勢の人

たちはどこから来て

いるのかを明らかに

する場面 

日曜日に学校のまわりの
地域にある施設を利用し
ている人について，自分の
経験や知識を生かしなが
ら考え，事象にかかわって
いく。 

複数の事象を比較しなが
ら，日曜日に学校のまわり
の地域にある施設を利用
している人が多い理由に
ついて話し合う。 

学校のまわりの地域には
施設を利用する様々な地
域の人々が訪れているこ
とを見いだす。 
 

もっと 

知ろう 

長岡市 

長岡駅前に人が多く集まる

理由について明らかにする

場面 

長岡駅前に人が多く集まるこ

とについて，自分の経験や

知識を生かしながら考え，

事象にかかわっていく。 

複数の事象を比較しながら，

長岡駅前に人が多く集まる理

由について話し合う。 

長岡駅前は長岡の玄関口と

なっていて古くから長岡の

中心として栄えていること

を見いだす。 

沼地での 

れんこん 

づくりの 

しごと 

大口れんこん農家が収穫し

にくいだるまを育てている

理由について明らかにする

場面 

れんこん農家の工夫を，生活
経験や野菜作りの学習で得
た知識を生かしながら考え，
事象にかかわっていく。 

複数の事象を比較しながら，
れんこん農家が収穫しにく
いだるまを育てている理由
について話し合う。 

れんこん農家は，願いをも
ち，自然とたたかいながら
しごとをしていることを見
いだす。 

見付け 

よう 

お店の 

工夫 

スーパーマーケットで同じ

商品がいろいろな場所に置

いて売られている理由につ

いて明らかにする場面 

スーパーマーケットにおける

商品の並べ方の工夫につい

て，自分の経験や知識を生か

しながら考え，事象にかかわ

っていく。 

複数の事象を比較しながら，

スーパーマーケットで同じ商

品がいろいろな場所に置いて

売られている理由について話

し合う。 

わたしたちの消費生活は，

消費者の願いと販売者の工

夫により成り立っているこ

とを見いだす。 

長岡の 

大花火 

大会を 

受けつぐ

人々 

長岡の人々 が大花火大会を

続けている理由について明

らかにする場面 

長岡の人々 が大花火大会を続

けている理由について，既有

の経験や知識を生かしながら

考えている。 

複数の事象を比較しながら，

長岡の人々 が大花火大会を続

けている理由について話し合

う。 

長岡の大花火大会には，平

和と長岡の復興・繁栄への

願いがこめられていること

を見いだす。 

小
４ 

私たちの 

くらしと 

ごみ 

長岡市のごみ処理の量が減

っている理由を明らかにす

る場面 

長岡市内のごみ処理の量が減

っている理由について，既有

の経験や知識を生かしながら

考えている。 

複数の事象を比較しながら，

長岡市内のごみ処理の量が減

っている理由について話し合

う。 

長岡市の廃棄物処理の対策

や事業が市民の良好な生活

環境の維持と向上に役立っ

ていることを見いだす。 

私たちの 

くらしと水 

浄水場にプールのような池

がたくさんある理由を明ら

かにする場面 

浄水場にプールのような池が

たくさんある理由について，

既有の経験や知識を生かしな

がら考えている。 

複数の事象を比較しながら，

浄水場にプールのような池が

たくさんある理由について話

し合う。 

長岡市の飲料水確保に対策

や事業が市民の健康な生活

の維持に役立っていること

を見いだす。 

災害を 

防ぐ 

地震に備えた品物に食料が

ない理由を明らかにする場

面 

災害備蓄品を用意している意

味を，既有の経験や知識を生

かしながら考えている。 

複数の事象を比較しながら，

地震に備えた品物に食料がな

い理由について話し合う。 

市役所の人たちは，まず自

助，共助，最後に公助とい

う考え方で地震に対する備

えをしていることを見いだ

す。 

交通 

事故を 

防ぐ 

市内の事故や事件の件数が

減ってきている理由を明ら

かにする場面 

市内の事故や事件の件数が減

少していることについて，既

有の経験や知識を生かしなが

ら考えている。 

複数の事象を比較しながら，

市内の事故や事件の件数が減

ってきている理由について話

し合う。 

警察や関係機関で働く人々

が協力して，市民の安全な

生活を守っていることを見

いだす。 

わたし 

たちの 

新潟県 

新潟県の特色について明ら

かにしていく場面 

新潟県の特色についてのとら

えの不十分さに気付き，事象

にかかわっていく。 

複数の事象を比較しながら，

新潟県の特色について話し合

う。 

新潟県内は特色ある地域が

集まっていることを見いだ

す。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会科（第３ステージ） 
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学年 単元 「協働」場面の位置付け 表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本の 

国土 

日本の中で桜の咲く

時期が違う理由を明

らかにしていく場面 

日本の中で桜の咲く時期が違

うことについてのとらえの不

十分さに気付き，事象にかか

わっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，日本の中

で桜の咲く時期が違う理由に

ついて話し合う。 

国土の南と北，太平洋側と

日本海側では気候が異なる

ことを見いだす。 

気候の 

特色と 

人々の 

くらし 

沖縄県でサトウキビの生産

が盛んな理由について明ら

かにしていく場面 

沖縄県でサトウキビの生産が

盛んであることについてのと

らえの不十分さに気付き，事

象にかかわっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，沖縄県で

サトウキビの生産が盛んな理

由について話し合う。 

沖縄の人々 は気候の特色を

生かして農業を営んでいる

ことを見いだす。 

地形の 

特色と 

人々の 

くらし 

野辺山原でレタスの生産が

盛んな理由について明らか

にしていく場面 

野辺山原でレタスの生産が盛

んであることについてのとら

えの不十分さに気付き，事象

にかかわっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，野辺山原

でレタスの生産が盛んな理由

について話し合う。 

野辺山原の人々 は，地形の

特色を生かして農業を営ん

でいることを見いだす。 

誇りをもって

食料生産を支

える人々  

--質のよいお

いしい米づく

りへの挑戦－

- 

農家が年間を通して田の

水管理をしていることと

おいしいコシヒカリ栽培

との関係を明らかにして

いく場面 

米づくりに携わる人々 の工夫

や努力についてのとらえの不

十分さに気付き，事象にかか

わっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，仲間とと

もに農家が年間を通して水管

理をしていることとおいしい

コシヒカリ栽培との関係につ

いて話し合う。 

質のよいおいしい米づくり

への工夫や努力が，国民の

食生活を支えていることを

見いだす。 

誇りをもって

食料生産を支

える人 -々水

産資源を守る

漁師の取組-- 

漁師が，小さい魚をわざと

逃がしている理由を明ら

かにしていく場面 

水産業に携わる人々 の工夫や

努力についてのとらえの不十

分さに気付き，事象にかかわ

っていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，仲間とと

もに漁師が小さい魚を逃がす

理由について話し合う。 

新鮮でおいしい水産物をと

り続ける工夫や努力が，国

民の食生活を支えているこ

とを見いだす。 

これからの

食料生産 

日本が今後も食料の輸入に

頼るべきかどうかについて

話し合う場面 

食料の輸入についての

とらえの不十分さに気

付き，事象にかかわっ

ていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，食料の輸

入に頼るべきかどうかについ

て話し合う。 

食料を安定して確保し続け

ていくことが日本の農業の

課題であることを見いだ

す。 

特殊紙を 

生産し 

続ける 

工場 

北越紀州製紙長岡工場が，新

しい特殊紙を生産し続けて

いる理由について明らかに

していく場面 

工場の特殊紙生産の取組
と生産への願いとの関係
に対するとらえの不十分
さに気付き，事象にかかわ
っていく。 

工場の特殊紙生産の取組
と生産への願いとの関係
について，仲間とともに様
々な事実を比較したり関
連付けたりしながら考え
る。 

工場では，求めに応える
ために生産を続けてい
ることを見いだす。 

世界と 

つながる

日本の 

工業 

原材料の輸入や製品の輸出

が多い理由について明らか

にしていく場面 

原材料の輸入や製品の輸出が

多いことについてのとらえの

不十分さに気付き，事象にか

かわっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，日本が原

材料の多くを海外から輸入し

たり海外へ製品を輸出したり

している理由について話し合

う。 

貿易や運輸などの働きによ

って工業生産が支えられて

いることを見いだす。 

工業生産の

今と未来 

中小工場のものづくりの工

夫や努力と日本の工業の発

展との関係について明らか

にしていく場面 

中小工場のものづくりの工夫

や努力と日本の工業の発展と

の関係についてのとらえの不

十分さに気付き，事象にかか

わっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，中小工場

のものづくりの工夫や努力と

日本の工業の発展との関係に

ついて話し合う。 

我が国の工業生産は，国民

の生活を支える重要な役割

を果たしていることを見い

だす。 

わたしたち

のくらしを

豊かにする

情報 

出版社がフリーペーパーを

無料で配布する理由につい

て明らかにしていく場面 

出版社がフリーペーパーを配

布していることについてのと

らえの不十分さに気付き，事

象にかかわっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，仲間とと

もに出版社がフリーペーパー

を無料で配布する理由につい

て話し合う。 

出版社によって提供されて

いる情報がわたしたちのく

らしを豊かにしていること

を見いだす。 

情報化社会

を生きる 

情報ネットワークと豊かな

くらしとの関係について明

らかにしていく場面 

情報ネットワークとくらしと

の関係についてのとらえの不

十分さに気付き，事象にかか

わっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，情報ネッ

トワークとくらしとの関係に

ついて話し合う。 

 

情報ネットワークが国民生

活の向上や産業の発展に大

きな影響を及ぼしているこ

とを見いだす。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会科（第４ステージ） 
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小
６ 

国の 

成り立ち 

各地に古墳がつくられた理

由について話し合い明らか

にする場面 

各地に古墳がつくられた理由

についてのとらえの不十分さ

に気付き，事象にかかわって

いく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，各地に古

墳がつくられた理由について

話し合う。 

各地に支配者が現れ，大和

朝廷による国土の統一が進

められていったことを見い

だす。 

聖武天皇

と奈良の

大仏 

聖武天皇が，奈良に大仏を建

立した理由について話し合

い明らかにする場面 

聖武天皇が，奈良に大仏を建

立した理由についてのとらえ

の不十分さに気付き，事象に

かかわっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，聖武天皇

が，奈良に大仏を造営した理

由について話し合う。 

大仏を造営したころに天皇

を中心とした政治が確立さ

れていったことを見いだ

す。 

武士の 

政治の 

はじまり 

源頼朝が，鎌倉に幕府を開い

た理由について話し合い明

らかにする場面 

源頼朝が鎌倉に幕府を開いた

理由についてのとらえの不十

分さに気付き，事象にかかわ

っていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，源頼朝が

鎌倉に幕府を開いた理由につ

いて話し合う。 

源頼朝が，武士による政治

を進めやすいようにしたこ

とで，武士が力を高めてい

ったことを見いだす。 

戦国の世

の武士 

たちと 

天下統一 

織田信長が上杉謙信と同盟

を結んでいた理由や，豊臣秀

吉が刀狩や検地をしていた

理由について話し合い明ら

かにする場面 

織田信長が上杉謙信と同盟を

結んでいた理由や，豊臣秀吉

が刀狩や検地をしていた理由

についてのとらえの不十分さ

に気付き，事象にかかわって

いく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，織田信長

が上杉謙信と同盟を結んでい

た理由や，豊臣秀吉が刀狩や

検地をしていた理由について

話し合う。 

織田・豊臣は，周囲の戦国

大名を戦いや政策により従

え，戦国の世を統一してい

ったことを見いだす。 

江戸の世

を築いた

徳川の 

政治 

徳川家光が，地方の大名たち

の負担になるような参勤交

代を続けた理由について話

し合い明らかにする場面 

徳川家光が，地方の大名たち

の負担になるような参勤交代

を続けた理由についてのとら

えの不十分さに気付き，事象

にかかわっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，徳川家光

が，地方の大名たちの負担に

なるような参勤交代を続けた

理由について話し合う。 

徳川氏が幕府の力を強め，

身分制度を確立したことに

より，武士による政治が安

定していったことを見いだ

す。 

新しい 

時代の 

幕開け 

幕末から明治にかけての

人々 のくらしが大きく変容

した理由について話し合い

明らかにする場面 

幕末から明治にかけての人々

のくらしが大きく変容した理

由についてのとらえの不十分

さに気付き，事象にかかわっ

ていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，幕末から

明治にかけての人々 のくらし

が大きく変容した理由につい

て話し合う。 

幕末から明治の初めにかけ

て，日本は近代化を進めて

いったことを見いだす。 

西洋に 

おいつけ 

日本が中国やロシアと戦争

をすることになった理由に

ついて話し合い明らかにす

る場面 

日本が中国やロシアと戦争を

することになった理由につい

てのとらえの不十分さに気付

き，事象にかかわっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，日本が中

国やロシアと戦争をすること

になった理由について話し合

う。 

日本が戦争によって国力を

高め，国際的地位の向上が

図られていったことを見い

だす。 

戦争と 

人々の 

くらし 

戦争当時にくらす人々 の思

いについて話し合い明らか

にする場面 

戦争当時にくらす人々 の思い

についてのとらえの不十分さ

に気付き，事象にかかわって

いく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，戦争当時

にくらしていた人々 の思いに

ついて話し合う。 

戦争によって国民が大きな

被害を受けるとともに諸外

国にも大きな損害を与えた

ことを見いだす。 

平和で 

豊かな 

くらしを

願った 

人々 

戦後の人口増加と復興との

関係について話し合い明ら

かにする場面 

戦後の復興にかかわる事象間

の関係についてのとらえの不

十分さに気付き，事象にかか

わっていく。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，戦後の人

口増加と復興との関係につい

て話し合う。 

戦後の日本の復興は，平和

で豊かなくらしを願った

人々 の努力によってなされ

たことを見いだす。 

わたし 

たちの 

くらしと

政治 

わたしたちのくらしと日本

国憲法との関係について明

らかにする場面 

わたしたちのくらしと日本国

憲法との関係についてのとら

えの不十分さに気付き，事象

にかかわっている。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，わたした

ちのくらしと日本国憲法との

関係について話し合う。 

我が国の民主政治は日本国

憲法の基本的な考え方と深

くかかわっていることを見

いだす。 

世界の中の

日本 

日本の人々 が国際社会で働

いている理由を明らかにす

る場面 

日本の人々 が国際社会で働い

ている理由についてのとらえ

の不十分さに気付き，事象に

かかわっている。 

複数の事象を比較したり関連

付けたりしながら，日本の

人々 が国際社会で働いている

理由について話し合う。 

我が国には，世界の平和や

発展のために貢献していく

責任や義務があることを見

いだす。 

 

 



時期 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

歴史の 

移り 

変わりを 

考える 

小学校で学習した歴史

上の人物を何人か選択

し，プロフィールを作

る際にどのような功績

を載せるとよいかを話

し合う場面 

歴史上の人物の功績

が，自分たちの生活の

中に，どのように息づ

いているのか見つけ出

そうとする。 

歴史上の人物の功績に

ついて，自分たちの生

活とどのようにかかわ

っているかという視点

のもとで多面的・多角

的にとらえようとす

る。 

歴史上の人物が自分た

ちの生活にどのような

影響を与えているのか

についてとらえ直し，

自分の考えを述べる。 

文明の 

おこりと 

日本列島 

世界の 4 大文明を比較

し，共通点と相違点か

ら文明の要素について

明らかにする場面 

古代文明がどのような

特徴をもっているの

か，日本とのかかわり

や違いに着目して追究

しようとする。 

それぞれがとらえた古

代文明の特徴につい

て，交流しながら共通

点や相違点に着目して

分類しようとする。 

古代文明が共通しても

つ特徴に気付いて文明

の要素をとらえ直し，

自分の考えを述べる。 

大帝国の 

出現と 

律令国家の

形成 

外国から伝わったもの

で，日本に大きな影響

を与えたものは何か，

仲間と意見を交換する

場面 

外国からもたらされた

様々なものやことが，

日本の文化，政治，生

活などにどのような影

響を与えたかとらえよ

うとする。 

各自が選択したものや

ことについて説明した

り，意見交換をする中

で，それらが日本に与

えた影響について多面

的・多角的にとらえよ

うとしたりする。 

古代日本が外国からも

たらされた様々なもの

やことによって形成さ

れていったことをとら

え，古代日本の特徴に

ついての自分の考えを

述べる。 

貴族社会の

発展 

摂関政治は当時の日本

にとって必要な政治形

態だったのかどうかに

ついて，意見を交換す

る場面 

摂関政治はなぜ行わ

れ，どのような影響を

当時の日本に及ぼした

かをとらえようとす

る。 

摂関政治が必要かどう

かについて，政治，文

化，対外政策などから

分析した各自の解釈を

交流し，それがもつ意

義を多面的・多角的に

とらえようとする。 

摂関政治が日本に与え

た影響についてとらえ

直して自分の考えを述

べる。 

世界の 

動きと 

武士に 

よる政治 

鎌倉幕府と室町幕府の

特徴をまとめ，貴族の

政治殿比較を通して武

家政治の特徴を見いだ

す場面 

貴族の政治と武士の政

治がどのように違うの

か，それが日本にどの

ような影響を与えたの

かをとらえようとす

る。 

貴族政治と武家政治の

違いについて，それぞ

れの解釈を交流して多

面的・多角的にとらえ

ようとする 

武家政治により日本が

どのように変化してい

ったのかをとらえ直

し，自分の考えを述べ

る。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

世界の 

動きと 

全国統一 

戦国大名による領国支

配の工夫から，天下統

一をするために必要な

条件を見いだすため

に，多様な工夫を調べ

た仲間と意見を交換す

る場面 

諸大名の諸政策を，

様々な立場から必要な

ものかどうかを見定め

ようとする。 

多様な政策を調べた仲

間との交流を通して，

中背から近世へと移り

変わる日本の様子を多

面的・多角的にとらえ

ようとする。 

領国支配には武力だけ

でなく様々な視点から

政策を進める必要があ

ることをとらえ，近世

の特徴について自分の

考えを述べる。 

幕藩体制の

確立と鎖国 

江戸幕府の政治体制の

特徴について調べ，今

までの幕府と比較して

なぜ 260 年も続いたの

かを分析する場面 

武士，民衆，宗教，諸

外国への対応など，江

戸幕府がどのように日

本を治めようとしたの

かとらえようとする。 

江戸幕府が 260 年続い

た理由を，今までの幕

府と比較しながら自分

なりに解釈し，他者と

交流することで深めよ

うとする。 

江戸幕府がなぜ 260 年

間も続いたのか，とら

え直し，自分の考えを

述べる。 

経済の成長

と幕政の 

改革 

4 つの幕政改革（徳川吉

宗・田沼意次・松平定

信・水野忠邦）のうち，

幕政の立て直しに最も

効果的だった改革につ

いて意見を交換する場

面 

当時の社会状況を調

べ，それぞれの改革で

とられた政策がどのよ

うな役割を果たしたの

かをまとめようとす

る。 

どの改革が幕政の立て

直しに効果的だった

か，重要な政策をいく

つか取り上げながら説

明し合うことでそれぞ

れの改革について深く

とらえようとする。 

4 つの改革の諸政策がそ

れぞれ当時の社会の状

況への対応としてとら

れたことを理解し，江戸

時代中期から後期にか

けての幕政の行き詰ま

りについてとらえ直し，

自分の考えを述べる。 

近代世界の

確立と 

アジア 

近代ヨーロッパでなぜ

市民革命が起き，社会

をどのように変えてい

ったのかについて話し

合う場面 

なぜヨーロッパで市民

が権力に立ち向かうよ

うになっていったの

か，関心をもって追究

しようとする。 

名誉革命，アメリカ独

立戦争，フランス革命

について，背景や内容

を調べ，交流すること

により市民革命がもつ

特徴に気付く。 

市民革命がなぜ起き，

世界にどのような影響

を与えていくのかをと

らえ直し，自分の考え

を述べる。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会科（中学校歴史的分野） 



開国と 

幕府政治の

終わり 

幕府が開国という選択

をしたことが，日本に

どのような影響を与え

たかについて考えを述

べ合う場面 

開国がその後の日本に

どのような影響を与え

るか，メリットとデメ

リットに分けて追究し

ようとする。 

開国が日本に与えた影

響としてもっとも重要

なものは何かについて

意見を交換することで

開国がもつ歴史的意義

について理解を深めよ

うとする。 

開国により日本がどの

ような影響を受けたの

かをとらえ直し，日本

の近代化について自分

の考えを述べる。 

明治維新と 

立憲国家 

への歩み 

明治維新の諸改革につ

いて調べ，日本にどの

ような影響を与えたの

かを話し合う場面 

明治維新で日本はどの

ように変化していくの

かを主体的に追究しよ

うとする。 

各自が解釈した明治維

新の諸政策の影響につ

いて述べ合い，解釈の

妥当性を検討しようと

する。 

明治維新の諸政策が日

本にどのような影響を

与えたのかをとらえ直

し，自分の考えを述べ

る。 

激動する 

東アジアと

日清・日露

戦争 

日清戦争の成果と，日

本の国際的な地位の変

化について理解を深め

たり，日本が日露戦争

へと突入した諸要因に

ついて根拠を明確にし

て話し合ったりする場

面 

日本の国としての在り

方と戦争について自分

事としてとらえ，より

よい社会を目指して追

究しようとする。 

日露戦争を起こした根

拠について，それぞれ

の解釈の妥当性を検討

しようとする。 

日清・日露戦争が日本

に与えた影響について

分析したり交流したり

してとらえ直し，明治

政府が目指した国づく

りについて自分の考え

を述べる。 

近代の産業

と文化の 

発展 

日本の産業革命が社会

にどのような影響を与

えたのか話し合う場面 

ヨーロッパの産業革命

と比較しながら日本の

産業革命の特徴をとら

えようとする。 

産業革命の結果をメリ

ットとデメリットに分

類し，多面的・多角的

にとらえようとする。 

産業革命によって日本

がどのように変化して

いくのかとらえ直し，

自分の考えを述べる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

第一次 

世界大戦と

民族独立の

動き 

第一次世界大戦が起き

た諸要因について，根

拠を明確にして話し合

う場面 

日本にも大きな影響を

与えた第一次世界大戦

が，なぜヨーロッパで

起きたのか，主体的に

追究しようとする。 

第一次世界大戦が起き

た背景について，それ

ぞれが根拠に基づいて

創り上げた解釈の妥当

性を検討しようとす

る。  

ヨーロッパにおける

様々な対立関係に着目

して，第一次世界大戦

が起きた背景について

とらえ直し，自分の考

えを述べる。 

昭和初期の

日本 

- 戦争と

人々 - 

日本の国際連盟脱退に

ついて，賛成するか反

対するかを，当時の国

際情勢や日本国内の状

況を関連付けながら自

分なりの解釈を作り，

討論する場面 

戦争経験者の話や，平

和学習で自ら経験し感

じたことを振り返るこ

とで，なぜｱｼﾞｱ太平洋

戦争が起きたのかとい

う問いをもち主体的に

追究しようとする。 

戦争にかかわる事象同

士のつながりについて

自他の解釈を交流し，

関連をとらえて戦争が

起きた背景をとらえよ

うとする。 

ｱｼﾞｱ太平洋戦争の背景

をとらえ直し，平和の

価値について自分の考

えを述べる。 

日本の 

民主化と 

冷戦 

ポツダム宣言と民主化

政策を調べ，現在の日

本に最も大きな影響を

与えた政策は何だった

のかを話し合う場面 

現在の自分達の生活を

振り返り，戦後の民主

化政策とのつながりを

考えようとする。 

それぞれが調べた，民

主化に向けた諸政策の

内容と影響について，

他者と交流して諸政策

の影響をとらえようと

する。 

戦後の民主化政策につ

いてとらえ直し，当時

の日本が目指していた

姿について自分の考え

を述べる。 

世界の 

多極化と 

日本 

高度経済成長が日本国

民にどのような影響を

与えたのかを話し合う

場面 

高度経済成長が現在の

自分達の生活にどのよ

うな影響を与えたのか

進んで考えようとす

る。 

高度経済成長のメリッ

トとデメリットについ

て，それぞれの解釈に

ついて交流し深めよう

とする。 

高度経済成長が現在の

生活にどのような影響

を与えたのかをとらえ

直し，自分の考えを述

べる。 

冷戦の終結

とこれから

の日本 

日本が東アジアの中で

どのように他国と関わ

り，平和で秩序ある関

係築いていけばよいか

を考える場面 

身の回りにある，東ア

ジアの国々との様々な

課題を見いだし，解決

に向けて考えていこう

とする。 

それぞれが調べた課題

やその背景について交

流し，東アジアをめぐ

る現在の情勢について

とらえようとする。 

東アジアの国々との間

で信頼関係や協調関係

を築いていくために，

自分達が何を考え行動

していくべきか，自分

の考えを述べる。 

 



時期 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

わたしたち

の地球と 

世界の 

地域構成 

小学校で学習した世

界の国に関する知識

を発表し合い，地球

儀や地図を用いて，

緯度と経度，主な

国々の名称と位置，

地域区分等を大観す

る場面 

小学校での学習を振り

返り，地球儀や地図を活

用し，自らの知識や技能

をより深めようとする。 

小学校で学習した互い

の知識を発表し合い，

世界の地域構成を地球

儀や地図を用いて多面

的・多角的にとらえよ

うとする。 

地球儀や地図の活用で

身に付けた知識・技能

を生かして，世界の地

域構成についてとらえ

直し，大まかな世界地

図を描き，まとめる。 

人々の 

生活と環境 

様々な自然条件のも

とに暮らす人々の営

みや工夫を比較し，

共通点と相違点から

それぞれの地域的特

色を明らかにする場

面 

自然及び社会的条件か

ら世界各地の地域的特

色を理解し，様々に異な

る文化を尊重する。 

それぞれがとらえた気

候の特徴について，交

流しながら共通点や相

違点に着目して分類し

ようとする。 

人々の生活の様子とそ

の変容について，それ

ぞれの地域的特色をと

らえ直し，自分の考え

を述べる。 

世界の 

諸地域 

（アジア州・

アフリカ州） 

「人口急増と多様な

民族文化」・「モノカ

ルチャー経済下の

人々の生活」につい

て，その要因を追究

するために仲間と意

見を交換する場面 

自らの生活と比較して，

それぞれの地域ではな

ぜそのような生活が行

われているのか，問いを

もち，その要因をとらえ

ようとする。 

各自が調査した内容を

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直

した解釈を用いて，ア

ジア州，アフリカ州の

地域的特色について自

分の言葉で説明する。 

世界の 

諸地域 

（ヨーロッパ

州・北アメリカ

州） 

「ＥＵの発展と地域

格差」・「大規模農業

と工業の発展」につ

いて，その要因を追

究するために仲間と

意見を交換する場面 

自らの生活とのかかわ

りから，それぞれの地域

が経済発展に向けてど

のような取組を行って

いるのか，問いをもち，

その要因をとらえよう

とする。 

各自が調査した内容を

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直

した解釈を用いて，ヨ

ーロッパ州，北アメリ

カ州の地域的特色につ

いて自分の言葉で説明

する。 

世界の 

諸地域 

（南アメリカ

州・オセアニア

州） 

「森林破壊と環境保

全」・「アジア諸国と

の結びつき」につい

て，その要因を追究

するために仲間と意

見を交換する場面 

 

 

 

自らの生活と比較して，

それぞれの地域で発生

している問題とその改

善に向けた工夫につい

て問いをもち，そのより

有効な解決策を見いだ

そうとする。 

各自が調査した内容を

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直

した解釈を用いて，南

アメリカ州，オセアニ

ア州の地域的特色につ

いて自分の言葉で説明

する。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
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日本の 

地域構成 

我が国の国土の位

置，世界各地との時

差，領域の特色と変

化，地域区分等をと

らえ，世界の中の日

本を様々な特徴から

多様に表現し合う場

面 

地球儀や地図を活用し

て，世界的視野からみた

日本の国土の位置や領

域の特色を見いだそう

とする。 

多様な視点からとらえ

た解釈を発表し合い，

世界の中の日本の位置

付けを多面的・多角的

にとらえようとする。 

世界地図を描き，世界

的視野からみた日本の

国土の位置や領域の特

色を生かして，世界の

中の日本の位置付けを

まとめる。  

世界から 

みた日本の

すがた 

我が国の国土の特色

や大まかな国内の地

域差をとらえるた

め，多様な視点から

比較，分析する場面 

 

自然環境，人口，資源・

エネルギー，地域間の結

び付きから日本をとら

え，それぞれの視点から

みた日本の特徴を見い

だそうとする。 

多様な視点からとらえ

た解釈を発表し合い，

日本の地域的特色を多

面的・多角的にとらえ

ようとする。 

多様な視点から見いだ

した世界の中の日本や

国内の地域構成につい

てとらえ直し，略地図

を描き，まとめる。 

日本の 

諸地域 

（中国・四国 

地方） 

「人口や都市・村落

を中核」として，そ

の特徴や影響，そこ

で暮らす人々の生活

の工夫を追究するた

めに仲間と意見を交

換する場面 

地域の人口分布や動態

について，過疎・過密問

題の解決に向けて課題

意識をもち，その地域的

特色を追究しようとす

る。 

各自が調査した内容を

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直

した解釈を用いて，地

域の居住環境や人々の

生活の変容について，

自分の言葉で説明す

る。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会科（中学校地理的分野） 

 



日本の 

諸地域 

（近畿地方） 

「歴史的背景を中 

核」として，その特

徴や影響，そこで暮

らす人々の生活の工

夫を追究するために

仲間と意見を交換す

る場面 

地域の産業，文化の歴史 

的背景や開発に関する

特色ある歴史について

問いをもち，その地域的

特色を追究しようとす

る。 

各自が調査した内容を 

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直 

した解釈を用いて，地

域の歴史を他地域との

結び付きや自然環境等

と関連付けて自分の言

葉で説明する。 

日本の 

諸地域 

（中部地方） 

「産業を中核」とし

て，その特徴や影響，

そこで暮らす人々の

生活の工夫を追究す

るために仲間と意見

を交換する場面 

地域の農業の産地や工

業の立地と地理的諸条

件との関連について問

いをもち，その地域的特

色を追究しようとする。 

各自が調査した内容を

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直

した解釈を用いて，地

域の産業を自然条件や

消費地他産地との結び

付き等と関連付けて自

分の言葉で説明する。 

日本の 

諸地域 

（関東地方） 

「他地域との結び付

きを中核」として，

その特徴や影響，そ

こで暮らす人々の生

活の工夫を追究する

ために仲間と意見を

交換する場面 

地域の交通・通信網に関

する人々や物資，情報の

移動の特色や変化につ

いて問いをもち，その地

域的特色を追究しよう

とする。 

各自が調査した内容を

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直

した解釈を用いて，世

界や日本の他地域との

結び付きの影響で変容

する地域のすがたを自

分の言葉で説明する。 

日本の 

諸地域 

（東北地方） 

「生活・文化を中核」

として，その特徴や

影響，そこで暮らす

人々の生活の工夫を

追究するために仲間

と意見を交換する場

面 

地域の伝統的な生活・文

化に関する諸事象を成

立させている諸条件に

ついて問いをもち，その

地域的特色を追究しよ

うとする。 

各自が調査した内容を

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直

した解釈を用いて，交

通・通信の発達による

生活様式の同質化や見

直される伝統文化を自

分の言葉で説明する。 

日本の 

諸地域 

（北海道地方） 

「自然環境を中核」

として，その要因や

影響，そこで暮らす

人々の生活の工夫を

追究するために仲間

と意見を交換する場

面 

地域の地形や気候等の

特色ある自然環境と

人々の生活とのかかわ

りについて問いをもち，

その地域的特色を追究

しようとする。 

各自が調査した内容を

説明し合い，意見交換

を通して総合的に解釈

することによって多面

的・多角的に事象をと

らえようとする。 

交流によってとらえ直

した解釈を用いて，自

然環境と密接にかかわ

る地域の人々の営みの

工夫について自分の言

葉で説明する。 

身近な 

地域の調査 

地域的特色を多様な

視点でとらえ，様々

な立場から地域の課

題や将来像について

考察し，よりよい地

域社会のあり方を話

し合う場面 

地域の地理的事象を分

布図等にまとめ，その傾

向性や規則性について

の問いをもち，主体的に

追究しようとする。 

多様な視点からとらえ

た解釈を発表し合い，

地域社会の現状と課

題，解決に向けた提言

等を多面的・多角的に

とらえようとする。 

多様な視点から見いだ

した地域の課題やその

解決策についてとらえ

直し，よりよい地域社

会のあり方について自

分なりの提言をもつ。 

 

 

 

 

  

 

 



 

時期 単元 ｢協働｣場面の位置付け 表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

わたしたち

が生きる 

現代社会 

   

 

現代日本の特色とし

て，少子高齢化，情報

化，グローバル化など

がみられ，それらが政

治，経済，国際関係に

影響を与えていること

に気付く場面 

少子高齢化，情報化，

グローバル化などに

対する関心を高め，

意欲的に追究しよう

としている。 

少子高齢化，情報化，

グローバル化などが

政治，経済，国際関

係に与える影響につ

いて交流し，多面

的・多角的にとらえ

ている。 

グローバル化により

日本と世界との結び

つきが強まるなか

で，世界とつながる

意味をとらえて述べ

ている。 

現代に 

つながる 

伝統と文化 

 

 

      

我が国の伝統と文化に

関心をもち，文化の継

承と創造の意義に気付

く場面  

我が国の伝統と文化

の意義や，現代社会

への影響に対する関

心を高め，意欲的に

追究しようとしてい

る。 

我が国の伝統と文化

の意義や，それらが

現代社会に与えてい

る影響について交流

し，多面的・多角的

にとらえている。 

ものの見方や考え

方，価値観などが文

化によって影響を受

けていることに気付

き，それぞれが尊重

し合い共生できる社

会を思い描く。 

わたしたち

がつくる 

社会 

 

 

      

 

社会生活における物事

の決定の仕方，きまり

の意義について考え，

対立と合意，効率と公

正などについて理解す

る場面 

集団における物事の

決定の仕方，きまり

を守ることについ

て，身のまわりの生

活と関連付けなが

ら，意欲的に追究し

ようとしている。 

多様な問題を解決す

る際に何を気をつけ

なければならないの

か，対立や合意など

の重要な概念から多

面的・多角的にとら

える。 

よりよい社会生活を

にはきまりや取り決

めが必要であること

を理解し，「対立と合

意」や「効率と公正」

が必要であることを

とらえている。 

民主政治を

支える憲法 

 

 

      

  

 

日本国憲法が基本的人

権の尊重，国民主権及

び平和主義を基本原理

としていることについ

ての理解を深める場面 

 

人間の尊重について

の考え方と法に対す

る関心を高め，それ

らを意欲的に追究

し，民主的な社会生

活について考えよう

としている。 

  

民主的な社会生活に

関わるさまざまな事

象から課題を見いだ

し，対立と合意，効

率と公正などの視点

から多面的・多角的

にようとしている。 

日本国憲法が基本的

人権の尊重，国民主

権及び平和主義を基

本原理としているこ

との意義をとらえ，

自分の考えを述べ

る。 

憲法が 

保障する 

基本的人権 

 

 

     

 

  

  

人間の尊重についての

考え方を，基本的人権

を中心に深め，法の意

義を理解する場面 

  

日常の具体的な事例

を通して，人間尊重

についての考え方と

法に対する関心を高

め，それらを意欲的

に追究し，民主的な

社会生活について考

えようとしている。 

日本の政治が日本国

憲法にもとづいて行

われていることの意

義について，民主的

な社会生活のあり方

をふまえて多面的・

多角的に考察し，公

正に判断できる。 

人間尊重の考え方と

法に関するさまざま

な資料を収集し，学

習に役立つ情報を適

切に選択して，読み

取ったり図表などに

まとめたりしてい

る。 

わたしたち

の平和主義 

 

 

  

 

    

  

日本国憲法の平和主義

について理解を深め，

我が国の安全と防衛の

問題について考える場

面 

 

世界平和の実現と，

人類の福祉の増大に

関わる国際社会の諸

問題に対する関心を

高め，意欲的に追究

し，人間の生命の尊

さ，平和の尊さを自

覚しようとする。 

 

日本の安全と世界の

平和の実現に向け，

具体的な事例を分析

し，交流して多面

的・多角的にとらえ

る。 

国際紛争解決の手段

としての戦争を放棄

し，陸海空軍その他

の戦力を保持しない

ことを決意した意義

について，自分の考

えを述べる。 

民主主義と

日本の政治 

 

 

      

 

  

国会を中心とする我が

国の民主政治のしくみ

のあらましや政党の役

割を理解し，議会制民

主主義について考える

場面 

民主政治における参

政権の重要性を理解

し，参政権が自分に

とってどのような意

義をもつのか，具体

的な事例から意欲的

に調べたり述べたり 

している。  

よりよい選挙制度の

在り方や課題につい

て仲間と解釈を述べ

合い，ﾒﾘｯﾄやﾃﾞﾒﾘｯﾄ

の視点から分析しな

がら多面的・多角的

にとらえようとして 

いる。 

 

政治に関心をもち，

主体的に政治に参画

していくために，ど

のように自分が意識

して行動していく

か，根拠を明確にし

て述べている。 

資質・能力を位置付けた単元配列表 社会科（中学校公民的分野） 



司法権の 

独立と裁判 

 

 

     

 

 

  

法にもとづく公正な裁

判の保障があること，

個人の人権を保障する

ために三権分立の原則

があることを理解し，

三権が均衡を保ち，そ

れぞれの役割を果たし

ていくことの重要性気

付く場面 

法にもとづく公正な

裁判によって国民の

権利が守られ，社会

の秩序が維持されて

いることに関心をも

ち，司法権の独立と

法による裁判が憲法

で保障されているこ

とについて，理解を

深めている。 

国民の権利を守り，

社会の秩序を維持す

るために，法にもと

づく公正な裁判の保

障があることについ

て，多面的・多角的

にとらえている 

憲法で保障された，

司法権の独立と法に

もとづく公正な裁判

に関わる課題につい

ての資料を収集し，

学習に役立つ情報を

適切に選択して述べ

ている。 

地方自治と

住民の参加 

 

 

      

  

 

 

地方自治の基本的な考

え方や，政治のしくみ

を理解し，地方自治の

発展に寄与しようとす

る住民としての自治意

識の基礎を身に付ける

場面 

地方の政治に対する

関心を高め，意欲的

に追究し，民主的な

政治について考えよ

うとするとともに，

自分にもできること

は何かを意欲的に考

えようとする。 

地方公共団体の役割

や地方財政のあり方

について，対立と合

意，効率と公正など

の視点から多面的・

多角的にとらえてい

る。 

住民参加の重要性を

理解し，地域の一員

としてどのように自

治に関わっていくか

を考え，述べている。  

消費生活と

市場経済 

 

 

      

 

 

身近な消費生活を中心

に，経済活動の意義を

理解するとともに，価

格のはたらきに着目し

て，市場経済の基本的

な考え方について理解

する場面 

個人の消費生活に対

する関心を高め，経

済活動に関する諸問

題に着目し，個人の

経済活動についての

考えを，さらに深め

ようとしている。 

消費者の自立や，現

在の消費者行政につ

いて，多面的・多角

的に考察し，意見を

交わしている。 

市場経済について，

生産・消費の立場か

らとらえなおし，自

分の考えを述べる。 

生産の 

しくみと 

企業・金融 

 

 

      

 

  

 

現代の生産や金融など

のしくみやはたらきを

理解し，社会における

企業の役割と責任につ

いて考える場面 

企業の生産活動や，

金融などに対する関

心を高め，生産のし

くみと企業の経済活

動，金融機関の役割

と社会的責任につい

て，意欲的に追究し

ようとしている。 

企業の役割や，金融

の機能と意義，個人

や企業の経済活動の

あり方について多面

的・多角的にとらえ

ている。 

企業や金融のはたら

きを理解し，多様な

経済活動の在り方に

ついて，さまざまな

立場から述べてい

る。 

財政と 

政府の役割 

 

 

     

 

 

  

国民の生活と福祉の向

上のために，国や地方

公共団体が果たしてい

る役割について考えた

り，租税の意義と役割

について考えたりする

場面 

財政について，さま

ざまなはたらきや機

能に対する関心を高

め，そのしくみや特

色について意欲的に

追究しようとしてい

る。 

政府の経済活動にお

ける租税に関連した

さまざまな問題点や

課題を見いだし，多

面的・多角的にとら

えている。 

経済の成長と安定に

ついての理解を深

め，自分たちの生活

との関連を考慮しな

がら，今後の日本の

経済において政府に

求められることを述

べる。 

労働と 

社会保障 

 

 

     

 

  

 

 

社会生活における職業

の意義と役割及び雇用

と労働条件の改善につ

いて，具体的な事例を

もとに意見を述べ合う

場面 

職業と労働に対する

関心を高め，それを

意欲的に追究し，そ

れに対する関心を高

め，さまざまな課題

について考えようと

している。 

職業の意義や労働条

件の重要性につい

て，課題に着目し，

意見交換を通して多

面的・多角的にとら

えている。  

職業の意義や労働条

件の重要性と課題に

ついて，現代社会の

特色をふまえながら

自分の考えを述べ

る。 

これからの

日本経済の

課題 

 

 

  

 

 

 

今後の日本経済が直面

する課題をとらえ，日

本経済が抱える課題を

どのように解決してい

けばよいのかについて

考える場面 

これからの日本経済

の課題に対する関心

を高め，それを意欲

的に追究し，課題の

解決に向けた取り組

みを考えようとす

る。 

これからの日本経済

の課題とそれにむけ

た国や地方自治体の

取り組みについて，

多面的・多角的にと

らえる。 

グローバル化が進む

国際社会において，

日本の貿易の状況を

とらえ，日本経済の

これからのあり方や

課題の解決方法を述

べる。 



国際社会が

抱える課題 

 

 

     

  

現在の国際社会が抱え

るさまざまな課題の解

決のために，どのよう

に協力していくことが

大切かを考える場面 

現在の国際社会が抱

えるさまざまな課題

に対して意欲的に追

究し，課題の解決に

向けた取り組みを考

えようとする。 

国際社会が抱えるさ

まざまな課題につい

て，対立と合意，効

率と公正などの視点

から他者と交流し，

多面的・多角的にと

らえている。 

国際的な協力関係の

必要性が強まってき

ていることを理解

し，身近な生活や世

界の中でできること

を述べている。 

国際社会を

支える 

しくみ 

 

 

      

世界平和の実現と人類

の福祉の増大のため

に，何が大切なのかを

考える場面 

国際社会の平和と秩

序を維持していくた

めに，何が大切なの

かを考えようとして

いる。  

グローバル化する国

際社会のなかで，わ

れわれが果たすべき

役割について，多面

的・多角的にとらえ

ようとする。 

国際社会において，

主権の尊重やそれに

基づいた国際協力が

大切であることをと

らえ，自分の考えを

述べる。 

持続可能な

社会の実現

へ向けて 

 

 

持続可能な社会を形成

するという観点から，

わたしたちがよりよい

社会を築いていくため

に解決すべき課題を探

求し，考えを見いだす

場面 

よりよい社会を築い

ていくためにできる

国際支援の方法や課

題について，考えを

深めようとしてい

る。 

持続可能な社会を形

成するために解決す

べき課題について，

多面的・多角的にと

らえようとする。 

持続可能な社会を形

成していくためには

何が必要なのかにつ

いて，自分の考えを

述べる。 

 



 資質・能力を位置付けた単元配列表 算数・数学科 （小：Ａ数と計算領域，中：Ａ数と式領域） 

時期 単元 
「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

十
ま
で
の
数 

0から10までの数系
列づくりからきま
りを見付ける場面 

・絵や具体物などを用いて，いろ
いろなものの個数の数え方の見
当を付ける。 

・見当を付けたものの個数の数え
方を振り返る。 

いろいろな物の個数の数え方を仲
間に説明したり，仲間の考えを受
け止めたりしようとする。 

0から 10までの数系列のきまりを
見いだす。 

数
の
分
解 

10 までの数をいく
つといくつに分け
たときのきまりを
見付ける場面 

・既習やこれまでの経験を基に，
10 までの数がいくつといくつ
に分けられるかについて見当を
付ける。 

・見当を付けた分け方を振り返る。 

10 までの数をいくつといくつに
分けたときのきまりを仲間に説明
したり，仲間の考えを受け止めた
りしようとする。 

10までの数の構成を見いだす。 

順
序
数 

ものの位置を正し
く表す方法を検討
する場面 

・既習やこれまでの経験を基に，
ものの位置を正しく表す方法の
見当を付ける。 

・見当を付けた物の位置を正しく
表す方法を振り返る。 

ものの位置を正しく表す方法を仲
間に説明したり，仲間の考えを受
け止めたりしようとする。 

順序数と集合数のちがいを見いだ
す。 

た
し
算
（
１
） 

２つの数をたすと
きの具体物の動か
し方やたし算の式
の表し方を検討す
る場面 

・具体物の操作や絵図を用いて，
増加の場面や合併の場面の具体
物の動かし方の見当を付ける。 

・見当を付けた具体物の動かし方
を振り返る。 

場面に合わせた具体物の動かし方
を仲間に説明したり，仲間の考え
を受け止めたりしようとする。 

加法における増加の場面と合併の
場面のちがいを見いだす。 

ひ
き
算
（
１
） 

求差の場面の具体
物の動かし方につ
いて検討する場面 

・具体物の操作や絵図を用いて，
求差の場面の具体物の動かし方
の見当を付ける。 

・見当を付けた具体物の動かし方
を振り返る。 

求差の場面の具体物の動かし方を
仲間に説明したり，仲間の考えを
受け止めたりしようとする。 

減法における求残の場面と求差の
場面のちがいを見いだす。 

十
よ
り
大
き
い
の
数 

数の大きさが分か
る表し方について，
図を用いて検討す
る場面 

・具体物の操作を基に，10より大
きい数の大きさが分かる表し方
の見当を付ける。 

・見当を付けた１０より大きい数
の大きさが分かる表し方を振り
返る。 

数の大きさが分かる表し方を仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

10 のまとまりの個数と端数の個
数で２0 までの数が表せることを
見いだす。 

三
口
の
計
算 

三口のたし算やひ
き算の計算の仕方
について考える場
面 

・具体物の操作を基に，解決の仕
方の見当を付ける。 

・見当を付けた解決の仕方を振り
返る。 

具体物の操作をしながら三口の計
算の仕方を仲間に説明したり，仲
間の考えを受け止めたりしようと
する。 

計算の意味やその方法を見いだ
す。 

た
し
算
（
２
） 

どんな式のときに
加数分解や被加数
分解，両数分解が計
算しやすいか検討
する場面 

・具体物の操作を基に，計算しや
すい方法の見当を付ける。 

・見当を付けた計算しやすい方法
を振り返る。 

具体物の操作をしながら，計算し
やすい理由を仲間に説明したり，
仲間の考えを受け止めたりしよう
とする。 

繰り上がりのあるたし算は 10 の
まとまりをつくり，10とあといく
つで求められることを見いだす。 

ひ
き
算（
２
） 

どんな式のときに
減加法や減々法が
計算しやすいか検
討する場面 

・具体物の操作を基に，計算しや
すい方法の見当を付ける。 

・見当を付けた計算しやすい方法
を振り返る。 

具体物の操作をしながら，計算し
やすい理由を仲間に説明したり，
仲間の考えを受け止めたりしよう
とする。 

繰り下がりのあるひき算は減加法
と減々法によって求められること
を見いだす。 

た
す
の
か
な
ひ
く
の
か
な 

一列に並び，前と後
ろの人数が分かっ
ているときの全体
の人数の求め方を
検討する場面 

・具体物の操作を基に，全体の人
数の求め方の見当を付ける。 

・見当を付けた全体の人数の求め
方を振り返る。 

具体物の操作をしながら，全体の
人数の求め方を仲間に説明した
り，仲間の考えを受け止めたりし
ようとする。 

順序数で表されているときの全体
の人数の求め方を見いだす。 

二
十
よ
り
大
き
い
数 

大きな数の数え方
について検討する
場面 

・具体物の操作を基に，数をどの
ように表すか見当を付ける。 

・見当を付けた数の表し方を振り
返る。 

具体物を用いた大きな数の表し方
を仲間に説明したり，仲間の考え
を受け止めたりしようとする。 

100 までの数の構成と系列，十進
位取り記数法の仕組みを見いだ
す。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

二
位
数
の
計
算 

(2位数)+(2位数)の
計算の仕方につい
て検討する場面 

・図を用いて，(2 位数)同士のた
し算やひき算の仕方の見当を付
ける。 

・見当を付けた(２位数)同士のた
し算やひき算の仕方を振り返
る。 

図を用いて(2 位数)同士のたし算
やひき算の仕方を仲間に説明した
り，仲間の考えを受け止めたりし
ようとする。 

2 位数同士のたし算やひき算は，
位ごとに計算すればよいことを見
いだす。 

千
ま
で
の
数 

大きな数の数え方
について検討する
場面 

・図を用いて，3 位数の表し方の
きまりの見当を付ける。 

・見当を付けた具体物を用いた３
位数の表し方を振り返る。 

図を用いて 3位数の表し方を仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

3 位数の数の構成と数系列，十進
位取り記数法の仕組みを見いだ
す。 



た
し
算
の
筆
算 

たし算の筆算の手
順や繰り上がりの
意味について検討
する場面 

・図を用いて，どんなたし算の筆
算でも同じ仕組みやきまりであ
ることについて見当を付ける。 

・見当を付けたたし算の筆算の手
順や繰り上がりの意味を振り返
る。 

図を用いてらたし算の筆算の手順
や繰り上がりの意味について仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

たし算の筆算は位ごとに１桁のた
し算を基に計算することを見いだ
す。 

ひ
き
算
の
筆
算 

ひき算の筆算の手
順や繰り下がりの
意味について検討
する場面 

・図を用いて，ひき算の筆算にも
仕組みやきまりがあることにつ
いて見当を付ける。 

・見当を付けたひき算の筆算の手
順や繰り下がりの意味を振り返
る。 

図を用いてひき算の筆算の手順や
繰り下がりの意味について仲間に
説明したり，仲間の考えを受け止
めたりしようとする。 

ひき算の筆算は位ごとに計算を繰
り返せばよいことを見いだす。 

か
け
算
（
１
） 

身近なものの数の
数え方について検
討する場面 

・図を用いて，かけ算を使って，
身近なものの数の表し方の見当
を付ける。 

・見当を付けた身近な物の数の数
え方を振り返る。 

図を用いて身近な物の数の数え方
を仲間に説明したり，仲間の考え
を受け止めたりしようとする。 

かけ算と同数累加の関係を見いだ
す。 

か
け
算
（
２
） 

２とびや５とびを
基に３と４の段の
意味を検討する場
面 

・具体物を用いて，全体量のかけ
算の式の表し方の見当を付け
る。 

・見当を付けた全体の量のかけ算
の式の表し方を振り返る。 

３と４の段の意味を仲間に説明し
たり，仲間の考えを受け止めたり
しようとする。 

「１つ分の大きさ」や「いくつ分」
に着目したかけ算の式の表し方を
見いだす。 

か
け
算
（
３
） 

かけ算が用いられ
る場面のかけ算の
式の表し方につい
て検討する場面 

・具体物を用いて，全体量のかけ
算の式の表し方の見当を付け
る。 

・見当を付けた全体量のかけ算の
式の表し方を振り返る。 

全体量がどのようなかけ算の式に
表すことができるかについて仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

「1つ分の大きさ」や「いくつ分」
に着目したかけ算の式の表し方を
見いだす。 

か
け
算
（
４
） 

九九表のきまりに
ついて仲間と検討
する場面 

・九九表を基にかけ算のきまりの
見当を付ける。 

・見当を付けた九九表のきまりを
振り返る。 

見つけた九九表のきまりを仲間に
説明したり，仲間の考えを受け止
めたりしようとする。 

被乗数，乗数，積の関係を 
見いだす。 

分
数 

等分に分けたもの
を分数でどのよう
に表したらよいか
について検討する
場面 

・図を用いて等分で分けた大きさ
がどのような分数で表されるか
見当を付ける。 

・見当を付けた分数の表し方を振
り返る。 

図を用いて，等分に分けたものを
分数でどのように表したらよいか
について仲間に説明したり，仲間
の考えを受け止めたりしようとす
る。 

分数の意味を見いだす。 

一
万
ま
で
の
数 

図や数直線で数を
どのように表した
らよいかについて
検討する場面 

・図や数直線を用いて，数の相対
的な大きさの見当を付ける。 

・見当を付けた図や数直線を用い
た数の表し方を振り返る。 

図や数直線でどのように数を表し
たらよいかについて仲間に説明し
たり，仲間の考えを受け止めたり
しようとする。 

3 位数や 4 位数も十進位取り記数
法で表されることを見いだす。 

た
し
算
・
ひ
き
算 

どのように演算を
決めて立式すれば
よいかについて検
討する場面 

・テープ図を用いて，数量の関係
をつかみ，どのような式になる
か見当を付ける。 

・見当を付けた立式の仕方を振り
返る。 

テープ図からどのような式になる
のかについて仲間に説明したり，
仲間の考えを受け止めたりしよう
とする。 

加法と減法は逆の関係になってい
ることを見いだす。 

第
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テ
ー
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か
け
算 

乗法に関して成り
立つ性質について
検討する場面 

・アレー図や具体物を用いて，乗
数や被乗数が 10 の乗法の計算
の仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた乗数や被乗数が 
１０の乗法の計算の仕方を振り
返る。 

九九表を基に乗法に関して成り立
つきまりについて仲間に説明した
り，仲間の考えを受け止めたりし
ようとする。 

乗法に関して成り立つ性質を見い
だす。 

計
算
の
仕
方
を
考
え
よ
う 

12×4 の計算の仕方
について話し合う
場面 

・図や式を基に，既習の乗法九九
を用いて計算の仕方の見当を付
ける。 

・見当を付けた１２×４の計算の
仕方を振り返る。 

12×4 の計算の仕方について仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

既習の乗法九九の活用の方法を見
いだす。 

わ
り
算 

具体的な場面を基
に除法の意味につ
いて検討する場面 

・乗法九九を基に，除法の計算の
仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた除法の計算の仕方
を振り返る。 

除法の意味と具体物の操作の手順
を仲間に説明したり，仲間の考え
を受け止めたりしようとする。 

除法の計算の仕方を見いだす。 

余
り
の
あ
る
わ
り
算 

わり切れない場合
のあまりの処理の
仕方について検討
する場面 

・図や式を用いて，わり切れない
場合のあまりの処理の仕方の見
当を付ける。 

・見当を付けたあまりの処理の仕
方を振り返る。 

図や式を用いてあまりが出る除法
の計算の仕方を仲間に説明した
り，仲間の考えを受け止めたりし
ようとする。 

あまりが出る場合も除法の立式が
できることを見いだす。 



た
し
算
・
ひ
き
算 

3 位数同士の加法や
減法の計算の仕方
について検討する
場面 

・2位数同士の筆算の仕方を基に，
3 位数同士の筆算の計算の仕方
の見当を付ける。 

・見当を付けた３位数同士の筆算
の計算の仕方を振り返る。 

3 位数同士の加法や減法の計算の
仕方について仲間に説明したり，
仲間の考えを受け止めたりしよう
とする。 

2 位数同士の加法や減法の計算と
関連付け，3 位数同士の加法や減
法の計算の仕方を見いだす。 

か
け
算
の
筆
算 

(2 位数)×(1 位数)
の筆算の仕方につ
いて検討する場面 

・具体物を用いて，被乗数を分け，
(2 位数)×(1 位数)の計算の仕
方の見当を付ける。 

・見当を付けた(２位数)×(１位
数)の計算の仕方を振り返る。 

具体物を用いて，(2位数)×(1位
数)の筆算の計算の仕方について
仲間に説明したり，仲間の考えを
受け止めたりしようとする。 

既習の計算方法と関連付けて，大
きな数のかけ算は部分積の和で積
を求めることができることを見い
だす。 

大
き
な
数 

大きい数の加法や
減法の計算の仕方
について検討する
場面 

・十進位取り記数法を基に，大き
な数の表し方や大小の比べ方の
見当を付ける。 

・見当を付けた大きい数の表し方
や大小の比べ方を振り返る。 

大きい数の計算の仕方について仲
間に説明したり，仲間の考えを受
け止めたりしようとする。 

1000より大きい数も，数の大小・
記数法など同じ数の構造になって
いることを見いだす。 

小
数 

小数第 2位までの加
法や減法の計算の
仕方について検討
する場面 

・図や式を用いて，小数の加法や
減法の計算の仕方の見当を付け
る。 

・見当を付けた小数の加法や減法
の計算の仕方を振り返る。 

小数の加法や減法の計算の仕方に
ついて，図や式を用いて仲間に説
明したり，仲間の考えを受け止め
たりしようとする。 

小数が整数と同じ数の構造である
ことを見いだす。 

二
桁
の
か
け
算 

(2 位数)×(2 位数)
の計算の仕方につ
いて検討する場面 

・図や式を用いて，既習の乗法や
計算のきまりを基に，(2 位数)
×(2 位数)の計算の仕方の見当
を付ける。 

・見当を付けた(２位数)×(２位
数)の計算の仕方を振り返る。 

(2 位数)×(2 位数)の計算の仕方
について，図や式を用いて仲間に
説明したり，仲間の考えを受け止
めたりしようとする。 

大きな数の乗法は位ごとの部分積
の和で積を求めることができるこ
とを見いだす。 

分
数 

簡単な分数の加法
や減法の計算の仕
方について検討す
る場面 

・図や式を用いて，単位分数を基
に同分母分数の加法や減法の計
算の仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた同分母分数の加法
や減法の計算の仕方を振り返
る。 

簡単な分数の加法や減法の計算の
仕方をについて，図や式を用いて
仲間に説明したり，仲間の考えを
受け止めたりしようとする。 

分数の表し方や仕組みを見いだ
す。 

そ
ろ
ば
ん 

    

第
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大
き
な
数 

位が千万以上の数
の表し方を考える
場面 

・十進法を基にして，位が千万以
上の数の表し方の見当を付け
る。 

・見当を付けた位が千万以上の数
の表し方を振り返る。 

数構造の一般化を絵図や位取り表
を使って説明したり，仲間の考え
を受け止めたりしようとする。 

位が千万以上の数とこれまでの数
の構造の共通点を関連付け，一般
化することができる。 

わ
り
算 

除法の式を順序よ
く並べ，除法の性質
を見付ける場面 

・図や式を用いて，除法の式を順
序よく並べることで，除法の性
質の見当を付ける。 

・見当を付けた除法の性質を振り
返る。 

図や式を用いて，除法の性質を相
手に効果的に説明したり，仲間の
考えを受け止めたりしようとす
る。 

除数・被除数・商を限定した場合
の除法の性質を見いだす。 

一
桁
で
わ
る
わ
り
算 

1 桁でわる除法の商
の求め方を考える
場面 

・乗法九九を基に，1 桁でわる除
法の商の求め方の見当を付け
る。 

・見当を付けた１桁でわる除法の
商の求め方を振り返る。 

図や式を用いて，どのように商を
求めるのかを仲間に効果的に説明
したり，仲間の考えを受け止めた
りしようとする。 

桁数が大きなわり算もこれまでの
わり算と同じ手順で計算できるこ
とを見いだす。 

小
数 

小数と整数の共通
点を探し出す場面 

・かさの単位を基に，小数点以下
の数の表し方の見当を付ける。 

・見当を付けた小数点以下の数の
表し方を振り返る。 

図や数直線を用いて，小数の大き
さを説明したり，仲間の考えを受
け止めたりしようとする。 

小数は，十進法になっていること
を見いだす。 

二
桁
で
わ
る
わ
り
算 

仮の商の立て方を
検討する場面 

・概数の見方や考え方を用いて，
２けたでわる除法の商について
見当を付ける。 

・見当を付けた 2けたでわる除法
の商について振り返る。 

図・表や式を用いて，どのように
商を求めるのかを仲間に効果的に
説明したり，仲間の考えを受け止
めたりしようとする。 

概数にすると，乗法九九を基に適
切な商を立てることができること
を見いだす。 

概
数 

四捨五入の意味を
説明する場面 

・日常の数の感覚を基にして，数
をおよその数として表すことに
ついて見当を付ける。 

・見当を付けたス数のおよその大
きさを振り返る 

数直線を用いて，およその数を仲
間に説明したり，仲間の考えを受
け止めたりしようとする。 

数をおよその数にするときには，
切り捨て，切り上げ，四捨五入が
あることを見いだす。 

そ
ろ
ば
ん 

    

式
と
計
算 

四則計算が混合し
た式の計算のしか
たを考える場面 

・実際の場面を基に，四則計算が
混合した式の表し方の見当を付
ける。 

・見当を付けた四則計算の表し方
を振り返る。 

式や図を用いながら自分の考えを
もったり，話し合いの場面では仲
間の似た考えにつけたしながら，
四則計算のきまりを説明したりす
る。 

典型的なもの(左から順に計算)と
非典型的なもの(括弧がある，加減
と乗除が混合している)の共通点
や相違点を明らかにし，四則計算
の関係を見いだす。 



小
数
の
か
け
算
と
わ
り
算 

乗法・除法の計算の
仕方を考える場面 

・整数の乗法・除法を基に，小数
の乗法・除法の計算の仕方の見
当を付ける。 

・見当を付けた小数の乗法・除法
の計算の仕方を振り返る。 

式や図を使いながら自分の考えを
もち，話し合いの場面では仲間の
似た考えに付けたしながら，小数
の乗法・除法のきまりを説明する。 

整数と小数の計算を比較し，共通
点や相違点を明らかないすること
から，整数・小数はどれも位毎に
計算していることを見いだす。 

分
数 

同値分数を見付け
出す場面 

・式や図を用いて，単位分数の大
きさを基に，分数の表し方の見
当を付ける。 

・見当を付けた分数の表し方を振
り返る。 

式や図を用いて，分数の大きさを
仲間に説明したり，仲間の考えを
受け止めたりしようとする。 

分数には分子や分母が異なってい
ても同値を表す数があることを見
いだす。 

第
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小
数
と
整
数 

小数の表し方や仕
組みについて検討
する場面 

・十進位取り記数法を基に，10倍，
100倍，1/10，1/100の数の作り
方の見当を付ける。 

・見当を付けた小数の表し方や仕
組みについて振り返る。 

小数の大小の比べ方について仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

十進位取り記数法による小数の仕
組みを見いだす。 

小
数
の
か
け
算 

小数点の付け方の
意味を仲間と検討
する場面 

・整数の乗法を基に，小数の乗法
の計算の仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた小数の乗法の計算
の仕方を振り返る。 

小数の乗法の計算の仕方を図や式
を用いて仲間に説明したり，仲間
の考えを受け止めたりしようとす
る。 

小数の乗法の意味や計算の仕方を
見いだす。  

小
数
の
わ
り
算 

小数点の付け方の
意味を仲間と検討
する場面 

・小数÷整数の除法を基に，小数
÷小数の計算の仕方の見当を付
ける。 

・見当を付けた小数÷小数の計算
の仕方を振り返る。 

小数÷小数の計算の仕方を図や式
を用いて仲間に説明したり，仲間
の考えを受け止めたりしようとす
る。 

小数の除法の意味や計算の仕方を
見いだす。 

高
さ
比
べ 

2 つの長さの比較の
仕方を検討する場
面 

・整数倍を基に小数倍の表し方の
見当を付ける。 

・見当を付けた小数倍の表し方を
振り返る。 

一方の何倍が他方になるのかにつ
いて図や式を用いて仲間に説明し
たり，仲間の考えを受け止めたり
しようとする。 

小数倍になっても整数倍と変わら
ないことを見いだす。 

倍
数
と
約
数 

最小公倍数や最大
公約数の見つけ方
について検討する
場面 

・倍数や約数の意味から，倍数や
約数の見付け方の見当を付け
る。 

・見当を付けた倍数や約数の見付
け方を振り返る。 

最小公倍数や最大公約数の見つけ
方について仲間に説明したり，仲
間の考えを受け止めたりしようと
する。 

倍数や約数の規則性を見いだす。 

分
数 

異分母分数の大小
比較の仕方につい
て検討する場面 

・数直線図や面積図を用いて，大
きさの等しい分数の見当を付け
る。 

・見当を付けた異分母分数の大小
比較の仕方を振り返る。 

数直線図や面積図を用いて異分母
分数の大小比較の仕方について仲
間に説明したり，仲間の考えを受
け止めたりしようとする。 

場面に応じた整数・小数・分数の
使い方を見いだす。 

分
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算 

異分母分数の加法
や除法の計算の仕
方について検討す
る場面 

・同分母分数の加法や減法の計算
の仕方を基に，異分母分数の加
法や減法の計算の仕方の見当を
付ける。 

・見当を付けた異分母分数の加法
や減法の仕方を振り返る。 

数直線や図を用いて，異分母分数
の加法や減法の計算の仕方を仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

異分母分数の加法や減法の計算の
仕方を見いだす。 

分
数
の
か
け
算
と
わ
り
算 

分数の乗法や除法
の計算の仕方につ
いて検討する場面 

・既習の分数の性質や計算を基に，
分数×整数の計算の仕方の見当
を付ける。 

・見当を付けた分数の乗法や除法
の計算の仕方を振り返る。 

分数÷整数の計算の仕方について
図を用いて仲間に説明したり，仲
間の考えを受け止めたりしようと
する。 

単位分数や累加の考えと関連付
け，分数の乗法や除法の意味や計
算の仕方を見いだす。 

第
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分
数
の
か
け
算 

分数×分数の立式
の仕方を検討する
場面 

・数直線図を用いて，分数の乗法
の式について見当を付ける。 

・見当を付けた分数の乗法の式に
ついて振り返る。 

分数の乗法の立式の根拠につい
て，言葉の式や図を用いて，相手
に説明したり，相手の考えを受け
止めたりしようとする。 

整数や小数の時の考え方と結び付
けて，分数の乗法の意味や計算の
仕方を見いだす。 

分
数
の
わ
り
算 

数直線図上に 1がな
いときに，どのよう
に求めたらよいか
について検討する
場面 

・数直線図を用いて，分数のわり
算の式について見当を付ける。 

・見当を付けた分数の除法の式に
ついて振り返る。 

数直線図を用いて，どのようにし
て立式し，求めたのかを相手に説
明したり，相手の考えを受けため
たりしようとする。 

数直線図と結び付け，分数のわり
算は，割合の考え方を用いて立式
することができること見いだす。 

倍
と
割
合 

ある 2量で一方はも
う一方の量の何倍
になっているかに
ついて検討する場
面 

・数直線図を用いて，2 量の関係
からどのような式になるかにつ
いて見当を付ける。 

・見当を付けた 2量の関係からの
立式について振り返る。 

数直線図を用いて，比べられる量
やもとにする量の求め方を相手に
説明したり，相手の考えを受け止
めたりしようとする。 

倍を使って，割合を正しく表すこ
ともあることや 2量のどちらをも
とにする量にするかで割合も変わ
ることを見いだす。 



小
数
と
分
数
の
計
算 

分数と小数のどち
らにそろえて計算
するとよいかにつ
いて検討する場面 

・整数・小数・分数の四則計算の
仕方を基に，混合算の計算の仕
方の見当を付ける。 

・見当を付けた混合算の計算の仕
方を振り返る。 

整数・小数・分数の混合算の計算
の仕方を相手に説明したり，相手
の考えを受け止めたりしようとす
る。 

分数と小数の表し方や計算の仕方
のちがいやよさを見いだす。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

正
の
数
・
負
の
数 

数直線や線図など
を用いて加法の意
味を説明する場面 

２次元表で正の数・負の数におけ 
る二数の和を予想し，そうなるわ 
けを説明するのに用い，図や方法 
の見当を付ける。見当を付けた説 
明するのに用いた図や方法のよさ 
を振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えとを区別しながら，
各自の選択したモデルについて数
直線や線図の考えを用いて考えを
筋道立てて説明し合う。 

数直線やテープ図などでとらえて
いた既習の量のみの数の計算の仕
方を基に，方向と量の視点から数
の計算の仕方と数直線や線図など
を関係付ける。 

各自が選択したモ
デルに基づいて乗
法の意味を説明す
る場面 

正の数・負の数における二数の積
を予想し，そうなるわけを説明す
るのに用い，図や法則の見当を付
ける。見当を付けた説明するのに
用いた図や法則のよさを振り返
る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，各
自の選択したモデルについて数直
線や線図を用いて考えを筋道立て
て説明し合う。 

数直線やテープ図などでとらえて
いた既習の量のみの数の計算の仕
方を基に，方向と量の視点から数
の計算の仕方と数直線や線図など
を関係付ける。 

正の数・負の数の四
則計算が混合した
式の計算の仕方を
考える場面 

実際の場面を基に，有符号数の四
則計算が混合した式の表し方を予
想し，説明するのに用い，図や法
則の見当を付ける。 
見当を付けた説明するのみ用いた
図や法則のよさを振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，四
則計算のきまりを，絵・図，式を
用いて表現を工夫し，説明し合う。 

典型的なもの(左から順に計算)と
非典型的なもの(括弧がある，四則
混合)の共通点や相違点を明らか
し，四則計算の関係に気付く。 

文
字
式 

きまりを帰納的に
見いだし図や文字
式で説明したりす
る場面 

数量の求め方を具体数の場合で数
式を予想し，そうなるわけを説明
するのに用いる図や文字式の見当
を付ける。見当を付けた説明する
のに用いた図や文字式のよさを振
り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，具
体数の場合と図を用いて考えを筋
道立てて説明し合う。 

数量の求め方を具体数の場合で表
現した数式を，任意一般性の視点
から文字式でとらえ直す。具体数
の場合で表現した数式と文字式と
を関係付ける。 
 

１
元
１
次
方
程
式 

１元１次方程式の
解き方を，両辺相殺
の原理(等式の性
質)で考え説明する
場面 

１元１次方程式の解を，移項を使
わずに求める方法を基に，両辺相
殺(等式の性質)で説明する方法の
見当を付ける。見当を付けた両辺
相殺(等式の性質)で説明する方法
のよさを振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，ど
ういう等式の形をサブゴールとし
て目指すか，どの等式の性質を用
いるかという視点を用いて方程式
の解を演繹的に導く過程を，筋道
を立てて説明し合う。 

バランスのとれた天秤モデルを基
に，両辺を対等に扱い同時に操作
する方法を考えることで，既習の
計算基本法則を左辺から右辺を導
出する方法としてとらえ直す。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

式
の
計
算 

多項式と単項式の
積を考え，図や法則
を使って説明する
場面 

数量の求め方を具体数の場合で数
式を予想し，見当を付けた説明を
するのに用いた図や文字式のよさ
を振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，数
量や図形の性質などを，文字式を
用いた表現と計算を用いて筋道を
立てて説明し合う。 

元，次，項という視点をもつこと
で，式のしくみをとらえ直し，式
を系統的にみる。 
帰納的に命題や結論を見いだし，
文字式を用いた表現と計算，式の
構造の読み取りを行って説明する
ことを通して，文字式の役割をと
らえ直し，命題の価値を見いだす。 

連
立
方
程
式 

連立方程式の解法
選択の視点や筋道
を追求する過程で，
解法の特徴を検討
する場面 

加減法，代入法，倒置法のどの解
法も使えて，解法の優位性がはっ
きりしないものに対して，見当を
付けた１元１次方程式に還元する
方法を基に説明するよさを振り返
る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，方
程式の形や係数に応じて，どの未
知数を消去するためにどの解法を
用いるか説明し合う。 

元，次，項の視点で既習の方程式
をとらえ直し，方程式を系統的に
みる。既習の等式の性質を，２つ
の異なる等式を操作する原理とと
らえ直し，複数の解法（加減法，
代入法，等置法）を１元１次方程
式に還元する方法に統合できるこ
とを見いだす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

式
の
計
算 

「仮説演繹法」を用
いて速算法の仕組
みを解明する場面 

数量の求め方を具体数の場合で数
式を予想し，見当を付けた説明を
するのに用いた図や文字式のよさ
を振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，数
量や図形の性質などを，文字式を
用いた表現と計算を用いて筋道を
立てて説明し合う。 

帰納的に命題や結論を見いだし，
文字式を用いて表現し目的に応じ
て展開や因数分解を行い式の構造
を読み取ることを通して，文字式
を利用して説明する意味をとらえ
直し，命題の価値を見いだす。 

平
方
根 

面積が３cm2 の正方
形の存在について
追求させる場面 
 

面積が３cm2 の正方形の存在を予
想する上で，見当を付けるのに用
いた平方とその逆演算とを対比
し，それぞれの計算や結果を正方
形の面積と１辺との関係を基に説
明するよさを振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，面
積が３cm2 の正方形の１辺の長さ
を，絵・図，式を用いて筋道を立
てて説明し合う。 

小数と分数との間の変換の可能性
を考えることを通して，既習の数
を有理数，平方根数を無理数とと
らえ直し，いずれも数直線上に表
される数として統合できることを
見いだす。 

平方根数の積を予
想し，そうなるわけ
を説明する場面 

平方根数の積の見当を付けるのみ
用いた図や法則のよさを振り返
る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，ド
ット図にかかれた正方形や長方形
の辺の長さと面積との関係を用い
て平方根の四則計算の仕方につい
て筋道を立てて説明し合う。 

平方根数を無理数ととらえ直し，
いずれも数直線上に表される数と
して統合できることを見いだす。 

１
元
２
次
方
程
式 

１元２次方程式を
解法選択の視点や
筋道を追求する過
程で，解法の特徴を
検討する場面 

複数の解法(因数分解，平方完成)
を１元２次方程式に還元する方法
を基に，見当を付けた説明をする
のに用いた統合できる方法のよさ
を振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを生かしながら，１
元２次方程式の解法を既習の因数
分解や平方根の定義を方程式の形
や係数に応じた解法選択の視点を
用いて筋道を立てて説明し合う。 

複数の解法（因数分解，平方完成）
を１元１次方程式に還元する方法
に統合できることを見いだす。ま
た，平方完成の解法を基に，２次
方程式の解の公式を導く。 



 



資質・能力を位置付けた単元配列表 算数・数学科 （小：Ｂ量と測定領域） 

時期 単元 
「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

  

時
計 

短針と長針の位置

から時計を読み取
る場面 

・これまでの経験を基に，時計の

読み取り方の見当を付ける。 
・見当を付けた時計の読み取り方
を振り返る。 

時計の読み取り方を相手に説明し

たり，仲間の考えを受け止めたり
しようとする。 

時計の仕組みを見いだす。 

大
き
さ
比
べ 

広さを比べるために
どのような任意単位
を用いて並べるとよ

いかについて検討し
ていく場面 

・これまでの経験を基に，どのよ
うな比べ方をすると測定できる
のか見当を付ける。 

・見当を付けた比べ方を振り返る。 

任意単位を選び，どのようにして調
べるかを相手に説明したり，仲間の
考えを受け止めたりしようとする。 

測定する量に合わせた任意単位を
用いることで，量を正しく比べら
れることを見いだす。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

         

時
刻
と
時
間 

時や分が混じった
時刻や時間を求め
る場面 

・帯時計や模型時計を用いて，時
刻や時間の求め方の見当を付け
る。 

・見当を付けた時刻や時間の求め
方を振り返る。 

帯時計や模型時計を用いて時刻や
時間の求め方を仲間に説明した
り，仲間の考えを受け止めたりし

ようとする。 

長針・短針の回り方と目盛りの関
係をとらえ，時間や時刻の求め方
を見いだす。 

長
さ 

二つの長さのたし

算の仕方について
検討する場面 

・長さの単位を基に二つの長さの

たし算の仕方の見当を付ける。 
・見当を付けた長さのたし算の仕
方を振り返る。 

単位をそろえ，二つの長さのたし

算の仕方について仲間に説明した
り，仲間の考えを受け止めたりし
ようとする。 

ｃｍとｍｍの単位の関係を見いだ

す。 

水
の
か
さ 

二つのかさのたし
算の仕方について

検討する場面 

・かさの単位を基に二つのかさの
たし算の仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた傘のたし算の仕方
を振り返る。 

単位をそろえ，二つのかさのたし
算の仕方について仲間に説明した

り，仲間の考えを受け止めたりし
ようとする。 

ｍL，ｄL，L の単位の関係を見い
だす。 

長
さ
（
２
） 

具体的な長さを測

定したり比較した
りするときの表し
方について検討す

る場面 

・具体的な長さに合わせてどの単

位を用いれば適切に表すことが
できるのか見当を付ける。 

・見当を付けた適切な単位を用い

た表し方を振り返る。 

長さの適切な単位を用いた表し方

ついて仲間に説明したり，仲間の
考えを受け止めたりしようとす
る。 

ｍとｃｍの単位の関係を見いだ

す。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

  

時
刻
と
時
間 

繰り上がりや繰り

下がりのある時間
の計算の仕方につ
いて検討する場面 

・時と分の関係を基に，繰り上が

りや繰り下がりのある時間の計
算の仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた繰り上がりや繰り

下がりのある時間の計算の仕方
を振り返る。 

具体物や図，式を用いて繰り上が

りや繰り下がりのある時間の計算
の仕方について仲間に説明した
り，仲間の考えを受け止めたりし

ようとする。 

時間や時刻は 12・24・60進法にな

っていることを見いだす。 

長
さ 

測定するものに合

わせた測定の方法
について検討する
場面 

・どの計器を用いれば測定するこ

とができるのか見当を付ける。 
・見当を付けた測定の方法を振り
返る。 

測定するものに合わせて計器を選

び，どのように測定するかについ
て仲間に説明したり，仲間の考え
を受け止めたりしようとする。 

適切な単位を選択することで効率

的に測定できたり，分かりやすく
表したりすることを見いだす。 

重
さ 

ものの重さを比べ
る方法について検

討する場面 

・これまでの量の比べ方を基に，物
の重さを比べる方法の見当を付け

る。 
・見当を付けたものの重さを比べる
方法を振り返る。 

てんびんやはかりなどを用いて，
ものの重さを比べる方法について

仲間に説明したり，仲間の考えを
受け止めたりしようとする。 

ものの重さの測定の方法やｇとｋ
ｇの単位の関係を見いだす。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

 

角 

角の大きさの測り
方ついて検討する
場面 

・180 度を越える角の大きさの測
り方の見当を付ける。 

・見当を付けた 180 度を超える角

の大きさの測り方を振り返る。 

分度器を用いた 180 度を超える角
の大きさの測り方を仲間に説明し
たり，仲間の考えを受け止めたり

しようとする。 

角の大きさは辺の長さによらない
ことを見いだす。 

面
積 

広さの比べ方につ

いて検討する場面 

・これまでの量の比べ方を基に，

広さを比べる方法の見当を付け
る。 

・見当を付けた広さを比べる方法

を振り返る。 

図や数，式を用いて，正方形や長

方形の面積の求め方を仲間に説明
したり，仲間の考えを受け止めた
りしようとする。 

面積は，等積変形，倍積変形など

を使って求積できることを見いだ
す。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

     
単
位
量
当
た
り
の
大
き
さ 

混み具合の比べ方
を検討する場面 

・数直線や図，式を用いて，どち
らかの条件をそろえて，混み具

合を比べる方法の見当を付け
る。 

・見当を付けた混み具合を比べる

方法を振り返る。 

数直線や図，式を用いて，混み具
合の比べ方を仲間に説明したり，

仲間の考えを受け止めたりしよう
とする。 

単位量当たりの意味や表し方を見
いだす。 

体
積 

体積の比べ方につ
いて検討する場面 

・これまでの量の比べ方を基に，
体積を比べる方法の見当を付け

る。 
・見当を付けた体積を比べる方法
を振り返る。 

具体物を用いて，直方体や立方体
の体積の求め方を仲間に説明した

り，仲間の考えを受け止めたりし
ようとする。 

体積の大きさを表す単位や直方体
や立方体の求積公式を見いだす。 

図
形
の
面
積 

三角形の面積の求
め方について検討
する場面 

・図や式を用いて，倍積変形や等
積変形を用いた三角形の面積の
求め方の見当を付ける。 

・見当を付けた三角形の面積の求
め方を振り返る。 

図や式を用いて，三角形の面積の
求め方を仲間に説明したり，仲間
の考えを受け止めたりしようとす

る。 

求積方法の共通点から面積の公式
を明らかにし，様々な求積公式を
見いだす。 



第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

曲
線
の
あ
る
形
の
面
積 

円の面積の求め方

について仲間と検
討する場面 

・これまでの面積の求め方を基に，

円の面積の求め方の見当を付け
る。 

・見当を付けた円の面積の求め方

を振り返る。 

図や式を用いて，円の面積の求め

方を仲間に説明したり，仲間の考
えを受け止めたりしようとする。 

等積変形での求積方法から円の求

積方法を見いだす。 

速
さ 

速さの比べ方につ
いて仲間と検討す

る場面 

・単位量当たりの考えや道のりと時間が
比例関係にあることなどを基に，速さ

の比べ方の見当を付ける。 
・見当を付けた速さの比べ方を振り返
る。 

数直線や図，式を用いて速さの比
べ方を仲間に説明したり，仲間の

考えを受け止めたりしようとす
る。 

速さ，道のり，時間の求め方を見
いだす。 

立
体
の
体
積 

角柱の求め方につ
いて仲間と検討す
る場面 

・直方体や立方体の体積の面積の
求め方を基に，角柱の体積の求
め方の見当を付ける。 

・見当を付けた角柱の体積の求め
方を振り返る。 

式や言葉を用いて，角柱や円柱の
体積の求め方を仲間に説明した
り，仲間の考えを受け止めたりし

ようとする。 

角柱や円柱の体積は，底面積×高
さで求められることを見いだす。 

量
と
単
位 

身の回りで使われ
ている単位の仕組
みについて仲間と

検討する場面 

・長さを基に面積や体積の単位の
仕組みの見当を付ける。 

・見当を付けた単位のしくみにつ

いて振り返る。 

長さとの関係から面積や体積の単
位の仕組みについて仲間に説明し
たり，仲間の考えを受け止めたり

しようとする。 

メートル法の単位の仕組みを見い
だす。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 算数・数学科 （小：Ｃ図形領域，中：Ｂ図形領域） 

時期 単元 
「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

か
た
ち
（
１
） 

立体図形の分類の
仕方を考える場面 

・さいころ型や円柱型の箱のか
たちの特徴から分類の仕方
の見当を付ける。 

・見当を付けた箱の分類の仕方
を振り返る。 

積み木などの操作を基に自分
の考えをもち，話合いの場面で
は具体物を用いながら説明し

たり，仲間の考えを受け止めた
りしようとする。 

立体図形を転がしたり積んだ
りしながら，形の共通点を見い
だす。 

か
た
ち
（
２
） 

色板を用いて形を

構成する場面 

・形の特徴から色板を用いた構

成の見当を付ける。 
・見当を付けた色板を用いた構
成を振り返る。 

色板の操作を基に自分の考え

をもち，話合いの場面では色板
を用いて説明したり，仲間の考
えを受け止めたりしようとす

る。 

色板を操作しながら，いろいろ

な形の構成の共通点を見いだ
す。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

三
角
形
四
角
形 

三角形と四角形の
分類の仕方を考え

る場面 

・辺や頂点の数量を基に，三角
形や四角形の分類の仕方の

見当を付ける。 
・見当を付けた三角形や四角形
の分類の仕方を振り返る。 

具体物や図を用い，辺や頂点の
数量から自分の考えを説明し

たり，仲間の考えを受け止めた
りしようとする。 

辺や頂点の数量から，三角形の
仲間や四角形の仲間の共通点

を見いだす。 

箱
の
形 

複数の面を組み合
わせて箱の形をつ
くる場面 

・図形の構成要素や相等関係か
ら箱の形ができるか見当を
付ける。 

・見当を付けた箱の形を振り返
る。 

図形の構成要素を基に対象と
なる図形に対しての自分の考
えをもち，話合いの場面では具

体物や図を用いて説明したり，
仲間の考えを受け止めたりし
ようとする。 

箱の形には，図形の構成要素の
数（辺が１２本，頂点が８つ，
面が６つ）や相等関係（同じ面

が向かい合っている）といった
共通点があることを見いだす。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

円
と
球 

球の直径を測定す
る場面 

円の直径を基に，球の直径の測
定の仕方の見当を付ける。 
見当を付けた球の直径の測定

の仕方を振り返る。 

具体物や図を用いて，球の直径
の測定の仕方について自分の
考えを説明したり，仲間の考え

を受け止めたりしようとする。 

円や球には，共通の構成要素
(中心，半径，直径)があること
を見いだす。 

三
角
形 

三角形の分類の仕
方を考える場面 

・辺の長さ，角の大きさから三
角形の分類の仕方の見当を

付ける。 
・見当を付けた三角形の分類の
仕方を振り返る。 

具体物や図を用いて，図形の構
成要素を視点として自分の考

えを説明したり，仲間の考えを
受け止めたりしようとする。 

三角形の構成要素（辺の長さ，
直角）を視点として，三角形の

仲間の共通点を見いだし，ぞれ
ぞれの図形を関連付ける。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

四
角
形 

四角形の分類の仕
方を考える場面 

・辺や角の数量や位置関係を基
に，四角形の分類の仕方の見
当を付ける。 

・見当を付けた四角形の分類の
仕方を振り返る。 

具体物や図を用い，辺や角の相
等関係や位置関係から自分の
考えを説明したり，仲間の考え

を受け止めたりしようとする。 

辺や角の数量や位置関係から，
四角形の共通点を見いだし，四
角形同士を関連付ける。 

直
方
体
と
立
方
体 

直方体や立方体の

展開図が立体にな
るか判断する場面 

・展開図の構成要素や相等関係

からが立体になるか判断の
仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた立体になるか判

断の仕方を振り返る。 

具体物や図を用いて，立体図形

の構成要素の関係を説明した
り，仲間の考えを受け止めたり
しようとする。 

立体図形とその展開図には図

形の構成要素や相等関係が共
通していることを見いだし，関
連付ける。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

図
形
の
合
同 

図形が基の図形と

合同になっている
か判断する場面 

・対応する辺や角の数量や位置

関係を基に，合同かどうかに
ついての見当を付ける。 

・見当を付けた合同かどうかの

調べ方を振り返る。 

定義や性質を用い，対応する辺

や角の数量や位置関係から合
同かどうか自分の考えを説明
したり，仲間の考えを受け止め

たりしようとする。 

対応する辺や角の数量や位置

関係から，図形の共通点を見い
だし，図形同士を関係付ける。 

図
形
の
角 

四角形の内角の和
を考える場面 

・三角形の内角の和を基に，四
角形の内角の和の見当を付

ける。 
・見当を付けた四角形の内角の
和の求め方を振り返る。 

三角形の内角の和を基に，四角
形の内角の和の求め方につい

て自分の考えを説明したり，仲
間の考えを受け止めたりしよ
うとする。 

多角形の内角の和の共通点を
見いだし，図形の角の数と内角

の和を関係付ける。 

正
多
角
形
と
円 

正多角形の作図方
法を考える場面 

・中心点の位置，対角線の長さ
から正多角形の作図の仕方
の見当を付ける。 

・見当を付けた正多角形の作図
の仕方を振り返る。 

図や記号，図，図形の定義や性
質を用いて自分の考えを説明
したり，仲間の考えを受け止め

たりしようとする。 

正多角形は円の中に作図でき
ることから，中心点の位置，対
角線の長さを視点として円と

正多角形の共通点を見いだし，
円と正多角形を関係付ける。 



立
体
図
形 

立体図形の分類の
仕方を考える場面 

・底面の形，側面の形，柱体，
錐体から立体図形の分類の
仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた立体図形の分類
の仕方を振り返る。 

図，図形の定義や性質を用いて
自分の考えを説明したり，仲間
の考えを受け止めたりしよう

とする。 

底面の形，側面の形，柱体，錐
体であることなどを視点とし
て立体図形の共通点を見いだ

し，それぞれの立体図形を関係
付ける。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

対
称 

点対称や線対称の

図形の性質を見付
ける場面 

・対称の軸の数，対称の中心か

ら平面図形の分類の仕方の
見当を付ける。 

・見当を付けた平面図形の分類

の仕方を振り返る。 

図形の性質・対応関係につい

て，図や記号，図，図形の定義
や性質を用いて自分の考えを
説明したり，仲間の考えを受け

止めたりしようとする。 

線対称な図形と点対称な図形

の性質を視点として線対称な
図形と点対称な図形の共通点
を見いだし，平面図形を分類し

関係付ける。 

拡
大
図
と
縮
図 

図形が基の図形の
拡大図や縮図にな

っているか判断す
る場面 

・辺の長さの比，頂点の位置関
係から，拡大図と縮図の判断

の仕方の見当を付ける。 
・見当を付けた拡大図と縮図の
判断の仕方を振り返る。 

図形の性質・対応関係につい
て，図や記号，図，図形の定義

や性質を用いて自分の考えを
説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

拡大図と縮図の作図の際に，頂
点の位置や辺の長さを決定す

るために，割合の考えを用いて
いる共通を見いだし，拡大図と
縮図と比の学習内容を関係付

ける。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

平
面
図
形 

垂線と垂直二等分
線の作図方法を考

え説明する場面 

垂線と垂直二等分線を作図す
るために，たこ形やひし形の性

質の用い方について見当を付
ける。見当を付けたたこ形やひ
し形の性質を用いるよさを振

り返る。 

垂線と垂直二等分線の作図方
法を，たこ形やひし形の性質を

用い，筋道立てて互いに示すと
ともに，相手の考えを受け止め
ようとする。 

たこ形やひし形の性質を視点
に，作図を検討し，作図の手順

を定式化する。垂直二等分線の
性質に等距離性があることと
作図の手順を関係付ける。 

空
間
図
形 

円錐の表面積の求

め方を考え説明す
る場面 

円錐の側面である扇形の面積

を求めるために，弧と底面の円
周との関係や，弧と中心角との
関係の用い方について見当を

付ける。見当を付けた弧と中心
角との関係の用い方を振り返
る。 

円錐の側面の求積方法を，弧と

底面の円周との関係や，弧と中
心角との関係を用い，筋道立て
て互いに示すとともに，相手の

考えを受け止めようとする。 

弧と底面の円周との関係や，弧

と中心角との関係を視点に，求
積方法を検討し，定式化する。
扇形の中心角を求めずに，求積

する方法と弧と底面の円周と
の関係や弧と中心角との関係
を関係付ける。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

図
形
の
調
べ
方 

三角形の内角定理
の説明の仕方を考
え説明する場面 

三角形の内角の和は 180°にな
ることの実測や実験によらな
い説明方法を考え，平行線補助

線を用いて見当を付ける。見当
を付けた平行線補助線を用い
るよさを振り返る。 

三角形の内角定理の証明を，平
行線の性質を用い，筋道立てて
互いに示すとともに，相手の考

えを受け止めようとする。 

補助線と根拠を視点に，性質の
説明を検討し，性質を平行線系
に位置付ける。移動による説明

の曖昧さや循環論の非合理性
と補助線と根拠の視点を関係
付ける。 

図
形
と
合
同 

二等辺三角形の底
角定理の証明を考

え説明する場面 
 

二等辺三角形の性質とその証
明方法を考え，補助線を用いた

三角形の合同の示し方につい
て見当を付ける。見当を付けた
補助線を用いた三角形の合同

の示し方のよさを振り返る。 

二等辺三角形の底角定理の証
明を，三角形の合同条件等を用

い，筋道立てて互いに示すとと
もに，相手の考えを受け止めよ
うとする。 

仮定と補助線，根拠を視点に，
性質の証明を検討し，性質を合

同系に位置付ける。用いる補助
線は条件の最小限性が重要で
あることと性質の証明を関係

付ける。 

平行四辺形の性質
の証明を考え説明

する場面 

平行四辺形の性質とその証明
方法を考え，補助線を用いた三

角形の合同の示し方について
見当を付ける。見当を付けた補
助線を用いた三角形の合同の

示し方のよさを振り返る。 

平行四辺形の性質の証明を，平
行線の性質と三角形の合同条

件等を用い，筋道立てて示すと
ともに，相手の考えを受け止め
ようとする。 

仮定と補助線，根拠を視点に，
性質の証明を検討し，性質を平

行線系と合同系を関係付ける。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

相
似
な
図
形 

相似の位置の作図

と性質の証明を考
え説明する場面 

相似の中心を変更して，相似図

形の作図の仕方の特徴を見当
付けながら作図に取り組む。作
図結果の妥当性の判断では，三

角形の相似条件を用いること
について見当を付ける。相似の
位置の性質を予想し，証明方法

を考えるよさを振り返る。 

中心拡大による相似図形の作

図の仕方を類比的に示す。作図
結果の妥当性や相似の位置の
性質を，三角形の相似条件等を

用い，筋道立てて示すととも
に，相手の考えを受け止めよう
とする。 

相似の中心から頂点までの倍

率を視点に，作図方法を検討
し，三角形の相似条件を視点に
作図結果を検討し，相似の位置

を相似の定義と同等に位置付
ける。相似の位置と作図結果か
ら得た平行性とを関係付ける。 

円 

円周角の性質の証
明を考え説明する

場面 

円周角と中心角の関係とその
証明方法を，場合を尽くして考

え，補助線を選択して証明方法
の見当を付ける。補助線を用い
た証明のよさを振り返る。 

円周角と中心角の関係を，二等
辺三角形の性質等を用い，筋道

立てて示すとともに，相手の考
えを受け止めようとする。 

仮定と補助線，根拠を視点に，
性質の証明を検討し，性質と合

同系を関係付ける。円周角の性
質に不変性があることを見い
だす。 

三
平
方
の
定
理 

直角三角形の性質
の証明を考え説明
する場面 

直角三角形の斜辺を１辺とす
る正方形の求積を基に，直角三
角形の性質とその証明方法の

見当を付ける。正方形の求積を
直角三角形の性質とその証明
方法の見当を付けるよさを振

り返る。 

直角三角形の性質を，三角形の
内角定理や平行線の性質，式の
計算原理等様々な性質を総動

員し，筋道立てて示すととも
に，相手の考えを受け止めよう
とする。 

仮定と補助線，根拠を視点に，
性質の証明を検討し，性質を平
行線系と合同系，相似系とを関

係付ける。証明方法に双対性が
あることや，直角三角形の性質
に再帰性があることを見いだ

す。 



 



資質・能力を位置付けた単元配列表 算数・数学科（小：Ｄ数量関係領域，中：Ｃ関数領域（関），Ｄ資料の活用領域（資）） 

時期 単元 
「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

か
ず
し
ら
べ 

身の回りにあるい
ろいろな数を整理
する方法を検討す
る場面 

・絵や図などを用いて，ものの個
数を数える方法の見当を付け
る。 

・見当を付けたものの個数を数え
る方法を振り返る。 

整理した資料を用いて，ものの数
や特徴を相手に説明したり，仲間
の考えを受け止めたりしようとす
る。 

資料を整理するよさを見いだす。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

ひ
ょ
う
と
グ
ラ
フ 

簡単な資料を落ち
なく分類整理する
方法を検討する場
面 

・簡単な表やグラフに分かりやす
くまとめる方法の見当を付け
る。 

・見当を付けた簡単な表やグラフ
に分かりやすくまとめる方法を
振り返る。 

簡単な資料を分類整理した表やグ
ラフから数値や傾向を仲間に説明
したり，仲間の考えを受け止めた
りしようとする。 

簡単な資料を分類整理し手表やグ
ラフに表すと，その資料が比べや
すくなることを見いだす。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

表
と
グ
ラ
フ 

資料整理の観点を
決め，それに応じ
た分類整理の方法
について検討する
場面 

・資料を分かりやすく整理する方
法の見当を付ける。 

・見当を付けた資料を整理する方
法を振り返る。 

棒グラフから集団のもつ全体的な
傾向を仲間に説明したり，仲間の
考えを受け止めたりしようとす
る。 

棒グラフに表わすと，最大値や最
小値，量の比較がしやすくなるこ
とを見いだす。 

□
を
使
っ
た
式 

文脈通りの数量の
関係の表し方につ
いて検討する場面 

・図や□を用いて，数量の関係を
表す方法の見当を付ける。 

・見当を付けた図や□を用いた数
量の関係を表す方法を振り返
る。 

数量の関係を図や□を使った式に
表して仲間に説明したり，仲間の
考えを受け止めたりしようとす
る。 

数量の関係を□を使った式に表わ
すと，簡潔に図や式に表せるよさ
を見いだす。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

折
れ
線
グ
ラ
フ 

数量の変化を分か
りやすく表す方法
について検討する
場面 

・数量の変化の様子を読み取るた
めには，折れ線グラフのどこに
着目したらよいか見当を付け
る。 

・見当を付けた折れ線グラフの着
目するところを振り返る。 

折れ線グラフから数量の変化の様
子を説明したり，仲間の考えを受
け止めたりする。 

同じ数量の変化を表した表と折れ
線グラフの共通点を見いだし，変
化の様子を見いだす。 

し
り
ょ
う
の
整
理 

どのような観点で
分類整理したらよ
いかについて検討
する場面 

・二つの観点で分類整理する方法
の見当を付ける。 

・見当を付けた分類整理する方法
を振り返る。 

図や表を用いて，必要な項目ごと
に資料を分類整理する方法を仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

二次元表をもとに資料を読み取る
方法を見いだす。 

と
も
な
っ
て
変
わ
る
量 

ともなって変わる
二つの数量の関係
について検討する
場面 

・2つの変量を□や△に当てはめ，
□や△を用いた式の見当を付け
る。 

・見当を付けた□や△を用いた式
を振り返る。 

身の回りの二つの数量の関係を表
やグラフと関連付けて説明した
り，仲間の考えを受け止めたりす
る。 

二つの数量の関係を調べ，変化の
特徴を見いだす。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

 

 

比
例 

比例関係にある二
つの数量の関係に
ついて検討する場
面 

・二つの数量の関係を表や□や○
などを用いた式に表す方法の見
当を付ける。 

・見当を付けた表や式に表す方法
を振り返る。 

比例関係にある二つの数量の対応
や変化の仕方を，言葉の式や，□
や○などを用いた式に表して仲間
に説明したり，仲間の考えを受け
止めたりしようとする。 

比例の関係にある二つの数量の対
応や変化の仕方の特徴を見いだ
す。 

割
合
と
グ
ラ
フ 

二量の比較の仕方
について検討する
場面 

・表や式，図などを用いて，二量
の比較の仕方の見当を付ける。 

・見当を付けた二量の比較の仕方
を振り返る。 

表や式，図など用いて，二量の比
較の仕方を仲間に説明したり，仲
間の考えを受け止めたりしようと
する。 

割合の意味や表し方を見いだす。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

文
字
と
式 

加減と乗除の混じ
った文字を用いた
式の計算の仕方に
ついて検討する場
面 

・文字の値を求めるためにどのよ
うに確かめたらよいか見当を付
ける。 

・見当を付けた文字の値の求め方
を振り返る。 

式や図や表を用いて，どのように
して文字の値を求めるのかを効果
的に相手に説明したり，相手の考

えを受け止めたりしようとする。 

文字を用いると数量の関係を簡潔
に式に表すことができることを図
と結び付けてとらえ直す。 

な
ら
べ
方
と
組
み
合
わ
せ
方 

組み合わせ方を求
める方法について
検討する場面 

・図や表を用いて，ならべ方や組
み合わせ方の見当を付ける。 

・見当を付けたならべ方や組み合
わせ方を振り返る。 

図や表を用いて，ならべ方や組み
合わせ方が何通りあるかを効果的
に相手に説明したり，相手の考え
を受け止めたりしようとする。 

ならび方や組み合わせ方の意味や
求め方を見いだす。 

比
と
そ
の
応
用 

等しい比を見付け
る方法について検
討する場面 

・図や式を用いて，等しい比の見
つけ方の見当を付ける。 

・見当を付けた等しい比の見付け
方を振り返る。 

 
 

図や式を用いて，等しい比の見つ
け方を相手に説明したり，相手の
考えを受け止めたりしようとす
る。 

比の意味や表し方を見いだす。 



比
例
と
反
比
例 

伴って変わる二つ
の数量の関係を表
した表，グラフ，
式の関連性につい
て検討する場面 

・日常の事象から取り出した二つ
の数量の変化や対応を調べ，比
例や反比例の関係の見当を付け
る。 

・見当を付けた比例や反比例の関
係を振り返る。 

比例の関係や反比例の関係の変化
や対応の特徴を，表や，グラフ，
式と関連付けて説明したり，仲間
の考えを受け止めたりする。 

変化や対応及びグラフの特徴を検
討し，y＝a×x を「比例」，y＝a
／xを「反比例」と判断して位置付
ける。 

資
料
の
調
べ
方 

柱状グラフのよさ
について検討する
場面 

・度数分布表や柱状グラフから二
つの資料の違いを調べる観点の
見当を付ける。 

・見当を付けた資料の違いを調べ
る観点を振り返る。 

 

度数分布表や柱状グラフから考察
したことを，資料全体の特徴や傾
向を根拠に説明したり，仲間の考
えを受け止めたりする。 

度数分布表や柱状グラフを様々な
観点から考察して共通点を見いだ
し，関係付ける。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

 ４ 

中
１ 

 

比

例

と

反

比

例

関 

身の回りで見られ

るともなって変わ

る二つの数量関係

について仲間と検

討する場面 

日常の事象から取り出した二つの
数量の変化や対応を基に，比例や
反比例の関係であることの見当を
付ける。見当を付けた関係やその
見方・考え方のよさを振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを区別しながら，変
化や対応の特徴，表や，グラフ，
式の考えを用いて比例の関係や反
比例の関係にあることを筋道立て
て説明し合う。 

変化や対応及びグラフの特徴を検
討し，y＝a×x を「比例」，y＝a
／xを「反比例」，それ以外の関係
と判断して位置付ける。 

比

例

と

反

比

例

関 

三つ以上の数量関

係について比例や

反比例の関数関係

をもとに仲間と検

討する場面 

変化や対応の様子を調べ，比例，反比
例の関係を見いだした考えを用い，複
比例の特徴についての見当を付ける。
見当を付けた特徴やその見方・考
え方のよさを振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを区別しながら，変
化や対応及びグラフの特徴を用い
て複比例の関係を比例や反比例と
比較し，互いの考えを筋道立てて
説明し合う。 

変化や対応及びグラフの特徴を検
討し，比例，反比例を一意対応－
決定関係と判断し，関数関係に位
置付ける。 

資
料
の
活
用

資 

資料の大きさに差
がある複数の資料
を比較し解釈した
ことについて仲間
と検討する場面 
 

資料の大きさに差がある資料を比
較するための方法について見当を
付ける。見当を付けた方法やその
見方・考え方のよさを振り返る。 

資料の大きさを等しくするための
補正の仕方を，度数分布表や度数
折れ線に反映させて表して，その
方法と比較結果を説明したり，仲
間の考えを受け止めたりする。 

資料の大きさを等しくするための
補正の仕方の一つとして相対度数
があることをとらえるとともに，
複数の資料を関連付ける。 

資料の分布が大き
く異なる場合の資
料の特徴について
仲間と検討する場
面 
 

目的や資料の分布の特徴と照らし
て，根拠とする代表値の見当を付
ける。見当を付けた事柄やその見
方・考え方のよさを振り返る。 

代表値を求め，それを根拠に資料
の特徴を説明したり，仲間の考え
を受け止めたりする。 

資料を最大値や最小値，範囲及び
平均値や最頻値，中央値を基に，
多面的に考察して，資料の特徴を
とらえる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

 ４ 

中
１ 

 

一
次
関
数

関 

比例や反比例と比
較し一次関数の特
徴について仲間と
検討する場面 
 

日常の事象から取り出した二つの
数量の変化や対応を比例の考え方
基に，一次関数の関係であること
の見当を付ける。見当を付けた関
係やその見方・考え方のよさを振
り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え
と異なる考えを区別しながら，変
化や対応及びグラフの特徴を用い
て一次関数の関係を比例や反比例
と比較し，互いの考えを筋道立て
て説明し合う。 

変化や対応及びグラフの特徴を検
討し，一次関数を一意対応－決定
関係と判断し，関数関係に位置付
ける。 

確
率
資 

確率の実験をして
起こり得る場合の
特徴を検討するこ
とを，仲間と協力
して行う場面 

画鋲の針が上向きになることと下
向きになることの起こりやすさの
違いや，画鋲の表が出ることと裏
が出ることの起こりやすさの違い
を予想する。それを確かめる実験
方法について見当を付ける。見当
を付けた方法やその見方・考え方
のよさを振り返る。 
 

画鋲と硬貨を用いた実験結果を柱
状グラフに表して比較し，それぞ
れで起こり得る場合の特徴を説明
したり，仲間の考えを受け止めた
りする。 

画鋲と硬貨を用いた実験を通して
起こりやすさを比較して，硬貨の
表が出ることと裏が出ることが同
じ程度であることを，「同様に確
からしい」という視点からとらえ
直す。 

数学的確率の考え
方を見いだすこと
やその考え方の応
用の仕方を検討す
ることを仲間と共
に行う場面 
 

確率の問題の条件と照らして，起
こり得るすべての場合を効率よく
求める方法について見当を付け
る。見当を付けた方法やその見
方・考え方のよさを振り返る。 

起こり得るすべての場合を２次元
表や樹形図に表して調べ，数学的
確率の考え方による求め方を説明
したり，仲間の考えを受け止めた
りする。 

確率の意味を期待値としてとらえ
直すとともに，数学的確率の計算
方法をとらえる。復元事象と非復
元事象のちがいを確率の求め方に
関連付けてとらえる。 
 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

 ４ 

中
１ 

 

関
数y

＝ax

２
関 

階段状に積み重ね

た正方形の中か

ら，段数の変化に

ともなって変わる

数量について調

べ，関数関係を解

明する場面 

 

２共変量の変化や対応の様子を調

べ，新たな関数関係として関数 y＝
ax２を見いだした経験を基に，その
特徴を帰納的に考えたり，１次関数

から類推したりして関数関係の見当

を付ける。見当を付けた関係やその

見方・考え方のよさを振り返る。 

自分の考えと似ている仲間の考え

と異なる考えを区別しながら，表

や式を用いて関数 y＝ax２を既習の
関数と比較しながら検討付けた変化

や対応及びグラフの特徴を説明し合

う。 

変化や対応及びグラフの特徴を検討

し，関数 y＝ax２を２乗に比例する
関数と判断し，関数関係に位置付け

る。 

標
本
調
査

資 

標本調査の妥当性
を仲間と帰納的に
確かめる場面 

様々な無作為抽出の仕方で仲間と
標本調査を行い，標本平均を推定
する。推定の仕方やその見方・考
え方のよさを振り返る。 

互いの標本平均の求め方と結果を
説明したり，仲間の考えを受け止
めたりする。 

全数調査と標本調査の目的と方法
の違いをとらえる。 
 
 
 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 理科（粒子領域） 
時期 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

物
と
重
さ 

同じ体積でも，も

のによって重さに

違いがあるのか調

べ，実験結果を基

に考察する場面 

物の形が同じでも，素材によっ

て重さが違うことを，手で持っ

た感覚や実験で調べた数値に

よってとらえる。 

自分がもっていた概念と実際

に持った感覚とのずれ数値を

調べることで克服しようとす

る。 

分解しても，形を変えてもも

のの重さや変わらないこと

を自分の言葉で説明できる。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

空
気
と
水
の
性
質 

空気鉄砲の玉が飛

ぶ理由について考

え，空気が縮むイ

メージ，水が縮ま

ないイメージにつ

いて互いの考えを

話し合う場面 

どうすれば玉が遠くまで飛ぶ

のか調べるために，どのように

実験すればよいのか，追究に見

通しをもつ。 

玉の飛ばし方について，互いの

やり方や考え方を交流し，どう

すればよく飛ぶのかについて

明らかにしようとする。 

空気と水を圧縮した時の違

いについて，粒子のモデルを

使った説明を理解すること

ができる。 

金
属
，
水
，
空
気
と
温
度 

金属，水，空気そ

れぞれの温まり方

の違いを考え，実

験結果を基に考察

する場面 

・アルコールランプやサーモイ

ンク，サーモテープ，蝋など，

実験で扱う器具の使い方を

理解し，実験に見通しをも

つ。 

・お風呂や冷暖房など，学習内

容が生活とつながっている

ことをとらえる。 

観察・実験結果を基に，理由を

話し合い，解釈のずれを克服し

ようとする。 

水や空気の温まり方と金属

の温まり方の違いについて，

水や空気が動くことと関連

付けて説明できる。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

物
の
溶
け
方 

物が均一に溶ける

のかどうか考え，

実験方法を話し合

ったり，実験結果

から考察したりす

る場面 

・水溶液の均一性について調べ

る方法を検討し，実験に見通

しをもつ。 

・水にものが溶けた時，溶けた

物は水溶液の全体に広がっ

ていることをとらえる。 

物の溶け方についてもつイメ

ージを交流し，互いの見方や考

え方のずれを克服しようとす

る。 

物が溶けた時の広がり方に

ついて，粒子のモデルを使っ

て説明できる。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

燃
焼
の
仕
組
み 

物が燃えるために

必要なものについ

て，実験方法を検

討したり，校査察

したりする場面 

・ものを燃やすための気体を調

べるため，比較の仕方や気体

の集め方など，観察・実験の

見通しをもつ。 

・火の燃え方について生活の中

で気をつけていたことと学

習内容がつながることをと

らえる。 

 

物が燃えるための要素につい

て話し合い，互いの解釈のずれ

を克服しようとする。 

物が燃えるためには酸素が

必要であることについて，火

の燃やし方や消し方など生

活場面とつなげて説明でき

る。 

水
溶
液
の
性
質 

水溶液の性質につ

いて基本的な種類

を学んだ後，正体

不明の水溶液を調

べ，明らかにして

いく場面 

 

・どのような手順で調べるかに

ついて複数の実験の見通し

をもつ。 

・イオンは生活の様々な場面に

関係していることをとらえ

る。 

実験方法の妥当性を検討し，互

いの考えのずれを克服しよう

とする。 

水溶液の正体について，実験

結果を基に分析し，明らかに

することができる。 

 

 

 

 

 

 



第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

物

質

の

性

質 

状態変化の様子を粒

子モデルで考え，体積

は変化するが，質量は

変化しないことを説

明する場面 

ロウの状態変化について，実験

結果を予想する中で，粒子モデ

ルを使った説明に見通しをも

つ。 

実験結果をもとに，粒子モデル

の妥当性を検討し，解釈のずれ

を克服しようとする。 

状態変化では質量は変わら

ないが，体積は変化すること

を粒子モデルで説明できる。 

気

体 

の

性

質 

気体の性質について

特徴を明らかにする

場面 

   

水

溶

液

の

性

質 

物質が水に溶けると

はどういうことか説

明する場面 

・粒子モデルを使って，観察・

実験から，水に溶ける現象の

説明に見通しをもつ。 

・水に溶ける現象は，粒子が細

かく均一に散らばる現象と

とらえ直す。 

観察・実験結果をもとに，水に

溶ける現象の粒子モデルの妥

当性を検討し，解釈のずれを克

服しようとする。 

水に溶けるという現象を，粒

子モデルで説明できる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

物

質

の

成

り

立

ち 

分解について，原子・

分子の考えを基に説

明する場面 

・実験を通して，分解について，

原子・分子を使った説明に見

通しをもつ。 

・物質の違いは，原子の種類や

個数の違いで説明できるこ

とをとらえる。 

実験結果をもとに，分解につい

ての原子・分子のモデルの妥当

性を検討し，解釈のずれを克服

しようとする。 

分解について，原子・分子の

モデルで説明できる。 

い

ろ

い

ろ

な

化

学

変

化 

化学変化について検

討する場面 

原子・分子のモデルを使って，

化学変化について見通しをも

って実験に取り組む。 

実験結果をもとに，化学変化に

ついて原子・分子のモデルの妥

当性を検討し，解釈のずれを克

服しようとする。 

化学変化について，原子・分

子のモデルで説明できる。 

物質が化合する質量

比について調べる場

面 

物質が化合する質量比につい

て，見通しをもって実験に取り

組む。 

実験結果をもとに，化合する質

量比について原子・分子のモデ

ルの妥当性を検討し，解釈のず

れを克服しようとする。 

物質が化合する質量比につ

いて，原子・分子の考えを使

って説明できる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

イ

オ

ン 

イオンの存在につい

て調べる場面 

観察・実験を通して，イオンの

存在とその性質について，見通

しをもつ。 

観察，実験結果について，イオ

ンのモデルで表現し，解釈のず

れを克服しようとする。 

原子がイオンになるしくみ

ついて，電子の移動をモデル

で説明できる。 

酸

と

ア

ル

カ

リ 

酸とアルカリの中和

について調べる場面 

中和について，観察・実験から，

現象の説明について見通しを

もつ。 

観察，実験結果について，イオ

ンのモデルで表現し，解釈のず

れを克服しようとする。 

中和について，イオンのモデ

ルを使いながら，根拠にもと

づいて説明できる。 

化

学

変

化

と

電

池 

電池のしくみについ

て調べる場面 

 

 

・電池のしくみついて，見通し

をもって実験に取り組み，説

明の根拠を見いだす。 

・イオンは生活の様々な場面に

関係していることをとらえ

る。 

実験結果を示すイオンのモデ

ルの妥当性を検討し，ずれを克

服しようとする。 

電池のしくみついて，イオン

や電子の移動を，モデルを使

いながら，根拠にもとづいて

説明できる。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 理科（エネルギー領域） 
時期 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

風
や
ゴ
ム
の
働
き 

風やゴムの力を使っ

たゲームを設定し，

同じグループになっ

た仲間と車などの形

状を相談したり，試

行したりする場面 

・風やゴムの力を使って車など

の物をより遠くへ，あるいは

ちょうどよい位置へ動かす

ためには風やゴムをどのよ

うに変えればよいか明らか

にしようとする。 

・風やゴムの力が生活の中で生

かされていることに気付く。 

風やゴムの力をうまく生かす

方法について，互いの結果を仲

間と共有し，普遍的な決まりを

見いだすことができる。 

風の強さの違いによるもの

の動き方の違いを比べたり，

ゴムを伸ばした長さやゴム

の太さ（本数）の違いともの

の動き方の違いを比べたり

する。 

光
の
性
質 

光を反射させたり集

めたりした結果を共

有し，考察する場面 

光がもつ明るさや温かさとい 

う性質が，自分の生活や季節や

時間などの自然事象にかかわ

っていることに気付く。 

光を反射させたり，集めたりす

るために，仲間と一緒に実験す

る。 

光を当てた場所と当てない

場所の明るさや温かさを比

べる。 

磁
石
の
性
質 

磁石に鉄が引き付け

られる理由や磁化し

た鉄の性質につい

て，互いの解釈を交

流する場面 

磁石の性質が生活に利用され

ていることに気付き，極や磁化

などの性質を明らかにしよう

とする。 

 

磁石の性質を明らかにするた

めに繰り返し実験を行い，結果

を仲間と共有する。 

磁石に引きつけられる物を

比べたり，磁石同士を近づけ

た際の異極と同極の違いを

比べたりする。 

電
気
の
通
り
道 

電気の通り道を電気

がどのように通って

いくのか解釈を交流

する場面 

金属が電気を通すことを理解

し，身のまわりの電気を使った

道具には必ず電気の通り道が

あることに気付く。 

 

電気の通り道について予想や

予想の根拠を話し合い，ずれを

明らかにしようとする。 

電気を通すものと通さない

ものや，電気を通すつなぎ方

と通さないつなぎ方を比べ

る。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

電
気
の
働
き 

電池のつなぎ方によ

る働きの違いをモデ

ルを用いて説明する

場面 

・電池の数とつなぎ方を変えた

時の電球やモーターの違い

を明らかにしようと実験方

法を計画する。 

・光電池の働きや利用の仕方に

ついて理解する。 

電池のつなぎ方の違いによる

電気の働きの違いについて，予

想や結果を交流しながら明ら

かにしていく。 

電球を点けたりモーターを

回したりする電気の働きの

変化と，電池の数やつなぎ方

とを関係付けて説明する。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

振
り
子
の
運
動 

実験方法を共有し，

問いを解決しようと

協力して実験を行う

場面 

メトロノームやブランコなど，

生活の中にあるものにも振り

子の法則が当てはまることに

気付く。 

振り子が一往復する時間を決

める要因は何か明らかにしよ

うと，自分だけでなく複数の結

果を基に結論を得ようとする。 

振り子が一往復する時間の

要因として予想される「振れ

幅」「振り子の長さ」「重り

の重さ」について条件制御し

ながら調べる。 

電
流
の
働
き 

電流を流すことで鉄

心が磁化されること

について，自他の解

釈を交流する場面 

・電磁石の強さの違いを調べる

ための実験を計画する。 

・電磁石の仕組みがモーターに

使われていることを理解す

る。  

電磁石を強くしたいという願

いを共有し，そのための要件を

明らかにしようと実験したり，

話し合ったりする。 

「電流の強さ」「巻き数」な

どの条件を変えながら，電磁

石の強さを調べる。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

て
こ
の
規
則
性 

てこの規則性につい

て分かったことを説

明する場面 

身のまわりにてこを利用した

道具がたくさんあることに気

付く。 

てこの規則性について明らか

にしようと，グループの仲間と

協力しながら実験を行う。ま

た，他グループと結果を交流

し，より科学的に妥当な結論を

得ようとする。 

てこのつり合いと重さの関

係について，条件制御をして

調べたり，推論を重ねたりし

ながら明らかにしていく。 

電
気
の
利
用 

身のまわりにある電

化製品は，それぞれ

電気を何に変換して

利用されているのか

話し合う場面 

身のまわりには電気を光，音，

熱などに変換して利用してい

る道具があることに気付く。 

電気がどのように生活に利用

されているのかを明らかにし

ようと，実験器具の使い方を互

いに確認し合いながら調べる。 

電流の強さや電熱線の太さ

など条件を制御しながら，電

気が光，熱，音などに変換さ

れた時の性質を明らかにす

る。 

 

 

 

 

 

 



第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

力

と

圧

力 

 

状態変化の様子を粒

子モデルで考え，体積

は変化するが，質量は

変化しないことを説

明する場面 

ロウの状態変化について，実験

結果を予想する中で，粒子モデ

ルを使った説明に見通しをも

つ。 

実験結果をもとに，粒子モデル

の妥当性を検討し，解釈のずれ

を克服しようとする。 

状態変化では質量は変わら

ないが，体積は変化すること

を粒子モデルで説明できる。 

光

と

音 

物質が水に溶けると

はどういうことか説

明する場面 

・粒子モデルを使って，観察・

実験から，水に溶ける現象の

説明に見通しをもつ。 

・水に溶ける現象は，粒子が細

かく均一に散らばる現象と

捉え直す。 

観察・実験結果をもとに，水に

溶ける現象の粒子モデルの妥

当性を検討し，解釈のずれを克

服しようとする。 

水に溶けるという現象を，粒

子モデルで説明できる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

電

流 
分解について，原子・

分子の考えを基に説

明する場面 

・実験を通して，分解について，

原子・分子を使った説明に見

通しをもつ。 

・物質の違いは，原子の種類や

個数の違いで説明できるこ

とを捉える。 

実験結果をもとに，分解につい

ての原子・分子のモデルの妥当

性を検討し，解釈のずれを克服

しようとする。 

分解について，原子・分子の

モデルで説明できる。 

電

流

と

磁

界 

化学変化について検

討する場面 

原子・分子のモデルを使って， 

化学変化について見通しをも 

って実験に取り組む。 

実験結果をもとに，化学変化に

ついて原子・分子のモデルの妥

当性を検討し，解釈のずれを克

服しようとする。 

化学変化について，原子・分

子のモデルで説明できる。 

物質が化合する質量

比について調べる場

面 

物質が化合する質量比につい 

て，見通しをもって実験に取り 

組む。 

実験結果をもとに，化合する質

量比について原子・分子のモデ

ルの妥当性を検討し，解釈のず

れを克服しようとする。 

物質が化合する質量比につ

いて，原子・分子の考えを使

って説明できる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

運

動

の

規

則

性 

イオンの存在につい

て調べる場面 

観察・実験を通して，イオンの

存在とその性質について，見通

しをもつ。 

観察，実験結果について，イオ

ンのモデルで表現し，解釈のず

れを克服しようとする。 

原子がイオンになるしくみ

について，電子の移動をモデ

ルで説明できる。 

力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー 

酸とアルカリの中和

について調べる場面 

中和について，観察・実験から，

現象の説明について見通しを

もつ。 

観察，実験結果について，イオ

ンのモデルで表現し，解釈のず

れを克服しようとする。 

中和について，イオンのモデ

ルを使いながら，根拠にもと

づいて説明できる。 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

電池のしくみについ

て調べる場面 

 

 

・電池のしくみついて，見通し

をもって実験に取り組み，説

明の根拠を見いだす。 

・イオンは生活の様々な場面に

関係していることをとらえ

る。 

実験結果を示すイオンのモデ

ルの妥当性を検討し，ずれを克

服しようとする。 

電池のしくみについて，イオ

ンや電子の移動についてモ

デルを使いながら，根拠にも

とづいて説明できる。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 理科（生命領域） 
時期 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

昆
虫
と
植
物 

モンシロチョウがキ

ャベツの葉の裏に卵

を産みつける理由に

ついて，モンシロチ

ョウの天敵や食糧と

関係付けながら話し

合う場面 

・昆虫や植物の育て方を調べ，

適切な世話をする。 

・昆虫や植物の育ち方を観察

し，記録を継続する。 

・昆虫を育てようと餌につい

ての情報を交換したり，体

のつくりについて気付い

たことを交流したりする。 

・植物を育てるために，種ま

きや水やりなどの作業を

協力して行う。 

・昆虫や植物の育ち方を調

べ，共通点を見いだす。 

・昆虫や植物の体のつくり

を，時間経過と共に観察

し，どのように変化してい

るか調べる。 

身
近
な
自
然
の
観
察 

様々な生物が「食糧」

「天敵」「棲みか」

などの関係でつなが

っていることを話し

合う場面 

昆虫が生きるためには食糧が

あることや棲みかとなる環境

が不可欠であることや，それぞ

れの生物に天敵がいることに

気付く。 

 

身近な自然の中で昆虫など

の生き物を探し，捕まえた生

き物を見せ合ったり，発見し

たことを共有したりする。 

身の回りの自然を観察し，生

き物を捕まえようとする中

で，生き物がどこにいるかを

知る。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

人
の
体
の
つ
く
り
と
運
動 

骨と筋肉の働きにつ

いてモデルを用いて

説明する場面 

 

 

 

自分の体にも骨や筋肉があり，

その働きによって体を動かす

ことができることに気付く。 

体が動く仕組みについて明

らかにしようと，知識を話し

合ったりモデル実験を行っ

た結果を共有したりする。 

骨と筋肉，また関節の働きに

ついて関係付けながら説明

する。 

季
節
と
生
物 

季節による生き物の

様子の違いについて

話し合う場面 

季節ごとに生物の様子を観察

したり，気温の変化を調べたり

し，記録を継続していく。 

 

季節ごとの生物の様子の違

いについて，気付いたことや

知っていることを交流する。 

季節ごとの植物や動物の活

動と気温とを関係付けて理

解する。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実 

発芽，成長，受粉と

結実の条件や条件を

制御しながら調べる

方法について話し合

う場面 

・条件制御に目を向けながら，

植物の発芽，成長，結実の仕

組みについて調べるために

実験の計画を立てる。 

・種子には茎や根のものになる

部分と養分が含まれている

ことに気付く。 

発芽や成長，結実の条件につ

いて予想を交流し，互いの考

えのずれを克服しようとす

る。 

植物が発芽する条件や成長

する条件，受粉と結実の関係

について，条件制御しながら

実験を行い調べる。 

動
物
の
誕
生 

魚や人の誕生につい

てまとめ，互いに説

明する場面 

植物の発芽と魚の誕生，人の誕

生について共通点と違いを見

いだす。 

水中の生物を観察したいと

いう願いを共有し，実験器具

の使い方や発見したことを

伝え合う。 

メダカが卵の中で成長する

様子や水中の小さな生物の

様子を観察する。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

人
の
体
の
つ
く
り
と
働
き 

臓器の働きについて

調べたことを基にモ

デルを使って説明し

合う場面 

調べた臓器の働きが自分自身

の体や人以外の動物にも当て

はまることに気付く。 

人の体のつくりと，臓器の働

きについて明らかにしよう

と，協力して調べたり，話し

合ったりする。 

呼吸，消化・吸収，血液の循

環について調べ，それぞれに

関係する臓器の位置や働き

と関係付けながら説明する。 

植
物
の
養
分
と
水
の
通
り
道 

でんぷんの出来方と

植物の成長の関係に

ついて話し合う場面 

でんぷんの出来方や水の通り

道について調べる方法を考え

る。 

でんぷんのでき方や水の通

り道について明らかにしよ

うという問いを共有し，複数

の植物で調べる。 

でんぷんのでき方や水分の

通り道について予想し，実験

で明らかにする。 

生
物
と
環
境 

食物連鎖など生物相

互のかかわりについ

て話し合う場面 

人間も含めた生物全てがかか

わり合いながら生きているこ

とに気付く。 

生物と環境とのかかわりに

ついて仲間と協力しながら

調べ，まとめる。 

生物同士のつながりを，それ

ぞれの食べ物と関係付けて

説明する。 

 



第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き 

植物の体のつくり

と働きについて調

べる場面 

植物のつくりと働きの巧妙さ

に気付く。働きを確かめるため

に，条件を制御し，見通しをも

つ。 

実験結果をもとに，作りと働き

についての妥当性を検討し，解

釈のずれを克服しようとする。 

既習事項と実験結果を分

析・解釈し，妥当な説明をす

ることができる。 

植
物
の
仲
間 

種子植物や種子を

つくらない植物に

ついて，観察結果

をもとにそれぞれ

の特徴を明らかに

する場面 

・様々な植物の観察結果から，

特徴に合わせて分類する見

通しをもつ。 

・植物が体のつくりの特徴に基

づいて分類できることをと

らえる。 

観察結果をもとに，植物の分類

の仕方の妥当性を検討し，解釈

のずれを克服しようとする。 

植物の分類の仕方について，

体のつくりの特徴を根拠に

に説明できる。 

生
物
の
観
察 

身近な動植物につ

いて，環境に合わ

せて生活している

ことを明らかにす

る場面 

・様々な動植物の観察結果か

ら，生育する場所や生育状況

についての規則性を見いだ

す見通しをもつ。 

・環境によって生活する動植物

の種類や生育状況に相違が

あることをとらえる。 

観察結果をもとに，動植物の生

育する場所や生育状況につい

ての規則性の妥当性を検討し，

解釈のずれを克服しようとす

る。 

環境によって生活する動植

物の種類や生育状況に相違

があることを，観察結果を 

根拠に説明できる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き 

動物がどのように

生命活動を維持し

ているのかを明ら

かにする場面 

・消化や呼吸，血液の循環の観

察，実験結果から，生命を維

持する仕組みの説明に見通

しをもつ。 

・体の様々な器官が働くことに

よって，動物が生命を維持し

ていることをとらえる。 

観察，実験結果をもとに，動物

が生命を維持する仕組みの妥

当性を検討し，解釈のずれを克

服しようとする。 

動物が生命を維持する仕組

みについて，消化や呼吸，血

液の循環の観察，実験結果を

根拠に説明できる。 

動
物
の
仲
間 

脊椎動物や無脊椎

動物について，観

察結果をもとにそ

れぞれの特徴を明

らかにする場面 

・脊椎動物や無脊椎動物の観察

結果から，観点に基づいて分

類する見通しをもつ。 

・動物が呼吸の仕方や体温など

の観点に基づいて，いくつか

の仲間に分類できることを

とらえる。 

観察結果をもとに，動物の分類

の仕方の妥当性を検討し，解釈

のずれを克服しようとする。 

動物の分類の仕方について，

呼吸の仕方や体温などの観

点を根拠に説明できる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

生
物
の
成
長
と
殖
え
方 

生物の成長や殖え

方の特徴について

調べる場面 

・観察・実験結果から，生物の

成長や殖え方の違いを説明

する見通しをもつ。 

・細胞は分裂によって殖えるこ

とや有性生殖と無性生殖と

の違いをとらえる。 

観察，実験結果をもとに，細胞

の増え方や二つの生殖の特徴

についての解釈のずれを克服

しようとする。 

生物の成長と殖え方につい

て，細胞分裂や二つの生殖方

法を根拠に説明できる。 

 

 

 

遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子 

親の形質が子や孫

に伝わるときの規

則性について明ら

かにする場面 

・交配実験の結果から，遺伝の

規則性を説明する見通しを

もつ。 

・染色体にある遺伝子を介して

親から子へ形質が伝わるこ

とや遺伝子は世代を超えて

伝えられることをとらえる。 

実験結果をもとに，遺伝の規則

性についての解釈のずれを克

服しようとする。 

遺伝の規則性について，染色

体に関する図やモデルを活

用した実験を根拠に説明で

きる。 

生
物
と
環
境 

自然界のつり合い

や影響を与える要

因について調べる

場面 

 

 

・調査結果から，自然界のつり

合いの仕組みついて説明す

る見通しをもつ。 

・自然界では，生態系の中でつ

り合いが保たれていること

や人間の活動などの様々な

要因が影響を与えているこ

とをとらえる。 

調査結果をもとに，自然界のつ

り合いの仕組みについての解

釈の妥当性を検討し，ずれを克

服しようとする。 

自然界のつり合いの仕組み

ついて，調査結果を根拠に説

明できる。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 理科（地球領域） 
時期 単元 「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

太
陽
と
地
面
の
様
子 

影の変化と太陽の位

置の変化の関係につ

いてモデルを用いて

考える場面 

・太陽の位置や影の向きと長さ

の変化を継続して調べる。 

・太陽の動きが地面の温かさや

日当たりに関係しているこ

とに気付く。 

太陽の位置変化や地面の様

子の違いについて話し合い，

とらえ方のずれを克服しよ

うと観察したり考えたりす

る。 

・太陽の位置や影の向きと長

さの違いを，時間ごとに観

察し，違いを比べる。 

・日なたと日陰の暖かさや湿

り気の違いを比べる。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

天
気
の
様
子 

水の自然蒸発と結露

の関係について実験

結果をもとに考察す

る場面 

 

・水が蒸発することで雲がで

き，雨が降るという水の循環

について，身近な生活とつな

げて考える。 

・天気による１日の気温の変化

を継続的に調べ記録する。 

水が蒸発したり結露したり

することについての素朴な

見方・考え方を交流し，互い

のとらえ方のずれを克服し

ようとする。 

・水が蒸発したり結露したり

することについて実験を

通して明らかにする。 

・１日の気温の変化と天気と

を関係付けて理解する。 

月
と
星 

月の形の変化や天球

上の動きについてモ

デルを用いて考える

場面 

月の形や位置を継続的に観察

し記録する。 

 

月の形や位置の変化を明ら

かにしようと調べ，気付いた

ことを交流する。 

観察結果をもとに，月の形や

位置が時間や日によって変

化していることを理解する。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

流
水
の
働
き 

・モデル実験を行い，

水を流したことに

よる変化について

話し合う場面 

・学習したことを基

に水害を防ぐ防災

モデルを考える場

面 

・川の流れが土地の形状を決め

ていることや，流れる水の働

きを考慮して身近な川が整

備されていることに気付く。 

・雨の降り方と増水，土地に及

ぼす影響について関係付け

て考える。 

流れる水の働きについて明

らかにしようとモデル実験

を行い，結果を交流すること

でより妥当な結論を得よう

とする。 

・流す水の量や斜度，川の道

筋など条件を考慮しなが

らモデル実験を行う。 

・水の量や速さと流れる水が

土地に及ぼす変化とを関

係付けて考える。 

・上流から下流までの石の様

子を比べる。 

天
気
の
変
化 

雲の種類や量と天気 

の変化についてまと 

め，説明する場面 

・雲の量と天気の変化の関係を

継続的に観察したり，インタ

ーネットなどを活用して調

べたりする。 

・雲の位置を調べることで天気

を予想することができるこ

とに気付く。 

天気の変化と雲との関係を

明らかにしようと，知ってい

ることや観察して分かった

ことを話し合う。 

雲の量や種類と天気の変化

を比べ，それぞれの関係を見

いだす。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

土
地
の
つ
く
り
と
変
化 

観察した地層の様子 

や地層モデルを基

に， 

土地のつくりや変化 

について話し合う場 

面 

我々が生きている土地や大地

は，長い年月を経て層が重なる

ように形成されていることに

気付く。 

大地の様子を明らかにしよ

うと地層を観察したり，予想

を交流したりする。 

露頭の様子から地層の空間

的広がりや，時間的な変化を

推論する。 

月
と
太
陽 

月の形と太陽の位置 

との関係についてモ 

デルを用いて説明す 

る場面 

月の形や位置の変化には規則

性があり，太陽との位置関係の

変化に周期があることや，その

周期が暦などの生活に利用さ

れてきたことに気付く。 

月の形や位置，表面の様子に

ついて明らかにしようとい

う問いを共有し，モデルを用

いて考えを交流する。 

・月の形の変化を太陽の位置

と関係付けながら説明す

る。 

・月の位置の変化と太陽の位

置の変化を比べる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

火

山

と

地

震 

 

地

層

の

重

な

り 

地層観察の結果と既

習事項から，地層ので

き方や時間的変化，地

質年代，地層の広がり

について明らかにす

る場面 

地層観察を通して，地層のでき

方や時間的変化，地質年代，地

層の広がりに関する疑問につ

いて，既習事項をもとに見通し

をもって解き明かそうとする。 

地層の観察結果をもとに，地層

のでき方や時間的変化，地質年

代，地層の広がりに関するする

解釈のずれを克服しようとす

る。 

既習事項と観察結果をもと

に，地層のでき方や時間的変

化，地質年代，地層の広がり

について分析・解釈し，説明

できる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

天

気

の

変

化 

雲ができ雨が降るし

くみについて明らか

にする場面 

雲ができ雨が降るしくみにつ

いて疑問をもち，生活体験や既

習事項をもとに，見通しをもっ

て解き明かそうとする。 

 

雲ができ雨が降るしくみにつ

いて，実験・観察結果の解釈の

ずれを克服しようとする。 

雲ができ雨が降るしくみに

ついて，実験・観察結果につ

いて分析・解釈し，説明でき

る。 

前線と天気の関係に

ついて明らかにする

場面 

前線と天気の関係について，生

活体験や既習事項をもとに，見

通しをもって解き明かそうと

する。 

前線と天気の関係について，前

線のモデル実験や気象観測の

結果についての解釈のずれを

克服しようとする。 

前線と天気の関係について，

前線のモデル実験や気象観

測の結果を分析・解釈し，説

明できる。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

天

体

の

動

き 

日周運動，年周運動の

しくみについて明ら

かにする場面 

日周運動，年周運動のしくみに

ついて，見通しを持って解き明

かそうとする。 

日周運動，年周運動のしくみに

ついて，モデル操作や観測結果

をもとに，解釈のずれを克服し

ようとする。 

日周運動，年周運動のしくみ

について，モデル操作や観測

結果をもとに，分析・解釈し，

説明できる。 

 



資質・能力を位置付けた題材配列表 音楽科（第２ステージ） 
学年 題材 

主教材 

「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
１ 

うたで 

なかよしに 

なろう 

「ひらいたひ

らいた」で手を

つなぎ，遊ぶ場

面 

「ひらいたひらいた」の楽曲

の気分を感じ取る。 

 

歌遊びを通して，仲間との関 

わりを深める。 

 

「ひらいたひらいた」の音楽 

に合わせて仲間と体を動かし 

て表現を工夫する。 

はくを 

かんじて 

あそぼう 

「なまえあそ

び」をグループ

で行う場面 

「なまえあそび」の問いと 

答えの働きが生み出すよさ 

や面白さを感じ取る。 

グループで「なまえあそび」 

を行うで，仲間との関わりを 

深める。 

拍に合わせて，食べ物の名前 

を感じ取ったり，表現を工夫 

したりする。 

はくを 

かんじて 

リズムを 

うとう 

「しろくまの

ジェンカ」でリ

ズムを演奏す

る場面 

「しろくまのジェンカ」の 

楽曲の気分を感じ取る。 

仲間とリズム打ちをするを通 

して，仲間との関わりを深め

る。 

歌詞の面白さを感じ，思いを 

もって表現を工夫する。 

どれみで 

うたったり 

ふいたり 

しよう 

「なかよし」を

友達とまねっ

こ遊びする場

面 

「なかよし」の伴奏を聴い 

て，声を合わせたり，鍵盤 

ハーモニカで音を合わせた 

りする。 

まねっこ遊びを通して，仲間 

との関わりを深める。 

歌と鍵盤ハーモニカに分かれ 

て演奏するで，全体としてき 

れいな演奏を目指す表現を工 

夫する。 

ようすを 
おもいうかべ 
よう 

「はるなつあ

きふゆ」を歌う

場面 

「はるなつあきふゆ」を聴 

き，楽曲の気分を感じ取 

る。 

「はるなつあきふゆ」の表現 

方法を考え，仲間の思いや願 

いを知る。 

「はるなつあきふゆ」の歌詞 

を考えるで，歌詞の内容を身 

近なものとしてとらえ，思い 

をもって表現を工夫する。 

いろいろな 

おとを 

たのしもう 

「おとさがし」

で１つの楽器

からいろいろ

な音の出し方

を見付ける場

面 

トライアングルと鈴のいろ 

いろな音の違いを聴き取 

る。 

仲間と互いの音のよさを認め 

ながら，仲間との関わりを深 

める。 

トライアングルと鈴のいろい 

ろな音の違いを見付け，思い 

をもって表現を工夫する。 

にほんの 

うたを 

たのしもう 

「おちゃらほ

い」を仲間と手

遊びをする場

面 

日本の音楽のよさや，手遊 

び歌の面白さを感じ取る。 

遊び歌を通して仲間との関わ 

りを深める。 

 

「おちゃらかほい」の手遊び 

を自分たちで考えるにより， 

思いをもって表現を工夫す 

る。 

おとを 

あわせて 

たのしもう 

「やまびこご

っこ」を交互唱

する場面 

「やまびこごっこ」の問い 

と答えの働きが生み出す面 

白さを感じ取る。 

「やまびこごっこ」を交互唱 

するで，仲間との関わりを深 

める。 

「やまびこごっこ」の強弱や 

歌い方を考え，思いをもって 

表現を工夫する。 

小
２ 

うたで 

ともだちの 

わを 

ひろげよう 

「ロンドンば

し」を仲間と行

う場面 

「ロンドンばし」の伴奏を 

聴いて，伴奏や仲間の声に 

合わせる。 

「ロンドンばし」の遊びを行 

うで，仲間との関わりを深め 

る。 

「ロンドンばし」の速さを変 

えたり，歌詞を変えたりし 

て，思いをもって表現を工夫 

する。 

はくの 

まとまりを 

かんじとろう 

「トルコこう

しんきょく」を

鑑賞する場面 

「トルコこうしんきょく」 

の楽曲の気分を感じ取る。 

感想発表を通して，仲間の思 

いや願いを知る。 

曲に合わせてリズムを打ち， 

思いをもって表現を工夫す 

る。 
音の 
たかさの 
ちがいを 
かんじとろう 

「かえるのが

っしょう」を鍵

盤ハーモニカ

で演奏する場

面 

互いの鍵盤ハーモニカの演 

奏を聴いて，自分の音を合 

わせる。 

全体で演奏するで，仲間との 

関わりを深める。 

歌詞の内容から，思いをもっ 

て表現を工夫する。 

ひょうしを 
かんじて 
リズムを 
うとう 

「いるかはざ

んぶらこ」のリ

ズムを打ちな

がら歌う場面 

「いるかはざんぶらこ」の 

歌詞の楽しさや楽曲の気分 

を感じ取る。 

「いるかはざんぶらこ」の曲 

の気分を，体の動きなどで表 

す。 

歌詞の面白さや３拍子のリズ 

ムを感じ，思いをもって表現 

を工夫する。 

いろいろな 
音を 
たのしもう 

「虫のこえ」を

歌う場面 

「虫のこえ」の楽曲の気分 

を感じ取る。 

２つのグループに分かれて交 

互唱するで，仲間との関わり 

を深める。 

それぞれの虫の声を実際に聴 

いたり，虫を写真で見たりす 

る中で，歌詞の中身を身近な 

ものとしてとらえ，思いをも 

って表現を工夫する。 



ようすを 
おもいうかべ 
よう 

「夕やけこや

け」を歌う場面 

互いの歌声や伴奏を聴い 

て，声を合わせる。 

感想発表から，仲間の思いや 

願いを知る。 

夕焼けの写真や想像から，歌 

詞の内容を身近なものとして 

とらえ，思いをもって表現を 

工夫する。 

日本の 

うたを 

楽しもう 

「ずいずいず

っころばし」の

手遊びをしな

がら歌う場面 

日本の音楽が醸し出す面白 

さや美しさを感じ取る。 

歌遊びを通して，仲間との関 

わりを深める。 

手遊びの仕方を工夫するな 

ど，思いをもって表現を工夫 

する。 

音を 

あわせて 

楽しもう 

「こぐまの二

月」を演奏する

場面 

「こぐまの二月」の楽曲の 

気分を感じ取る。 

演奏を通して，仲間との関わ 

りを深める。 

副次的な旋律をどのように入 

れたらきれいに聴こえるか考 

えながら，思いをもって表現 

を工夫する。 

 

 



資質・能力を位置付けた題材配列表 音楽科（第３ステージ） 
学年 題材 

主教材 

「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
３ 

明るい 

歌声を 

ひびかせよう 

「海風きって」

を工夫しなが

ら合奏する場

面 

音の高さの違いや旋律を聴き 

取り，その特徴を感じ取る。 

 

仲間と協力しながら「海風き 

って」をつくり上げる。 

「ドレミで歌おう」の曲想に 

ふさわしい表現を試行錯誤 

し，思いや意図をもって表現 

を工夫する。 

リコーダーと 

なかよしに 

なろう 

 

「とどけよう

このゆめを」

で，歌とリコー

ダーを合わせ

る場面 

リコーダーの音色を聴き取 

り，その響きのよさを感じ取 

る。 

仲間と協力して，「とどけよ 

うこのゆめを」をつくり上げ 

る。 

「小さな花」の曲想にふさわ 

しい表現を試行錯誤し，思い 

や意図をもって表現を工夫す 

る。 

拍のながれに 

のって 

リズムを 

かんじとろう 

「手拍子でリ

ズム」で仲間と

リズムづくり

をする場面 

友達の楽器の音やほかのパー 

トの旋律を聴きながら，自分 

の音を合わせる。 

拍の流れにのって手拍子でリ 

ズムを打ち表し，音楽をつく 

り上げる。 

情景を思い浮かべたり，曲の 

雰囲気を味わったりしなが 

ら，思いや意図をもって表現 

を工夫する。 

せんりつの 

とくちょうを 

かんじとろう 

「あの雲のよ

うに」で歌とリ

コーダーを合

わせる場面 

旋律の特徴を感じ取り，楽曲 

全体にわたる曲想とその変化 

を感じ取る。 

仲間と協力して，「山のポル 

カ」をつくり上げる。 

「ふじ山」の歌詞の内容にふ 

さわしい表現を試行錯誤し， 

思いや意図をもって表現を工 

夫する。 

いろいろな 
音のひびきを 
かんじとろう 

「パフ」でリコ

ーダーの合奏

をする場面 

音色やその重なりを聴き取 

り，それらが生み出すよさや 

面白さを感じ取る。 

友達の楽器の音やほかのパー 

トの旋律を聴きながら，自分 

の音を合わせて，合奏をつく 

り上げる。 

楽器の音の組み合わせや重ね 

方，反復の仕方などを試行錯 

誤し，思いや意図をもって表 

現を工夫する。 

日本の音楽に 

親しもう 

「ラドレの音

でせんりつづ

くり」で仲間と

旋律をつなげ，

まとまりのあ

る音楽をつく

る場面 

郷土に伝わる音楽がもつ曲想 

を感じ取る。 

仲間と協力して，お囃子の旋 

律をつくり上げる。 

ラドレの三つの音を使って旋 

律を工夫し，どのような旋律 

をつくるかについて自分の思 

いや意図をもって表現を工夫 

する。 

音を合わせて 

楽しもう 

「エーデルワ

イス」で二部合

唱や二重唱を

する場面 

友達の歌声や副次的な旋律を 

聴きながら，自分の声を合わ 

せる。 

仲間と協力し，「エーデルワ 

イス」をつくり上げる。 

「歌おう声高く」の歌詞の内 

容や曲想にふさわしい表現を 

試行錯誤し，思いや意図をも 

って表現を工夫する。 

小
４ 

明るい歌声を 

ひびかせよう 

「歌のにじ」で

仲間のつくっ

た旋律に合わ

せて歌う場面 

二重唱で歌われる音楽の楽曲 

全体にわたる曲想とその変化 

を感じ取る。 

仲間と協力して，「歌のに 

じ」をつくり上げる。 

「いいありそう」の歌詞の内 

容や曲想にふさわしい表現を 

試行錯誤し，思いや意図をも 

って表現を工夫する。 

拍の流れに 

のって 

リズムを 

感じ取ろう 

「まきばの朝」

で発声や発音

に気をつけな

がら仲間と歌

をつくり上げ

る場面 

打楽器の音色やリズムと旋律 

の重なりが生み出す曲想を感 

じ取る。 

仲間の歌声や楽器の音を聴き 

ながら，拍の流れにのって， 

音楽をつくり上げる。 

リズムの特徴を理解して，拍 

の流れにのって，反復，問い 

と答え，変化などを生かした 

リズムアンサンブルをつく 

り，思いや意図をもって表現 

を工夫する。 

せんりつの 
とくちょうを 
感じ取ろう 

「聖者の行進」

で仲間と音を

合わせてリコ

ーダー二重奏

をする場面 

楽器の音色，旋律の特徴等が 

醸し出す曲想とその変化を感 

じ取る。 

友達の歌声を聴きながら，自 

分の声を合わせて二部合唱を 

つくり上げる。 

歌詞の内容や旋律の特徴にふ 

さわしい表現を試行錯誤し， 

思いや意図をもって表現を工 

夫する。 

せんりつの 
重なりを 
感じ取ろう 

「もみじ」を主

旋律と副次的

な旋律に分か

れて二部合唱

する場面 

仲間の歌声や副次的な旋律を 

聴きながら，自分の声を合わ 

せる。 

 

 

 

 

仲間と協力しながら「パレー 

ドホッホー」をつくり上げ 

る。 

「雨の公園」の歌詞や曲想に 

ふさわしい表現を試行錯誤 

し，思いや意図をもって表現 

を工夫する。 



いろいろな 
音のひびきを 
感じ取ろう 

「音のカーニ

バル」で歌と楽

器のリズムを

合わせて合奏

する場面 

旋律の特徴や楽曲全体にわた 

る曲想とその変化を感じ取 

る。 

仲間と協力しながら，音の重 

ね方，反復や変化など音楽の 

仕組みを生かして，まとまり 

のある音楽をつくり上げる。 

「茶色の小びん」の曲想にふ 

さわしい表現を試行錯誤し， 

思いや意図をもって表現を工 

夫する。 

日本の音楽に 
親しもう 

「ソーラン節」

の特徴に合っ

た歌い方を話

し合う場面 

箏の音色の特徴，楽曲全体に 

わたる曲想とその変化を感じ 

取る。 

仲間と協力して，「ソーラン 

節」をつくり上げる。 

郷土の音楽やその曲想にふさ 

わしい表現を試行錯誤し，思 

いや意図をもって表現を工夫 

する。 

曲の気分を 

感じ取ろう 

「赤い屋根の

家」の歌詞の内

容を話し合い，

つくり上げて

いく場面 

「赤い屋根の家」の楽曲全体 

にわたる曲想とその変化を感 

じ取る。 

仲間と協力して，「オーラリ 

ー」をつくり上げる。 

「赤い屋根の家」の歌詞の内 

容や曲想にふさわしい表現を 

試行錯誤し，思いや意図をも 

って表現を工夫する。 

 

 



資質・能力を位置付けた題材配列表 音楽科（第４ステージ） 
学年 題材 

主教材 

「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
５ 

ゆたかな 

歌声を 

ひびかせよう 

「すてきな一

歩」を合唱する

場面 

「すてきな一歩」の曲想の変 

化を感じ取る。 

仲間と合唱するで，仲間の表 

現のよさを認める。 

歌詞の内容や曲想を生かした 

表現を試行錯誤し，思いや意 

図をもって表現を工夫する。 

いろいろな 

音のひびきを 

味わおう 

「いつでもあ

の海は」を合唱

する場面 

伴奏と合わせ，音楽表現の豊 

かさを感じ取る。 

仲間と合唱するで，仲間の表 

現のよさを認める。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 

和音の 

美しさを 

味わおう 

「静かにねむ

れ」の合奏をす

る場面 

声部の役割や全体の響きを感 

じ取り，声や音を調和させ 

る。 

合奏するで，仲間の表現のよ 

さを認める。 

曲想を生かした表現を試行錯

誤し，思いや意図をもって表現

を工夫する。 

曲想を 

味わおう 

「威風堂々第

１番」を鑑賞す

る場面「まっか

な秋」を合唱す

る場面 

音楽を特徴づけている要素や 

構造と曲想との関わりやその 

変化などの特徴を感じ取る。 

感想発表から，仲間の表現の 

よさを認める。 

曲想を生かした表現を試行錯

誤し，思いや意図をもって表現

を工夫する。 

詩と音楽を 
味わおう 

「山田耕筰の

歌曲」を歌った

り鑑賞したり

する場面 

音楽を特徴づけている要素や 

構造と曲想との関わりやその 

変化などの特徴を感じ取る。 

感想発表から，仲間の表現の 

よさを認める。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 

日本と世界の 

音楽に 

親しもう 

「音楽の音で

旋律づくり」で

五音音階を生

かして旋律を

つくる場面 

音楽を特徴づけている要素な 

どの特徴を感じ取る。 

自分がつくった旋律の発表か 

ら，仲間の表現のよさを認め 

る。 

音楽を特徴づけている要素を

生かした表現を試行錯誤し，思

いや意図をもって表現を工夫

する。 

心をこめて 

表現しよう 

「大空がむか

える朝」を合唱

する場面 

要素や構造と曲想との関わり 

やその変化などの特徴を感じ 

取る。 

仲間と合唱するで，仲間の表 

現のよさを認める。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 

小
６ 

豊かな歌声を 

ひびかせよう 

「星空はいつ

も」を合唱する

場面 

 

声部の役割や全体の響きを感 

じ取り，声や音を調和させ 

る。 

合唱し，互いの声部を聴き合 

うで，仲間の表現のよさを認 

める。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 

いろいろな 

音のひびきを 

味わおう 

「木星」を鑑賞

する場面 

「われは海の

子」を合唱する

場面 

音楽を特徴づけている要素や 

構造と曲想との関わりやその 

変化などの特徴を感じ取る。 

感想発表から，仲間の表現の 

よさを認める。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 

和音の 
美しさを 
味わおう 

「星の世界」を

合唱する場面 
声部の役割や全体の響きを感 

じ取り，声や音を調和させ 

る。 

合唱し，互いの声部を聴き合 

うで，仲間の表現のよさを認 

める。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 
曲想を 
味わおう 

「風を切って」

を合奏する場

面 

声部の役割や全体の響きを感 

じ取り，声や音を調和させ 

る。 

合奏するで，仲間の表現のよ 

さを認める。 

曲想を生かした表現を試行錯

誤し，思いや意図をもって表現

を工夫する。 
詩と音楽を 
味わおう 

「ふるさと」を

合唱する場面 
声部の役割や全体の響きを感 

じ取り，声や音を調和させ 

る。 

合唱し，互いの声部を聴き合 

うで，仲間の表現のよさを認 

める。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 

 

 
日本と世界の 
音楽に 
親しもう 

「楽器による

世界の国々の

音楽」を鑑賞す

る場面 

「越天楽今様」

を歌う場面 

 

音楽を特徴づけている要素や 

構造と曲想との関わりやその 

変化などの特徴を感じ取る。 

鑑賞した国々の音楽のよさを 

言葉で表す。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 

心をこめて 

表現しよう 

「あおげばと

うとし」を合唱

する場面 

 

 

伴奏や指揮と合わせ，音楽表 

現の豊かさを感じ取る。 

合唱し，互いの声部を聴き合 

うで，仲間の表現のよさを認 

める。 

歌詞の内容や曲想を生かした

表現を試行錯誤し，思いや意図

をもって表現を工夫する。 



中

１ 
音楽の 

楽しさを 

味わおう１ 

～声で表現

する魅力～ 

表現の感じ方

や聴き方の見

方や考え方を

広げる場面 

音楽の要素や構造と曲想との

かかわりや，その変化の特徴

を感じ取る。 

表現の良さに着目して音楽を 

聞き，認める。 

表現の良さを言葉などで伝え 

る。 

工夫を加えた結果，新しい響き 

をとらえる。 

表現を練り

上げよう１ 

～個が主体

となる 

合唱表現～ 

自分がやりた

い表現やその

方向をより明

確にする場面 

・声部の役割や全体の響きを

感じ取り，声を合わせる。 

・楽曲の諸要素や構造と曲想

とのかかわりやその変化の

特徴を感じ取る。 

・指揮者伴奏と合わせた音楽

表現の豊かさを感じ取る。 

・仲間の歌声の良さを見つけ，

言葉や態度（身振りや相づ

ち，オノマトペなど）で伝え

る。 

・相手の意見を尊重する態度を

もつ。 

思いや意図をもって，曲想やそ 

の変化をとらえて表現を工夫 

する。 

表現を 

高めよう 

～音楽の 

諸要素の 

追究を 

とおして～ 

 

より深い表現

を目指して可

能性を見出す

場面 

曲想を感じ取り，積極的に音

楽表現を工夫しようとする。 
音楽の要素や構造とのかかわ 

りについて，考えを他者と交流 

し，よさを認め合って共有す 

る。 

音楽の要素や構造について新 

しい気づきから，工夫して表現 

する。 

音で 

イメージを 

表現しよう 

 

より広い視点

から表し方を

見つめ直す場

面 

表したいイメージをもち，自

分なりの表し方で表現する。 
互いのアイディアや考えの良 

さを見つけ，積極的に言葉や態 

度で賞賛する。 

交流をとおして得た新たな視 

点から表現を見つめ直し，新し 

い工夫を加える。 

新しい 

響きを 

体験しよう 

 

新しい響きの

良さを見出す

場面 

混声四部合唱の響きを実感

し，合唱の新たな魅力を感じ

取る。 

混声四部合唱の響きの良さや 

特徴について，共感的に捉え 

る。 

混声四部合唱の響きを感得す 

るをとおして，発声や音色につ 

いて考え，表現を工夫しようと 

する。 

 

 



資質・能力を位置付けた題材配列表 音楽科（第５ステージ） 
学年 題材 

主教材 

「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中
２ 

音楽の楽しさを 

味わおう２ 

～表現の可能性～ 

表：夏の日の贈りもの，

夏の思い出，他 

鑑：ショパン「革命」，

他 

自分の表現や感じ方，

聴き方を見つめ直す場

面 

・自分なりの表現をす

るために，追究の方

向性を見出す。 

・音楽の要素や構造と

曲想とのかかわり

や，その変化の特徴

を自分なりに感じ取

る。 

・相手の歌声の良さを

探し，言葉や態度（身

振りや相づち，オノ

マトペなど）で伝え

ている。 

・自分と相手の表現や

聴き取ったこと，感

じ方などを比較し，

特徴や良さをとらえ

ている。 

・様々な視点から改善

点を見出して伝えて

いる。 

・交流を通して得た視

点をもとに，表現を

工夫する。 

・交流を通して得た視

点をもとに，自分の

聴き方を見つめ直

す。 

表現を 

練り上げよう２ 

～個が表現し合う 

合唱表現～ 

表：「時の旅人」.他 

相手に伝わる表現を工

夫する場面 

・より良い表現への方

向性をもち，自分な

りに追究していく。 

・声部の役割や全体の

響きを感じ取り，声

を合わせる。 

・指揮や伴奏と合わせ

た音楽表現の豊かさ

を感じ取る。 

・相手の歌声の良さを

見出し，言葉や態度

（指揮表現や身振

り，相づち，オノマ

トペなど）で伝えて

いる。 

・相手の意見を受け止

めることに肯定的で

ある。 

交流を通して得た視点

をもと 

に，聴き手に伝わる表

現とな 

るように工夫を加えて

いる。 

さまざまな音楽と 
かかわろう１ 
～日本とアジアの 
民族音楽～ 
鑑：能と狂言，歌舞伎，
京劇，オペラ，ミュージ
カル，筝曲「六段の調」，
カヤグム，アジェン，他 

音楽表現の特徴や共通

点などを見出す場面 

日本やアジアの音楽の

特徴をとらえ，その関

連性に気付く。 

・曲を聴いて感じたイ

メージや思いを，言

葉などであらわして

いる。 

・仲間の意見を肯定的

に受け るのか」と，

新たな見方や感じ方

に気づいている。 

日本とアジアの音楽に

ついて 

比較したり関連させた

りしな 

がら，表現の特徴や共

通点を 

見いだし，文章でまと

めてい 

る。 

 

思いを込めて 

表現しよう１ 

～平和への願いを 

込めた合唱表現～ 

表：相思樹の歌，青葉の

歌（混四），他 

鑑：沖縄の伝統音楽，レ

クエイム(フォーレ)，プ

ラハのための音楽

1968，広島平和祈念コン

サート，他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージをより伝え

るために表現を工夫す

る場面 

・平和への願いと音楽

表現とのかかわりと

いう視点から，音楽

の果たす役割につい

て捉え直す。 

・沖縄の音楽の特徴を

聴き取り，良さや雰

囲気を感じ取る。 

・曲に込められた思い

や願いについて，互

いの考えを伝え合っ

ている。 

 

 

平和への願いというメ

ッセージを伝えるため

に，音楽をどのように

表現すれば良いかを考

え，工夫する。 



中

３ 

音楽の楽しさを 

味わおう３ 

～新しい響き～ 

表：大地讃頌（混

四），「花」，他 

響きをより深めるため

に歌い方を工夫する場

面 

テノールとバスの重な

りや，混声四部の深み

のある響きを感じ取

り，合唱表現に対して

新たな可能性を見出

す。 

・相手の歌声の良さを

積極的に見つけ，言

葉や態度（身振りや

相づち，オノマトペ

など）で伝えている。 

・様々な視点から改善

点を見いだし，アド

バイスを積極的に伝

えている。 

 

 

 

 

 

 

 

交流を通して，方策を 

試行錯誤しながらより 

美しい混声四部合唱の 

響きを作り出してい 

る。 

表現を 

練り上げよう３ 

～表現の豊かさを 

求めて～ 

表：「春に」（混

四）.他 

豊かな表現を求めて，

表現を練り上げる場面 

・豊かな表現を求めて，

歌詞の解釈，発声，

ハーモニーづくり，

曲想表現など，あら

ゆる角度から楽曲に

ついて考え，方向性

をもちながら追究す

る。 

・声部の役割や全体の

響きを感じ取り，声を

合わせて調和させる。 

・指揮や伴奏と合わせ

た音楽表現の豊かさや

美しさを感じ取る。 

・相手の歌声の良さを

積極的に見出し，言

葉や態度（指揮表現

や身振り，相づち，

オノマトペなど）で

伝え，自分の表現に

生かそうとしてい

る。 

・相手の意見を受け止

めることに肯定的で

ある。 

交流を通して，歌詞の 

解釈，発声，ハーモニ 

ーづくり，曲想表現な 

ど，あらゆる角度から 

追究し直し，表現を深 

めている。 

さまざまな音楽と 

かかわろう２ 

～音楽の色彩と 

スタイル～ 

鑑：フーガ ト短

調，「運命」展覧

会の絵，喜びの島

（ピアノ版，吹奏

楽版），ボレロ，

惑星（オーケスト

ラ版，シンセ版），

ノヴェンバーステ

ップス，他 

音楽表現の特徴や共通

点などを見出す場面 

・バロックから現代ま

での音楽について，

表現の特徴を聴き取

り，特質や雰囲気を

感じ取っている。 

・音色の変化を聴き取

り，音楽における色

彩感を感じ取ってい

る。 

・時代における様式や

楽器についての特徴

について聴き取った

ことや感じ取ったこ

とを互いに伝え合

う。 

・仲間の意見を肯定的

に受け止め，「その

ような見方もあるの

か」と，新たな見方

や感じ方の良さを感

じている。 

仲間との交流を通して 

より多くの視点を加え 

て音楽の特徴を比較， 

関連させ，表現の特徴 

や共通点を様々な視点 

から捉えている。 

思いを込めて 

表現しよう２ 

～自分の思いや 

願いを込めた 

合唱表現～ 

表：青葉の歌（混

四），春に（混四），

旅立ちの日に，他 

思いや願いを重ね合わ

せて表現するための方

策を練る場面 

音楽と自分とのかかわ

りについて考え，自分

にとっての音楽の大切

さを実感している。 

・音楽に対する相手や

仲間の思いを肯定的

に受け止め，視野を

広げている。 

・音楽に対する様々な

見方や考え方に触

れ，価値観を広げて

いる。 

歌詞の意味をより深く 

捉え，自分の思いや願 

いに重ね合わせて表現 

することができる。 

 

 

 

 

 



 



資質・能力を位置付けた題材配列表 図画工作・美術科（第２ステージ） 

学年 題材 
「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 
自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
１ 

すきなもの 

いっぱい 

（絵） 

経験したことや感じたこと，想像し

たことから発想を広げたり，構想し

たりする場面 

経験したことや感じたこと，想

像したことから発想して，表し

たい好きなことのイメージを

明確にする。 

自他の表現の面白さや工夫を

伝え合い，色や形の工夫につい

て気付いたことを話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，線，形，

色から発想して表現方法を

見いだしたりする。 

チョッキンパで 

かざろう 

（工作） 

紙の折り方や切り方，並べ方やつな

ぎ方を試しながら発想を広げたり，

構想したりする場面 

試しの活動でできた形から発

想したり，並べ方やつなぎ方を

工夫したりして，表したいイメ

ージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした紙の折り方や切り

方，並べ方やつなぎ方の工夫に

ついて話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形，色を

生かした表現方法を見いだ

したりする。 

いろいろならべて 

（造形遊び） 

材料や場所の特徴を確かめながら，

面白い並べ方のイメージを表す方

法についての発想を広げたり，構想

したりする場面 

材料や場所の特徴を生かして

発想したり，試したりして，面

白い並べ方のイメージを明確

にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，遊びながら見

いだした材料の使い方や並べ

方の工夫について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな材料の使い方を

工夫したり，材料や場所の特

徴を生かした表現方法を見

いだしたりする。 

みて みていっぱい 

つくったよ 

（立体） 

粘土のいろいろなつくり方を試し

ながら発想を広げたり，構想したり

する場面 

試しの活動でできた形から発

想したり，いろいろなつくり方

を工夫したりして，表したいイ

メージを明確にする。 

自他の表現の面白さや工夫を

伝え合い，形やつくり方の工夫

について気付いたことを話し

合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形から発

想して表現方法を見いだし

たりする。 

しぜんとなかよし 

（造形遊び） 

材料や場所の特徴を確かめながら，

面白い並べ方や組み合わせ方のイ

メージを表す方法についての発想

を広げたり，構想したりする場面 

材料や場所の特徴を生かして

発想したり，試したりして，面

白い並べ方や組み合わせ方の

イメージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，遊びながら見

いだした材料の使い方や並べ

方，組み合わせ方の工夫につい

て話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな材料の使い方を

工夫したり，材料や場所の特

徴を生かした表現方法を見

いだしたりする。 

でこぼこはっけん 

（鑑賞） 

でこぼこの形を紙や粘土で写し取

ったり，写した形から考えて表現し

たりして感じた，形の面白さや表し

方の工夫を共有する場面 

でこぼこの形を紙や粘土で写

し取って感じたことや写した

形から発想して，表したいイメ

ージを明確にする。 

でこぼこの形を紙や粘土で写

し取って感じたことや写した

形から考えた表現のよさを伝

え合い，形の面白さや表し方の

工夫について話し合う。 

でこぼこの形を紙や粘土で

写し取ったり，写した形から

考えて表現したりしたこと

を基に，自他の感じ方のよさ

や，動きや形の面白さを見い

だす。 

どうぶつむらの 

ピクニック 

（立体） 

空き箱の形から想像したこと，試し

の活動でできた形から発想を広げ

たり，構想したりする場面 

空き箱の形から想像したこと，

試しの活動でできた形から発

想して表したいイメージを明

確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方，組み合わせ方やつけ方の工

夫について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形から発

想して表現方法を見いだし

たりする。 

できたらいいな 

こんなこと 

（絵） 

経験したことや見たこと，想像した

ことから発想を広げたり，構想した

りする場面 

経験したことや見たこと，想像

したことから発想して，表した

い，やってみたいことのイメー

ジを明確にする。 

自他の表現の面白さや工夫，イ

メージを伝え合い，色や形の工

夫について気付いたことを話

し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，線，形，

色から発想して表現方法を

見いだしたりする。 

うつしてあそぼう 

（絵） 

いろいろなものを写した形や色か

ら発想を広げたり，構想したりする

場面 

いろいろなものを写した形や

色から発想して，表したいイメ

ージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方，形や色の組み合わせ方の工

夫について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形や色か

ら発想して表現方法を見い

だしたりする。 

ゆめのまち 

３ちょうめ 

（工作） 

空き箱の形から想像したこと，切っ

たり開いたり重ねたりしてできた

形から発想を広げたり，構想したり

する場面 

空き箱の形から想像したこと，

切ったり開いたり重ねたりし

てできた形から発想して，表し

たい家や飾りのイメージを明

確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方，組み合わせ方や飾り方の工

夫について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形から発

想して表現方法を見いだし

たりする。 

 

 

 



 

学年 題材 
「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 
自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
２ 

すきなことなあに 

（絵） 

経験したことや感じたこと，想像し

たことから発想を広げたり，構想し

たりする場面 

経験したことや感じたこと，想

像したことから発想して，表し

たい好きなことのイメージを

明確にする。 

自他の表現の面白さや工夫を

伝え合い，色や形の工夫につい

て気付いたことを話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，線，形，

色から発想して表現方法を

見いだしたりする。 

マグネット マスコット 

（工作） 

用具や材料の使い方やつなぎ方を

試しながら発想を広げたり，構想し

たりする場面 

試しの活動でできた形から発

想したり，つなぎ方を工夫した

りして，表したいイメージを明

確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方やつなぎ方の工夫について

話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形，色，

つなぎ方を生かした表現方

法を見いだしたりする。 

なぞのギルモア 

（立体） 

創作話を聞いて感じたことや想像

したこと，試しの活動でできた形か

ら発想を広げたり，構想したりする

場面 

創作話を聞いて感じたことや

想像したこと，試しの活動でで

きた形から発想して表したい

イメージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方の工夫について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形から発

想して表現方法を見いだし

たりする。 

光のプレゼント 

（造形遊び） 

材料や場所の特徴を確かめながら，

面白いひかりのイメージを表す方

法についての発想を広げたり，構想

したりする場面 

材料や場所の特徴を生かして

発想したり，試したりして，面

白いひかりのイメージを明確

にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，遊びながら見

いだした用具や材料の使い方

や組み合わせの工夫について

話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，材料や場

所の特徴を生かした表現方

法を見いだしたりする。 

すてきなもの 

いっぱい 

（鑑賞） 

お気に入りのものを集めたり並べ

たりして感じ取った，色や形の面白

さや並べ方の工夫を共有する場面 

お気に入りのものを集めたり

並べたりして感じ取った，色や

形の面白さや並べ方の工夫を

とらえる。 

お気に入りのものを集めたり

並べたりして感じ取ったこと

を伝え合い，色や形の面白さや

並べ方の工夫について話し合

う。 

お気に入りのものを集めた

り並べたりして感じ取った

ことについて話し合ったこ

とを基に，自他の感じ方のよ

さや，動きや形の面白さを見

いだす。 

ペーパーランドの 

大工さん 

（立体） 

創作話を聞いて感じたことや想像

したこと，試しの活動でできた形か

ら発想を広げたり，構想したりする

場面 

創作話を聞いて感じたことや

想像したこと，試しの活動でで

きた形から発想して表したい

イメージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方の工夫について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形から発

想して表現方法を見いだし

たりする。 

ビッグアニマル 

ランドに 

あそびに行こう 

（絵） 

創作話を聞いて感じたことや想像

したり，材料の使い方や組み合わせ

を試したり，刷りの効果を確かめた

りしながら発想を広げたり，構想し

たりする場面 

創作話を聞いて感じたことや

想像したり，材料の使い方や組

み合わせを試したり，刷りの効

果を確かめたりしながら発想

して表したいイメージを明確

にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方による感じ方の違いや工夫

について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形から発

想して表現方法を見いだし

たりする。 

絵の具名人に 

なろう 

見て見てお話 

（絵） 

創作話を聞いて感じたことや想像

したり，材料の使い方や組み合わせ

を試したりしながら発想を広げた

り，構想したりする場面 

創作話を聞いて感じたことや

想像したり，材料の使い方や組

み合わせを試したりしながら

発想して表したいイメージを

明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方による感じ方の違いや工夫

について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形から発

想して表現方法を見いだし

たりする。 

コロコロ 

大さくせん 

（工作） 

いろいろな転がり方を試しながら

発想を広げたり，構想を具体的にし

たりする場面 

試しの活動で見いだした，転が

り方から発想して，転がり方に

合う形や色のイメージを明確

にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした転がり方や転がり

方に合う形や色の工夫につい

て話し合う。 

自分のイメージに合った動

きや形になるように，新たな

用具や材料の使い方を工夫

したり，転がり方に合う形や

色を見いだしたりする。 



資質・能力を位置付けた題材配列表 図画工作・美術科（第３ステージ） 

学年 題材 
「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 
自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
３ 

絵の具と水の 

ハーモニー 

（絵） 

用具や材料の使い方や組み合わせ

の効果を試しながら，表したいイメ

ージを表す方法についての発想を

広げたり，構想を具体的にしたりす

る場面 

試しの活動でできた線，形，色

から発想したり，組み合わせ方

を工夫したりして，表したいイ

メージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方や組み合わせによる感じ方

の違いや工夫について話し合

う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，線，形，

色の組み合わせを生かした

表現方法を見いだしたりす

る。 

キラクルモビール 

（立体） 

回転しながら光ったり色が変化し

たりするつくり方を試しながら，回

転のさせ方や組み合わせ方につい

ての発想を広げたり，構想を具体的

にしたりする場面 

試しの活動でできた形や仕組

みから発想したり，組み合わせ

方を工夫したりして，表したい

モビールのイメージを明確に

する。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした回転のさせ方や組

み合わせによる感じ方の違い

や工夫について話し合う。 

自分のイメージに合ったモ

ビールになるように，光った

り色が変化したりする仕組

みを生かした回転のさせ方

や組み合わせ方を見いだす。 

タイヤをつけて 

出発進行 

（工作） 

タイヤが回転する仕組みや車の動

きを試しながら，表したいイメージ

を表す方法についての発想を広げ

たり，構想を具体的にしたりする場

面 

試しの活動で見いだした，タイ

ヤが回転する仕組みや材料の

組合わせから発想して，車の形

や動きのイメージを明確にす

る。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした仕組みや材料の組

み合わせによる動きや感じ方

の違いについて話し合う。 

自分のイメージに合った動

きや形になるように，新たな

用具や材料の使い方を工夫

したり，回転する仕組みや組

み合わせ方を見いだしたり

する。 

いつもの場所で 

（造形遊び） 

材料や場所の特徴を確かめながら，

表したいイメージを表す方法につ

いての発想を広げたり，構想を具体

的にしたりする場面 

材料や場所の特徴を生かして

発想したり，試したりして，楽

しい空間のイメージを明確に

する。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，遊びながら見

いだした用具や材料の使い方

や組み合わせによる感じ方の

違いや工夫について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，材料や場

所の特徴を生かした組み合

わせを見いだしたりする。 

 

タッチ キャッチ 

さわりごこち 

（鑑賞） 

いろいろな材料を触って感じ取っ

た，障り心地の違いや組み合わせや

並べ方の面白さを共有する場面 

いろいろな材料を触って感じ

取ったことを基に，障り心地の

違いや組み合わせや並べ方の

面白さをとらえる。 

いろいろな材料を触って感じ

取ったことを伝え合い，自他の

感じ方の違いや組み合わせや

並べ方の面白さについて話し

合う。 

障り心地の違いや組み合わ

せや並べ方の面白さについ

て話し合ったことを基に，自

他の感じ方のよさや組み合

わせや並べ方の面白さを見

いだす。 

どこにでも 

行けるのりもの 

スーパー 

アドベンチャー号 

（絵） 

表したい思いについて構想したワ

ークシートやアイデアスケッチを

基に，表したいイメージを表す方法

についての発想を広げたり，構想を

具体的にしたりする場面 

創作話を聞いて感じたことや

想像したことから発想して，表

したい場所や表したいことの

イメージを明確にする。 

自他のイメージやアイデアス

ケッチのよさや工夫を伝え合

い，中心がはっきりする表し方

や，これまでに経験した絵の具

遊びの技法を生かした表現方

法について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，中心がはっきりする表

し方を考えたり，新たな用具

や材料の使い方や組み合わ

せ方を見いだしたりする。 

くつ下や 

手ぶくろに 

まほうをかけると 

（立体） 

用具や材料の使い方や組み合わせ

の効果を試しながら，表したいイメ

ージを表す方法についての発想を

広げたり，構想を具体的にしたりす

る場面 

試しの活動でできた形から発

想したり，組み合わせ方を工夫

したりして，表したいイメージ

を明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方や組み合わせによる感じ方

の違いや工夫について話し合

う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形，色の

組み合わせを生かした表現

方法を見いだしたりする。 

はんで広げたゆめ

（絵） 

材料の使い方や組み合わせを試し

たり，刷りの効果を確かめたりしな

がら，表したいイメージを表す方法

についての発想を広げたり，構想を

具体的にしたりする場面 

試しの活動でできた形から発

想したり，材料の組み合わせ方

を工夫したりして，表したいイ

メージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした材料の使い方や組

み合わせ，刷り方による感じ方

の違いや工夫について話し合

う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな材料の使い方や

刷り方を工夫したり，形，色

の組み合わせを生かした表

現方法を見いだしたりする。 

小さなはこの物語 

（工作） 

材料の使い方や組み合わせを試し

たことや，表したい思いについて構

想したワークシートやアイデアス

ケッチを基に，表したいイメージを

表す方法についての発想を広げた

り，構想を具体的にしたりする場面 

創作話を聞いて感じたことや

想像したことから発想したり，

材料の組み合わせ方を工夫し

たりして，表したいイメージを

明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージやアイデアスケッチのよ

さや工夫を伝え合い，大切なも

のがはっきりする表し方や，用

具や材料の使い方や組み合わ

せによる感じ方の違いや工夫

について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，大切なものがはっきり

する表し方を考えたり，新た

な材料の使い方や形，色組み

合わせ方を見いだしたりす

る。 



 

学年 題材 
「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 
自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
４ 

 

ギコギココロコロ 

楽しいなかま 

（工作） 

材料の使い方や組み合わせを試し

たことや，表したい思いについて構

想したワークシートやアイデアス

ケッチを基に，表したいイメージを

表す方法についての発想を広げた

り，構想を具体的にしたりする場面 

試しの活動でできた形から発

想したり，組み合わせ方を工夫

したりして，表したいもののイ

メージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした切り方や組み合わ

せによる感じ方の違いや工夫

について話し合う。 

自分のイメージに合ったも

のになるように，新たな用具

や材料の使い方を工夫した

り，形，色の組み合わせを生

かした表現方法を見いだし

たりする。 

立ち上がれ ねん土 

（立体） 

ねん土を立たせる方法を試しなが

ら，ねん土の立たせ方や立ち上がっ

たねん土の形の生かし方について

の発想を広げたり，構想を具体的に

したりする場面 

試しの活動でできた形から発

想したり，ねん土の立たせ方を

工夫したりして，表したいもの

のイメージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだしたねん土の立たせ方

や立ち上がったねん土の形の

生かし方による感じ方の違い

や工夫について話し合う。 

自分のイメージに合った形

になるように，ねん土の立た

せ方や立ち上がったねん土

の形の生かし方を見いだす。 

絵の具刑事（デカ） 

（絵） 

用具や材料の使い方や組み合わせ

の効果を試しながら，表したいイメ

ージを表す方法についての発想を

広げたり，構想を具体的にしたりす

る場面 

試しの活動でできた線，形，色

から発想したり，組み合わせ方

を工夫したりして，表したいイ

メージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方や組み合わせによる感じ方

の違いや工夫について話し合

う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，線，形，

色の組み合わせを生かした

表現方法を見いだしたりす

る。 

光とかげから 

生まれる形 

（造形遊び） 

材料や場所の特徴を確かめながら，

面白いかげのイメージを表す方法

についての発想を広げたり，構想を

具体的にしたりする場面 

材料や場所の特徴を生かして

発想したり，試したりして，面

白いかげのイメージを明確に

する。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，遊びながら見

いだした用具や材料の使い方

や組み合わせによる感じ方の

違いや工夫について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，材料や場

所の特徴を生かした組み合

わせを見いだしたりする。 

 

からだで 

かんしょう 

（鑑賞） 

作品の動きを模倣して感じ取った，

作品の特徴や，動きや形の面白さを

共有する場面 

作品の動きを模倣して感じ取

った，作品の特徴や，動きや形

の面白さをとらえる。 

作品の動きを模倣して感じ取

ったことを伝え合い，作品の特

徴についての自他の感じ方の

違いや，動きや形の面白さにつ

いて話し合う。 

作品の特徴や，動きや形の面

白さについて話し合ったこ

とを基に，自他の感じ方のよ

さや，動きや形の面白さを見

いだす。 

願いの種から 

（立体） 

用具や材料の使い方や組み合わせ

の効果を試しながら，表したいイメ

ージを表す方法についての発想を

広げたり，構想を具体的にしたりす

る場面 

試しの活動でできた形から発

想したり，組み合わせ方を工夫

したりして，表したいイメージ

を明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具や材料の使い

方や組み合わせによる感じ方

の違いや工夫について話し合

う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな用具や材料の使

い方を工夫したり，形，色の

組み合わせを生かした表現

方法を見いだしたりする。 

願いがかなう 

不思議な本 

シークレット 

ストーリー 

（絵） 

表したい思いについて構想したワ

ークシートやアイデアスケッチを

基に，表したいイメージを表す方法

についての発想を広げたり，構想を

具体的にしたりする場面 

創作話を聞いて感じたことや

想像したことから発想して，表

したい場所や表したいことの

イメージを明確にする。 

自他のイメージやアイデアス

ケッチのよさや工夫を伝え合

い，中心がはっきりする表し方

や，これまでに経験した絵の具

の技法を生かした表現方法に

ついて話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，中心がはっきりする表

し方を考えたり，新たな用具

や材料の使い方や組み合わ

せ方を見いだしたりする。 

ほって すって 

見つけて 

（絵） 

彫刻等の使い方や版の組み合わせ

を試したり，彫りの効果を確かめた

りしながら，表したいイメージを表

す方法についての発想を広げたり，

構想を具体的にしたりする場面 

試しの活動でできた線や形か

ら発想したり，彫刻等の選び方

や版の組み合わせ方を工夫し

たりして，表したいイメージを

明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした彫刻刀の使い方や

版の組み合わせ，彫り方や刷り

方による感じ方の違いや工夫

について話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，新たな彫刻刀の使い方

や刷り方を工夫したり，彫刻

刀の効果や版の組み合わせ

を生かした表現方法を見い

だしたりする。 

コロコロ 

3Dアドベンチャー 

（工作） 

材料の使い方や組み合わせを試し

たことや，表したい思いについて構

想したワークシートやアイデアス

ケッチを基に，表したいイメージを

表す方法についての発想を広げた

り，構想を具体的にしたりする場面 

試しの活動でできた形やビー

玉の動きからから発想したり，

材料の組み合わせ方を工夫し

たりして，表したいイメージを

明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージやアイデアスケッチのよ

さや工夫を伝え合い，表したい

テーマに合った表し方や，用具

や材料の使い方や組み合わせ

による感じ方の違いや工夫に

ついて話し合う。 

表したいイメージを表すた

めに，テーマがはっきりする

表し方を考えたり，新たな材

料の使い方や形，色組み合わ

せ方を見いだしたりする。 



資質・能力を位置付けた題材配列表 図画工作・美術科（第４ステージ） 

学年 題材 
「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 
自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
５ 

季節を感じて 

（絵） 

表したいイメージついて構想した

アイデアスケッチを基に，表したい

イメージや季節感をよりよく表す

方法についての発想を広げたり，構

想を具体的にしたりする場面 

身近にあるものや生活の中の

季節を感じるものやことをも

とに，表したいことを決め，表

したいイメージを明確にする。 

自他のアイデアスケッチのよ

さや工夫を伝え合い，表したい

イメージや季節感がよりよく

表れる構図や表現方法を出し

合う。 

表したいイメージや季節感

をよりよく表すために，視点

やものの配置を考えたり，描

材を組み合わせる表現方法

を見いだしたりする。 

糸のこドライブ 

（立体） 

曲線切りした板の形や色を生かし

た組み合わせを試しながら，立たせ

方や組み合わせ方についての発想

を広げたり，構想を具体的にしたり

する場面 

板の曲線切りによってできた

形からつくりたいものを発想

したり，組み合わせ方を工夫し

たりして，表したいオブジェの

イメージを明確にする。 

自他の板の切り方，組み合わせ

方，立たせ方のよさや工夫を伝

え合い，表したいオブジェのイ

メージがよりよく表れる方法

やアイデアを出し合う。 

自分のイメージに合ったオ

ブジェになるように，板の形

や色を生かした立たせ方，組

み合わせ方を見いだす。 

浮き出す 飛び出す 

紙アート 

（工作） 

浮き出したりとび出したりする仕

組みを確かめながら，イメージをよ

りよく表す方法についての発想を

広げたり，構想を具体的にしたりす

る場面 

試しの活動で見いだした，浮き

出したりとび出したりする仕

組みを生かして，自分の思いを

伝える「紙アート」のイメージ

を明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，浮き出したり

とび出したりさせる方法やイ

メージに合った動き，色や形の

組み合わせ方の工夫について

アイデアを出し合う。 

自分のイメージをよりよく

表すために，効果的な動きを

発想したり，思いが伝わる形

や色の組み合わせ方を見い

だしたりする。 

めざせ 

ローラーの達人 

（絵） 

用具や材料の使い方や組み合わせ

の効果を確かめながら，表したいイ

メージをよりよく表す方法につい

ての発想を広げたり，構想を具体的

にしたりする場面 

これまでに経験したローラー

遊びや絵の具遊びの技法を思

い起こしたり，試しの活動で見

いだしたローラーや絵の具の

使い方を生かしたりして，表し

たい色と形の世界のイメージ

を明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，用具や材料の

使い方や組み合わせの効果を

生かした表現方法についてア

イデアを出し合う。 

表したいイメージをよりよ

く表すために，新たな用具の

使い方を工夫したり，形や色

の組み合わせや重なりを生

かした表現方法を見いだし

たりする。 

見つけたことを 

話してみよう 

（鑑賞） 

見いだした，親しみのある美術作品

のよさや美しさ，面白さを共有する

場面 

親しみのある美術作品の色や

形，動きや奥行きなどの造形的

な特徴をもとに，よさや美し

さ，面白さをとらえる。 

色や形，動きや奥行きなどの造

形的な特徴を伝え合い，よさや

美しさ，面白さについて考えを

出し合う。 

親しみのある美術作品のよ

さや美しさ，面白さについて

話し合ったことをもとに，作

品の中の人やものについて，

新たな発想をする。 

光のハーモニー 

（造形遊び） 

光のあて方や材料による雰囲気の

違い，組み合わせや場所の特徴を確

かめながら，光がより美しく見える

方法についての発想を広げたり，構

想を具体的にしたりする場面 

材料に光をあてた時の効果や

場所の特徴を生かして発想し

たり，試したりして，光が美し

く見える空間のイメージを明

確にする。 

感じ取った，光のあて方や材料

による雰囲気の違い，組み合わ

せや場所の特徴を生かした工

夫を伝え合い，光がより美しく

見える方法やアイデアを出し

合う。 

光がより美しく見えるよう

に，光のあて方や材料による

雰囲気の違い，組み合わせや

場所の特徴を生かした表現

方法を見いだす。 

つくろう 

わたしの 音と形 

（立体） 

材料や動きの組み合わせ方を確か

めながら，表したい音や形をよりよ

く表す方法についての発想を広げ

たり，構想を具体的にしたりする場

面 

試しの活動で見いだしたお気

に入りの音を出す仕組みを生

かして，音の出る形を発想した

り，音を表す色や形を想像した

りして，表したいイメージを明

確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，表したい音や

形がよりよく表れる方法やア

イデアを出し合う。 

表したい音や形をよりよく

表すために，材質の違う材料

を組み合わせたり，動き方を

組み合わせたりする表現方

法を見いだす。 

色を重ねて 

ゆめを広げて 

（絵） 

彫りの効果や，色を重ねて刷る際の

配色や組み合わせの効果を確かめ

ながら，「夢の世界」のイメージを

よりよく表す方法についての発想

を広げたり，構想を具体的にしたり

する場面 

試しの活動で見いだした彫り

の効果や，色を重ねて刷る際の

配色や組み合わせの効果を生

かして，表したい「夢の世界」

のイメージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした彫りの効果や，刷る

際の配色や組み合わせの工夫

についてアイデアを出し合う。 

自分のイメージをよりよく

表すために，表したい「夢の

世界」のイメージに合った彫

刻刀や色を選んだり，新たな

彫り方や色の組み合わせ方

を見いだしたりする。 

線を集めて 

（工作） 

線状の材料の形や色，組み合わせを

確かめながら，表したい飾りのイメ

ージをよりよく表す方法について

の発想を広げたり，構想を具体的に

したりする場面 

線状の材料の形や色，組み合わ

せなどを試しながら，それらが

つくり出す形の特徴をとらえ，

自分の表したい飾りのイメー

ジを明確にする。 

 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした形や色の組み合わ

せ方や，材料を編んだり組んだ

りする方法についてアイデア

を出し合う。 

自分のイメージをよりよく

表すために，飾りのイメージ

に合った材料を選んだり，新

たな編み方や組み合わせ方

を見いだしたりする。 

 



 

学年 題材 
「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 
自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
６ 

いのちのカタチ 

（絵） 

消してできる形や生命を感じる色

や形について確かめながら，表した

い「いのち」のイメージをよりよく

表す方法についての発想を広げた

り，構想を具体的にしたりする場面 

消してできる形から発想した

り，生命を感じる色や形を想像

したりして，いのちのカタチの

イメージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，いのちのカタ

チのイメージがよりよく表れ

る方法やアイデアを出し合う。 

表したい「いのち」のイメー

ジをよりよく表すために，新

たな発想をしたり，消しゴム

やコンテの使い方を工夫し

た表現方法を見いだしたり

する。 

ココロのまどを 

あけて 

（絵・立体） 

材料の色や質感，形の特徴を確かめ

ながら，表したい感情をよりよく表

す方法についての発想を広げたり，

構想を具体的にしたりする場面 

材料の色や質感，切り抜いた形

の特徴から感情を発想したり，

感情を表す色や形を想像した

りして，ココロのまどのイメー

ジを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，表したい感情

がよりよく表れる方法やアイ

デアを出し合う。 

表したい感情をよりよく表

すために，色や形を工夫した

り，材料を組み合わせたり，

質感をかえたりする表現方

法を見いだしたりする。 

ここにしかない 

カタチ 

（立体） 

自分型土器をつくりながら，表した

いイメージと表現のつながりにつ

いて考える場面 

心に留まったものの特徴から

形を発想したり，実体のないも

のの形を想像したりして自分

型土器のイメージを明確にす

る。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，表したいイメ

ージがよりよく表れる方法や

アイデアを出し合う。 

表したいイメージをよりよ

く表すために，粘土の可塑性

を生かした新たな発想や表

現方法を見いだす。 

針金タワー 

（立体） 

針金の効果や可能性を確かめなが

ら，立たせ方や装飾の方法について

の発想を広げたり，構想を具体的に

したりする場面 

針金を曲げたり巻いたりしな

がら形を発想したり，立たせ方

を工夫したりして，表したい針

金タワーのイメージを明確に

する。 

自他の針金の曲げ方，巻き方，

立たせ方，装飾の方法のよさや

工夫を伝え合い，表したいイメ

ージがよりよく表れる方法や

アイデアを出し合う。 

自分のイメージに合った形

になるように，針金の特徴を

生かした立たせ方や装飾の

方法を見いだす。 

白い物語 

（造形遊び） 

材料や場所の特徴を確かめながら，

表したい物語がよりよく表れる方

法についての発想を広げたり，構想

を具体的にしたりする場面 

身近な白い材料の特徴や場所

の特徴を生かして発想したり，

試したりして，表したい物語を

明確にする。 

感じ取った材料の形，色，手触

りの違い，組み合わせや場所の

特徴を生かした工夫を伝え合

い，表したい物語がよりよく表

れる方法やアイデアを出し合

う。 

表したい物語がよりよく表

れるように，材料の形，色，

手触りの違い，組み合わせや

場所の特徴を生かした表現

方法を見いだす。 

わたしの 

お気に入りの場所 

（絵） 

表したい場所や表したい思いにつ

いて構想したアイデアスケッチを

基に，表したい場所の特徴や思いを

よ 

りよく表す方法についての発想を

広げたり，構想を具体的にしたりす

る場面 

これまでの生活の中で感じた

ことをもとに，表したい場所や

表したい思いを決め，表したい

場所や人物の表し方のイメー

ジを明確にする。 

自他のアイデアスケッチのよ

さや工夫を伝え合い，表したい

場所の特徴や思いがよりよく

表れる構図や表現方法を出し

合う。 

表したい場所の特徴や思い

をよりよく表すために，中心

がはっきりする構図を考え

たり，描材を組み合わせる表

現方法を見いだしたりする。 

一瞬をカタチに 

（立体） 

針金の効果や可能性を確かめなが

ら，人物の動きについての発想を広

げたり，構想を具体的にしたりする

場面 

自分の経験を想起したり，材料

の特徴や組み合わせを試した

りして表したい思いを決め，人

物の動きや周りの情景の表し

方のイメージを明確にする。 

自他の思い，表現のよさや工夫

を伝え合い，思いの伝わる人物

の動きや周りの空間を生かし

た表現方法についてアイデア

を出し合う。 

伝えたい思いがはっきりす

るように，人物の動きや周り

の空間を生かした新たな発

想や表現方法を見いだす。 

｢和｣を味わう 

（鑑賞） 

見いだした，身の回りにある「和の

形」や日本の美術作品のよさや美し

さ，面白さを共有する場面 

身の回りにある「和の形」や日

本の美術作品の色や形，特徴を

様々な角度から見たり考えた

りして，よさや美しさ，面白さ

をとらえる。 

身の回りにある「和の形」や日

本の美術作品の色や形の特徴

を伝え合い，受け継がれてきた

日本の美術のよさや美しさに

ついて考えを出し合う。 

日本の美術のよさや美しさ

について話し合ったことを

もとに，身の回りにある「和

の形」や美術作品を探した

り，新たな「和の形」を発想

したりする。 

墨のうた 

（絵） 

墨の特徴や，筆遣いの効果を確かめ

ながら，表したいイメージをよりよ

く表す方法についての発想を広げ

たり，構想を具体的にしたりする場

面 

試しの活動で見いだした墨の

特徴や，筆遣いのいろいろな効

果を生かして，表したい白と黒

の世界のイメージを明確にす

る。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，墨の濃淡や筆

遣いの効果や紙の質感を生か

した表現方法についてアイデ

アを出し合う。 

表したいイメージをよりよ

く表すために，画面構成を工

夫したり，墨の濃淡や筆遣

い，紙の質感を生かした表現

方法を見いだしたりする。 

うつして見つけた 

わたしの世界 

（絵） 

用具の効果や，刷る際の配色や版の

組み合わせの効果を確かめながら，

「私の世界」のイメージをよりよく

表す方法についての発想を広げた

り，構想を具体的にしたりする場面 

試しの活動で見いだした用具

の効果や，刷る際の配色や版の

組み合わせの効果を生かして，

表したい世界のイメージを明

確にする。 

自他の表現のよさや工夫，イメ

ージを伝え合い，試しの活動で

見いだした用具の効果や，配色

や版の組み合わせの工夫につ

いてアイデアを出し合う。 

自分のイメージをよりよく

表すために，「私の世界」の

イメージに合った用具や色

を選んだり，新たな用具の使

い方や版の組み合わせ方を

見いだしたりする。 

形と色が 

動き出す！ 

（工作） 

コマ撮りアニメーションの仕組み

を確かめながら，自分のストーリー

をよりよく表す方法についての発

想を広げたり，構想を具体的にした

りする場面 

試しの活動で見いだしたコマ

撮りアニメーションの仕組み

を生かして，変化させたい形や

色，表したいストーリーのイメ

ージを明確にする。 

自他の表現のよさや工夫，スト

ーリーを伝え合い，形や色を変

化させる方法やストーリーに

合った動きの工夫についてア

イデアを出し合う。 

自分のストーリーをよりよ

く表すために，面白い動きを

発想したり，形や色を変化さ

せる方法を見いだしたりす

る。 

 



資質・能力を位置付けた題材配列表 図画工作・美術科（第４ステージ） 

学年 単元 
「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中
１ 

感じたことを 

話し合おう 

（鑑賞） 

作品を見て感じ取ったことを話

し合い，作品の見方や感じ方，気

付くことは人それぞれであるこ

とを感じるため，意見を交換し想

像を広げる場面 

作品に描かれている形や色

彩から，自分が感じたことを

もとにイメージを膨らませ，

自分なりの解釈を明確にす

る 

作品に描かれている形や色

彩に着目し，それらの特徴か

ら生じる感情やイメージを

根拠にして話し合う。 

話し合いにより想像をふく

らませたことを通して，自分

一人で鑑賞した時には気付

かなかった形や色の美しさ

から，新たな作品の見方を見

いだす。 

見つけた，触れた， 

ひらめいた！ 

（絵や彫刻など） 

自然物の特徴を生かして構想し

たアイデアスケッチをもとに，表

したいイメージがよりよく表れ

る方法を見つけるため，自然物の

生かし方を試す場面 

自然物の材料の面白さを感

じ取り，特徴から発想する活

動を通して，形や色彩の面白

さを感じ取り，表したいイメ

ージを明確にする。 

見つけた自然物の色や形の

面白さや美しさを生かした

自他のアイデアスケッチの

よさや工夫を伝え合い，表し

たいイメージがよりよく表

れる方法やアイデアを試し

ながら話し合う。 

自分のイメージに合った造

形になるように，自然物の形

や色のよさや組合せ方，つく

る場所の特徴を生かした表

現方法を見いだす。 

見て描く楽しみ 

（絵や彫刻など） 

作成途中の互いの作品を鑑賞し

合い，対象物がもつ雰囲気や，影

の様子などをとらえ，画面構成や

鉛筆で濃淡を表現する方法につ

いて話し合う場面 

身近なものを見つめ，形のお

もしろさや色合い，質感，全

体的なイメージなどを自分

の感じ方でとらえる。 

互いの作品を見合い，対象物

の雰囲気や思いが表される

ように，鉛筆の使い方を工夫

して表す方法を出し合う。 

表したいものの特徴や表し

たい思いが伝わるように，画

面構成や影のよりよい表現

方法を新たに見いだす。 

文字が動き出す 

（デザインや工芸など） 

楽しく情報を伝えるために，どん

な形や色を使えばよいか，アイデ

アスケッチをもとに話し合い，

様々な可能性を探る場面 

絵文字の鑑賞を通して，文字

の形や色彩の工夫に気付き，

自由な発想から楽しく情報

を伝える文字のイメージを

明確にする。 

文字のもつ意味と視覚的な

形の可能性を探究し，見る人

に強い印象を与える絵文字

になるための表現方法につ

いてアイデアを出し合う。 

文字の形や意味などから表

現方法について話し合った

ことをもとに，伝えたい情報

がはっきりするような色や

形を決定して自分らしい表

現方法を見いだす。 

文様，飾りの小宇宙 

（デザインや工芸など） 

アイデアスケッチに表した自他

の文様を見せ合い，自分の発想に

なかったアイデアのよさを見つ

ける場面 

日本や諸外国の文様を鑑賞

したことを生かして，身の回

りの自然をもとに，表したい

文様のイメージを明確にす

る。 

自他の表現のよさや工夫，表

現したいイメージを伝え合

い，連続して文様を配置した

時の色や形の面白さや美し

さがよりよく表れるような

方法についてアイデアを出

し合う。 

自分のイメージをよりよく

表すために，イメージに合っ

た文様の並べ方や配色につ

いて考え，できあがっていく

経過を楽しみながら作品の

よさを新たに見いだしたり

する。 

形を丸ごと 

感じてみよう 

（絵や彫刻など） 

制作途中の作品を鑑賞し合い，共

に対象物を観察し合う場を設定

し，色や形，質感などを特徴がよ

りよく表れるような表現方法に

ついて試行錯誤する場面 

身近なものを立体に表そう

とする活動を通して，対象の

形や色彩，質感をとらえ，表

現したい特徴や美しさを明

確にする。 

対象を観察する活動から，新

たに見つけ出した色や形の

特徴や美しさを伝え合い，表

したいイメージがよりよく

表れる画材の使い方などの

方法をについてアイデアを

出し合う。 

表現したい対象物の特徴が

よりよく表れるような色や

形の表現方法を新たに見い

だしたり，用具の使い方を新

たに開発したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資質・能力を位置付けた題材配列表 図画工作・美術科（第５ステージ） 

学年 単元 
「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中
２ 

形と色の挑戦 

（絵や彫刻など） 

抽象作家作品の鑑賞において，自

分の考えにはなかった作品のよ

さや面白さに気付いたことを構

想に生かすために，それぞれが作

品から感じたことを，話し合う場

面 

抽象作家の作品を鑑賞する

活動を通して，形や色から自

分が感じた印象をもとに，伝

えたいことを決め，表したい

イメージを明確にする。 

様々な作家の探究の例を理

解する活動の中で，形や色彩

の特徴や組合せ方などに着

目させて，効果を生かした表

現や偶然がもたらす表現の

価値に気付いたことを基に

話し合う。 

表現したい言葉や音楽，自分

の感情を基に構想し，自分の

イメージに合った形や色の

特徴や組合せ方を見いだす。 

環境にとけこむかたち 

（デザインや工芸など） 

自分が構想した彫刻作品は，設置

場所のよさを生かしているか，自

分が表現したいことは形や色彩

から伝わっているか確かめるた

めに交流しようと投げかけ，交流

場面を設定する。相手のアイデア

スケッチから感じたよさや面白

さを伝え合う場面 

作品と設置場所との関係の

大切さに気付き，その場所の

よさを生かした作品につい

て考える。形や色彩，材料や

光などを考慮して，表現した

いイメージを明確にする。 

互いのアイデアスケッチを

見せ合い，自分の表現に新し

いよさや面白さに気付いた

り，相手の構想から見いだし

たよさや面白さを伝え合っ

たりする。  

置く場所や作品を取り巻く

環境を考えて，安全性や公共

性，伝えたい思いや願いを表

現するには，どのような形や

大きさ，色彩や素材を選ぶと

よいか考え，自分なりの価値

を見いだして工夫をする。 

心をともすあかり 

（絵や彫刻など） 

材料による光の透け方や漏れ方

などを試しながら，自分が欲しい

あかりをつくる技を見つけ出す

ために話し合う場面 

安らぎやぬくもりなど，あか

りが人の気持ちに与える効

果を意識して，自分が欲しい

あかりを言葉やアイデアス

ケッチを通してイメージを

明確にする。 

どのように和紙を使えば，自

分が表現したい雰囲気をも

つあかりをつくることがで

きるか，光の透け方や漏れ方

を実際に試し，見付けた和紙

の使い方を基に話し合う。 

和紙の重なり具合や形や色

による雰囲気の違いから，あ

かりの効果の出し方を工夫

し，自分が欲しいあかりの表

現方法を見いだす。 

浮世絵から学ぶ 

江戸の職人技 

（鑑賞・絵や彫刻など） 

彫りによる線の効果と摺による

色彩の効果，また，それらがもた

らす感情に気付かせる場面 

 

浮世絵作品の過程とそれを

支えた分業の仕組みについ

て知り，伝統文化に対する理

解を深めた上で，自分が面白

いと感じた浮世絵の作風を

基に下絵を描き，イメージを

明確にする。 

彫りや摺の技術，使用された

顔料の色合いから感じたこ

とや，浮世絵に対する理解を

深めたことを基に，自分が気

に入った作品から，江戸の粋

な美しさを見付け出したこ

とを説明し合う。 

彫りや摺の手順を考え，気に

入った作品のよさや面白さ

を手本にし，形や色を選び，

自分に合った表現方法を見

いだす。 

中
３ 

学友会キャラクター 

総選挙 

(デザインや工芸など) 

キャラクターをつくるにあたり

大切にしたい要素を絞り込むた

め，既存のキャラクターを鑑賞し

て話し合う場面 

キャラクターが担う役割に

ついて考え，学友会のスロー

ガンや自分たちの校風や学

校の特徴を考え，学友会に相

応しいキャラクターの条件

を絞り込みながら，表現した

いイメージを明確にする。 

構想したキャラクターが４

つの表現のキーワード（公共

性・独自性・明確なコンセプ

ト・単純化）に合っているか

を規準に話し合う。 

より相手に伝わりやすい形

や色になるよう単純化した

り，コンセプトが明確に伝わ

るように特徴を強調したり

すればよいことに気付きな

がら，キャラクターを完成さ

せる。 

自画像、 

今を生きるあなたへ 

（絵や彫刻など） 

自分をあらわすのにふさわしい

表現方法や材料，形や線，色彩な

どを考えて表現したことを作文

にまとめたことを伝え合い，様々

な表現がもたらす雰囲気の違い

を味わう場面 

参考作品と説明を合わせて

鑑賞し，感じ取ったことにつ

いて意見交換することで，同

じ教室にいても人それぞれ

様々な思いをもっているこ

とを感じる。自分の気持ちを

見つめ，どんな表現が自分を

表す作品になるかイメージ

を明確にする。 

今を生きる自分や将来なり

たい自分を基に広がった発

想を作文にまとめ，完成した

作品と合わせて鑑賞会をす

る。相手に伝えようと考えを

まとめたことで，自分の作品

に対する思いが深まったこ

とを話し合う。 

自分の感情や特徴，考えを表

すのにふさわしい表現方法

や描画材，技法を選び，自分

なりに工夫する。 

選択した形や色に意味づけ

をし，表現された作品を客観

的に鑑賞してよさや美しさ

を改めて見いだす。 

体験しよう！美術館 

（鑑賞） 

作家の作品を仲間と鑑賞しなが

ら，一人では気付くことができな

かった作品のよさや面白さに気

付く場面 

 

作品の形や色から，自分なり

に想像を膨らませたり，感じ

取ったことを言葉にしたり

しながら，作品に対するイメ

ージを明確にする。 

作品を鑑賞して，自分がもっ

たイメージについて仲間と

感じたことを自由に伝え合

う。 

伝え合ったことを基に，様々

な作品の見方や感じ方があ

ることに気付き，仲間と一緒

に鑑賞する愉しみを見いだ

す。 

みんなのための 

デザイン 

（デザインや工芸など） 

ユニバーサルデザインの視点か

ら使いやすさを考えた自分のデ

ザインについて，クライアント役

の友達にプレゼンする場面 

 

どんな形や機能，色彩や多く

の人にとって使いやすいか，

ユニバーサルデザイングッ

ズを分析し，多くの人に使い

やすくデザインされている

ものの条件を見いだす活動

を通して，表現したいイメー

ジを明確にする。 

似ている要素をもつ道具を

選んだ仲間と，使いやすさに

ついて話し合いながら構想

を練り上げ，工夫したことを

別の種類の道具を構想して

いる仲間にクライアント役

を交代してプレゼンし合う。 

クライアント役から出た要

望（改善点）を基に，より使

いやすい形や機能を考え，材

料や作り方を工夫する。クラ

イアント役から得た自分の

デザインのよさを受け止め，

ユニバーサルデザインの新

しい考え方を見いだす。 

水墨で表す 

（絵や彫刻など） 

様々な墨の表現を見付け出し合

い，墨・和紙・水・道具の関係を

法則化して多くの友達に伝承す

る場面 

墨のにじみやかすれなどの

表現の豊かさを味わい，イメ

ージしたことを基に，表現し

たい作品のイメージを膨ら

ませる。 

 

墨ならではの無彩色の表現，

墨と和紙の関係，墨と水の表

現特性，道具との関係など，

墨のよさや特徴をたくさん

見付け出し，技を言葉や見本

で伝え合う。 

水の量や筆の使い方を工夫

し，学び合ったことを効果的

に表現に生かす工夫をして，

空間がもつよさを感じなが

ら作品として仕上げる面白

さや墨がもつ和の美しさを

見いだす。 



 



資質・能力を位置付けた単元配列表 家庭科（第４ステージ） 
学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 
小
５ 

ガイダンス 家庭で自分が取り

組むことを考え学習

計画を立てて仲間と

話し合う場面 

家庭で自分が取り組むことを考え，

根拠を基に選択する。 

自分が取り組む計画が実現できるかど

うか根拠を基に仲間と検討し，見直す。 

自分の取り組む計画がよりよくなるよう

に工夫する。 

お茶を 
入れて 
みよう 

家族に合わせたお

いしいお茶の入れ

方を実践し，実践上

の問題点の解決方

法について仲間と

話し合う場面 

家族に合わせておいしいお茶の入

れ方を考え，根拠を基に選択する。 

考えたお茶の入れ方が，家族に合っ

ているかどうか根拠を基に仲間と検討

し，見直す。 

家族に合わせてお茶の入れ方がよりよ

くなるように工夫する。 

家族が喜ぶ
家庭の仕事 

家庭の仕事を実践し，

実践上の問題点の解

決方法について仲間

と話し合う場面 

家族が喜ぶ家庭の仕事を考え，根

拠を基に選択する。 

考えた家庭の仕事が，家族が喜ぶもの

になっているかどうか根拠を基に仲間

と検討し，見直す。 

家族が喜ぶ家庭の仕事がよりよくなる

ように工夫する。 

つくりだそう  
家族のために  
-生活に役立つ
小物づくり- 

考えた工夫で小物

を製作し，製作上の

問題点の解決方法

について仲間と話

し合う場面 

家庭生活と家族に合わせた小物の

製作を考え，根拠を基に選択する。 

考えた小物の製作が，家庭生活と家族

に合っているかどうか根拠を基に仲間

と検討し，見直す。 

家庭生活と家族に合わせて小物の製

作がよりよくなるように工夫する。 

家族が喜ぶ 
ホットサラダ
を作ろう！ 
－上手な材料
の使い方－ 

材料を使う部位や量等

の工夫について仲間

と話し合う場面 

家族が喜ぶ材料の使い方を考え，

根拠を基に選択する。 

考えた材料の使い方が，家族が喜ぶも

のになっているかどうか根拠を基に仲

間と検討し，見直す。 

家族が喜ぶ材料の使い方がよりよくな

るように工夫する。 

私の家の 
整理・整頓 

家庭生活に合わせ

た使いやすい整

理・整頓をするには

どうしたらよいか仲

間と話し合う場面 

家庭生活に合わせて「使いやすさ」

を考えた整理・整頓を考え，根拠を

基に選択する。 

考えた整理・整頓が，家庭生活に合っ

ているかどうか根拠を基に仲間と検討

し，見直す。 

家庭生活に合わせて「使いやすさ」を

考えた整理・整頓がよりよくなるように工

夫する。 

わが家の味！ 
おいしい 
ごはんと 
みそ汁を 
つくろう 

わが家のごはんと

味噌汁を家庭で実

践し，実践上の問題

点の解決方法につ

いて仲間と話し合う

場面 

家族の好みや健康を考えた，ごは

んの炊き方や味噌汁のだしやみ

そ，実の組み合わせを考え，根拠を

基に選択する。 

考えたごはんや味噌汁づくりが，家族

の好みや健康を考えたものになって

いるかどうか根拠を基に仲間と検討し，

見直す。 

家族の好みや健康を考えたごはん・味

噌汁づくりがよりよくなるように工夫す

る。 

私と家族の
生活を 
快適にする 
そうじ 

考えた清掃の仕方

を実践し，実践上の

問題点の解決方法

について仲間と話

し合う場面 

家庭生活と家族に合わせて清掃の

仕方を考え，根拠を基に選択する。 

考えた清掃の仕方が家庭生活と家族

に合っているかどうか根拠を基に仲間

と検討し，見直す。 

家庭生活と家族に合わせて清掃の仕

方がよりよくなるように工夫する。 

わが家の冬
を快適に 
過ごそう 

家族みんなが暖か

くきれいな空気で過

ごすための工夫を

実践し，実践上の問

題点の解決方法に

ついて仲間と話し

合う場面 

家庭生活と家族に合わせた冬の快

適な過ごし方を考え，根拠を基に選

択する。 

考えた冬の快適な過ごし方が，家庭生

活と家族に合っているかどうか根拠を

基に仲間と検討し，見直す。 

家庭生活と家族に合わせて冬の快適

な過ごし方がよりよくなるように工夫す

る。 

目指そう！
買い物名人 
 

家族のためにおにぎ

りを作る際に，入れる

具について模擬店で

の選び方を仲間と話

し合う場面 

家族の好みや健康，安全を考えて

食品を，根拠を基に選択する。 

考えた食品の選び方が，家族の好み

や健康，安全を考えたものになってい

るかどうか根拠を基に仲間と検討し，見

直す。 

家族の好みや健康，安全を考えて食品

の選び方がよりよくなるように工夫す

る。 

ミシンを 
使って 
小物を 
作ろう 

考えた工夫で小物

を製作し，製作上の

問題点の解決方法

について仲間と話

し合う場面 

家庭生活と家族に合わせたミシンを

使った小物の製作を考え，根拠を基

に選択する。 

考えたミシンを使った小物の製作が，

家庭生活と家族に合っているかどうか

根拠を基に仲間と検討し，見直す。 

家庭生活と家族に合わせてミシンを使

った小物の製作がよりよくなるように工

夫する。 

私の家の 
簡単な朝食 

家族が毎日朝食を

作ってくれる理由

について仲間と話

し合う場面 

 

家族の朝の過ごし方に合わせて，

卵料理を主菜とした簡単な朝食を

考え，根拠を基に選択する。 

考えた簡単な朝食が，家族の朝の過ご

し方に合っているかどうか根拠を基

に仲間と検討し，見直す。 

家族の朝の過ごし方に合わせて卵料

理を主菜とした簡単な朝食がよりよ

くなるように工夫する。 



小
６ 

ガイダンス 第５学年で学習した

ことを踏まえ，家庭

で自分が取り組むこ

とを考え学習計画を

立てて仲間と話し合

う場面 

第５学年で学習したことを踏まえ，家

庭で自分が取り組むことを考え，根

拠を基に選択する。 

自分が取り組む計画が実現できるかど

うか根拠を基に仲間と検討し，見直す。 

自分の取り組む計画がよりよくなるよう

に工夫する。 

家族と 
一緒に 
楽しい 
時間を 
過ごそう 

団らんの工夫を実

践し，実践上の問題

点の解決方法につ

いて仲間と話し合う

場面 

家庭生活と家族に合わせた家族と

の団らんを考え，根拠を基に選択す

る。 

考えた家族との団らんが，家庭生活と

家族に合っているかどうか根拠を基に

仲間と検討し，見直す。 

家庭生活と家族に合わせて家族との団

らんがよりよくなるように工夫する。 

わが家の 
夏を快適に 
過ごそう 

家族みんながすず

しく過ごすための工

夫を実践し，実践上

の問題点の解決方

法について仲間と

話し合う場面 

家庭生活と家族に合わせた夏の快

適な過ごし方を考え，根拠を基に選

択する。 

考えた夏の快適な過ごし方が，家庭生

活と家族に合っているかどうか根拠を

基に仲間と検討し，見直す。 

家庭生活と家族に合わせて夏の快適

な過ごし方がよりよくなるように工夫す

る。 

私にできる
日常着の 
手入れ 

考えた手洗い洗濯

の仕方を実践し，実

践上の問題点の解

決方法について仲

間と話し合う場面 

家庭生活と家族に合わせた手洗い

洗濯の仕方を考え，根拠を基に選

択する。 

考えた手洗い洗濯の仕方が，家庭生

活と家族に合っているかどうか根拠を

基に仲間と検討し，見直す。 

家庭生活と家族に合わせて手洗い洗

濯の仕方がよりよくなるように工夫す

る。 

家族のため
の夕食の 
主菜を 
つくろう 

家庭生活と家族に

合わせるための視

点の何を選択し工

夫すると，家族のた

めの夕食の主菜を

つくるができるかに

ついて仲間と話し

合う場面 

家庭生活と家族に合わせて，家族

の好みや健康を考えた夕食の主菜

を考え，根拠を基に選択する。 

家庭生活と家族に合わせて選んだ視

点と夕食の主菜が，家族の好みや健

康を考えたものになっているかどうか

根拠を基に仲間と検討し，見直す。 

家庭生活と家族に合わせて，家族の好

みや健康を考えた夕食の主菜となるよ

うによりよく工夫する。 

家族に 
思いが 
伝わる 
小物を 
つくろう 

考えた工夫で小物

を製作し，製作上の

問題点の解決方法

について仲間と話

し合う場面 

家族の使用目的や使いやすさ，好

みを考えたミシンを使った小物の製

作を考え，根拠を基に選択する。 

考えたミシンを使った小物の製作が，

家族の使用目的や使いやすさ，好み

に合っているかどうか根拠を基に仲間

と検討し，見直す。 

家族の使用目的や使いやすさ，好み

を考えてミシンを使った小物の製作が

よりよくなるように工夫する。 

卒業 
プロジェクト 
大作戦 

家族や学校，地域

の人々に対して，今

までの感謝の気持

ちを伝える家庭科

の学習を生かした

プロジェクトを成功

させるための工夫

について仲間と話

し合う場面 

家族や学校，地域の人々に今まで

の感謝の気持ちを伝える家庭科の

学習を生かしたプロジェクトを考え，

根拠を基に選択する。 

考えたプロジェクトが，家族や学校，地

域の人々に，今までの感謝の気持ちを

伝える家庭科の学習を生かしたプロジ

ェクトになっているかどうか根拠を基に

仲間と検討し，見直す。 

家族や学校，地域の人々に今までの

感謝の気持ちが伝わるプロジェクトとな

るようによりよく工夫する。 

２年間の 
家庭科の 
学びと自分
の成長を 
見つめよう 

２年間の家庭科の

学習を基に，これか

ら家庭で自分が取り

組んでいくことを考

え，計画を立てて仲

間と話し合う場面 

２年間の家庭科で学習したことを踏

まえ，家庭でこれから自分が取り組

んでいくことを考え，根拠を基に選

択する。 

これから家庭で自分が取り組んでいく

計画が実現できるかどうか根拠を基に

仲間と検討し，見直す。 

これから家庭で自分が取り組んでいく

計画がよりよくなるように工夫する。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 技術・家庭科 家庭分野（第４ステージ） 
学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中

１ 

ガイダンス 小学校で学習したこ

とも生かしながら，家

族・家庭の機能を考

え家庭で自分が取り

組むことを考え学習

計画を立てる場面 

小学校で学習したことを踏まえ，

家庭で自分が取り組んでいくにつ

いて考え，根拠を基に選択する。 

自分が取り組む計画が実現できる

かどうかを仲間と検討し，自分の

学習計画を見直す。 

自分の学習計画がよりよくなるよう

に，取組を工夫する。 

自分らしく

着る 

 

ＴＰＯに合わせたコ

ーディネートを考え

る場面 

ＴＰＯ，自分に似合う色，自分の手

持ちの衣服など，自分の生活に合

わせてコーディネートを考え，根

拠をもって選択する。 

仲間の「コーディネート」の良さや

不具合が分かり，相手に分かるよ

うに意見を伝える。仲間からの意

見を理解し，自分の工夫を検討

し，見直す。 

生活に合わせたよりよいコーディネ

ートになるように工夫する。 

既成服購入計画を立

てる場面 

自分の手持ちの衣服状況，好み，

機能性など既製服購入にあたっ

て必要な観点を決め衣服の購入

計画を立てる。 

仲間の衣服の購入計画の良さや

不具合がわかり，相手に分かるよ

うに意見を伝える。 

生活に合わせてよりよい購入計画と

なるように工夫する。 

衣服の手入れの仕方

の工夫を考える場面 

洗濯，補修など衣服の手入れの仕

方の工夫を考える 

仲間の衣服の手入れ良さや不具

合がわかり，相手に分かるように

意見を伝える。 

生活に合わせてよりよい衣服の手入

れとなるように工夫する。 

安全な 

住まい方 

自分や家族の生活に

応じた安全な住まい

方の工夫を考える場

面 

自分の家族にとって自分たちの住

まいが安全なものになるように実

現可能な工夫を考え，実行する。 

仲間の「住まいの安全にかかわる

工夫」の良さや不具合が分かり，

相手に分かるように伝える。検討

し，見直す。 

「住まいの安全にかかわる工夫」がよ

りよいものになるようにする。 

教室環境を改善する

工夫を考える場面 

自分たちの学校生活が安全なも

のになるように実現可能な工夫を

考え，実行する。 

仲間の「学校生活の安全にかかわ

る工夫」の良さや不具合が分かり，

相手に分かるように伝える。検討

し，見直す。 

「住学校生活の安全にかかわる工

夫」がよりよいものにし，実践する。 

生活を 

豊かにする

布製小物を

作ろう 

製作計画を見直す場

面 

・自分や家族の生活が豊かになる

小物の製作計画をたてる。 

・どのような生活の問題点があり，

どのような解決方法が考えられ，

どのような工夫ができるか考え

る。 

考えた小物の工夫が，自分や家

族が使う用途に合っているかどう

か仲間と検討し，見直す。 

小物入れの製作計画をよりよく工夫

する。 

学習の 

まとめ 

今年の家庭科の学習

を基に，これから家

庭で取り組んでいき

たいについて考える

場面 

２年間の家庭科で学習したことを

踏まえ，家庭でこれから自分が取

り組んでいくについて考え，根拠

を基に選択する。 

これから家庭で取り組む計画が実

現できるかどうかを仲間と検討し，

見直す。 

これから家庭で取り組む計画がより

よくなるように，工夫する。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 技術・家庭科 家庭分野（第５ステージ） 
学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中

２ 

ガイダンス 1学年次に学習した

ことを生かしながら，

2学年次の考え学習

計画を立てる場面 

既習事項や自分の家庭生活を踏

まえ学習計画をすすんでたてる。 

自分が取り組む計画が実現できる

かどうかを仲間と検討し，自分の

学習計画を見直す。 

自分の学習計画がよりよくなるよう

に，取組を工夫する。 

私たちの 

食生活 

 

 

 

 

 

「健康的な生活」を考

える場面 

健康と食とのかかわりを考え，どう

生活していくがよいのか根拠をも

って選択する。 

仲間の生活の良さや不具合が分

かり，相手に分かるように意見を伝

える。仲間からの意見を理解し，

自分の工夫を検討し，見直す。 

生活に合わせたよりよい食生活を送

るができるように工夫する。 

1日分の献立を立て

る場面 

栄養や調理法，季節など献立作成

にあたって必要な観点を考え献立

を立てる。 

仲間の献立の良さや不具合がわ

かり，相手に分かるように意見を伝

える。 

よりよい献立となるように工夫する。 

食品の購入・保存の

仕方の工夫を考える

場面 

食品の購入・保存の仕方について

栄養・経済性・家族の生活の仕方

や社会状況に配慮し工夫を考え

る。 

仲間の生活の仕方の良さや不具

合がわかり，相手に分かるように

意見を伝える。 

生活に合わせてよりよい食品の購

入・保存の仕方となるように工夫す

る。 

「地域の食材を用い

た料理」を自分の生

活に合わせて工夫で

きるを考える場面 

自分の調理技能や食材の特徴を

生かした料理を考え，決定するす

る。 

仲間の「地域の食材を用いた料

理」の良さや不具合が分かり，相

手に分かるように伝える。検討し，

見直す。 

「地域の食材を用いた料理」がよりよ

いものになるようにする。 

弁当の献立を考える

場面 

栄養や調理法，季節など献立作成

にあたって必要な観点を考え献立

を立てる。 

仲間の献立の良さや不具合がわ

かり，相手に分かるように意見を伝

える。 

よりよい献立となるように工夫する。 

安全や環境に配慮

し，よりよい社会を考

えて調理でできる工

夫を考える場面 

安全なものになるように実現可能

な工夫を考え，実行する。 

仲間の「工夫」の良さや不具合が

分かり，相手に分かるように伝え

る。検討し，見直す。 

「工夫」がよりよいものにし，実践す

る。 

学習の 

まとめ 

今年の家庭分野の学

習を基に，これから

家庭で取り組んでい

きたいについて考え

る場面 

２年間の家庭分野で学習したこと

を踏まえ，家庭でこれから自分が

取り組んでいくについて考え，根

拠を基に選択する。 

これから家庭で取り組む計画が実

現できるかどうかを仲間と検討し，

見直す。 

これから家庭で取り組む計画がより

よくなるように，工夫する。 

中

３ 

ガイダンス ２学年次に学習した

ことを生かしながら，

2学年次の考え学習

計画を立てる場面 

既習事項や自分の家庭生活を踏

まえ学習計画をすすんでたてる 

自分が取り組む計画が実現できる

かどうかを仲間と検討し，自分の

学習計画を見直す。 

自分の学習計画がよりよくなるよう

に，取組を工夫する。 

環境に 

配慮した

消費生活 

 

買い物の方法による

メリット・デメリットを考

える場面 

自分が購入するもの，自分の生活

に合わせて買い物の方法を考

え，根拠をもって選択する。 

仲間の「買い物方法選択」の良さ

や不具合が分かり，相手に分かる

ように意見を伝える。仲間からの

意見を理解し，自分の工夫を検討

し，見直す。 

生活に合わせたよりよい消費になる

ように工夫する。 

環境に配慮した消費

生活となるような行動

指針を考える場面 

自分の家族にとって自分たちのく

ふうが安全なものになるように実

現可能な工夫を考え，実行する。 

仲間の考えた「行動指針」の良さ

や不具合が分かり，相手に分かる

ように伝える。検討し，見直す。 

「環境に配慮した消費生活となるよう

な行動指針」がよりよいものになるよ

うにする。 

幼児の 

生活 

自分の幼児の頃を振

り返り幼児の特徴を

考える場面 

さまざまな資料をもとに自分の幼

児の頃についてまとめる。 

仲間の幼児の頃の様子と自分の

幼児の頃の様子を比べ共通点や

相違点を見出す 

自分や仲間の幼児の頃を様子から

幼児の特徴についてまとめる。 

幼児とのふれあい体

験活動の内容を考え

計画をたてる場面 

幼児の特徴に配慮した計画を考

える。 

仲間の「計画」の良さや不具合が

分かり，相手に分かるように伝え

る。検討し，見直す。 

「幼児ふれあい体験」が，幼児や自

分たち実現可能なよりよいものにな

るようにする。 

地域社会と

私たち 

よりよい地域社会を

つくるためにできるこ

とを考える場面 

どのような生活の問題点があり，ど

のような解決方法が考えられ，ど

のような工夫ができるか考える。 

仲間の指摘した問題点やその解

決方法を理解し，また自分の考え

を仲間に分かるように伝える。 

自分の考えや仲間の考えを検討し

自分たちにできることを具体的に表

す。 

学習の 

まとめ 

3年間の家庭分野の

学習を基に，これか

ら生活で取り組んで

いきたいについて考

える場面 

中学校家庭分野で学習したことを

踏まえ，これからの生活で自分が

取り組んでいくについて考え，根

拠を基に選択する。 

これからの自立した生活を送るた

めに実現できるかどうかを仲間と

検討し，見直す。 

これからの生活で取り組むがよりよく

なるように，工夫する。 

 



資質・能力を位置付けた題材配列表 技術・家庭科 技術分野（第４ステージ） 
学
年 

題材 「協働」場面の 
位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中 
１ 

ガイダンス 現代の生活と過
去の生活の違い
の比較から，現在
から未来の生活
について思考を
深める場面 

今までの技術の変遷を学
び，今後に生かせる知識や
技術を理解する。 

過去にあったもののよさを学び，
それらが現在どのように受け継が
れ変化しているか考えを交流さ
せる。 
 

未来に起こりうることを考えなが
ら，さらに便利になるや新しく開
発されるに自分なりの考えをも
つ。 

C 生物育成
に関わる技術 
 
長岡野菜の
特徴を知り，
栽培方法を
考えよう 
 
 

有機質肥料と無
機質肥料の特徴
をとらえ，自らの
栽培にどちらを採
用し栽培をしてい
くか決定していく
場面 

社会的，環境的および経済
的な側面を考慮して栽培計
画を立てる。 

相互の考えを踏まえて，より社会
的，環境的および経済的な側面
から施肥について考えが深まる。 

生物育成を支える土壌品質改良
について自分なりの根拠をもって
生物育成を実施する。 

栽培の状況を確
認して現状を把
握し，栽培計画の
見直しや改善を
図る場面 

新たな手立てを考えたり，当
初の予定と変更を加えたりし
ながら，栽培計画に沿って
生物育成を続ける。 

病害虫や土壌について問題点と
なることを伝え合い，これから必
要となる手立てを探る。 

病害虫や土壌の問題点につい
て，生育場所や生育条件などを
考慮して，持続可能な視点から
生物育成が継続できるかどうか
考えをもつ。 

A 材料と加工
に関わる技術 
 
自らの生活を
振り返って，
あると便利な
ものをつくろう 
 
 

製作したいものの
モデルをつくり，
検討しこれからの
製作に必要な視
点を明確にする
場面 

自分の生活と結びつけて，
あるとよいもので，製作が可
能なものを選択する。 

製作品に対するアイディアを伝
え合い，よりよいものになるように
検討する。 

製作品の設計において，自分の
生活と関連付けながら，独自の
考えを入れた工夫をする。 

完成した製作物
を相互評価する
場面 

自分の生活と結びつけて製
作したものについて社会的，
環境的，および経済的な側
面から製作をとらえる。 

製作品に対するアイディアを伝
え合い，次回の製作に向けた更
なる案を検討する。 

独自の工夫を社会的，環境的，
経済的側面で再度評価し，今後
の製作に向けて工夫のあり方を
考える。 

Ｂエネルギー
変換に 
関する技術 
 
持続可能な
社会をつくり
あげる視点を
学ぼう 
 

エネルギーの種
類や取り扱う上で
の注意点を基に
どのような生活を
していくか必要な
のか議論し考えを
深める場面 

自分の生活スタイルをとらえ
なおし，社会的，環境的，経
済的な側面から最適な選択
をする。 

自らの考えを伝え，事象を多角
的にとらえる。 

多角的にとらえた情報を基に，今
までの自分との違いや考えの相
違をとらえ，根拠をもつができる。 

 

 



資質・能力を位置付けた題材配列表 技術・家庭科 技術分野（第５ステージ） 
学年 題材 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中 
２ 
 

ガイダンス 現代の生活と過
去の生活の違い
の比較から，現在
から未来の生活
について思考を
深める場面 

今までの技術の変遷を学
び，今後に生かせる知識や
技術を理解する。 

過去にあったもののよさを学び，
それらが現在どのように受け継が
れ変化しているか考えを交流さ
せる。 
 

未来に起こりうることを考えなが
ら，さらに便利になるや新しく開
発されるに自分なりの考えをも
つ。 

Ｂエネルギー
変換に 
関する技術 
 
めざせ！ 
思いどおりに
動くロボット 

作業部の構想を
練り，その構想が
妥当かどうかを考
察する場面 

ロボットコンテストのレギュレ
ーションを踏まえ，製作が可
能なもので効率的なロボット
を選択する。 

ロボットに対する考えやアイディ
アを伝え合い，よりよいものにな
るように検討する。 

ロボットの設計･製作においてル
ールを踏まえながら，製作におけ
る変容において根拠をもつ。 

試作したロボット
を動かしながら更
なる改善を加える
場面 

ロボット製作を振
り返って，これか
らの自らの生活と
ロボットの関係に
ついて考える場
面 

Ｄ情報に 
関する技術 
 
ホームオート 
メーションを
考えよう 

計測制御の技術
を学び，自らの生
活に役立つ場面
を構想する場面 

自らや身のまわりの環境を振
り返り，それらが安全にかつ
便利に過ごすための方策を
考える。 

生活に役立つ考えやアイディア
を伝え合い，よりよいものになるよ
うに検討する。 

検討したことを受けて，現状を把
握し，幅広い視点でさらに情報を
集めて新たな考えを深めていく。 

中 
３ 

D情報に 
関する技術 
 
同世代に 
向けた 
情報モラル 
啓発資料を
つくろう 

事例について啓
発すべき内容が
効果のあるものに
なっているか検討
する場面 

身近に存在する情報通信端
末について特徴を知り，それ

らが実生活にもたらす影響
がわかった上で使用する態
度をもつ。 

身近な情報通信端末の使用方
法や使用上で発生する責任を考

え，それらを伝え合い，よりよいも
のになるように検討する。 

これからの高度情報化社会の方
向性を踏まえながら，そのうえで

独自の願いやアイディアを入れ
た工夫をする。 

B エネルギー
変換に 
関する技術 
Ｄ情報に 
関する技術 
 
LED ライトで
全員で文字
をつくって 
感謝の言葉
をあらわそう 

LED ライトの点灯
時間や見え方に
ついて検討し，制
御技術の確かさを
感じる場面 

プログラミングし，実行したと
きの課題が分かる。 

どのような意図でプログラミングし
たのか説明し，現行案のよさや
改善策について話し合う。 

プログラミングを通して，考えと実
際の動きの違いを認識し，制御
技術の有用性を考えていく。 

技術分野の
学習を今後
の生活に 
生かそう 

技術分野の授業
を振り返って今後
の生活を見通す
場面 

現在の生活を振り返り，今後
の生活に向けて技術分野の
学習がどのように生かすがで
きるか考える。 

自らの課題を明確にし，その課
題から今後の生活を展望し，そ
のための方策を考える。 

社会的，環境的，経済的な側面
をとらえながら，今後の生活をど
のように過ごしていくか考え，行
動しようとする。 

 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 体育科（陸上競技領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

２ 

 

小
１ 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

   

走
の
運
動
遊
び 

いろいろな形状の線上を蛇
行して走ったり，真っ直ぐに

速く走ったりするための工
夫について話し合ったり，紹
介し合ったりする場面 

 

いろいろな形状の線上を蛇行
して走ったり，真っ直ぐに速く

走ったりするための工夫を比
喩や擬態語で表す。 

いろいろな形状の線上を蛇行
して走ったり，真っ直ぐに速く

走ったりするための工夫を言
語や動きで伝える。 

いろいろな形状の線上を蛇行
して走ったり，真っ直ぐに速く

走ったりするための工夫を真
似する。 

跳
の
運
動
遊
び 

遠くに跳んだり，高く跳んだ
りする工夫について話し合

ったり，紹介し合ったりする
場面 
 

 

助走を付けて片足で踏み切っ
て遠くや高く跳ぶ動きを比喩

や擬態語で表す。 

助走を付けて片足で踏み切っ
て遠くや高く跳ぶ動きを言語

や動きで伝える。 

助走を付けて片足で踏み切っ
て遠くや高く跳ぶ動きの工夫

を真似する。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

３ 

 

小 ３ 第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

走
の
運
動
遊
び 

上手に相手の手の平にタッ

チしたり，バトンを渡したり
するための工夫について話
し合ったり，見合ったりする

場面 
 
 

上手に相手の手の平にタッチ

したり，バトンを渡したりする
ための工夫を比喩や擬態語で
表す。 

上手に相手の手の平にタッチ

したり，バトンを渡したりする
ための工夫を言語や動きで伝
える。 

上手に相手の手の平にタッチ

したり，バトンを渡したりする
ための工夫を見付けて真似す
る。 

跳
の
運
動
遊
び 

片足や両脚で連続して上に
跳ぶための工夫について話
し合ったり，見合ったりする

場面 

片足や両脚で連続して上に跳
ぶリズムや強さの工夫を比喩
や擬態語で表す。 

片足や両脚で連続して上に跳
ぶリズムや強さの工夫を言語
や動きで伝える。 

片足や両脚で連続して上に跳
ぶリズムや強さの工夫を見付
けて真似する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

４ 

 

小 ５ 第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

６ 第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

４ 中
１ 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

５ 

 

中
２ 

か
け
っ
こ
・
リ
レ
ー 

素早く走り出すための動き

の工夫について話し合った
り，見合ったりする場面 
 

 
 
 

腕の振り方や上体の位置のよ

さや不十分さをとらえ，素早く
走り出すための見通しをもつ。 

素早く走り出すための腕の振

り方や上体の位置のよさや不
十分さを伝える中で，腕を大き
く振ることや体を前に倒すこ

とをアドバイスする。 

自分と仲間の走り出しのクフ

に対する見方・考え方を比べ，
見いだした走り方の工夫を取
り入れて動きを変えていく。 

小
型
ハ
ー
ド
ル
走 

小型ハードルをいろいろな
リズムよく走り越す動きを
見合ったり，相互評価したり

する場面 
 
 

 

小型ハードル間のリズムのよ
さや不十分さをとらえ，勢いよ
く走り越すための見通しをも

つ。 

走り越えるリズムのよさや不
十分さを伝える中で，勢いを落
とさずに走り越すためのリズ

ムを伝える。 

走り越えるリズムを比較した
り，映像でとらえたりすること
で，リズムに対する見方や考え

方を確かにしたり，取り入れた
りして走り越える動きを変え
ていく。 

幅
跳
び 

より遠くに跳ぶための助走

の仕方や踏み切りの仕方の
工夫について話し合ったり，
見合ったりする場面 

より遠くに跳ぶための助走の

仕方や踏み切りの仕方のよさ
や不十分さをとらえ，より遠く
に跳ぶための助走や踏み切り

についての見通しをもつ。 

より遠くに跳ぶための助走の

仕方や踏み切りの仕方のよさ
や不十分さを伝える中で，勢い
よく助走し，力強く踏み切る動

きについてアドバイスする。 

助走の仕方や踏み切りの仕方

を比較したり，走り越える映像
を見てとらえた動きの見方や
考え方を確かにしたり，取り入

れたりして跳び方を変えてい
く。 

高
跳
び 

より高く跳ぶための助走の
仕方や踏み切りの仕方の工
夫について話し合ったり，見

合ったりする場面 

より高く跳ぶための助走の仕
方や踏み切りの仕方のよさや
不十分さをとらえ，より高く跳

ぶための助走や踏み切りにつ
いての見通しをもつ。 

より高く跳ぶための助走の仕
方や踏み切りの仕方のよさや
不十分さを伝える中で，リズム

にのって助走し，タイミングよ
く踏み切るための動きについ
てアドバイスする。 

助走の仕方や踏み切りの仕方
を比較したり，跳び越える映像
を見てとらえた動きの見方や

考え方を確かにしたり，取り入
れたりして跳び越え方を変え
ていく。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

２ 

 

小
１ 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

  
第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

３ 

 

小 ３ か
け
っ
こ
・
リ
レ
ー 

テイクオーバーゾーン内で
素勢いを落とさずにバトン
パスをするための工夫につ

いて話し合ったり，見合った
りする場面 
 

 

パトンパスの際の動きよさや
不十分さをとらえ，勢いを落と
さずにバトンパスをするため

工夫について見通しをもつ。 

バトンバスの仕方のよさや不
十分さを伝える中で，走りなが
らパスをすることや渡す際に

声を掛けることをアドバイス
する。 

自分と仲間のバトンパスの仕
方に対する見方・考え方を比
べ，見いだしたバトンパスの工

夫を取り入れて動きを変えて
いく。 

小
型
ハ
ー
ド
ル
走 

小型ハードルを一定のリズ

ムで勢いよく走り越す動き
を見合ったり，相互評価した
りする場面 

 
 
 

小型ハードル間の歩幅や走り

越えるときの動きのよさや不
十分さをとらえ，勢いよく走り
越すための見通しをもつ。 

走り越える動きのよさや不十

分さを伝える中で，勢いよく走
り越すための歩幅や越え方に
ついてアドバイスする。 

小型ハードル間の歩幅動を比

較したり，走り越える映像を見
てとらえた動きの見方や考え
方を確かにしたり，取り入れた

りして走り越える動きを変え
ていく。 



幅
跳
び 

タイミングよく踏み切って
遠くに跳ぶための助走の仕
方や踏み切りの仕方の工夫

について話し合ったり，見合
ったりする場面 

タイミングよく踏み切って遠
くに跳ぶための助走の仕方や
踏み切りの仕方のよさや不十

分さをとらえ，より遠くに跳ぶ
ための助走や踏み切りについ
ての見通しをもつ。 

タイミングよく踏み切ってよ
り遠くに跳ぶための助走の仕
方や踏み切りの仕方のよさや

不十分さを伝える中で，勢いよ
く助走し，力強く踏み切る動き
についてアドバイスする。 

勢いを付ける助走の仕方やタ
イミングよく踏み切る跳び方
を比較したり，走り越える映像

を見てとらえた動きの見方や
考え方を確かにしたり，取り入
れたりして跳び方を変えてい

く。 

高
跳
び 

リズムのよい助走からタイ
ミングよく踏み切って高く

跳ぶための助走の仕方や踏
み切りの仕方の工夫につい
て話し合ったり，見合ったり

する場面 

リズムのよい助走からタイミ
ングよく踏み切って高く跳ぶ

ための助走の仕方や踏み切り
の仕方のよさや不十分さをと
らえ，より高く跳ぶための助走

や踏み切りについての見通し
をもつ。 

リズムのよい助走からタイミ
ングよく踏み切って高く跳ぶ

ための助走の仕方や踏み切り
の仕方のよさや不十分さを伝
える中で，助走のリズムや踏み

切る位置や強さについてアド
バイスする。 

助走のリズムや踏み切る位置
や強さを比較したり，跳び越え

る映像を見てとらえた動きの
見方や考え方を確かにしたり，
取り入れたりして跳び越え方

を変えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

４ 

 

小 ５ 第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

６ 第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

４ 中
１ 

短
距
離
走
・
リ
レ
ー 

スタンディングスタートか
ら素早く加速して走るため
の工夫について話し合った

り，相互評価したりする場面 

スタートから素早く走り出す
動きのよさや不十分さを多面
的にとらえ，素早く加速して走

るための修正や改善に向けた
解決方法を選択・決定する。 

スタートから素早く走り出す
動きのよさや不十分さを伝え
る中で，素早く加速して走るた

めの動きの違いを認め，相手の
工夫に肯定的な評価をする。 

スタートから素早く走り出す
動きを比較したり，映像でとら
えたりすることで，素早く加速

するための動きの見方や考え
方を確かにしたり，取り入れた
りして走り越える動きを変え

ていく。 

ハ
ー
ド
ル
走 

第１ハードルを決めた足で
踏み切って走り越える動き

について話し合ったり，相互
評価したりする場面 

第１ハードルを決めた足で踏
み切ることのよさや不十分さ

を多面的にとらえ，決めた足で
踏み切るための修正や改善に
向けた解決方法を選択・決定す

る。 

第１ハードルを決めた足で踏
み切るための工夫のよさや不

十分さを伝える中で，ハードル
を決めた足で踏み切るための
動きの違いを認め，相手の工夫

に肯定的な評価をする。 

第１ハードルを決めた足で踏
み切るための工夫を比較した

り，映像でとらえたりすること
で，ハードルをリズミカルに走
り越すための見方や考え方を

確かにしたり，取り入れたりし
て走り越える動きを変えてい
く。 

走
り
幅
跳
び 

リズミカルな助走から踏み
切り板でタイミングよく踏

み切り遠くに跳ぶための工
夫について話し合ったり，相
互評価したりする場面 

助走から踏み切り板で踏み切
る動きのよさや不十分さを多

面的にとらえ，リズミカルな助
走からタイミングよく踏み切
るための動きの修正や改善に

向けた解決方法を選択・決定す
る。 

助走から踏み切り板で踏み切
る動きのよさや不十分さを伝

える中で，助走のリズムや踏み
切りタイミングの違いを認め，
相手の工夫に肯定的な評価を

する。 

助走のリズムや踏み切るタイ
ミングを比較したり，映像でと

らえたりすることで，リズミカ
ルな助走から踏み切り板でタ
イミングよく踏み切り遠くに

跳ぶための見方や考え方を確
かにしたり，取り入れたりして
跳ぶ動きを変えていく。 

走
り
高
跳
び 

リズミカルな助走からタイ
ミングよく踏み切って高く
跳ぶための工夫について話

し合ったり，相互評価したり
する場面 

助走から踏み切る動きのよさ
や不十分さを多面的にとらえ，
リズミカルな助走からタイミ

ングよく踏み切るための動き
の修正や改善に向けた解決方
法を選択・決定する。 

助走から踏み切る動きのよさ
や不十分さを伝える中で，助走
のリズムや踏み切りタイミン

グの違いを認め，相手の工夫に
肯定的な評価をする。 

助走のリズムや踏み切るタイ
ミングを比較したり，映像でと
らえたりすることで，リズミカ

ルな助走からタイミングよく
踏み切り高く跳ぶための見方
や考え方を確かにしたり，取り

入れたりして跳び越え方を変
えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

５ 

 

中
２ 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

２ 

 

小
１ 

短
距
離
走
・
リ
レ
ー 

ていくオーバーゾーン内で
勢いを落とさずにバトンパ
スをする工夫について話し

合ったり，相互評価したりす
る場面 

走り出すタイミングのよさや
不十分さを多面的にとらえ，仲
間の走力によって走り出すタ

イミングの修正や改善に向け
た解決方法を選択・決定する。 

走り出すタイミングのよさや
不十分さを伝える中で，仲間の
走力によって走り出すタイミ

ングの違いを認め，相手の工夫
に肯定的な評価をする。 

走り出すタイミング比較した
り，映像でとらえたりすること
で，勢いを落とさずにバトンパ

スをするための見方や考え方
を確かにしたり，取り入れたり
して仲間の走力によって走り

出すタイミングを変えていく。 

ハ
ー
ド
ル
走 

ハードルをリズミカルに走
り越すための動きを見合っ

たり，相互評価したりする場
面 

ハードルの跳び越し方のよさ
や不十分さを多面的にとらえ，

リズミカルに跳び越すための
インターバルや跳び越し方の
修正や改善に向けた解決方法

を選択・決定する。 

ハードルの跳び越し方のよさ
や不十分さをとらえ，インター

バルや跳び越し方のよさや不
十分さを伝える中で，ハードル
をリズミカルに跳び越すため

の動きの違いを認め，相手の工
夫に肯定的な評価をする。 

ハードルの跳び越し方のよさ
や不十分さをとらえ，インター

バルや跳び越し方を比較した
り，映像でとらえたりすること
で，ハードルをリズミカルに走

り越すための見方や考え方を
確かにしたり，取り入れたりし
て走り越える動きを変えてい

く。 

走
り
幅
跳
び 

リズミカルな助走から踏み

切り板でタイミングよく踏
み切り遠くに着地するため
の工夫について話し合った

り，相互評価したりする場面 

助走から踏み切り板で踏み切

り，着地する動きのよさや不十
分さを多面的にとらえ，より遠
くに着地するための動きの修

正や改善に向けた解決方法を
選択・決定する。 

助走から踏み切り板で踏み切

って着地する動きのよさや不
十分さを伝える中で，着地の仕
方の違いを認め，相手の工夫に

肯定的な評価をする。 

着地の仕方を比較したり，映像

でとらえたりすることで，より
遠くに着地するための見方や
考え方を確かにしたり，取り入

れたりして跳び方を変えてい
く。 



    

走
り
高
跳
び 

リズミカルな助走から上体
を起こしてタイミングよく
踏み切り足から着地するた

めの工夫について話し合っ
たり，相互評価したりする場
面 

踏み切り足と抜き足の動きの
よさや不十分さを多面的にと
らえ，バーに体が当たらないよ

うに跳び越して着地するため
の動きの修正や改善に向けた
解決方法を選択・決定する。 

踏み切り足と抜き足の動きの
よさや不十分さを伝える中で，
跳び越し方の違いを認め，相手

の工夫に肯定的な評価をする。 

踏み切り足と抜き足の動きを
比較したり，映像でとらえたり
することで，より高く跳んで着

地するための見方や考え方を
確かにしたり，取り入れたりし
て跳び越え方を変えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

１ ３ 

 

小 ３ 第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

４ 

 

小 ５ 短
距
離 

・スタートから前傾姿勢を保
ち，加速していく技能につ
いてポイントを挙げ，相互

評価をしていく場面 
・互いの課題を解決するため
に練習方法を考案したり，

繰り返し試行したりする
場面 

スタートからフィニッシュま

での各局面を滑らかに疾走す

るための動きのよさや不十分さ

を多面的にとらえ，よい動きを目

指して粘り強く取り組むことがで

きる。 

スタートからフィニッシュま

での各局面を滑らかに加速す

るための動きのよさや不十分

さを伝え合う中で，スタートか

ら加速するための動きについ

て互いの違いを認め，肯定的に

働きかける。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，客観的に見た

自他の疾走フォームの分析を

生かした動きを理解し，見方・

考え方を確かにしたり，取り入

れたりして自分の動きに生か

す。 

ハ
ー
ド
ル 

 ・スタートからアプローチ局
面についてのポイントを
挙げ，相互評価をしていく

場面 
・互いの課題を解決するため
に練習方法を考案したり，

繰り返し試行したりする
場面 

スタートからフィニッシュま

での各局面をリズミカルに走

り越える動きのよさや不十分

さを多面的にとらえ，粘り強く

練習に取り組む。 

スタートからフィニッシュま

での各局面をリズミカルに走

り越える動きのよさや不十分

さを伝え合う中で，アプローチ

局面からのスピードを生かし

た動きについての互いの違い

を認め，肯定的に働きかける。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，客観的に見た

自他の疾走フォームやハード

リング動作の分析を生かし，各

局面の動き方を理解し，自分の

動きに取り入れたりして動き

に生かす。 

幅
跳
び 

・助走から踏み切りまで自己

に適した歩数や距離つい
てのポイントを挙げ，相互
評価をしていく場面 

・互いの課題を解決するため 
に練習方法を考案したり， 
繰り返し試行したりする

場面 

助走から踏み切りへ移る時，助

走スピードを維持したまま踏

み切るための動きのよさや不

十分さを多面的にとらえ，粘り

強く練習に取り組む。 

助走から踏み切りへ移る時，助

走や踏み切るための動きのよ

さや不十分さを伝え合う中で，

自己に適した助走距離や歩数

をについての互いの動きの違

いを認め，肯定的に働きかけ

る。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，客観的に見た

自他の助走の分析から動き方

を理解し，自分の動きに取り入

れたりして動きに生かす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

６ 第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

４ 中
１ 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

５ 

 

中
２ 

短
距
離 

・スタートからスピードを維

持し中間疾走の走り方に
ついてのポイントを挙げ，
相互評価をしていく場面 

・互いの課題を解決するため

に練習方法を考案したり，

繰り返し試行したりする

場面 

スタートからフィニッシュま

での各局面滑らかな動きや腕

と脚の調和に取れた動きのよさ

や不十分さを多面的にとらえ，よ

い動きを目指して動きの修正・改

善に向けた解決方法を選択・決定

する。 

スタートからフィニッシュま

での各局面滑らかな動きや腕

と脚の調和に取れた動きのよ

さや不十分さを伝え合う中で，

自己に応じたピッチやストラ

イドの動きや，腕や脚の動きに

ついて具体的に助言をし合う。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，客観的に見た

自他の疾走フォームの分析を

生かし，各局面の走り方を理解

し，見方・考え方を確かにした

り，取り入れたりして自分の動

きに変化を付ける。 

ハ
ー
ド
ル 

・ハードリング動作やインタ
ーバルの走り方について
のポイントを挙げ，相互評

価をしていく場面 
・互いの課題を解決するため
に練習方法を考案したり，

繰り返し試行したりする
場面 

スタートからフィニッシュま
での各局面をリズミカルに走
り越える動きのよさや不十分さ

を多面的にとらえ，よい動きを目
指して動きの修正・改善に向けた
解決方法を選択・決定する。 

スタートからフィニッシュま
での各局面をリズミカルに走
り越える動きを伝え合う中で，

安定したハードリング動作や
インターバル間の走り方につ
いての動きの違いを認め，具体

的に助言する。 

目指す動きと比較したり，映像
分析したりして，客観的に見た
自他の疾走フォームやハード

リング動作の分析を生かし，各
局面の動き方を関連付けて理
解し，自分の動きに取り入れた

りして動きに変化を付ける。 

幅
跳
び 

・助走から踏み切りまで自己

に適した歩数や距離を見
つけ，踏み切り動作につい
てのポイントを挙げ，相互

評価をしていく場面 
・互いの課題を解決するため
に練習方法を考案したり，

繰り返し試行したりする
場面 

助走から踏み切りへ移る時，助

走スピードを維持したまま踏

み切るための動きのよさや不

十分さを多面的にとらえ，自分

の動きの実際を確かめながら，

粘り強く練習に取り組み，解決

方法を見通す。 

助走から踏み切りへ移る時，助

走や踏み切るための動きのよ

さや不十分さを伝え合う中で，

助走スピードを維持したまま

踏み切るまでの動きの違いを

認め，相手の動きに応じた助言

をしたり，自分の動きに助言を

求めたりする。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，客観的に見た

自他の助走や踏み切り動作の

分析から個人技能と各局面の

動き方を関連付けて理解し，見

方・考え方を確かにしたり，取

り入れたりしながら，自分の動

きに変化を付ける。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

 

短
距
離
・
リ
レ
ー 

・スピードを生かしたバトン
パスについてのポイント
を挙げ，相互評価をしてい

く場面 
・互いの課題を解決するため

に練習方法を考案したり，

繰り返し試行したりする

場面 

腕と脚の調和に取れた動きや

スピードを生かしたバトンパ

スを目指した動きのよさや不

十分さを多面的にとらえ，自分

や仲間の動きの実際を確かめ

ながら，粘り強く練習に取り組

み，解決方法を見通す。 

腕と脚の調和に取れた動きや

スピードを生かしたバトンパ

スの動きのよさや不十分さを

伝え合う中で，スタートからの

加速を生かし，滑らかな腕と脚

の動きなどについての違いを

認め，相手の動きに応じた助言

をしたり，自分の動きに助言を

求めたりする。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，分析的にとら

えた個人技能と各局面のポイ

ントを踏まえた動きを関連付

けて理解し，見方・考え方の根

拠を明らかにしながら，自分の

動きを変化させる。 



ハ
ー
ド
ル 

・スタートフィニッシュまで
のポイントを挙げ，相互評
価をしていく場面 

・ペアやグループのタイムを
縮めるために練習方法を
考案したり，繰り返し試行

したりする場面 

スタートからフィニッシュま
での各局面をリズミカルに低
く走り越える動きのよさや不十

分さを多面的にとらえ，自分の動
きの実際を確かめながら，粘り
強く練習に取り組み，解決方法

を見通す。 

スタートからフィニッシュま
での各局面をリズミカルに低
く走り越えるための動きを伝え

合う中で，安定したハードリン
グ動作やインターバル間の走
り方についての動きの違いを

認め，具体的な動きを助言し合
う。 

目指す動きとの比較や映像分
析をもとにして，客観的に見た
自他の疾走フォームやハード

リング動作の分析を生かし，各
局面の動きの見方・考え方の根
拠を明らかにしながら動きを

変化させる。 

幅
跳
び 

・助走から着地までの一連の

技能について，相互評価を
していく場面 

・互いの課題を解決するため

に練習方法を考案したり，

繰り返し試行したりする

場面 

助走スピードとリズミカルな

動きを生かして力強く踏み切

り，脚を前に投げ出す着地動作

のよさや不十分さを多面的に

とらえ，自分の動きの実際を確

かめながら，粘り強く練習に取

り組み，解決方法を見通す。 

踏み切り動作や着地の空間動

作の動きのよさや不十分さを

伝え合う中で，助走スピードと

リズミカルな動きを生かして

力強く踏み切り着地するまで

の動きの違いを認め，相手の動

きに応じた助言をしたり，自分

の動きに助言を求めたりする。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，客観的に見た

自他の助走から着地動作まで

の動き方を分析的にとらえ，個

人技能と各局面の動き方を関

連付けて理解し，見方・考え方

の根拠を明らかにしながら，自

分の動きを変化させる。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 体育科（ダンス領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

２ 

 

小
１ 

表
現
遊
び 

広場にいる生き物の特徴
や様子を表した動きにつ
いて話し合ったり，紹介
し合ったりする場面 

生き物の特徴や様子や動き
を比喩表現や擬態語，リ
ズム語，簡単な図などで
表す。 

生き物の特徴や様子を表
す動きのよさを言語や動
きで伝える。 

仲間の生き物の動きを真
似して遊ぶ。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

   リ
ズ
ム
遊
び 

音楽に合うように仲間と
即興でステップや振り付
けを考えたり，工夫した
りする場面 

自分や仲間の弾む動きや回
る動き，スキップなどの動
きを比喩表現や擬態語，
リズム語，簡単な図など
で表す。 

弾む動きや回る動き，スキ
ップなどの動きの工夫を言
語や動きで伝える。 

弾む動きや回る動き，スキ
ップなどの動きのよさを真
似して一緒に踊る。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

３ 

 

小 ３ 

表
現 

洗濯機や探検の様子など
を題材に祖作する表現の
ストイーリーについて話
し合ったり，創作した振
り付けを互いに見合った
りする場面 

創作した動きのよさや不十
分さをとらえ，目指す動き
に近付くための見通しをも
つ。 

創作した動きのよさや不十
分さを伝える中で，修正点
や改善点をアドバイスす
る。 

グループで創作した動きを
見合い，互いのよさを取り入
れて表現を変えていく。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス 

仲間とリズムに合わせて
対応した踊りを創作した
り，創作した動きを見合
ったりする場面 

対応する動きのよさや不十
分さをとらえ，目指す動き
に近付くための見通しをも
つ。 

対応する動きのよさや不十
分さを伝える中で，修正点
や改善点をアドバイスす
る。 

グループで創作した動きを
見合い，互いのよさを取り入
れて踊りを変えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

４ 

 

小 ５ 

表
現 

創作するストーリーの
「はじめ－なか－おわ
り」の場面について話し
合ったり，捜索した表現
を相互評価したりする場
面 

創作した動きのよさや不十
分さを多面的にとらえ，動
き修正や改善に向けた解決
方法を選択・決定する。 
 

創作した動きのよさや不十
分さを伝える中で，表現の
違いを認め，相手の動きに
肯定的に働きかける。 

グループで創作した動きを
見合ったり，映像で比較し
たりしてとらえた動きの見
方や考え方を自分たちの表
現に取り入れて動きを変え
ていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

６ フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

踊りが生まれた国や地域
の文化や特徴について話
し合ったり，互いの踊り
を相互評価したりする場
面 
 
 
 

互いの踊りのよさや不十分
さを多面的にとらえ，動き
修正や改善に向けた解決方
法を選択・決定する。 
 

互いの動きのよさや不十分
さを伝える中で，動きの違
いを認め，相手の動きに肯
定的に働きかける。 

グループで踊りを見合った
り，映像で比較したりして
とらえた動きの見方や考え
方を自分たちの踊りに取り
入れ動きを変えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

４ 中
１ 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

互いのダンスの出来栄え
をよりよくするために相
互評価したり，ダンスの
背景を汲み取った表現が
できているか話し合った
りする場面 

踊り方の特徴をとらえ，特
徴的なステップや動き，組
み方のよさや不十分さを多
面的にとらえ，良い動きを
目指して粘り強く取り組
む。  

踊り方の由来や背景などが
動きで表現されるための動
きのよさや不十分さを伝え
合う中で，動きの違いを認
め，肯定的に働き掛ける。 

目指す動きとの比較や映像
分析によって，特徴的なス
テップや，難しい動き方に
対する動きの見方・考え方
を確かにしたり，取り入れ
たりして動きに生かす。 



第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

５ 

 

中
２ 

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス 

・互いのダンスの出来栄
えをよりよくするため
に相互評価したり，動
きやすいビートとテン
ポを選んで練習したり
する場面 

・仲間やグループ間で見
せ合って助言し合い，
試行を繰り返す場面 

リズムの特徴をとらえ，変
化のある動きを組み合わせ
ながら動きのよさや不十分
さを多面的にとらえ，動き
の修正や改善に向けた解決
方法を選択・決定する。 

リズムに変化を付けて踊っ
たり，手をつなぐなど相手
と対応したりしながら踊る
ための動きのよさや不十分
さを認め，具体的に動きに
ついて助言し合う。 

目指す動きとの比較や映像
分析をもとにして，リズム
をとらえて踊ったり，動き
を組み合わせていったりす
る動きの見方や考え方を確
かにしたり，取り入れたり
して動きに変化を付ける 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

 創
作
ダ
ン
ス 

・多様なテーマから，表
現にふさわしいテーマ
を選び，相手を意識し
た動きの表現を共有す
る場面 

・個人や集団で自分たち
の動きがテーマを表現
できているか検討し，
試行していく場面 

テーマにふさわしいイメー
ジをとらえ，動きに変化を
付けて即興的な動きのよさ
や不十分さを多面的にとら
え，自分の動きの実際を確
かめながら，粘り強く練習
に取り組み，解決方法を見
通す。 

個や群で緩急強弱のある動
きや空間の使い方について
や，変化や起伏のある「は
じめ－なかーおわり」の構
成についてのよさや不十分
さを伝える中で，動きの違
いを認め，相手の動きに応
じた働きかけをしたり，自
分の動きに助言を求めたり
する。 

映像の動きやテーマや構成
に対応した実際の動きにつ
いて分析的にとらえ，動き
の見方や考え方の根拠を明
らかにしながら動きを変化
させていく。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 体育科（器械運動領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

マ
ッ
ト
遊
び 

よい転がり方を引き出す場
を使って，仲間と動きを見合

ったり，相互評価したりする
場面 

いろいろな方向へ転がる動き
を比喩表現や擬態語，リズム語

で表す。 

いろいろな方向へ転がる動き
のよさを言語や動きで伝え合

う。 

仲間のよい転がり方を見て，模
倣する。 

鉄
棒
遊
び 

いろいろなぶらさがりの動
きを引き出す場で，仲間と動

きを見合ったり，相互評価し
たりする場面 

いろいろなぶら下がりの動き
を比喩表現や擬態語，リズム語

で表す。 

いろいろなぶら下がりの動き
のよさを言語や動きで伝え合

う。 

仲間のよい下がり方を見て，模
倣する。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

マ
ッ
ト
遊
び 

後ろ転がりをするための動
きを引き出す場を使って，仲
間と動きを見合ったり，相互

評価したりする場面 

前転がり，後ろ転がり，丸太転
がりなどの転がり方比喩表現
や擬態語，リズム語，簡単な図

で表す。 

前転がり，後ろ転がりの動きの
よさを言語や動きで伝え合う。 

仲間のよい転がり方を見付け
て，模倣する。 

鉄
棒
遊
び 

地球回りやだるま回りをす
るために必要な動きを引き
出す場で，仲間と動きを見合

ったり，相互評価したりする
場面 

ぶら下がり，地球回り，足抜き
回り，だるま回り，ふとんほし
の動きを比喩表現や擬態語，リ

ズム語，簡単な図で表す。 

跳び上がりや跳び下り，ぶら下
がりや回転の動きのよさを言
語や動きで伝え合う。 

仲間のよい回り方を見付けて，
模倣する。 

跳
び
箱
遊
び 

よい踏み切りや跳び方をす
るための動きを引き出す場
を使って，仲間と動きを見合

ったり，相互評価したりする
場面 

幅跳び遊び，ケンパー跳び遊
び，ゴム跳び遊びの動きを比喩
表現や擬態語，リズム語，簡単

な図で表す。 

助走を付けて片足で踏み切り，
前方や上方に跳んだり，片足や
両足で連続して跳んだりする

動きのよさを言語や動きで伝
え合う。 

仲間のよい踏み切りや跳び方
を見付けて，模倣する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

マ
ッ
ト
運
動 

・目指す回転技や倒立技をす

るためのポイントとなる
動きについて話し合う場
面 

・指す回転技や倒立技をする
ための動きを引き出す場
を選んで，仲間と動きを見

合ったり，相互評価したり
する場面 

前転，後転，壁倒立，腕立て横

跳び越しの動きのよさや不十
分さをとらえ，よい動きを目指
して粘り強く取り組む。 

回転技や倒立技の動きのよさ

や不十分さを伝え合う中で，自
分の動きの高まりを自覚し伝
える。 

自分と仲間の回転技や倒立技

に対する見方・考え方を比べて
見いだしたよさを取り入れて
動きを変える。 

跳
び
箱
運
動 

・目指す開脚跳びや台上前転
をするためのポイントと
なる動きについて話し合

う場面 

・目指す回転技や倒立技をす
るための動きを引き出す

場を選んで，仲間と動きを
見合ったり，相互評価した
りする場面 

開脚跳び，台上前転の動きのよ
さや不十分さをとらえ，よい動
きを目指して粘り強く取り組

む。 

切り返し系の技や回転系の技
の動きのよさや不十分さを伝
え合う中で，自分の動きの高ま

りを自覚し伝える。 

自分と仲間の切り返し系の技
や回転系の技に対する見方・考
え方を比べて見いだしたよさ

を取り入れて動きを変える。 

鉄
棒
運
動 

・目指す上がり技，回転技，
おり技をするためのポイ

ントとなる動きについて
話し合う場面 

・目指す上がり技，回転技，

おり技をするための動き
を引き出す場を選んで，仲
間と動きを見合ったり，相

互評価したりする場面 

腰掛け振り上がり，補助逆上が
り，抱え込み回り，後方片膝か

け回転，前回り下り，転向前下
り，両膝掛け倒立下りのよさや
不十分さをとらえ，よい動きを

目指して粘り強く取り組む。 

上がり技，支持回転技，下り技
のよさや不十分さを伝え合う

中で，自分の動きの高まりを自
覚し伝える。 

自分と仲間の上がり技，支持回
転技，下り技に対する見方・考

え方を比べて見いだしたよさ
を取り入れて動きを変える。 

 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

マ
ッ
ト
運
動 

・目指す回転技や倒立技をす

るためのポイントとなる
動きについて話し合う場
面 

・目指す回転技や倒立技をす
るための動きを引き出す
場を選択して，仲間とアド

バイスをしたり，相互評価
したりする場面 

新しい技に挑戦したり，技を組

み合わせたりしながら，動きの
よさや不十分さをとらえ，よい
動きを目指して粘り強く取り

組む。 

回転技や倒立技を組み合せた

動きのよさや不十分さを伝え
合う中で，自分の動きの高まり
を自覚し伝える。 

自分と仲間の回転技や倒立技

をつなぐ技に対する見方・考え
方を比べて見いだしたよさを
取り入れて動きを変える。 



跳
び
箱
運
動 

・目指す開脚跳びや台上前転
をするためのポイントと
なる動きについて話し合

う場面 

・目指す回転技や倒立技をす
るための動きを引き出す

場を選択して，仲間とアド
バイスをしたり，相互評価
したりする場面 

開脚跳びや台上前転の動きの
よさや不十分さをとらえ，リズ
ミカルに安定した動きを目指

して粘り強く取り組む。 

切り返し系の技や回転系の技
の動きのよさや不十分さを伝
え合う中で，自分のリズミカル

に安定した動きの高まりを自
覚し伝える。 

自分と仲間の切り返し系の技
や回転系の技に対する見方・考
え方を比べて見いだしたよさ

を取り入れて動きを変える。 

鉄
棒
運
動 

・選択した上がり技，支持回
転技，下り技のポイントと

なる動きについて話し合
う場面 

・選択した上がり技，支持回

転技，下り技を組み合わせ
て表現する場で，仲間とア
ドバイスをしたり，相互評

価したりする場面 

新しい技に挑戦したり，技を組
み合わせたりしながら，動きの

よさや不十分さをとらえ，よい
動きを目指して粘り強く取り
組む。 

上がり技，支持回転技，下り技
を組み合せた動きのよさや不

十分さを伝え合う中で，自分の
動きの高まりを自覚し伝える。 

自分と仲間の上がり技，支持回
転技，下り技を組み合わせる動

きに対する見方・考え方を比べ
て見いだしたよさを取り入れ
て動きを変える。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

マ
ッ
ト
運
動 

・技を組み合わせたり，シン
クロナイズドさせたりす

るためのポイントとなる
動きについて話し合う場
面 

・技を組み合わせたり，シン
クロナイズドさせたりす
るための動きや場を選

択・決定して，仲間とアド
バイスをしたり，相互評価
したりする場面 

回転技や倒立技を組み合わせ
たり，シンクロナイズドさせた

りしながら，動きのよさや不十
分さを多面的にとらえ，よい動
きを目指して粘り強く取り組

む。 

回転技や倒立技を組み合わせ
たり，シンクロナイズドさせた

りするための動きのよさや不
十分さを伝え合う中で，動きの
違いを認め，肯定的に働きかけ

る。 

動きを比較したり，映像を見た
りして，回転技や倒立技を組み

合わせやシンクロナイズドす
るための動きの見方・考え方を
確かにしたり，取り入れたりし

て動きを変える。 

鉄
棒
運
動 

・技を組み合わせたり，シン
クロナイズドさせたりす

るためのポイントとなる
動きについて話し合う場
面 

・技を組み合わせたり，シン
クロナイズドさせたりす
るための動きや場を選

択・決定して，仲間とアド
バイスをしたり，相互評価
したりする場面 

自分の支持回転の動きのよさ
や不十分さを多面的にとらえ，

なめらかな回転を目指して粘
り強く取り組む。 

なめらかに支持回転するため
のポイントについて伝え合う

中で，回転の違いを認め，肯定
的に働きかける。 

動きを比較したり，映像を見た
りして，支持回転，上がり技，

下り技の組み合わせ，なめらか
に回るための動きの見方・考え
方を確かにしたり，取り入れた

りして動きを変える。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

跳
び
箱
運
動 

・安定した跳び越しをするた
めのポイントとなる動き
について話し合う場面 

・安定した跳び越しをするた
めの動きや場を選択・決定
して，仲間とアドバイスを

したり，相互評価したりす
る場面 

切り返し系，回転系の技の動き
のよさや不十分さを多面的に
とらえ，リズミカルに安定した

跳び越しを目指して粘り強く
取り組む。 

リズミカルで安定した跳び越
しをするための動きのよさ不
十分さを伝え合う中で，踏み切

りや着手のタイミングなどの
動きの違いを認め，肯定的に働
きかける。 

動きを比較したり，映像を見た
りして，踏み切りや着手のタイ
ミング，空中姿勢を調節する動

きの見方・考え方を確かにした
り，取り入れたりして動きを変
える。 

鉄
棒
運
動 

・安定した支持回転をするた
めのポイントとなる動き
について話し合う場面 

・安定した支持回転をするた
めの動きや場を選択・決定
して，仲間とアドバイスを

したり，相互評価したりす
る場面 

自分の支持回転の動きのよさ
や不十分さを多面的にとらえ，
なめらかに回転することを目

指して粘り強く取り組む。 

なめらかな回転するためのポ
イントや練習方法について伝
え合う中で，回転する動きの違

いを認め，肯定的に働きかけ
る。 

動きを比較したり，映像を見た
りして，回転中の姿勢や，手首
の使い方に対する動きの見

方・考え方を確かにしたり，取
り入れたりして動きを変える。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

マ
ッ
ト
運
動 

・互いの技のできばえをより

よくするために練習方法
を考えたり，技と技のつな
ぎの方法を工夫したりし

て一連の技の流れに見通
しをもつ場面 

・技をよりよく行うために互

いに比較分析ながら試行
を繰り返す場面 

回転系や巧技系の基本的な技

を滑らかに行いながら組み合
わせながら動きのよさや不十
分さを多面的にとらえ，よい動

きを目指して粘り強く取り組
む。 

回転系や巧技系の基本的な技

を滑らかに行いながら組み合
わせるための動きのよさや不
十分さを伝え合う中で，動きの

違いを認め，肯定的に働きかけ
る。 

動きを比較したり，映像を見た

りして，回転力を高める動き方
や全身を支えたり，突き放した
りするための着手の仕方など

の動きの見方・考え方を確かに
したり，取り入れたりして動き
に生かす。 



跳
び
箱
運
動 

・技のできばえをよりよくす
るために場の工夫を考え
たり，ポイントを検討した

りして見通しをもつ場面 

・踏み切りや着手，空中姿勢
を互いに比較・検討しなが

ら試行を繰り返す場面 

切り返し系，回転系の技の動き
のよさや不十分さを多面的に
とらえ，踏み切りから着地まで

の一連の流れを滑らかに行っ
て跳び越すことを目指して粘
り強く取り組む。 

踏み切りから着地までの一連
の流れを滑らかに行って跳び
越すための動きのよさ不十分

さを伝え合う中で，力強い踏み
切り方や，着手の位置やタイミ
ングなどの動きの違いを認め，

肯定的に働きかける。 

動きを比較したり，映像を見た
りして，力強い踏み切り方や，
着手の位置やタイミング，空中

姿勢を調節する動きの見方・考
え方を確かにしたり，取り入れ
たりして動きに生かす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

マ
ッ
ト
運
動 

・互いの技のできばえをより
よくするために練習方法

を考えたり，技と技のつな
ぎの方法を工夫したりし
て一連の技の流れに見通

しをもつ場面 

・技をよりよく行うために互
いに比較分析ながら試行

を繰り返す場面 

回転系や巧技系の技を滑らか
に組み合わせながら動きのよ

さや不十分さを多面的にとら
え，よい動きを目指して粘り強
く取り組む。 

回転系や巧技系の技を滑らか
に行いながら組み合わせるた

めの動きのよさや不十分さを
伝え合う中で，動きの違いを認
め，具体的に助言し合う。 

動きを比較したり，映像を見た
りして，回転力を高める動き方

や全身を支えたり，突き放した
りするための着手の仕方など
の動きの見方・考え方を確かに

したり，取り入れたりして動き
に生かす。 

跳
び
箱
運
動 

・技のできばえをよりよくす
るために場の工夫を考え

たり，ポイントを検討した
りして見通しをもつ場面 

・踏み切りや着手，空中姿勢

を互いに比較・検討しなが
ら試行を繰り返す場面 

切り返し系，回転系の技の動き
のよさや不十分さを多面的に

とらえ，踏み切りから着地まで
の一連の流れを滑らかに行っ
て跳び越すことを目指して粘

り強く取り組む。 

踏み切りから着地までの一連
の流れを滑らかに行って跳び

越すための動きのよさ不十分
さを伝え合う中で，力強い踏み
切り方や，着手の位置やタイミ

ングなどの動きの違いを認め，
具体的に助言し合う。 

動きを比較したり，映像を見た
りして，力強い踏み切り方や，

着手の位置やタイミング，空中
姿勢を調節する動きの見方・考
え方を確かにしたり，取り入れ

たりして動きに生かす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

マ
ッ
ト
運
動 

・互いの技のできばえをより

よくするために練習方法
を考えたり，技と技のつな
ぎの方法を工夫したりし

て一連の技流れに見通し
をもつ場面 

・技をよりよく行うために互

いに比較分析ながら試行
を繰り返す場面 

回転系や巧技系の滑らかに安

定させ，条件を変えたり，発展
させたりして構成した動きの
よさや不十分さを多面的にと

らえ，よい動きを目指して粘り
強く取り組む。 

 

回転系や巧技系の滑らかに安

定させ，条件を変えたり，発展
させたりして構成した動きの
よさや不十分さを伝え合う中

で，動きの違いを認め，具体的
に助言し合う。 

動きを比較したり，映像を見た

りして，回転系や巧技系の滑ら
かに安定させ，条件を変えた
り，発展させたりして構成した

動きの見方・考え方を確かにし
たり，取り入れたりして動きに
生かす。 

跳
び
箱
運
動 

・技のできばえをよりよくす
るために場の工夫を考え
たり，ポイントを検討した

りして見通しをもつ場面 

・踏み切りや着手，空中姿勢
を互いに比較・検討しなが

ら試行を繰り返す場面 

切り返し系，回転系の技を安定さ
せて行い，条件を変えたり，発展
させたりした動きのよさや不十分

さを多面的にとらえ，踏み切りか
ら着地までの一連の流れを滑らか
に行って跳び越すことを目指して

粘り強く取り組む。 

踏み切りから着地までの一連の
流れを滑らかに安定した跳び越
しをするための動きのよさ不十

分さを伝え合う中で，力強い踏み
切り方や，着手の位置やタイミン
グなどの動きの違いを認め，具体

的に助言し合う。 

動きを比較したり，映像を見た
りして，力強い踏み切り方や，
着手の位置やタイミング，空中

姿勢を調節する動きの見方・考
え方を確かにしたり，取り入れ
たりして動きに生かす。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 体育科（球技領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

ボ
ー
ル
投
げ
ゲ
ー
ム 

ねらったところに強く投げ
る動きについて話し合った

り，見合ったりする場面 

ねらったところに強く投げる
投げ方の工夫を比喩や擬態語，

動きなどで表す。 

 

 

 

 

 

ねらったところに強く投げる
ための投げ方の工夫について

言語や動きで伝える。 

仲間のよい投げ方を真似する。 

ボ
ー
ル
蹴
り
ゲ
ー
ム 

ねらったところに強く蹴る
動きについて話し合ったり
見合ったりする場面 

ねらったところに強く蹴る投
げ方の工夫を比喩や擬態語，動
きなどで表す。 

 

 

 

 

 

ねらったところに強く蹴るた
めの投げ方の工夫について言
語や動きで伝える。 

仲間のよい蹴り方を真似する。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

ボ
ー
ル
蹴
り
ゲ
ー
ム 

ねらったところに素早く投
げたり，素早くよけたり，捕
ったりするための動きにつ

いて話し合ったり，見合った
り場面 

ねらったところに素早く投げ
たり，しっかりと捕ったりする
ための動きの工夫を比喩や擬

態語，動きなどで表す。 

 

 

 

 

ねらったところに素早く投げ
たり，しっかりと捕ったりする
ための動きの工夫について言

語や動きで伝える。 

仲間のよい投げ方や取り方の
工夫を真似する。 

ボ
ー
ル
蹴
り
ゲ
ー
ム 

ねらったところに素早く蹴

ったり，しっかり足で受け止
めたりするための動きにつ
いて話し合ったり，見合った

りする場面 

ねらったところに素早く蹴っ

たり，しっかり足で受け止めた
りするための動きの工夫を比
喩や擬態語，動きなどで表す。 

 

 

 

 

ねらったところに素早く蹴っ

たり，しっかり足で受け止めた
りするための動きの工夫につ
いて言語や動きで伝える。 

仲間のよい蹴り方や受け止め

方の工夫を真似する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

ゴ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム 

安全に相手のゴールにボー

ルを運ぶための動きについ
て話し合ったり，相互評価し
たりする場面 

 

 

 

ボールの移動の仕方のよさや

不十分さをとらえ，より早くボ
ールを移動させるためにパス
やドリブルを使って移動する

仕方に粘り強く取り組む。 

 

より早くボールを移動させる

ための動き方を伝える中で，パ
スの仕方やドリブルの仕方を
アドバイスする。 

自分と仲間のボールを移動させ

るための動きを比べ，見いだした
よさを取り入れてボールの移動
の仕方を変えていく。 

ネ
ッ
ト
型
ゲ
ー
ム 

ねらったところへボールを
打つための動きについて話
し合ったり，相互評価したり

する場面 

ねらったところへボールを打
つための動きのよさや不十分
さをとらえ，ボールの打ち方や

仲間への付かぎ方の練習に粘
り強く取り組む。 

 

ねらったところへボールを打
つための動きを伝える中で，ボ
ールを打ち方やつなぎ方をア

ドバイする。  

ねらったところへボールを打
つための動きを比べ，見いだし
たよさを取り入れてボールの打

ち方や仲間へのつなぎ方を変え
ていく。 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム 

ねらったところへ打ったり，

素早く捕球したりするため
の動きについて話し合った
り，相互評価したりする場面 

 

ねらったところへ打ったり，素

早く捕球したりするための動
きのよさや不十分さをとらえ，
ボールの打ち方や確実な捕球

の仕方の練習に粘り強く取り
組む。 

 

 

 

ねらったところへ打ったり，素

早く捕球したりするための動
きを伝える中で，ボールを打つ
ための体の使い方をアドバイ

する。  

ねらったところへ打ったり，素

早く捕球したりするための動
きを比べ，見いだしたよさを取り
入れてボールの移動の仕方を変

えていく。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

ゴ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム 

ボールを素早くゴールへ移

動させて得点するための仲
間の位置について話し合っ
たり，相互評価したりする場

面 

 

素早くボールの移動させるた

めの移動の仕方のよさや不十
分さをとらえ，パスの出し方や
受け方の練習に粘り強く取り

組む。 

素早くボールの移動させるた

めのパスの出し方や受け方を
伝える中で，より素早いパスの
仕方をアドバイスルする。  

素早くボールを移動させるため

のパスの仕方や受け方を比べ，見
いだしたよさを取り入れてボー
ルの打ち方や捕球の仕方を変え

ていく。 



ネ
ッ
ト
型
ゲ
ー
ム 

相手が捕りにくいところへ
ボールを返したり，味方が受
けやすいところにつないだ

りするための動きについて
話し合ったり，相互評価した
りする場面 

相手が捕りにくいところへボ
ールを返したり，味方が受けや
すいところにつないだりする

ための動きのよさや不十分さ
をとらえ，ボールの打ち方や仲
間への付かぎ方の練習に粘り

強く取り組む。 

相手が捕りにくいところへボ
ールを返したり，味方が受けや
すいところにつないだりする

ための動きを伝える中で，ボー
ルの打ち方やつなぎ方をアド
バイする。  

相手が捕りにくいところへボ
ールを返したり，味方が受けや
すいところにつないだりする

ための動きを比べ，見いだした
よさを取り入れてボールの打ち
方や仲間へのつなぎ方を変えて

いく。 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム 

ねらったところへ打ったり，
素早く捕球して送球したり

するための動きについて話
し合ったり，相互評価したり
する場面 

 

 

ねらったところへ打ったり，素
早く捕球して送球したりする

ための動きのよさや不十分さ
をとらえ，強弱を付けたボール
の打ち方や確実に捕球して送

球する動きの練習に粘り強く
取り組む。 

 

 

ねらったところへ打ったり，素
早く捕球して送球したりする

ための動きを伝える中で，ボー
ルを打ったり，確実に捕球して
送球したりするための体の使

い方をアドバイする。  

ねらったところへ打ったり，素
早く捕球して送球したりする

ための動きを比べ，見いだした
よさを取り入れてボールの打ち
方や捕球の仕方，送球の仕方を変

えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

ゴ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム 

ゴール付近のスペースを使

ってパスをつないで得点す
るための動きについて話し
合ったり，相互評価したりす

る場面 

素早く安全にボールの移動さ

せるための移動の仕方のよさ
や不十分さをとらえ，スペース
に移動してパスを受けたり，シ

ュートをしたりするための動
きを粘り強く練習する。 

 

素早く安全にボールの移動さ

せるための動きを伝える中で，
スペースに移動してパスを受
けたり，シュートをしたりする

ための動きについてアドバイ
スする。 

素早く安全にボールの移動さ

せるためのスペースへの動き
方を比べ，見いだしたよさを取
り入れて動きを変えていく。 

ネ
ッ
ト
型
ゲ
ー
ム 

相手が捕りにくいところへ
ボールを打ち返したり，味方
が捕りやすいところにつな

いだりするための動きにつ
いて話し合ったり，相互評価
したりする場面 

相手が捕りにくいところへボ
ールを打ち返したり，味方が捕
りやすいところにつないだり

するための動きのよさや不十
分さをとらえ，仲間へつなぐた
めの打ち方の練習に粘り強く

取り組む。 

相手が捕りにくいところへボ
ールを打ち返したり，味方が捕
りやすいところにつないだり

するための動きを伝える中で，
ボールの打ち方やつなぎ方を
アドバイする。  

相手が捕りにくいところへボ
ールを打ち返したり，味方が捕
りやすいところにつないだり

するための動きを比べ，見いだ
したよさを取り入れてボールの
打ち方や仲間へのつなぎ方を変

えていく。 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム 

効率よく得点をとるための

出塁と進塁の仕方について
話し合ったり，相互評価した
りする場面 

相手の守備位置に応じた出塁

と進塁をするための動きのよ
さや不十分さをとらえ，仲間を
進塁させるための打ち方の練

習に粘り強く取り組む。 

 

 

 

 

相手の守備位置に応じた出塁

と進塁をするための動きを伝
える中で，仲間が進塁する方向
の逆をねらって打つ工夫をア

ドバイする。 

相手の守備位置に応じた出塁

と進塁をするための動きを比
べ，見いだしたよさを取り入れて
仲間を進塁させるための打ち方

を変えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

ゴ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム 

スペースを使って，仲間とパ

スをつなぎ連携しながら素
早く攻撃するために話し合
ったり，相互評価したりする

場面 

素早く安全にボールを移動さ

せるための動きのよさや不十
分さをとらえ，スペースにパス
を出したり，スペースに移動し

てパスを受けたりシュートを
したりする動きを粘り強く練
習する。 

素早く安全にボールを移動さ

せるための動きを伝える中で，
スペースにパスを出したり，ス
ペースに移動してパスを受け

たりシュートをしたりする動
きについてアドバイスする。 

素早く安全にボールを移動さ

せるためのパスの出し方や受
け方を比べ，見いだしたよさを
取り入れて動きを変えていく。 

ネ
ッ
ト
型
ゲ
ー
ム 

味方と連携して相手が捕り
にくいところへボールを打

ち返すための動きについて
話し合ったり，相互評価した
りする場面 

 

 

味方と連携して相手が捕りに
くいところへボールを打ち返

すための動きのよさや不十分
さをとらえ，仲間と連携してボ
ールを打ち返す攻撃の練習に

粘り強く取り組む。 

味方と連携して相手が捕りに
くいところへボールを打ち返

すための動きを伝える中で，仲
間と連携して攻撃する仕方を
アドバイする。  

味方と連携して相手が捕りに
くいところへボールを打ち返

すための動きを比べ，見いだし
たよさを取り入れて仲間と連携
して攻撃する仕方を変えてい

く。 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム 

相手の出塁や進塁を阻止す

るための守備隊形や守備の
連携の仕方について話し合
ったり，相互評価したりする

場面 

相手の出塁や進塁を阻止する

ための守備隊形のよさや不十
分さをとらえ，仲間と連携して
アウトにするための練習に粘

り強く取り組む。 

 

 

 

 

相手の出塁や進塁を阻止する

ための守備隊形や守備の連携
の仕方を伝える中で，得点を与
えないための守備隊形の工夫

や連携の仕方の工夫をアドバ
イする。 

相手の出塁や進塁を阻止する

ための守備隊形や守備の連携
の仕方を比べ，見いだしたよさを
取り入れて仲間と打者や走者を

アウトにするための守備の仕方
を変えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

ネ
ッ
ト
型 

・ボール操作や打撃フォー
ム，定位置に戻るなどの個
人技能習得のための相互

評価の場面 

・ペアやグループで助言し合
ったり，作戦を試行したり

する場面 

ボールや用具の操作や定位置
に戻るなどを知り，動くための
方法やポイントのよさや不十分

さを多面的にとらえ，よい動きを
目指して粘り強く取り組むことが
できる。 

チームの作戦や動き方を比
較・分析しながらよさや不十分
さを伝え合う中で，空間をめぐ

る攻防を展開するための動き
についての違いを認め，肯定的
に働きかける。 

目指す動きと比較したり，映像
分析したりして，個人技能をチ
ームの作戦に生かした動きを

理解し，味方・考え方を確かに
したり，取り入れたりして自分
の動きに生かす。 



ゴ
ー
ル
型 

・ボール操作やフォーム，空
間を意識した動きなどの
個人技能習得のための相

互評価の場面 

・ペアやグループで助言し合
ったり，作戦を試行したり

する場面 

安定したボールや用具の操作，

空間を意識した動きのよさや

不十分さを多面的にとらえ，粘

り強く練習に取り組む。 

チームの作戦や動き方を比

較・分析しながらよさや不十分

さを伝え合う中で，ボール操作

やボールをもたない時の動き

ついての違いを認め，肯定的に

働きかける。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，個人技能とチ

ームの作戦を踏まえた動きを

関連付けて理解し，見方・考え

方確かにしたり，取り入れたり

して自分の動きに生かす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

ネ
ッ
ト
型 

・相手の動きに応じたボール
操作や打撃フォーム，定位

置に戻るなどの個人技能
習得のための相互評価の
場面 

・ペアやグループで動きにつ
いて助言し合ったり，相手
を意識した作戦を試行し

たりする場面 

ボールや用具の操作や定位置

に戻るなどを知り，ラリーを続

けるための動き方や相手のい

ない空間を意識した動きのよさ

や不十分さを多面的にとらえ，よ

い動きを目指して動きの修正・改

善に向けた解決方法を選択・決定

する。 

チームの作戦や動き方を比

較・分析しながらよさや不十分

さを伝え合う中で，空間をめぐ

る攻防を展開するための動き

について具体的に助言をし合

う。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，分析的にとら

えた個人技能とチームの作戦

を踏まえた動きを関連付けて

理解し，見方・考え方を確かに

したり，取り入れたりして動き

に変化を付ける。 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型 

・ボール操作や打撃フォー
ム，定位置に戻るなどの個
人技能習得のための相互

評価の場面 

・ペアやグループで連携した
動きについて助言し合っ

たり，作戦を試行したりす
る場面 

用具の操作と走塁での攻撃，ボー

ル操作や守備などの動きのよさや

不十分さを多面的にとらえ，よい

動きを目指して動きの修正・改善

に向けた解決方法を選択・決定す

る。 

用具やボール操作，攻撃や守備

の動きを伝え合う中で，安定し

たバットやボール操作や，連携

した守備についての動きの違

いを認め，肯定的に働きかけ

る。 

目指す動きとの比較や映像分

析をもとにして，仲間と連携し

た攻守や自他の特徴を生かし

た作戦を立ててゲームを展開

するための見方・考え方を確か

にしたり，取り入れたりして動

きに生かす。 

ゴ
ー
ル
型 

  ・相手の動きに応じたボール
操作やフォーム，空間を利
用した動きなどの個人技

能習得のための相互評価
の場面 

・ペアやグループで動きにつ

いて助言し合ったり，相手
を意識した作戦を試行し
たりする場面 

安定したボールや用具の操作，
空間を意識した動きのよさや
不十分さを多面的にとらえ，粘

り強く練習に取り組み，解決方
法を見通す。 

チームの作戦や動き方を比
較・分析しながらよさや不十分
さを伝え合う中で，空間に走り

込んだり，作りだしたりする動
きなどについての違いを認め，
具体的な助言をし合う。 

目指す動きと比較したり，映像
分析したりして，個人技能とチ
ームの作戦を踏まえた動きを

関連付けて理解し，見方・考え
方を確かにしたり，取り入れた
りして動きに変化を付ける。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

ネ
ッ
ト
型 

・相手の動きに応じたボール
操作や打撃フォーム，定位
置に戻るなどの個人技能

習得のための相互評価の
場面 

・ペアやグループで連携した

動きを助言し合ったり，相
手の動きに応じた作戦を
試行したりする場面 

ボールや用具の操作や定位置

に戻るなどを知り，ラリーを続

けるための動きのよさや不十

分さを多面的にとらえ，自分の

動きの実際を確かめながら，粘

り強く練習に取り組み，解決方

法を見通す。 

チームの作戦や動き方を比

較・分析しながらよさや不十分

さを伝え合う中で，空間をめぐ

る攻防を展開するために，ボー

ルをもたない時の動きなどに

ついての違いを認め，相手の動

きに応じた助言をしたり，自分

の動きに助言を求めたりする。 

目指す動きと比較したり，映像

分析したりして，分析的にとら

えた個人技能とチームの作戦

を踏まえた動きを関連付けて

理解し，見方・考え方の根拠を

明らかにしながら，自分の動き

を変化させる。 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型 

・相手の動きに応じたボール
操作や打撃フォーム，定位

置に戻るなどの個人技能
習得のための相互評価の
場面 

・チームで連携した動きにつ
いて助言し合ったり，相手
を意識した作戦を試行し

たりする場面 

用具の操作と走塁での攻撃，ボー

ル操作や守備などの動きのよさや

不十分さを多面的にとらえ，よい

動きを目指して動きの修正・改善

に向けた解決方法を選択・決定す

る。 

用具やボール操作，攻撃や守備

の動きを伝え合う中で，安定し

たバットやボール操作や，連携

した守備についての動きの違

いを認め，具体的な動きについ

て助言し合う。 

目指す動きとの比較や映像分

析をもとにして，仲間と連携し

た攻守や自他の特徴を生かし

た作戦を立ててゲームを展開

するための見方・考え方の根拠

を明らかにしながら動きを変

化させる。 

ゴ
ー
ル
型 

・相手の動きに応じたボール
操作や打撃フォーム，定位

置に戻るなどの個人技能 

習得のための相互評価の 

場面 

・ペアやグループで連携した
動きを助言し合ったり，相
手の動きに応じた作戦を

試行したりする場面 

安定したボールや用具の操作，
空間を意識した動きのよさや

不十分さを多面的にとらえ，自
分の動きの実際を確かめなが
ら，粘り強く練習に取り組み，

解決方法を見通す。 

チームの作戦や動き方を比
較・分析しながらよさや不十分

さを伝え合う中で，空間に走り
込んだり，作りだしたりする動
きなどについての違いを認め，

相手の動きに応じた助言をし
たり，自分の動きに助言を求め
たりする。 

目指す動きと比較したり，映像
分析したりして，分析的にとら

えた個人技能とチームの作戦
を踏まえた動きを関連付けて
理解し，見方・考え方の根拠を

明らかにしながら，自分の動き
を変化させる。 

     

 

 

 

  



資質・能力を位置付けた単元配列表 体育科（水泳領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
１ 

２ 

 

小
１ 

水
遊
び 

水につかって移動する遊び
の工夫について話し合う場

面 

水につかって移動する動きを
比喩や擬態語で表す。 

移動する動きの工夫を言語や
動きで伝える。 

仲間の移動の仕方を真似する。 

第
２
ス
テ
ー
ジ
小
２ 

   水
遊
び 

水に浮いたりもぐったり，水
中で息を吐いたりする遊び

の工夫について話し合う場
面 

水に浮いたりもぐったり，水中
で息を吐いたりする動きの工

夫を比喩や擬態語で表す。 

水に浮いたりもぐったり，水中
で息を吐いたりする動きの工

夫を言語や動きで伝える。 

水に浮いたりもぐったり，水中
で息を吐いたりする工夫を真

似する。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
３ 

３ 

 

小 ３ 

浮
く
・ 
泳
ぐ
運
動 

いろいろな浮き方やけ伸び
の仕方について話し合った

り，相互評価したりする場面 

いろいろな浮き方のコツやけ
伸びのポイントをとらえる。 

いろいろな浮き方のコツやけ
伸びのポイントをアドバイス

する。 

仲間の浮き方やけ伸びのポイ
ントを比べ，見いだした浮き方

の工夫を取り入れて浮き方を変
えていく。 

第
３
ス
テ
ー
ジ
小
４ 

浮
く
・ 
泳
ぐ
運
動 

補助具を使って呼吸をしな

がら泳ぐための工夫につい
て話し合ったり，相互評価し
たりする場面 

ビート板やヘルパーを使って

呼吸をしながら泳ぐための見
通しをもつ。 

ビート板やヘルパーを使って

呼吸をしながら泳ぐためのコ
ツやポイントをアドバイスす
る。 

仲間の泳ぎ方を比べ，見いだし

たよさを取り入れて呼吸の仕方
を変えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
５ 

４ 

 

小 ５ 

水
泳 

クロールで続けて長く泳ぐ
ための工夫について話し合
ったり，相互評価したりする

場面 

プルやキックの動きのよさを
とらえ，泳ぎ方の改善に向けた
解決方法を選択・決定する。 

プルやキックのよさや不十分
さを伝える中で，動きの違いを
認め，相手の泳ぎ方に肯定的に

働きかける。 

プルやキックの動きを比較し
たり，画像を見たりしてとらえ
た動きのよさを確かにしたり，

取り入れたりして泳ぎ方を変
えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
小
６ 

６ 

水
泳 

平泳ぎで続けて長く泳ぐた
めの工夫について話し合っ

たり，相互評価したりする場
面 

プルやキックに合わせた呼吸
の仕方をとらえ，泳ぎ方の改善

に向けた解決方法を選択・決定
する。 

プルやキックに合わせた呼吸
の仕方を伝える中で，動きの違

いを認め，相手の泳ぎ方に肯定
的に働きかける。 

プルやキックに合わせた呼吸
の仕方を比較したり，画像を見

たりしてとらえた動きのよさ
を確かにしたり，取り入れたり
して泳ぎ方を変えていく。 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

４ 中
１ 

水
泳 

・泳法に応じた手足の動きと
呼吸動作がタイミングよ

く行われているか相互評
価する場面 

・互いの課題を解決するため

に練習方法を考案したり，
繰り返し試行したりする
場面 

泳法に応じた手足の動きと呼
吸動作を合わせた一連の動き

のよさや不十分さを多面的に
とらえ，よい動きを目指して粘
り強く取り組む。  

泳法に応じた手足の動きと呼
吸動作を合わせた一連の動き

のよさや不十分さを伝え合う
中で，互いの動きの違いを認
め，肯定的に働きかける。 

目指す動きとの比較や映像分
析によって，泳ぐ目的に合わせ

た動きや，タイミングを合わせ
た手足の動きと呼吸動作につ
いての見方・考え方を確かにし

たり，取り入れたりして動きに
生かす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

５ 

 

中
２ 

水
泳 

・泳法に応じた手足の動きと
呼吸動作がタイミングよ

く行われているか相互評
価する場面 

・互いの課題を解決するため

に練習方法を考案したり，
繰り返し試行したりする
場面 

泳法に応じた手足の動きと呼
吸動作を合わせた一連の動き

を組み合わせながら，動きのよ
さや不十分さを多面的にとら
え，動きの修正や改善に向けた

解決方法を選択・決定する。 

泳法に応じた手足の動きと呼
吸動作を合わせた一連の動き

を組み合せるための動きのよ
さや不十分さを話し合う中で
互いの動きの違いを認め，具体

的な動きについて助言し合う。 

目指す動きとの比較や映像分
析をもとにして，泳ぐ目的に合

わせた動きや，タイミングを合
わせた手足の動きと呼吸動作
についての見方や考え方を確

かにしたり，取り入れたりして
動きに変化を付ける。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

 水
泳 

・一連の動きがタイミングよ
く行われているか，ターン

動作が滑らかにできてい
るかなど相互評価する場
面 

・互いの課題を解決するため
に練習方法を考案したり，
繰り返し試行したりする

場面 

一連の動きを組み合わせや，局
面をつなぐターン動作などの

動きのよさや不十分さを多面
的にとらえ，自分の動きの実際
を確かめながら，粘り強く練習

に取り組み，解決方法を見通
す。 

一連の動きを組み合わせるた
めの動きや，局面をつなぐター

ン動作などのよさや不十分さ
を伝える中で，動きの違いを認
め，相手の動きに応じた働きか

けをしたり，自分の動きに助言
を求めたりする。 

目指す動きとの比較や映像分
析をもとにして，泳ぐ目的に合

わせた動きや，タイミングを合
わせた手足の動きと呼吸動作
のやターン動作についての見

方・考え方の根拠を明らかにし
ながら，自分の動きを変化させ
る。 



 



資質・能力を位置付けた単元配列表 体育科（武道領域） 

時期 単元 「協働」場面の位置付け 表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

第
４
ス
テ
ー
ジ
中
１ 

４ 中
１ 

柔
道 

グループで互いの技能を見
合い，課題を焦点化しながら

固め技のかけ方，受け身の取
り方を追究する場面 

相手の動きに応じた基本動作
や受け身，固め技の固め方や返

し方を練習しながら，動きのよ
さや不十分さを多面的にとら
え，よい動きを目指して粘り強

く取り組むことができる。 

受け身や固め技の固め方や返
し方のよさや不十分さを伝え

合う中で，安全を考えた体の動
かし方や，相手に応じた動き方
について違いを認め，肯定的に

働きかける。 

目指す動きと比較したり，映像
を見たりして，手足の使い方や

相手の動きに応じた体の動か
し方などの動きの見方・考え方
を確かにしたり，取り入れたり

して動きに生かす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
２ 

５ 

 

中
２ 

柔
道 

グループで互いの技能を見

合い，課題を焦点化しながら
よりよい技の投げ方，受け身
の取り方を追究する場面 

相手の動きに応じた基本動作

や受け身，投げ技における受と
取の技に応じた動きを練習し
ながら，動きのよさや不十分さ

を多面的にとらえ，よい動きを
目指して粘り強く取り組むこ
とができる。 

受け身や投げ技における受と

取の技に応じた動きのよさや
不十分さを伝え合う中で，安全
を考えた体の動かし方や，相手

に応じた崩しや体さばき，技の
かけ方について違いを認め，具
体的に助言し合う。 

目指す動きと比較したり，映像

を見たりして，投げ技に応じた
受け身の仕方などの動きの見
方・考え方を確かにしたり，取

り入れたりして動きに生かす。 

第
５
ス
テ
ー
ジ
中
３ 

 選
択
柔
道 

グループで互いの技能を見

合い，課題を焦点化しながら
より滑らかな連続した技の
投げ方を追究する場面 

相手の動きに応じた基本動作

や受け身，固め技の固め方や返
し方を練習しながら，投げたり
抑えたりするなどの攻防を展

開していく動きのよさや不十
分さを多面的にとらえ，よい動
きを目指して粘り強く取り組

むことができる。 

投げたり抑えたりするなどの

攻防を展開していく動きのよ
さや不十分さを伝え合う中で，
安全を考えた受け身の仕方や，

相手に応じた崩し方や体さば
き，連絡技について違いを認
め，具体的に助言し合う。 

目指す動きと比較したり，映像

を見たりして，既習の技を発展
させまがら投げ技から固め技，
投げ技から投げ技へと相手の

動きに応じた動きの見方・考え
方を確かにしたり，取り入れた
りして動きに生かす。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 外国語活動・英語科（第４ステージ） 
学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小 

５ 

世界の言葉で 

あいさつしよう 

外国語であいさつする

際，どのようなことに気

をつけてあいさつすれ

ばよいか，仲間と話し合

う場面 

外国語を用いた自分のあいさつ

が，どれだけ目指す姿に近づい

たか振り返り，次の学習に向け

て見通しをもつ。 

表情や声の大きさを意識しなが

ら仲間と「名刺交換ゲーム」を

行う。 

表情や声の大きさを意識しなが

ら，ALTやHRTとあいさつを交わ

す。 

ギネスレコードに 

挑戦しよう 

「聞き取りシート」を用

いて数え棒のつかみ取

りをしながら，いくつ取

れたか，その時の気持ち

はどうかについて聞き

合う場面 

学級のギネスレコードをつくる

ために，表現がどれだけ目指す

姿に近づいたか振り返り，次の

学習に向けて見通しをもつ。 

ペアと協力して「つかみ取りギ

ネス」を行う際に，自分の気持

ちを英語で表し，互いの表現に

ついて聞く。 

ジェスチャーなどの非言語的な

表現を用いて，「つかみ取りギ

ネス」の際にいくつ取れたか，

その時の気持ちはどうかを伝え

る。 

好きなものを 

伝えよう 

「好き」「嫌い」といっ

た気持ちを伝えるため

にはどのように表現す

ればよいか仲間と話し

合う場面 

好き嫌いを尋ねたり，答えたり

する表現がどれだけ目指す姿に

近づいたか振り返り，次の学習

に向けて見通しをもつ。 

「会話ポイント」や抑揚を付け

た表現を用いて仲間と好きなも

のを尋ね合う。 

 

「Who am I?」クイズで，「会話

ポイント」や抑揚を付けた表現

を用いて質問する。 

英語クイズに 

チャレンジしよう 

クイズの出し方やヒン

トの聞き方，答え方を，

相手に言いたいことが

伝わるようにするには

どうすればよいか話し

合う場面 

英語クイズを行う際の表現がど

れだけ目指す姿に近づいたか振

り返り，次の学習に向けて見通

しをもつ。 

「会話ポイント」を意識してク

イズの出し方，答え方，聞き方

を仲間と練習する。 

「会話ポイント」を意識して質

問をしたり，相手の反応を確か

めながらクイズを出したりす

る。 

こんな活動を 

しているよ 

-ALTに伝えよう- 

学校紹介を別のALTに

見てもらい，伝わりやす

くするにはどうすれば

よいか話し合う場面 

新しいALTに学校紹介をするた

めに表現がどれだけ目指す姿に

近づいたか振り返り，次の学習

に向けて見通しをもつ。 

「会話ポイント」や言語によら

ない表現を意識して，仲間と学

校紹介の練習をする。 

「会話ポイント」や言語によら

ない表現を用いてALTに学校紹

介を伝える。 

私の服は 

どれでしょう 

ペアで衣服の特徴を詳

しく伝えるためにはど

うすればよいか相談す

る場面 

「私の服はどれでしょう」クイ

ズを行う際の表現がどれだけ目

指す姿に近づいたか振り返り，

次の学習に向けて見通しをも

つ。 

ペアで衣服の特徴を伝えるため

の英語表現を相談しながら買い

物ゲームをする。 

自分の好みをはっきり伝えた

り，衣服の特徴が分かるように

伝えたりする。 

アルファベットを 

さがそう 

欲しいものを分かりや

すく尋ねたり，答えたり

するにはどうすればよ

いか話し合う場面 

欲しいものを尋ねたり，答えた

りする表現がどれだけ目指す姿

に近づいたか振り返り，次の学

習に向けて見通しをもつ。 

抑揚やジェスチャーを付ける表

現を意識してほしいものを尋ね

たり，答えたりする。 

抑揚やジェスチャーを付ける表

現を用いて「カード集めゲーム」

で欲しいものを尋ねたり，答え

たりする。 

夢の時間割を 

作ろう 

理想の時間割について

分かりやすく尋ねたり，

答えたりするにはどう

すればよいか話し合う

場面 

「夢の時間割」を紹介するため

の表現がどれだけ目指す姿に近

づいたか振り返り，次の学習に

向けて見通しをもつ。 

「夢の時間割」を作る際に，は

っきり話したり，ジェスチャー

を付けたりすることを意識して

仲間に伝える。 

「夢の時間割紹介」で，はっき

り話したり，ジェスチャーを用

いたりして紹介する。 

オリジナル給食 

メニューを作ろう 

オリジナル給食メニュ

ーを伝える際にどうす

れば分かりやすく伝わ

るか話し合う場面 

オリジナル給食メニューを伝え

るための表現がどれだけ目指す

姿に近づいたか振り返り，次の

学習に向けて見通しをもつ。 

相手の反応を確かめながら紹介

することを意識してオリジナル

給食メニューを伝える練習をす

る。 

相手の反応を確かめながらオリ

ジナル給食メニューの紹介をす

る。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 外国語活動・英語科（第４ステージ） 
学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小 

６ 

新しいALTに 

学校紹介をしよう 

 

ALTに学校紹介を分か

りやすく伝えるための

表現について仲間と話

し合う場面 

新しい ALTに学校紹介をするた

めに表現がどれだけ目指す姿に

近づいたか振り返り，次の学習

に向けて見通しをもつ。 

ALT に伝わるように説明するた

めに，「会話ポイント」や分か

りやすく伝わる表現を用いて会

話をしたり，簡単な文字で表し

たりする。 

抑揚を付けて話したり，文字と

イラスト，具体物を併用したり

するといった表現を用いて伝え

る。 

仲間とつくろう 

附属長岡PR 

研究会参会者に伝わる

ように学校紹介を工夫

するために，仲間と話し

合う場面 

自分たちの考えた学校紹介がど

れだけ目指す姿に近づいたか振

り返り，次の学習に向けて見通

しをもつ。 

研究会参会者の外国人に伝わる

ように説明するために，「会話

ポイント」や分かりやすく伝わ

る表現を用いて紹介したり，簡

単な文字で表したりする。 

強調して話したり，必要に応じ

て文字やジェスチャー，さらに

絵や写真を用いたりして伝え

る。 

できることを 

紹介しよう 

自分のできることや仲

間のできることを分か

りやすく伝えたり，尋ね

たりするためにはどう

すればよいか話し合う

場面 

自分のできることを伝えたり，

仲間のできることを尋ねたりす

る表現がどれだけ目指す姿に近

づいたか振り返り，次の学習に

向けて見通しをもつ。 

仲間やALTに自分のできること

を分かりやすく伝えたり，尋ね

たりするために，「会話ポイン

ト」や分かりやすく伝わる表現

を用いたり，簡単な文字で表し

たりする。 

できることを強調して話した

り，ジェスチャーやイラストを

用いて伝えたりする。 

道案内をしよう ALTに長岡市の道案内

をする表現を仲間と話

し合う場面 

長岡市の道案内をする表現がど

れだけ目指す姿に近づいたか振

り返り，次の学習に向けて見通

しをもつ。 

「学校案内ゲーム」で仲間を案

内する際に，「会話ポイント」

や分かりやすく伝わる表現を用

いて説明したり，簡単な文字で

表したりする。 

ジェスチャーを用いたり，必要

に応じて絵や文字で表したりし

てALTのために長岡市を案内す

る。 

友達を旅行に 

誘おう 

「行きたい」という自分

の思いをはっきりと伝

えるためにはどうすれ

ばよいか仲間と話し合

う場面 

自分の行きたい国を伝える表現

がどれだけ目指す姿に近づいた

か振り返り，次の学習に向けて

見通しをもつ。 

「行きたい」という自分の思い

をはっきりと伝えるために「会

話ポイント」や分かりやすく伝

わる表現を用いて説明したり，

簡単な文字で表したりする。 

行きたい国を強調して話した

り，必要に応じて理由やその国

の特徴を加えたりして伝える。 

附属長岡小学校を 

世界に発信しよう 

全世界の人に附属長岡

小学校のことを分かり

やすく伝えるためには

どのように発信すべき

か仲間と話し合う場面 

インターネット上で発信する際

に，自分たちの考えた学校紹介

がどれだけ目指す姿に近づいた

か振り返り，次の学習に向けて

見通しをもつ。 

全世界の人に伝わるように学校

紹介をするために，「会話ポイ

ント」や分かりやすく伝わる表

現を用いて紹介したり，簡単な

文字で表したりする。 

強調して話したり，必要に応じ

て文字やジェスチャー，さらに

絵や写真を用いたりして伝え

る。 

一日の生活を 

紹介しよう 

一日の生活の様子を分

かりやすく伝えるため

にはどのように紹介す

ればよいか仲間と話し

合う場面 

一日の生活の様子を表す表現が

どれだけ目指す姿に近づいたか

振り返り，次の学習に向けて見

通しをもつ。 

一日の生活の様子が相手に伝わ

るように「会話ポイント」や分

かりやすく伝わる表現を用いて

紹介したり，簡単な文字で表し

たりする。 

ジェスチャーを用いたり，自分

の生活が分かる絵や写真を用い

たりして紹介する。 

オリジナルの 

物語を作ろう 

自分たちの選んだ物語

を発表する際，どのよう

な表現を用いて発表す

ると分かりやすく伝わ

るか仲間と話し合う場

面 

自分たちの選んだ物語の発表が

どれだけ目指す姿に近づいたか

振り返り，次の学習に向けて見

通しをもつ。 

物語で自分の発表する場面が分

かりやすく伝わるように「会話

ポイント」や分かりやすく伝わ

る表現を用いて発表したり，簡

単な文字で表したりする。 

言葉を強調すること，間をとる

こと，読む速さといった読み方

の工夫や絵，ジェスチャー，具

体物といった場面の様子を伝え

る工夫を取り入れて発表する。 

「夢宣言」をしよう 就きたい職業について

分かりやすく伝えるた

めにはどうすればよい

か仲間と話し合う場面 

将来の夢についてのShow and 

Tellがどれだけ目指す姿に近づ

いたか振り返り，一年間の自分

の成長を自覚する。 

自分の将来の夢が分かりやすく

伝わるように「会話ポイント」

や分かりやすく伝わる表現を用

いて発表したり，簡単な文字で

表したりする。 

「会話ポイント」や聞き手の反

応を確かめること，さらに必要

に応じてその夢をもった理由や

思いを加えながらShow and Tell

をする。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 外国語活動・英語科（第４ステージ） 
学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中 

１ 
英語を学ぼう 簡単なあいさつや自己

紹介の場面 

簡単なあいさつや自己紹介の方

法を理解し，そのための知識や

語彙を身に付ける。 

簡単なあいさつや自己紹介の練

習を行い，お互いに聞いたり話

したりする。 

あいさつや自己紹介についてよ

り良いものにするために，より

良い表現を工夫する。 

身近なものを 

説明しよう 

身近な人やものを紹介

する場面 

This, that , he ,sheなどを使

って身近なものを紹介する方法

を理解し，そのための知識や語

彙を身に付ける。 

Whatを用いて質問したり，その

応答をしたりして，お互いに情

報を交換する。 

身近なものを説明したり，聞い

たりするために，より良い表現

を工夫する。 

好きなことを 

紹介しよう 

好きなことについて紹

介したり，それを尋ねた

りする場面 

have, like, playなどの一般動

詞を用いて，自分の好きなもの

や好きなことを紹介する方法を

理解し，そのための知識や語彙

を身に付ける。 

お互いの好きなことやものにつ

いて話したり尋ねたりして，情

報を交換する。 

好きなことや嫌いなこと等につ

いて即興で会話をする。 

ものの言い方を 

学ぼう 

複数のものについて言

ったり，尋ねたりする場

面 

複数形や数の尋ね方，命令文に

ついて理解し，そのための知識

や語彙を身に付ける。 

お互いに持っているものについ

て，話したり尋ねたりして，情

報を交換する。 

複数形や命令文を使って，身の

回りのものについて正しく表現

する。 

色々な質問を 

しよう 

疑問詞を使って尋ねた

り，それに応答したりす

る場面 

だれ，どこなどの尋ね方と

him/herの用法を理解し，身に付

ける。 

だれ，どこなどの情報について

尋ねたりそれに応答したりす

る。 

疑問詞を用いて，自分の聞きた

いことを，正しく表現する。 

お気に入りの人を 

紹介しよう 

第三者の情報について

尋ねたり，それに応答し

たりする場面 

第三者の情報を伝える方法を理

解し，そのための知識や語彙を

身に付ける。 

お互いのお気に入りの人を紹介

し合い，情報を交換する。 

身近な人物や事物について，数

分程度のスピーチをする。 

自分のできること

を話そう 

自分や友達のできるこ

とについて話し合う場

面 

助動詞canを用いて自分や友達

のできることについて伝える方

法を身に付ける。 

お互いのできることについて，

情報を交換し合う。 

自分のできることについて即興

で会話をする。 

今していることを 

話そう 

今していることについ

て尋ねたり，応答したり

する場面 

現在進行形を用いて，今現在し

ていることについて伝える方法

を理解し，そのための知識や語

彙を身に付ける。 

ジェスチャーゲームをしなが

ら，相手の動作について情報を

述べる。 

写真の内容について，現在進行

形を用いて正しく表現する。 

１年の思い出に 

ついて話そう 

過去にしたことについ

て尋ねたり，応答したり

する場面 

一般動詞の過去形を用いて，過

去の情報を伝える方法を理解

し，そのための知識や語彙を身

に付ける。 

お互いの過去の内容を尋ねた

り，それに応答したりする。 

手本を参考にして簡単な絵はが

きやカードを書く。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 外国語活動・英語科（第５ステージ） 
学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中 

２ 

日記を書こう お互いの日記について

感想を述べ合う場面 

日記を書くために必要な過去形

の文法知識や語彙などを得る。 

仲間と意見交換することによっ

て，他者の考えの良さに気付く。 

相互に交流した結果，仲間の考

えの良さに学んで，それを自分

の考えに反映させて，新たな日

記を書く。 

予定を立てよう お互いの予定表を読み

合う場面 

自分の予定を伝えるためにwill

や be going toなどの未来表現

や語彙などを得る。 

仲間が自分の予定について書い

た表を読んで，他者の記述内容

や記述方法の良さに気付く。 

相互に交流した内容に基づい

て，他者の記述内容や記述方法

の良さを自己の原稿にも取り入

れて書く。 

道案内をしよう 仲間とお互いに道案内

をし合う場面 

英語特有の道案内に必要な表現

を得る。 

仲間と道案内の練習をしたり，

タスクに基づいた道案内をした

りする中で，他者の発話の良さ

に気付く。 

仲間の発信方法の良さを自己の

発信に生かす。 

自分の考えを 

述べよう 

教師が提示するテーマ

に基づいて，自分の考え

を伝え合う場面 

自分の意見を伝えるために必要

なI think (that) などの表現や

語彙などを得る。 

他者と意見交換を行い，他者の

発表の良さに気付く。 

仲間の考えや発信内容の良さに

学んで，自己の発表に生かす。 

町の名所を 

紹介しよう 

自分の町の名所を紹介

する場面 

自分の町を紹介するにあたっ

て，there is(are)～の表現や語

彙などを得る。 

自分の町を紹介しながら，その

発話内容や方法の良さに気付

く。 

仲間の発話内容や発話方法の良

さを自分のものに取り入れて発

信する。 

自分の夢を語ろう 自分の夢についてお互

いに伝え合う場面 

to 不定詞の表現を活用に気付

き，自分の夢について他者に伝

えるために必要な文法知識や語

彙などを得る。 

自分の夢を伝え合い，他者の発

表内容や発表方法の良さに気付

く。 

仲間のアイディアの良さを自分

の発表内容や発表方法に取り入

れる。 

電話で友人や 

ALTを誘おう 

電話での会話特有な表

現を使って，電話での会

話をする場面 

電話での会話における英語特有

の表現を獲得する。 

仲間と電話での会話の練習をし

たり，タスクに基づいた電話に

よる会話をしたりする中で，他

者の発話の良さに気付く。 

仲間の発信方法の良さを自己の

発信に生かす。 

テーマについて 

意見交換をしよう 

教師が示したテーマに

ついて意見交換をし合

う場面 

テーマに沿った会話を行うため

に，必要な文法や語彙の知識を

得る。 

仲間と英語を用いて会話をする

中で，他者の発話内容・方法や

聞き取り方法の良さに気付く。 

仲間の発話内容や発話方法，聞

く態度の良さに学んで，自己の

発話内容・方法や聞く態度に生

かす。 

好きなことを 

伝え合おう 

自分の好きなことにつ

いて伝え合う場面 

自分の好きなことを紹介するに

あたって，必要な文法知識や語

彙などを得る。 

自分の好きなことを紹介しなが

ら，相手の発話内容や方法の良

さに気付く。 

仲間の発話内容や発話方法の良

さを自分のものに取り入れて発

信する。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 外国語活動・英語科（第５ステージ） 
学年 単元 「協働」場面の 

位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中 

３ 

メッセージを 

発信しよう 

修学旅行での平和学習

や社会創造科での学習

を参考にした，イメージ

マップ作成の場面 

メッセージ発信の方法や，その

発信のために受け身形の文法知

識，語彙などを得る。 

仲間と意見交換することによっ

て，平和や街づくりに関する他

者の考えの良さや発表方法の良

さに気付く。 

平和や街づくりに関する仲間の

考えの良さに学んで，自己の発

表原稿やその発表に生かす。 

日本の伝統文化を 

紹介しよう 

日本の伝統文化を紹介

するプレゼンテーショ

ンの場面 

プレゼンテーションの方法や，

日本の伝統文化を紹介するため

の現在完了形（継続用法）など

の文法知識，語彙などを得る。 

仲間と意見交換することによっ

て，日本の伝統文化に関する他

者の考えの良さや発表方法の良

さに気付く。 

日本の伝統文化に関する仲間の

考えの良さに学んで，自己の発

表原稿やその発表に生かす。 

自分の経験を 

語ろう 

ゲストティーチャーを

迎えた発表会の場面と

そこに向かうまでの発

表原稿の練り上げの場

面 

自分が経験したことを伝えるた

めに必要な現在完了形（経験用

法・完了用法）などの文法知識，

語彙などを得る。 

仲間と意見交換することによっ

て，他者の原稿や発表の良さに

気付き，理想の姿に近づくため

に生徒同士でアドバイスをし合

う。 

仲間のアイディアの良さに学ん

で，自己の発表に生かす。 

外国の生活事情に 

ついて考えよう 

日本と外国の文化の同

一性や差異性について

意見を交換する場面 

日本と外国の文化差を知り，そ

れをもとに意見交換をするため

に必要な文法知識，語彙などを

得る。 

仲間と意見交換することによっ

て，自分が気づいていなかった

自文化・異文化の同一性や差異

性に気付く。 

仲間のアイディアの良さに学ん

で，それ以後の自己の考えに生

かす。 

外国のくらしや 

街の様子に関心を 

もとう 

道案内や買い物など，場

面に応じた特有な表現

を獲得する場面 

道案内や買い物に特有な表現を

身に付ける。 

仲間と会話の練習をしたり，実

際の会話を楽しんだりする中

で，仲間の発話内容や態度の良

さに気付く。 

仲間の発話内容や発表方法の良

さに学んで，自分の発話や態度

に生かす。 

大切なことを 

伝えよう 

グループ発表に向けた

原稿の練り上げの場面

と実際の発表の場面 

既習表現を活用し，自分にとっ

て大切なことを伝える。 

仲間と意見交換することによっ

て，他者の考えを理解し，その

考えの良さに気付く。 

自分が大切に思っていることに

ついて，他者との交流からさら

に考えが深まり，またそれを発

信していく。 

身近な人や物を 

紹介しよう 

身近な人や物を紹介す

るために練習をする場

面とその発表本番の場

面 

自分にとって身近な人や物につ

いて紹介をするために，現在完

了形や接続詞などの必要な文法

知識や語彙などを得る。 

身近な人や物の発表をshow & 

tellで伝えるために事前練習で

他者の良さに気付く。また，発

表本番で他者の良さに気付く。 

仲間のアイディアの良さに学ん

で，自己の発表に生かす。 

ディスカッション

に挑戦しよう 

教師が指定したテーマ

について実際にディス

カッションを行う場面 

ディスカッションをするために必

要な文法知識や語彙などを得る。 

仲間と意見交換することによっ

て，他者の発表の良さに気付く。 

仲間のアイディアの良さに学ん

で，次回の自己の発表に生かす。 

世界や日本の偉人 

について知ろう 

世界や日本の偉人を紹

介し合う場面 

自分が知っている偉人につい

て，紹介するために，現在分詞

や過去分詞などによる後置修飾

の表現など，必要な文法知識や

語彙などを得る。 

仲間が紹介する発表を聞き，自

分の発表を仲間に聞いてもら

い，互いに感じたことや，他者

の発表の良さに気付く。 

仲間の発表の良さに学び，自己

の発表に生かす。 

社会貢献について

考えよう 

社会創造科で学んだこ

となどを生かしながら，

社会を形成していくた

めに必要なことを検討

する場面 

言語材料としては疑問詞+to～

の表現等を理解するとともに，

表現に必要な語彙の知識を得

る。 

仲間と意見交換することによっ

て，他者の考えの良さに気付く。 

仲間のアイディアの良さに学ん

で，自己の考えに取り入れる。 

仲間と英語で 

話そう 

テーマに沿って生徒同

士で会話をし合う場面 

テーマに沿った会話を行うため

に，必要な文法や語彙の知識を

得る。 

仲間と英語を用いて会話をする

中で，他者の発話内容・方法や

聞き取り方法の良さに気付く。 

仲間の発話内容や発話方法，聞

く態度の良さに学んで，自己の

発話内容・方法や聞く態度に生

かす。 



 



資質・能力を位置付けた主題配列表「道徳」（第２ステージ） 

学年 主題 

（内容項目） 

「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小 

１ 

わたしとしぜん 

（自然愛護） 

資料「さかせようぼく

をわたしを」 

 

これからの季節でど

んな楽しいことがあ

るか話し合う場面 

四季それぞれの自分の

経験とつなげて問題場

面をとらえたり，春の

季節で楽しみなことを

これからの生活で生か

そうとしたりする。 

これからの季節で楽しみ

なことについて異なる感

じ方・考え方の仲間と感

じ方・考え方の異なると

ころと共通するところが

わかる。 

自分たちは自然に包ま

れて生活し，身近な自然

の中に季節の移り変わ

りを感じることが大切

なことを見いだす。 

もののこころ 

（節度，節制） 

資料「いたい いたい」 

 

主人公がものを粗末

に扱った理由につい

て話し合う場面 

自分の使っているもの

の扱い方について自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，も

のを大切に扱うことを

これからの生活で生か

そうとしたりする。 

主人公の行為の理由につ

いて異なる感じ方・考え

方の仲間と感じ方・考え

方の異なるところと共通

するところがわかる。 

一つ一つのものにはも

のとしての役割がある

ことを見いだす。 

たのしいなきゅうしょく 

（友情，信頼） 

資料「給食の場面で」 

（自作） 

 

給食の配膳を進んで

行っている人と自分

の分が配膳されてい

ない人の気持ちにつ

いて話し合う場面 

給食の配膳について自

分の生活とつなげて問

題場面をとらえたり，

楽しく給食を食べるた

めに配膳に協力してい

こうとすることをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

主人公と相手のそれぞれ

の気持ちについて異なる

感じ方・考え方の仲間と

感じ方・考え方の異なる

ところと共通するところ

がわかる。 

自分の分がない人の気

持ちを考えていくこと

が大切なことを見いだ

す。 

ありがとう 

（礼儀） 

資料「なんといいますか」 

 

相手に嫌な思いをさ

せてしまったときに

どうすればよいか話

し合う場面 

相手に嫌なことをして

しまったことについて

自分の生活とつなげて

問題場面をとらえたり

相手に嫌な思いをさせ

てしまったらきちんと

謝ろうとすることをこ

れからの生活で生かそ

うとしたりする。 

主人公の行為の理由につ

いて異なる感じ方・考え

方の仲間と感じ方・考え

方の異なるところと共通

するところがわかる。 

相手に嫌なことをした

らきちんと謝ることが

大切なことを見いだす。 

あいてのきもち 

（親切，思いやり） 

資料「あめの日」 

 

迷惑を掛けられてい

る人物の気持ちにつ

いて話し合う場面 

誰かから迷惑なこと
をされていることに
ついて自分の生活と

つなげて問題場面を
とらえたり，似たよう
な立場の人を思いや

ることをこれからの
生活で生かそうとし
たりする。 

迷惑を掛けられている人
の気持ちに対して異なる
感じ方・考え方の仲間と

感じ方・考え方の異なる
ところや共通するところ
がわかる。 

自分の過ちには気付き
にくいことを見いだす。 

ヤッホー広場はだれの 

もの 

（友情，信頼） 

資料「ヤッホー広場で」

（自作） 

 

ヤッホー広場で遊ん

でいる時に隣のクラ

スの人がどんなこと

を思っているか話し

合う場面 

ヤッホー広場で遊んだ

自分の経験とつなげて

問題場面をとらえたり

，仲間と仲良くして遊

ぶことをこれからの生

活で生かそうとしたり

する。 

隣のクラスの人の気持ち

について異なる感じ方・

考え方の仲間と感じ方・

考え方の異なるところと

共通するところがわかる

。 

仲良く遊ぶには相手の

気持ちを考えることが

大切なことを見いだす。 

じぶんのこころ 

（希望と勇気，努力と 

強い意志） 

資料「ぼくのなかのぼく」  

 

やりたくない気持ち

とやらなければいけ

ないという気持ちの

違いについて話し合

う場面 

これまで努力してきた

ことについて自分の経

験とつなげて問題場面

をとらえたり，自分の

やらなければいけない

ことにも進んで取り組

むことをこれからの生

活で生かそうとしたり

する。 

主人公の気持ちについて

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

仲間のためを考えて行

動すると仲が深まるこ

とを見いだす。 

うつくしいこころ 

（感動，畏敬の念） 

資料「七つの星」 

 

不思議なことがおき

た理由について話し

合う場面 

自然の不思議さについ

て自分の生活とつなげ

て問題場面をとらえた

り，感動した気持ちを

これからの生活で生か

そうとしたりする。 

不思議なことが起きた理

由について異なる感じ方

・考え方の仲間と感じ方

・考え方の異なるところ

と共通するところがわか

る。 

人間の力を超えた神秘

の世界があることを見

いだす。 



 自分のしごと 

（希望と勇気，努力と 

強い意志） 

資料「しょくじのようい

ができたよ」 

 

主人公が上手に食事

を並べられたときの

気持ちについて話し

合う場面 

家庭での手伝いについ

て自分の生活とつなげ

て問題場面をとらえた

り，進んで他の人のた

めに働こうとすること

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

主人公の気持ちについて

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

自分の仕事をすると家

族が喜んでくれること

を見いだす。 

生きる力 

（生命の尊さ） 

資料「ありさん がんばって」 

 

 

ありに話しかけてい

る主人公の気持ちに

ついて話し合う場面 

身近な生き物について

自分の生活とつなげて

問題場面をとらえたり

，進んで生き物の命を

大切にしようとするこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする

。 

主人公の気持ちについて

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

小さな生き物にも命が

あることを心にとめて

おくことが大切なこと

を見いだす。 

あかるいあいさつ 

（礼儀） 

資料「なんと いいますか」 

 

主人公があいさつを

しなかったらどうな

るか話し合う場面 

あいさつについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，学

級の中や家族の生活で

人と人を結ぶ言葉を使

うことをこれからの生

活で生かそうとしたり

する。 

主人公がこれからどうな

るのかについて異なる感

じ方・考え方の仲間と感

じ方・考え方の異なると

ころと共通するところが

わかる。 

自分の思いを言葉にす

ることが大切なことを

見いだす。 

おもいきって 

（希望と勇気，努力と 

強い意志） 

資料「花びらのぼうけん」 

 

主人公の花びらが，

ありさんの「助けて」

にどうこたえるか話

し合う場面 

進んで行動したことに

ついて自分の生活とつ

なげて問題場面をとら

えたり，前向きに生き

ていこうとすることを

これからの生活で生か

そうとしたりする。 

主人公がこれからどんな

行動をするのかについて

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

何事にも意欲敵に取り

組むことが大切なこと

を見いだす。 

あかるいこころ 

（正直，誠実） 

資料「えがおいっぱい」 

 

「にこにこ」と「ぷ

りぷり」のどちらの

表情がすきかについ

て話し合う場面 

家族の笑顔について自

分の生活とつなげて問

題場面をとらえたり，

明るい雰囲気で誠実に

生きていこうとしたり

する。 

２つの表情について異な

る感じ方・考え方の仲間

と感じ方・考え方の異な

るところと共通するとこ

ろがわかる。 

自分の気持ちは表情を

通じて周りに伝わるこ

とを見いだす。 

みんながつかうもの 

（規則の尊重） 

資料「１年１くみの赤い

ボール」 

 

主人公が，はりがみ

を見てはっとしたわ

けについて話し合う

場面 

きまりについて自分の

経験とつなげて問題場

面をとらえたり，自分

から進んでみんなが使

う物を片付けようとす

ることをこれからの生

活で生かそうとしたり

する。 

主人公の気持ちについて

感じ方・考え方の仲間と

感じ方・考え方の異なる

ところと共通するところ

がわかる。 

みんなで使う物は進ん

で片付けたりすること

が大切なことを見いだ

す。 

昼休みの楽しい 

すごしかた 

（親切，思いやり） 

資料「おひるやすみ」 

 

どうしたら楽しい昼

休みにできるかにつ

いて話し合う場面 

昼休みの過ごし方につ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，仲間に優しくし

ながら楽しく過ごすこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする

。 

 

 

楽しい過ごし方について

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

みんなが楽しく過ごす

にはひとりぼっちの子

や困っている子に声を

かけるなどの思いやり

の気持ちをもつことが

大切なことを見いだす。 

わたしの 

だいすきなところ 

（伝統と文化の尊重， 

国や郷土を愛する態度） 

資料「わたしのだいすき

なところ」 

 

校舎の周りの自分の

好きなところについ

て話し合う場面 

校舎の周りについて自

分の生活とつなげて問

題場面をとらえたり，

学校の周りのよいとこ

ろを大切にしていこう

とすることをこれから

の生活で生かそうとし

たりする。 

 

 

 

学校の周りのすきなとこ

ろについて異なる感じ方

・考え方の仲間と感じ方

・考え方の異なるところ

と共通するところがわか

る。 

大好きなところには様

々なよさがあることを

見いだす。 



一位になっても 

（親切，思いやり） 

資料「リレーきょうそう」 

 

リレー競争で一番に

なること以外でうれ

しいことがあるか話

し合う場面 

リレー遊びについて自

分の経験とつなげて問

題場面をとらえたり，

仲間のがんばりを認め

ながら過ごすことをこ

れからの生活で生かそ

うとしたりする。 

 

 

 

リレー競争の問題点につ

いて異なる感じ方・考え

方の仲間と感じ方・考え

方の異なるところと共通

するところがわかる。 

仲間と協力したり自分

が精一杯やったりする

ことが大切なことを見

いだす。 

しょうじきに 

（正直，誠実） 

資料「おおかみと少年」 

 

うそを言う少年をど

う思うかについて話

し合う場面 

うそをついた自分の経

験とつなげて問題場面

をとらえたり，相手の

心を受け入れその人の

願いを思い，誠実に生

きていこうとすること

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

 

 

うそをつくことについて

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

うそをつかれても信じ

ようとする心が大切で

あることを見いだす。 

がまんするこころ 

（節度，節制） 

資料「かぼちゃのつる」 

 

 

 

 

 

「かぼちゃ」の行動

や気持ちのどんなと

ころに問題があった

か話し合う場面 

がまんすることについ

て自分の経験とつなげ

て問題場面をとらえた

り，回りのことを考え

ながら自分らしく過ご

していこうとすること

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

主人公の行動や気持ちに

ついて異なる感じ方・考

え方の仲間と感じ方・考

え方の異なるところと共

通するところがわかる。 

いきいきと生きるため

には他者への配慮が必

要であることを見いだ

す。 

あの子のえがおのために 

（親切，思いやり） 

資料「のっていいよ」 

（自作） 

 

 

 

 

1 年生にターザンロ

ープを譲った後どん

な気持ちになるか話

しあう場面 

年下の子とのかかわり

について自分の経験と

つなげて問題場面をと

らえたり，相手のこと

を考えながら行動して

いこうとすることをこ

れからの生活で生かそ

うとしたりする。 

主人公の気持ちについて

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

幼い人のことを考えて

親切にすると相手だけ

でなく自分もうれしく

なることを見いだす。 

わたしのともだち 

（友情，信頼） 

資料「よいところカード」 

 

 

 

 

 

 

仲間のよいところに

は，どんな工夫や努

力がかくされている

のか話し合う場面 

自分や仲間のよさにつ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，仲間のよさを認

めさらに仲良くしてい

こうとすることをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

仲間のよさの中にある工

夫や努力について異なる

感じ方・考え方の仲間と

感じ方・考え方の異なる

ところと共通するところ

がわかる。 

互いのよさを聞き合え

る関係をつくることが

大切であることを見い

だす。 

かていのあたたかさ 

（家族愛，家庭生活の充実） 

資料「におい」 

 

 

 

 

 

「におい」がどんな

ことを言っているの

か話し合う場面 

家庭のにおいについて

自分の経験とつなげて

問題場面をとらえたり

，家族を大切にして生

活していこうとするこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする

。 

家庭のにおいについて異

なる感じ方・考え方の仲

間と感じ方・考え方の異

なるところと共通すると

ころがわかる。 

家庭のにおいは家族の

思いと重なっているこ

とを見いだす。 

どうするのかな 

（自然愛護） 

資料「どうするのかな」 

 

 

 

 

 

 

主人公のような場面

に出合った時に自分

ならどうするかにつ

いて話し合う場面 

遠足や社会創造科で自

然とのかかわりについ

て自分の経験とつなげ

て問題場面をとらえた

り，進んで遠足や登下

校や校外でのこれから

の生活で生かそうとし

たりする。 

どのように行動したらよ

いかについて異なる感じ

方・考え方の仲間と感じ

方・考え方の異なるとこ

ろと共通するところがわ

かる。 

自分たちの行動で自然

を守ることができるこ

とを見いだす。 



 すばらしい自然 

（感動，畏敬の念） 

資料「きたかぜ」 

 

風の色について話し

合う場面 

自然のすばらしさにつ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，冬の自然につい

てその中につつまれる

幸せを感じようとする

ことをこれからの生活

で生かそうとしたりす

る。 

 

風の色について異なる感

じ方・考え方の仲間と感

じ方・考え方の異なると

ころと共通するところが

わかる。 

自然の中にすばらしさ

を見つけ出そうとする

ことが大切であること

を見いだす。 

お兄さんありがとう 

（感謝） 

資料「ぼうし」 

 

 

 

 

「お兄さん」がどう

してありがとうと言

ったのか話し合う場

面 

上級生とのかかわりに

ついて自分の経験とつ

なげて問題場面をとら

えたり，上級生のお兄

さんお姉さんのように

よりよい生活をしてい

こうとすることをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

 

 

 

「お兄さん」がありがと

うと言ったわけについて

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

上級生には自分たちに

はない優しさがあるこ

とを見いだす。 

なかまにこころをよせて 

（友情，信頼） 

資料「どんぐりと松ぼっくり」 

 

 

 

 

 

自分も欲しかった松

ぼっくりを仲間にあ

げた時の気持ちにつ

いて話し合う場面 

仲間とのかかわりにつ

いて自分の経験とつな

げて問題場面をとらえ

たり，仲間のことを考

えて行動していこうと

することをこれからの

生活で生かそうとした

りする。 

主人公の気持ちついて異

なる感じ方・考え方の仲

間と感じ方・考え方の異

なるところと共通すると

ころがわかる。 

互いに困っているとき

に助け合うことで仲間

のよさを感じ，仲よくな

っていくことを見いだ

す。 

ろうかパトロール 

（規則の尊重） 

資料 廊下歩行の様子の

ビデオ 

 

 

 

自分達の廊下歩行は

これでよいか話し合

う場面 

廊下歩行について自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，強

い気持ちをもってきま

りを守ろうとすること

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

廊下を走ってしまう原因

について異なる感じ方・

考え方の仲間と感じ方・

考え方の異なるところと

共通するところがわかる

。 

きまりを守るには強い

気持ちが大切であるこ

とを見いだす。 

あたたかいこころ 

（親切，思いやり） 

資料「タンポポ」 

 

 

 

 

 

主人公がお母さんの

言葉を聞いたときの

気持ちについて話し

合う場面 

新１年生とのかかわり

について自分の経験と

つなげて問題場面をと

らえたり，幼い人を温

かく包み込んでいこう

とすることをこれから

の生活の中で生かそう

としたりする。 

主人公の気持ちについて

異なる感じ方・考え方の

仲間と感じ方・考え方の

異なるところと共通する

ところがわかる。 

幼い人には優しい気持

ちで接することが大切

なことを見いだす。 

かわいいいのち 

（生命の尊さ） 

資料「ハムスターの赤ちゃん」 

 

 

 

 

 

ハムスターの赤ちゃ

んの体にはどんな力

がつまっているのか

話し合う場面 

ウサギ小屋のウサギと

触れ合った経験とつな

げて問題場面をとらえ

たり，これからも命あ

るものを大切にしてい

こうとすることをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

ハムスターの赤ちゃんの

力について異なる感じ方

・考え方の仲間と感じ方

・考え方の異なるところ

と共通するところがわか

る。 

身近な生き物にもかけ

がえのない生命がやど

っていることを見いだ

す。 

一年かんのおもいで 

（よりよい学校生活， 

集団生活の充実） 

資料「ともだち」 

 

 

 

 

いろいろな友達がい

る良さは何かについ

て話し合う場面 

学級の中の1年間の経

験とつなげて問題場面

をとらえたり，これか

らも学級の友達を大切

にしていこうとするこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする

。 

友達のよさについて異な

る感じ方・考え方の仲間

と感じ方・考え方の異な

るところと共通するとこ

ろがわかる。 

友達のよさを感じる学

級の雰囲気が大切であ

ることを見いだす。 



小 

２ 

ゆうきをだして 

（善悪の判断，自律， 

自由と責任） 

資料「ぽんたとかんた」 

 

主人公が仲間の誘い

を断った理由につい

て話し合う場面 

仲間から誘われた自分

の経験とつなげて問題

場面をとらえたり，自

分で判断することをこ

れからの生活で生かそ

うとしたりする。 

主人公の行為の理由につ

いて自分と仲間との感じ

方・考え方は違うことが

わかる。 

善くないことは仲間か

ら誘われても自分で判

断して断ることが大切

なことを見いだす。 

あいさつがないと 

（礼儀） 

資料「たびに出て」 

 

今まであいさつをし

なかった主人公があ

いさつをしようと思

った理由について話

し合う場面 

あいさつについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，進

んであいさつすること

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

主人公の行為の理由につ

いて自分と仲間との感じ

方・考え方は違うことが

わかる。 

進んであいさつをする

と周りの人と気持ちが

通じて気持ちよくなる

ことを見いだす。 

ほかの人もつかうもの 

（規則の尊重） 

資料「黄色いベンチ」 

 

主人公が自分たちが

したことで他の人が

困っているのを見か

け，この後どうする

か話し合う場面 

みんなで使う物の使い

方について自分の生活

とつなげて問題場面を

とらえたり，他の人の

ことを考えてみんなの

ものを使おうとするこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする。 

主人公の行為について自

分と仲間との感じ方・考

え方は違うことがわかる

。 

みんなで使う物は，他の

人のことを考えて使う

ことを見いだす。 

自分のもの 

（節度，節制） 

資料「絵本のひとりごと」 

 

どうして主人公が

「ごめんね。」と言っ

たのか話し合う場面 

自分の身の周りの様子

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，身の周りを

規則正しく整えようと

することをこれからの

生活で生かそうとした

りする。 

主人公の行為の理由につ

いて自分と仲間との感じ

方・考え方は違うことが

わかる。 

身の周りを整えること

が大切なことを見いだ

す。 

あいてやほかの人はどう

おもうかな 

（規則の尊重 友情， 

信頼） 

資料「ぼくのキャラクター」 

 

他の人が考えたもの

を勝手に使ったり広

めたりしてはいけな

い理由について話し

合う場面 

自分の身の周りのも
のの使い方について

自分の生活とつなげ
て問題場面をとらえ
たり，他の人のものを

大切にすることをこ
れからの生活で生か
そうとしたりする。 

主人公の行為に対して自
分と仲間との感じ方・考

え方は違うことがわかる
。 

他の人が考えたことは
他の人のものであるこ

とを見いだす。 

 すなおで明るい気もち 

（正直，誠実） 

資料「お月様とコロ」 

 

主人公が謝るかどう

か迷っている時の気

持ちについて話し合

う場面 

素直になれなかったこ

とについて自分の経験

とつなげて問題場面を

とらえたり，自分の過

ちを素直に認めること

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

主人公の気持ちについて

自分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわか

る。 

素直に自分の過ちを認

めると気持ちがすっき

りすることを見いだす。 

 2年生でもっとできる 

自分たちになるには 

（友情，信頼） 

資料「だめだよ」（自作） 

 

仲良しの仲間に注意

をした主人公の気持

ちについて話し合う

場面 

普段の仲間とのかかわ

りについて自分の経験

とつなげて問題場面を

とらえたり，仲間のた

めを考えて行動するこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする。 

主人公の気持ちについて

自分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわか

る。 

仲間のためを考えて行

動すると仲が深まるこ

とを見いだす。 

小さな一ぽと大きなゆめ 

（努力と強い意志） 

資料「小さなど力のつみ

かさね－二宮金次郎－」 

 

金次郎が勉強するこ

とをあきらめなかっ

た理由について話し

合う場面 

自分が普段継続して取

り組んでいることにつ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，あきらめず継続

することをこれからの

生活で生かそうとした

りする。 

主人公の行動の理由につ

いて自分と仲間との感じ

方・考え方は違うことが

わかる。 

大変なことがあっても

あきらめずに続けてや

ることが大切なことを

見いだす。 

みんなのよろこぶかお 

（勤労，公共の精神） 

資料「森のゆうびんや 

さん」 

 

手紙を読んだ「くま

さん」の気持ちにつ

いて話し合う場面 

係活動や当番活動，家

庭での手伝いについて

自分の生活とつなげて

問題場面をとらえたり

，進んで他の人のため

に働こうとすることを

これからの生活で生か

そうとしたりする。 

主人公の気持ちについて

自分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわか

る。 

他の人のために働くと

みんなが笑顔になるこ

とを見いだす。 



 じぶんのくにとは 

ちがうこと 

（国際理解，国際親善） 

資料「ALT の先生のすん

でいるところ」（自作） 

 

日本とＡＬＴの出身

国の生活の様子で異

なるところを話し合

う場面 

ＡＬＴの出身国の生活

の様子について自分の

生活とつなげて問題場

面をとらえたり，進ん

で外国の生活を理解し

ようとすることをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

これからの主人公の行動

について自分と仲間との

感じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

自分の国と他の国では，

いろいろな違いがある

ことを見いだす。 

じぶんのことはせきにん

をもって 

（節度，節制） 

資料「かめ」 

 

かめの世話について

母親に言われた後主

人公がどうするか話

し合う場面 

自分の生活の中でやら

なければいけないこと

とつなげて問題場面を

とらえたり，やらなけ

ればいけないことはき

ちんと行うことをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

これからの主人公の行動

について自分と仲間との

感じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

自分がやらなければい

けないことをきちんと

行うことが大切なこと

を見いだす。 

しぜんをよくかんさつ 

すると 

（自然愛護） 

資料「虫が大すき－アン

リ・ファーブル－」 

（「わたしたちの道徳」） 

 

ファーブルの観察が

終わった虫をにがし

てあげた時の気持ち

について話し合う場

面 

虫や生き物，植物など

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，動植物には

優しい心で接すること

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

主人公の気持ちについて

自分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわか

る。 

動植物には優しい心で

接することが大切なこ

とを見いだす。 

ぼくのわたしのじまんの

学校 

（よりよい学校生活， 

集団生活の充実） 

資料「学校のよいところ

みつけ」 

 

自分たちの学校のよ

いところについて話

し合う場面 

学校について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，進んで

学級や学校生活をより

よくしようとしたりす

ること 

学校のよいところについ

て自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことがわ

かる。 

学級や学校生活をより

よくしようとすること

を見いだす。 

いのちをたいせつにする

には 

（生命の尊さ） 

資料「ベラカブくん」 

主人公が飼っている

カブトムシを逃がす

べきか話し合う場面 

虫や生き物，植物など

について自分が飼った

経験とつなげて問題場

面をとらえたり，動植

物の命を大切にするこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする

。 

 

 

これからの主人公の行動

について自分と仲間との

感じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

動植物の立場に立ち動

植物の命を大切にする

ことを見いだす。 

ちいきのおまつりにさん

かして 

（伝統と文化の尊重， 

国や郷土を愛する態度） 

資料「ぎおんまつり」 

 

主人公がおはやしの

練習を続けられた理

由について話し合う

場面 

地域のお祭り等の行事

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，地域の行事

に積極的に参加するこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする

。 

 

主人公の行為の理由につ

いて自分と仲間との感じ

方・考え方は違うことが

わかる。 

地域の行事には続けら

れてきたよさがあり進

んで行事に参加するこ

とが大切なことを見い

だす。 

みんなでまもるきれいな

しぜん 

（自然愛護） 

資料「みんなのうみ」 

 

きれいな海にするた

めに自分たちができ

ることについて話し

合う場面 

海辺や森林等での過ご

し方について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，身近な

自然の美しさを守ろう

とすることをこれから

の生活で生かそうとし

たりする。 

自分ができることについ

て自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことがわ

かる。 

身近な自然を守るため

に自分ができることを

することを見いだす。 

 おばあちゃんのおかげで 

（感謝） 

資料「おばあちゃんの 

手まりうた」 

 

主人公がまりを成功

させた時の気持ちに

ついて話し合う場面 

祖父母とのかかわりに

ついて自分の経験とつ

なげて問題場面をとら

えたり，祖父母に感謝

して過ごすことをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

主人公の気持ちについて

自分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわか

る。 

祖父母に進んでかかわ

り感謝しようとするこ

とが大切なことを見い

だす。 



 みんなでつかうもの 

なのに 

（規則の尊重） 

資料「いいのかな」 

 

主人公が一輪車を見

てこの後どうするか

話し合う場面 

学校の竹馬やホッピン

グ，一輪車の使い方に

ついて自分の生活とつ

なげて問題場面をとら

えたり，動植物には優

しい心で接することを

これからの生活で生か

そうとしたりする。 

これからの主人公の行動

について自分と仲間との

感じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

他の人が使う物は自分

の都合だけではなく他

の人のことも考えて使

うことが大切なことを

見いだす。 

なかよくあそぶには 

（友情，信頼） 

資料「ぼくもしたい」 

（「生きるⅠ」） 

 

ドッジボールに入れ

てもらえない仲間を

見たとき「ぼく」は

どうするか話し合う

場面 

ドッジボールや鬼ごっ

こなどみんなで行う遊

びについて自分の経験

とつなげて問題場面を

とらえたり，みんなで

遊ぶ時にはいろいろな

立場の仲間の気持ちを

大切にすることをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

これからの主人公の行動

について自分と仲間との

感じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

みんなで遊ぶ時にはい

ろいろな立場の仲間の

気持ちを大切にするこ

とを見いだす。 

やりとげたその先に② 

（希望と勇気，努力と 

強い意志） 

資料「木琴の練習」（自作） 

 

主人公が遊びに行か

ず音楽会の練習をす

ることを決めた後の

主人公の気持ちにつ

いて話し合う場面 

学習や習い事について

自分の経験とつなげて

問題場面をとらえたり

，自分のやらなければ

いけないことをやりと

げようとすることをこ

れからの生活で生かそ

うとしたりする。 

これからの主人公の行動

について自分と仲間との

感じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

弱い心に負けず自分の

やらなければならない

ことをやりとげると，自

分に自信がもてること

を見いだす。 

だれにでもすすんで 

あいさつすると 

（礼儀） 

資料「しらない人にも」 

 

主人公の兄が知らな

い人にもあいさつを

している理由につい

て話し合う場面 

普段のあいさつについ

て自分の経験とつなげ

て問題場面をとらえた

り，誰にでも進んであ

いさつしようとするこ

とをこれからの生活で

生かそうとしたりする。 

人物の行動の理由につい

て自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことがわ

かる。 

あいさつは相手との心

の結び付きをつくるも

のであることを見いだ

す。 

かぞくの中のじぶん 

（家族愛，家庭生活の 

充実） 

資料「ねえおにいちゃん」 

 

主人公が一緒に走っ

ていかなかった時の

気持ちについて話し

合う場面 

普段の家族とのかかわ

りについて自分の生活

とつなげて問題場面を

とらえたり，進んで家

族の役に立とうとする

ことをこれからの生活

で生かそうとしたりす

る。 

主人公の気持ちについて

自分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわか

る。 

家族は自分のことを大

切にしてくれているこ

とを見いだす。 

思いやりの中にある 

気もち 

（思いやり，親切） 

資料「でん車の中で」 

 

主人公が男の人の行

動から感じたことに

ついて話し合う場面 

バスや電車での過ごし

方について自分の経験

とつなげて問題場面を

とらえたり，困ってい

る相手のことを考えて

行動しようとすること

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

人物の行動の理由につい

て自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことがわ

かる。 

困っている相手のこと

を考え温かい心で接す

ることが大切であるこ

とを見いだす。 

なかまのえがおでじぶん

もえがおに 

（勤労，公共の精神） 

資料「休み時間になったら」

（自作） 

 

主人公が休み時間に

なっても本の整理を

続けるかどうか話し

合う場面 

係活動での取り組み方

について自分の経験と

つなげて問題場面をと

らえたり，進んで仲間

のために働こうとする

ことをこれからの生活

で生かそうとしたりす

る。 

これからの主人公の行動

について自分と仲間との

感じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

仲間のために働くと自

分もよい気持ちになる

ことを見いだす。 

たくさんあるじぶんのよ

いところ 

（個性の伸長） 

資料「じぶんのよいところ」

（自作） 

 

主人公が自分の好き

なところや得意なと

ころについて思いつ

かずに迷っている理

由について話し合う

場面 

好きなことや得意なこ

とについて自分の生活

とつなげて問題場面を

とらえたり，自分のよ

いところを見つけてい

こうとすることをこれ

からの生活で生かそう

としたりする。 

主人公の行動の理由につ

いて自分と仲間との感じ

方・考え方は違うことが

わかる。 

自分のすきなことや得

意なことが自分のよさ

につながることを見い

だす。 



 主人公が思い切って

自分の思っているこ

とを伝えたときの気

持ちについて話し合

う場面 

普段の仲間とのかかわ

りについて自分の経験

とつなげて問題場面を

とらえたり，自分の思

っていることを勇気を

出して伝えようとする

ことをこれからの生活

の中で生かそうとした

りする。 

主人公の気持ちについて

自分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわか

る。 

自分の思ったことを勇

気を出して伝えると仲

間とのかかわりが深ま

ることを見いだす。 

正じきなこころ 

（正直，誠実） 

資料「金のおの」 

 

女神がなぜ両方の斧

を渡したのか話し合

う場面 

うそをついてしまった

自分の経験とつなげて

問題場面をとらえたり

，うそやごかましをし

ないで過ごそうとする

ことをこれからの生活

で生かそうとしたりす

る。 

人物の行動の理由につい

て自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことがわ

かる。 

うそやごまかしをしな

いで過ごすことが大切

なことを見いだす。 

いのちのつながり 

（生命の尊さ） 

資料「おはかまいり」 

（「わたしたちの道徳」） 

 

主人公が「もちろ

ん。」と言ったわけに

ついて話し合う場面 

お墓参りについて自分

の経験とつなげて問題

場面をとらえたり，自

分や他の人の命を大切

にしようとすることを

これからの生活で生か

そうとしたりする。 

主人公の言動の理由につ

いて自分と仲間との感じ

方・考え方は違うことが

わかる。 

自分の命は家族や先祖

の人たちがつないでき

たものであることを見

いだす。 

かぞくのあたたかさ 

（家族愛，家庭生活の 

充実） 

資料「あしたはだいじょうぶ」 

 

主人公が「うん。」と

言ったわけについて

話し合う場面 

困ったことや悩んでい

ることがあるときの家

族とのかかわりについ

て自分の経験とつなげ

て問題場面をとらえた

り，進んで家族とかか

わろうとすることをこ

れからの生活で生かそ

うとしたりする。 

主人公の言動の理由につ

いて自分と仲間との感じ

方・考え方は違うことが

わかる。 

家族は自分の支えにな

ってくれていることを

見いだす。 

ともだちの見た目 

（公正，公平，社会正義） 

資料「おおかみさんが 

ひっこしてきた」 

（「生きるⅠ」） 

 

おおかみのところへ

いくかくまのところ

へいくか話し合う場

面 

仲間とのかかわりにつ

いて自分の経験とつな

げて問題場面をとらえ

たり，見た目だけで人

のことを判断せず誰と

でも仲良くしようとす

ることをこれからの生

活で生かそうとしたり

する。 

自分の選択について自分

と仲間との感じ方・考え

方は違うことがわかる。 

見た目や雰囲気で人の

ことを決めてはいけな

いことを見いだす。 

自分をぎせいにしてでも 

（感動・畏敬の念） 

「しあわせの王子」 

 

最後の王子とつばめ

の気持ちについて話

し合う場面 

困っている人を見た時

の自分の経験とつなげ

て問題場面をとらえた

り，困っている人の力

になろうとする気持ち

をこれからの生活で生

かそうとしたりする。 

人物の気持ちについて自

分と仲間との感じ方・考

え方は違うことがわかる

。 

困っている他の人のた

めに自分を犠牲にする

ことは美しいことであ

ることを見いだす。 

じぶんのちいきのじまん 

（伝統と文化の尊重， 

国や郷土を愛する態度） 

資料「がんばれまごべえ」 

 

主人公やお客さんは

なぜ角突きを見に来

ているのか話し合う

場面 

地域の行事について自

分の生活とつなげて問

題場面をとらえたり，

進んで地域の行事に参

加することをこれから

の生活で生かそうとし

たりする。 

主人公や人物の行動のわ

けについて自分と仲間と

の感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

自分たちの地域の行事

には，他の地域にはない

ことや他の人をひきつ

けるものがあることを

見いだす。 

 



資質・能力を位置付けた主題配列表「道徳」（第３ステージ） 

学年 主題 

（内容項目） 

「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小 

３ 

心のことば 

（礼儀） 

資料「心のことば」 

 

主人公が仲間の誘いを断

った理由について話し合

う場面 

仲間から誘われた自分

の経験とつなげて問題

場面をとらえたり，自

分で判断することをこ

れからの生活で生かし

たりする。 

主人公の行為の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

善くないことは仲間

から誘われても自分

で判断して断ること

が大切なことを見い

だす。 

 通い合う心 

（友情，信頼） 

資料「はじめての 

グループ」 

 

今まであいさつをしなか

った主人公があいさつを

しようと思った理由につ

いて話し合う場面 

あいさつについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，進

んであいさつすること

をこれからの生活で生

かしたりする。 

主人公の行為の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

進んであいさつをす

ると周りの人と気持

ちが通じて気持ちよ

くなることを見いだ

す。 

 節度をもって 

（節度，節制） 

資料「すな時計」 

 

主人公が自分たちがした

ことで他の人が困ってい

るのを見かけ，この後ど

うするか話し合う場面 

みんなで使う物の使い

方について自分の生活

とつなげて問題場面を

とらえたり，他の人の

ことを考えてみんなの

ものを使おうとするこ

とをこれからの生活で

生かしたりする。 

主人公の行為について

自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことが

わかる。 

みんなで使う物は，

他の人のことを考え

て使うことを見いだ

す。 

 ゆずり合いで 

みんな楽しく 

（親切，思いやり） 

 

どうして主人公が「ごめ

んね。」と言ったのか話し

合う場面 

自分の身の周りの様子

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，身の周りを

規則正しく整えようと

することをこれからの

生活で生かしたりする

。 

主人公の行為の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

身の周りを整えるこ

とが大切なことを見

いだす。 

 トキは友だち 

（生命の尊さ） 

資料「トキはともだち」 

 

なぜ，高野さんはトキの

ためにえさ場を作ったの

か話し合う場面               

トキについて自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，貴重な

自然環境を大切にして

いこうとすることをこ

れからの生活で生かし

たりする。 

髙野さんの行為の理由

について自分と仲間と

の感じ方・考え方は違

うことがわかる。 

生きている動物や環

境の大切にすること

を見いだす。                            

 みんなのために 

（規則の尊重） 

資料「音のこうずい」 

 

電車の中でみんなが気持

ちよく乗るために気をつ

けなくてはいけないこと

は何か話し合う場面 

 

電車やバスの中の様子

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，公共のマナ

ーを大切にすることを

これからの生活で生か

したりする。 

 

 

公共でのマナーについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

みんなが公共のマナ

ーを守ることの大切

さを見いだす。  

 だれに対しても 

（親切，思いやり） 

資料「きゅうしょく」 

 

どうしてあきらさんにだ

け文句を言うのだろうか

話し合う場面 

人とのかかわり方につ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，誰にでも公平に

接しようとすることを

これからの生活で生か

したりする。 

 

 

主人公の行為の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

相手によって態度を

変えることがひきょ

うな行為であり，誰

に対しても公平な態

度で生活することが

大切なことを見いだ

す。                                      

 美しいものに 

（感動，畏敬の念） 

資料「ぼくのまわりに」 

 

自分も夢のような光を感

じたことはあるか話し合

う場面     

自分の身の周りの美し

い物について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，美しいも

のを大切にしようとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

美しいものを見た経験

について自分と仲間と

の感じ方・考え方は違

うことがわかる。 

美しいものや，気高

いものに感動する気

持ちの大切さを見い

だす。                               



 いつでもできる 

（希望と勇気，努力と 

強い意志） 

資料「わたしのれいぞうこ

しょう」 

 

あずささんが習字を続け

ることができたのはどう

してか話し合う場面 

自分ががんばれた経験

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，決めたこと

は最後までやりとげよ

うとすることをこれか

らの生活で生かしたり

する。 

主人公の行為の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

自分で行おうと決め

たことは，ねばり強

くやりとげようとす

る  ことが大切なこ

とを見いだす。 

 相手の気持ち 

（親切，思いやり） 

資料「子ねこのネネ」 

 

自分は，たっちゃんのよ

うにできるか話し合う場

面 

困った人等に出会った

時の経験について自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，身

の周りの人に思いやり

をもって接しようとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

主人公の行為の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

難しいながらも思い

やることの大切さを

見いだす。                         

 命のあさがお 

（生命の尊さ） 

資料「こうすけくんの 

あさがお」 

 

お母さんはどのような気

持ちなのか話し合う場面 

命について自分の生活

とつなげて問題場面を

とらえたり，かけがえ

のない命を大切にしよ

うとすることをこれか

らの生活で生かしたり

する。 

こうすけくんのお母さ

んの気持ちについて自

分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわ

かる。 

かけがえのない命の

大切さを見いだす。 

 はたらくことの 

よろこび 

（勤労，公共の精神） 

資料「お母さんの朝市」 

 

大きな声で言えるように

な っ た の は な ぜ     

か話し合う場面 

              

働くことについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，人

の役に立てることを見

つけて行動しようとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

働くことの大切さを

見いだす。                                                                                              

 うけつぐ心 

（伝統と文化，国や郷土

を愛する態度） 

資料「ガラスの風りん」 

 

自分は，このような伝統

工芸品ガラスの風りんを

どのように思うか話し合

う場面 

昔からあるものについ

て自分の生活とつなげ

て問題場面をとらえた

り，受け継がれてきた

物を大切にしようとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

風鈴を見て自分と仲間

との感じ方・考え方は

違うことがわかる。 

地域に受けつがれた

ものの大切さを見い

だす。                                                                             

 意見のおしつけ 

（友情，信頼） 

 

意見の押しつけについて

自分の考えはどうしたら

よいのか話し合う場面                       

意見のおしつけについ

て自分の生活とつなげ

て問題場面をとらえた

り，互いの立場を考え

ようとすることをこれ

からの生活で生かした

りする。 

意見の押しつけについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

お互いの立場でそれ

ぞれ考えることの大

切さを見いだす。 

 おばあちゃんの花火 

（伝統と文化，国や郷土

を愛する態度） 

資料「おばあちゃんの 

花火」 

 

うれしそうなおばあちゃ

んの気持ちについて話し

合う場面 

 

地域の行事について自

分の生活とつなげて問

題場面をとらえたり，

昔から続いている伝統

を大切にしようとする

ことをこれからの生活

で生かしたりする。 

おばあちゃんの気持ち

について自分と仲間と

の感じ方・考え方は違

うことがわかる。 

身近な伝統の大切さ

を見いだす。 

 チャレンジ 

（希望と勇気，努力と 

強い意志） 

資料「１分間スピーチ」 

 

勇気を出してチャレンジ

をすることのよさは何か

話し合う場面 

思い切ってやれたこと

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，自分のこと

を思い切って伝えるこ

とをこれからの生活で

生かしたりする。 

チャレンジすることの

よさについて自分と仲

間との感じ方・考え方

は違うことがわかる。 

自分のことをしっか

りと伝えることの大

切さを見いだす。                                                   

 反省の大切さ 

（正直，誠実） 

資料「きじばとのポッポ」 

 

自分にもポッポのように

お母さんの心の中だった

ことはあるか話し合う場

面 

                                

反省することについて

自分の生活とつなげて

問題場面をとらえたり

，よく考えて行動して

いこうとすることをこ

れからの生活で生かし

たりする。 

主人公のような経験に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

よく考えて行動し，

過ちは素直に改める

大切さを見いだす。                                                                    



 あたりまえのこと 

（節度，節制） 

資料「ロバ売りの親子」 

自分は，このように人に

言われて大事なことを決

めるか話し合う場面 

当たり前のことについ

て自分の生活とつなげ

て問題場面をとらえた

り，節度ある暮らしを

していこうとすること

をこれからの生活で生

かしたりする。 

物事を決める際の判断

の仕方について自分と

仲間との感じ方・考え

方は違うことがわかる

。 

自分で行動すること

の大切さを見いだ

す。 

 土とともに 

（伝統と文化の尊重， 

国や郷土を愛する態度） 

資料「ふるさとの里山」 

 

どこに行ってもくーくー

の心にぽっかり穴があい

てしまうのはどうしてか

話し合う場面             

地域の生活にかかわる

様々な事実や考え方に

ついて自分の生活とつ

なげて問題場面をとら

えたり，進んで地域に

かかわっていこうとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

地域で暮らす人達と

親しみ，仲良くして

いくことの大切さを

見いだす。                               

 正直に生きる 

（正直，誠実） 

資料「かえしたゆびわ」 

 

若者は，二十年間，どん

な気持ちですごしていた

のか話し合う場面                                   

正直について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，明るく

元気に生きていこうと

することをこれからの

生活で生かしたりする

。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

自分に誠実な心を持

つことの大切さを見

いだす。                                   

 まごころがさ 

（礼儀） 

資料「かりたかさ」 

 

自分は，人に物を貸した

時，どのように返 され

るのがうれしいか話し合

う場面 

礼儀について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，感謝の

気持ちを真心で表して

いこうとすることをこ

れからの生活で生かし

たりする。 

について自分と仲間と

の感じ方・考え方は違

うことがわかる。 

礼儀の大切さを見い

だす。                                  

 だれとでもなかよく 

（友情，信頼） 

資料「かえるとへび」 

 

自分の生活の中に似たよ

うなことはないか話し合

う場面 

心の弱さについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，乗

り越え，支え合って共

に生きていこうとする

ことをこれからの生活

で生かしたりする。 

主人公と似た自分の経

験について自分と仲間

との感じ方・考え方は

違うことがわかる。 

自分の心に潜む共生

を妨げている偏見や

心の弱さを乗り越え

ることの大切さを見

いだす。                                                          

 人のせい 

（規則の尊重） 

資料「みんながおくから」 

 

「みんなが」という経験

について話し合う場面     

慣習について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，公徳を

大切にしていこうとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

主人公と似た経験につ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

社会生活でのきまり

や約束を守ることの

大切さを見いだす。                                                               

 心の中で 

（親切，思いやり） 

資料「心の中で」 

 

目の見えないおばあちゃ

んが友だちのお見舞いに

行こうとするのはどんな

気持ちからか話し合う場

面 

障害について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，支えよ

うとすることの大切さ

を考えて生活していこ

うとすることをこれか

らの生活で生かしたり

する。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

障害があるからこそ

できることがあるこ

とを見いだす。 

 電車のやくそく 

（規則の尊重） 

 

電車の中のおやつ禁止に

ついて話し合う場面。 

電車の中について自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，み

んなのための約束やき

まりを守ろうとするこ

とをこれからの生活で

生かしたりする。 

について自分と仲間と

の感じ方・考え方は違

うことがわかる。 

みんなが気持ちよく

過ごせるようにする

ことが大切なことを

見いだす。 

 おとうさんのじまん 

（家族愛，家庭生活の 

充実） 

資料「お父さんの自まん」 

 

自分も「しあわせだな

あ。」と思うことはあるか

話し合う場面 

     

自分たちの生活を支え

ている人々について自

分の生活とつなげて問

題場面をとらえたり，

感謝の気持ちをもって

接していこうとするこ

とをこれからの生活で

生かしたりする。 

主人公と似た経験につ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

尊敬と感謝の気持ち

をもつことが大切な

ことを見いだす。 



 もやもや書き 

（親切，思いやり） 

資料「もやもや書き」 

 

ひさおさんは，どんな気

持ちでさけんだのだろう

か話し合う場面             

差別について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，誰に対

しても思いやりをもっ

て接しようとすること

をこれからの生活で生

かしたりする。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

 にかかわる様々な

事実や考え方を明ら

かにする中で，他者

と同じ立場に立って

気 持ちを思いやる

ことの大切さに気付

き，という意欲を高

めることができる。              

 むしょうの愛 

（友情，信頼） 

資料「泣いた赤鬼」 

 

赤鬼の目の前からいなく

なった青鬼について話し

合う場面 

友情について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，仲間を

信じて行動していこう

とすることをこれから

の生活で生かしたりす

る。 

登場人物の言動の理由

について自分と仲間と

の感じ方・考え方は違

うことがわかる。 

相手のことを思いや

っていくことの大切

さを見いだす。 

 みんなが楽しく 

（よりよい学校生活， 

集団生活の充実） 

資料「みんなが楽しく」 

 

附属小学校でも，みんな

が楽しくなることや，う

れしくなることはないか

話し合う場面 

普段の学校生活につい

て自分の生活とつなげ

て問題場面をとらえた

り，明るく楽しい学級

や学校をつくろうとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

学校生活について自分

と仲間との感じ方・考

え方は違うことがわか

る。 

他の学年の人々に親

しみをもつことの大

切さを見いだす。                                                                       

小 

４ 

本当の親切 

（親切，思いやり） 

資料「本当の親切」 

 

自分は，どの吹き出しに

どんな気持ちを書きたい

か話し合う場面                   

思いやりについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，温

かく親切にしていこう

とすることをこれから

の生活で生かしたりす

る。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

相手のことを思いや

って親切にすること

が大切なことを見い

だす。           

 生まれたお金 

（節度，節制） 

資料「生かされたお金」 

 

２人の登場人物のどちら

に自分は近いか話し合う

場面 

お金の使い方について

自分の生活とつなげて

問題場面をとらえたり

，節度ある生活をして

いこうとすることをこ

れからの生活で生かし

たりする。 

登場人物の言動につい

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

自分で出来ることは

自分でやることの大

切さを見いだす。                          

 気持ちのよいあせ 

（勤労，公共の精神） 

資料「気持ちのよいあせ」 

 

どうしてふきだしたあせ

が気持ちよく感じられた

のか話し合う場面 

 

 

働くことについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，進

んで自分から仕事をし

ていこうとすることを

これからの生活で生か

したりする。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

進んで仕事をするす

がすがしさの大切さ

を見いだす。 

 命の大切さ 

（生命の尊さ） 

資料「命のにぎりめし」 

 

自分に近い登場人物は誰

か話し合う場面  

生命について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，生命あ

るものを大切にしてい

こうとすることをこれ

からの生活で生かした

りする。 

登場人物の気持ちにつ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

命の尊さを感じるこ

との大切さを見いだ

す。             

 仲間はずれ 

（公正，公平，社会正義） 

 

仲間はずれは，していい

のか話し合う場面 

       

仲間とのかかわりにつ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，仲間と仲良くし

ていこうとすることを

これからの生活で生か

したりする。 

仲間はずれについて自

分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわ

かる。 

相手の気持ちを考え

ることの大切さを見

いだす。 

 学校のよさ 

（よりよい学校生活， 

集団生活の充実） 

資料「さくら」 

 

どうしてグラウンドの真

ん中にさくらの木を残し

たのだろうか話し合う場

面 

 

学校のよさについて自

分の生活とつなげて問

題場面をとらえたり，

みんなで協力し合って

楽しい学校を作ってい

こうとすることをこれ

からの生活で生かした

りする。 

グラウンドの真ん中に

木がある理由について

自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことが

わかる。 

学校を思っている

様々な立場の人の大

切なことを見いだ

す。 



 ごめんねと言う勇気 

（善悪の判断，自律， 

自由と責任） 

資料「ぼくとのんちゃん」 

 

横道に隠れたり，男の子

を注意したりした時のぼ

くの気持ちの違いを話し

合う場面 

 

勇気について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，自分が

考えたその場にふさわ

しい行為を進んで行お

うとすることをこれか

らの生活で生かしたり

する。 

 

主人公の気持ちの違い

について自分と仲間と

の感じ方・考え方は違

うことがわかる。 

勇気をもって行動す

ることの大切さを見

いだす。                                           

 動植物を守る 

（自然愛護） 

資料「ほたる」 

 

５匹しか育たないのに，

飼育しているのはなぜか

話し合う場面 

 

貴重な生き物について

自分の生活とつなげて

問題場面をとらえたり

，自然を守っていこう

とすることをこれから

の生活で生かしたりす

る。 

 

 

主人公の行動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

身近な自然の大切さ

を見いだす。 

 礼儀の大切さ 

（礼儀） 

資料「礼儀の心」 

 

日本の学生は音をたてた

のが，本当にいけなかっ

たのか話し合う場面 

 

礼儀について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，だれに

対しても真心をもって

接しようとすることを

これからの生活で生か

したりする。 

 

 

日本の学生の行動につ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

礼儀の大切さを見い

だす。                                                                                                           

 よく考えて  

（善悪の判断，自律， 

自由と責任） 

資料「金色の魚」 

 

自分も似たような経験は

ないか話し合う場面 

                    

よく考えて行動するこ

とについて自分の生活

とつなげて問題場面を

とらえたり，よく考え

て行動し，過ちはすぐ 

に改めようとする素直

な気持ちをもって過ご

そうとすることをこれ

からの生活で生かした

りする。 

登場人物と似た経験に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

自分を振り返ること

の大切さを見いだ

す。                     

 思い出の写真 

（家族愛，家庭生活の 

充実） 

資料「一まいの写真」 

 

明君のように大事にして

いるものはあるか話し合

う場面 

                     

家族について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，楽しい

家庭をつくろうとする

ことをこれからの生活

で生かしたりする。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

父母，祖父母を尊敬

し，みんな で協力し

合うことの大切さを

見いだす。                                                                            

 美しい町 

（規則の尊重） 

資料「美しい町」 

 

罰金をとることが，本当

に美しい町につながるこ

となのだろうか話し合う

場面 

         

人の役に立つことにつ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，公共的な場所を

守っていこうとするこ

とをこれからの生活で

生かしたりする。 

罰金をとることについ

てについて自分と仲間

との感じ方・考え方は

違うことがわかる。 

みんなのところを守

ろうとする役目の大

切さを見いだす。                       

 コスモスの思い出 

（正直，誠実） 

資料「コスモスの思い出」 

 

自分は，先生に正直に打

ち明けることが，できる

か話し合う場面 

 

正直について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，元気よ

く生活しようとするこ

とをこれからの生活で

生かしたりする。 

主人公と似た経験につ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

正直に明るい心で過

ごすことの大切さを

見いだす。                                                                                                                            

 このままではいけない       

（親切，思いやり） 

資料「このままでは 

いけない」 

 

ぼくは，みつるさんのた

めにどうしたらよいのだ

ろうか話し合う場面 

思いやりについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，い

ろいろな場面で周囲の

ことを相手の気持ちを

考えた行動をしていこ

うとすることをこれか

らの生活で生かしたり

する。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

誰に対しても差別を

しないで接すること

の大切さを見いだ

す。 



 本当の知恵 

（個性の伸長） 

資料「仙がいさん」 

 

仙がいさんのよいところ

はどんなところだろうか

話し合う場面 

 

自分のがんばりたいと

ころ伸ばしたいところ

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，これから自

分のがんばりたいこと

を続けようとすること

をこれからの生活で生

かしたりする。 

 

 

 

 

 

登場人物のよさについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

自分のよいところを

伸ばそうとすること

の大切さを見いだ

す。                 

 お母さんありがとう 

（家族愛，家庭生活の 

充実） 

資料「きつねとぶどう」 

ぶどうがそこになってい

るわけを知って，きつね

はどんな気持ちになった

か話し合う場面 

 

自分を支えている人に

ついて自分の生活とつ

なげて問題場面をとら

えたり，その方々から

支えられていることに

これからも感謝してい

こうとすることをこれ

からの生活で生かした

りする。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

学校を思っている

様々な立場の人に感

謝することの大切さ

を見いだす。 

 知恵の値段 

（善悪の判断，自律， 

自由と責任） 

資料「知恵の値段」 

 

知恵売りの言いたいこと

は，何か話し合う場面 

 

知恵について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，節度あ

る生活をしていこうと

することをこれからの

生活で生かしたりする

。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

自分でできることは

自分でやることの大

切さを見いだす。    

 今いる自然のすばらしさ 

（感動，畏敬の念） 

 

自分らしく自然とかかわ

るにはどうしたらいいか

話し合う場面 

 

自然について感動した

ことについて自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，生活の

中でそのときどきの自

然の素晴らしさを再び

感じながら，これから

も生活していこうとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

 

 

自然とのかかわり方に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

自然の中で自分らし

く自然の素晴らしさ

を感じていくことの

大切さを見いだす。 

 かっこよさとは 

（個性の伸長） 

資料「白いスポーツカー」 

本当にかっこいいことと

は，どういうことか話し

合う場面 

     

かっこよさについて自

分の生活とつなげて問

題場面をとらえたり，

公徳心をもとうとする

ことをこれからの生活

で生かしたりする。 

本当のかっこよさにつ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

約束や社会のきまり

を守ることに大切さ

を見いだす。                                                                                                                                    

 とべ，白さぎ 

（自然愛護） 

資料「とべ白さぎ」 

 

自然に返したほうがいい

のかなというつぶやきを

聞いてぼくはどんな気持

ちになっただろうか話し

合う場面 

 

貴重な生き物について

自分の生活とつなげて

問題場面をとらえたり

，これからも自然を大

切にしていこうとする

ことをこれからの生活

で生かしたりする。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

身近な自然のよさの

大切さを見いだす。                          

 認め合う仲間とは 

（相互理解，寛容） 

 

新しい仲間づくりには，

どんな自分になればいい

のか話し合う場面 

                            

仲間とのかかわりにつ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，これから出会う

様々な仲間づくりの中

で自分らしさを生かし

て仲間とかかわってい

こうとすることをこれ

からの生活で生かした

りする。 

仲間作りについて自分

と仲間との感じ方・考

え方は違うことがわか

る。 

仲間とのよりよい関

係は，相手を受け入

れたり相手から受け

止められたりしてつ

くられることが大切

なことを見いだす。                    



 月の光 

（正直，誠実） 

資料「月の光」 

 

迷ったときに，正しいこ

とへのきっかけをつかん

だことはないか話し合う

場面 

 

正直について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，元気よ

く生活していこうとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

主人公と似た経験につ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

明るく元気なことの

大切さを見いだす。 

 礼儀の心 

（礼儀） 

 

国が違うと同じことでも

違う気持ちに取られるこ

とがあるか話し合う場面 

 

外国と日本との違いに

ついて自分の生活とつ

なげて問題場面をとら

えたり，誰に対しても

真心をもって接してい

こうとすることをこれ

からの生活で生かした

りする。 

 

 

 

外国との違いについて

自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことが

わかる。 

誰に対しても礼儀が

大切なことを見いだ

す。 

 幸せはどこに 

（家族愛，家庭生活の 

充実） 

資料「幸せはどこに」 

 

おじいさんの言葉の先に

はどんな言葉が続くのだ

ろうか話し合う場面         

家族について自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，自分の

家族に愛情をもって接

していこうとすること

をこれからの生活で生

かしたりする。 

登場人物の言動の理由

について自分と仲間と

の感じ方・考え方は違

うことがわかる。 

家族のことを思いや

った行動の大切さを

見いだす。                                                                                               

 あきらめないで 

（希望と勇気，努力と強

い意志） 

資料「僕の版画」 

 

自分は主人公のようにあ

きらめないでできるか話

し合う場面 

 

あきらめずに努力した

ことについて自分の生

活とつなげて問題場面

をとらえたり，これか

ら何事も続けていこう

とすることをこれから

の生活で生かしたりす

る。 

 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

決心したことは最後

までやり通すことの

大切さを見いだす。 

 どうすればよかったの 

だろう 

（親切，思いやり） 

資料「どうすればよかっ

たのだろう」 

 

こうすけくんの様子がへ

んなことに気がついてい

たぼくは，どうすること

がよかったのだろうか話

し合う場面 

 

思いやりについて自分

の生活とつなげて問題

場面をとらえたり，親

切にしようとすること

をこれからの生活で生

かしたりする。 

 

主人公の言動について

自分と仲間との感じ方

・考え方は違うことが

わかる。 

相手のことを思いや

ることの大切さを見

いだす。                                                                                                                                     

 みんなのできること 

（希望と勇気，努力と 

強い意志） 

資料「みんなのために 

できること」 

 

金子さんが，給食の生ご

みを集めようと思ったの

はなぜか話し合う場面 

 

給食の生ごみを回収し

，再利用していること

について自分の生活と

つなげて問題場面をと

らえたり，自分にでき

る仕事を進んでしよう

とすることをこれから

の生活で生かしたりす

る。 

主人公の行動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方は違う

ことがわかる。 

自分にできることを

進んで行おうとする

ことが大切なことを

見いだす。 

 友だち 

（友情，信頼） 

資料「友達」 

 

自分だったら，それから

どうするか話し合う場面 

 

仲間とのかかわりにつ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，仲間のことを理

解し合いながら仲良く

していこうというとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

主人公と似た経験につ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方は違うこ

とがわかる。 

仲間と理解し合うま

での過程が大切なこ

とを見いだす。 

 いのち 

（生命の尊さ） 

資料「いのち」 

 

自分のいのちの色は何色

だろうか話し合う場面 

 

命にかかわることにつ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，家族にとってか

けがえのない命を大切

にしていこうとするこ

とをこれからの生活で

生かしたりする。 

命の色について自分と

仲間との感じ方・考え方

は違うことがわかる。 

命の尊さを感じるこ

と大切さを見いだ

す。 



 わたしの町の火の用心            

（伝統と文化の尊重，国

や郷土を愛する態度） 

資料「わたしの町の火の

用心」 

 

おとうさんがすてきに見

えるのはどんな理由から

だろうか話し合う場面 

 

地域の中での家族につ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，これから地域を

よりよくしていこうと

することをこれからの

生活で生かしたりする

。 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方は違うこと

がわかる。 

身近な地域のよさの

大切さを見いだす。 

 日本のよさ 

（伝統と文化の尊重，国

や郷土を愛する態度） 

資料「しょうぶ湯のふえ」 

 

日本にはしょうぶ湯の他

にどんなよいところがあ

るだろうか話し合う場面 

 

日本の伝統と文化につ

いて自分の生活とつな

げて問題場面をとらえ

たり，外国の人々や文

化に関心をもとうとす

ることをこれからの生

活で生かしたりする。 

日本のよさについて自

分と仲間との感じ方・

考え方は違うことがわ

かる。 

文化や伝統に親し

み， 国を愛する心を

持つことが大切なこ

とを見いだす。                                                     

 



資質・能力を位置付けた主題配列表「道徳」（第４ステージ） 

学年 主題 

（内容項目） 

「協働」場面の 

位置付け 

表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小 

５ 

時と場をこころえて 

（礼儀） 

資料「すれちがい」 

 

自分にも，声をかけら

れなかったことはある

か話し合う場面 

あいさつについて学級

や学校など身近な集団

との関連で問題をとら

えたり，仲間の言動など

から学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

時と場をわきまえて，礼

儀正しく真心をもって接

しようとすることが大切

なことと道徳的価値を再

構築する。 

 感動する心 

（感動，畏敬の念） 

資料「きじばとの親子」 

 

体の震えが止まらなか

ったのはなぜか話し合

う場面 

 

美しいものについて学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，仲間の言動

などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

美しいものに感動する心

や，人間の力を超えたも

のに対する畏敬の念を持

とうとすることが，大切

なことと道徳的価値を再

構築する。  

 負けない心 

（希望と勇気，努力と

強い意志） 

資料「ガリレオ・ガリ

レイ」 

 

自分は，このようにで

きるか話し合う場面 

 

自分の考えを貫くこと

について学級や学校な

ど身近な集団との関連

で問題をとらえたり，

ガリレオの生き方から

学んだことを，これか

らの自分の生き方にど

のように生かしていき

たいか考えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

勇気と希望をもって自分

の考えを貫くことが大切

なことと道徳的価値を再

構築する。                                                                                                       

 集団登校 

（勤労，公共の精神） 

 

「先に行く」と「待つ」

はどちらがよりよいの

だろうか話し合う場面 

 

集団登校について学級

や学校など身近な集団

との関連で問題をとら

えたり，仲間の言動な

どから学んだことを，

これからの自分の生き

方にどのように生かし

ていきたいか考えたり

する。 

仲間の判断について自

分と仲間との感じ方・

考え方の違うところに

共感する。 

仲間の安全や思いを考え

ることが大切であること

と道徳的価値を再構築す

る。 

 ぼくの一言 

（善悪の判断，自律，

自由と責任） 

資料「ぼくの一言」 

 

弟とぼくの言葉には，

どんな違いがあるか話

し合う場面 

 

自由について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

自由の中に規律ある行動

をしようとすることが大

切であると道徳的価値を

再構築する。                                                                                               

 心の道しるべ 

（友情，信頼） 

資料「ライバル」 

 

ぼくはだめだと思って

いたのに練習を続ける

ことができたのはどう

してだろう話し合う場

面 

 

友情について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などから

学んだことを，これから

の自分の生き方にどの

ように生かしていきた

いか考えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

互いに信頼する事が大切

であると道徳的価値を再

構築する。                                                   

 誠実な心 

（正直，誠実） 

資料「花ぬす人」 

自分は，主人公・母ど

ちらの立場が近いか話

し合う場面 

 

誠実について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

自己に対する誠実さが大

切であると道徳的価値を

再構築する。                                                                                                 



 父の願い 

（家族愛，家庭生活の

充実） 

資料「お父さんの作戦

勝ち」 

 

自分だったら，続けて

やることができるか話

し合う場面 

 

家族の幸せについて学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，お父さんの

生き方などから学んだ

ことを，これからの自

分の生き方にどのよう

に生かしていきたいか

考えたりする。 

 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

家族の幸せのための自分

の役割を自覚することが

大切なことと道徳的価値

を再構築する。                                              

 ほのぼのテスト 

（規則の尊重） 

資料「ほのぼのテスト」 

 

ブレーキテストを知ら

されたおじいさんの気

持ちはどうか話し合う

場面 

 

自他の権利について学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，仲間の言動

などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

自他の権利を共に守るこ

とが大切なことと道徳的

価値を再構築する。                                                                                                     

 地球はだれのもの 

（自然愛護） 

資料「地球はだれの 

もの」 

 

なぜ，地球を第二のヒ

ューマン王国にしては

いけないのか話し合う

場面 

 

地球について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

自然の中の自分たち人類

あり，自然の中での共存

の在り方を考えていくこ

とが大切であると道徳的

価値を再構築する。                    

 ぼくの中の他人 

（相互理解，寛容） 

資料「ぼくの中の他人」 

 

ゆうくんの心をちくち

くさせるものは何だろ

うか話し合う場面 

 

友情について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

，互いに認め合い信頼す

る事が大切であると道徳

的価値を再構築する。 

 反省する心を求めて 

（善悪の判断，自律，

自由と責任） 

資料「言葉をしゃべっ

た犬」 

 

犬が言葉をしゃべっ

て，主人の悪口を言っ

たのはなぜか話し合う

場面 

 

節度について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

犬がしゃべった理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

生活を振り返り，節度を

守ることの大切であるこ

とと道徳的価値を再構築

する。                                                                                                 

 少年の日のゆめ 

（個性の伸長） 

資料「少年の日のゆめ」 

 

五十五歳を過ぎてか

ら，なぜ忠敬は日本全

国を歩いたのか話し合

う場面 

自分の特徴について学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，忠敬の生き

方などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

忠敬の行動について自

分と仲間との感じ方・

考え方の違うところに

共感する。 

自分の中のよさを大切さ

にすることと道徳的価値

を再構築する。                                                                                                                               

 大人はずるい 

（規則の尊重） 

資料「中学生の言い分」 

 

 

 

 

 

 

 

「大人はずるい」と言

う中学生は何を訴えた

かったのか話し合う場

面 

 

公徳心について学級や

学校など身近な集団と

の関連で問題をとらえ

たり，仲間の言動など

から学んだことを，こ

れからの自分の生き方

にどのように生かして

いきたいか考えたりす

る。 

中学生の言ったことに

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

法やきまりを守り進んで

義務を果たそうとするこ

とが大切なことと道徳的

価値を再構築する。                                                                                                                  



 こづかい 

（節度，節制） 

資料「ひとみのこづかい」 

 

お金や時間は何によっ

て大切なのか話し合う

場面 

 

こつかいについて学級

や学校など身近な集団

との関連で問題をとら

えたり，仲間の言動な

どから学んだことを，

これからの自分の生き

方にどのように生かし

ていきたいか考えたり

する。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

生活を振り返り，節度を

守って節制を心がけよう

とすることが大切である

と道徳的価値を再構築す

る。                                                                           

 情報に振り回されな

いために 

（親切，思いやり） 

資料「メール」 

 

相手のために，どうす

ることがよいのか 話

し合う場面                         

携帯電話やパソコンに

ついて学級や学校など

身近な集団との関連で

問題をとらえたり，仲

間の言動などから学ん

だことを，これからの

自分の生き方にどのよ

うに生かしていきたい

か考えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

相手の立場に立って行動

をすることが大切でると

道徳的価値を再構築す

る。 

 日本を愛する心 

（伝統と文化の尊重，

国や郷土を愛する 

態度） 

資料「ことだま」 

 

「ことだま」とは，何

なのか話し合う場面 

 

愛国心について学級や

学校など身近な集団と

の関連で問題をとらえ

たり，仲間の言動など

から学んだことを，こ

れからの自分の生き方

にどのように生かして

いきたいか考えたりす

る。 

 

 

ことだまという言葉に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

郷土やわが国の文化と伝

統を大切にしようと先人

が努力してきたことと道

徳的価値を再構築する。 

 愛のリレー 

（生命の尊さ） 

資料「愛のリレー」 

 

一つの命を救うために

様々な人が努力したこ

とをどう思うか話し合

う場面 

 

命について学級や学校

など身近な集団との関

連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

生命がかけがえのないも

のであり，自他の生命を

尊重しようとすることが

大切なことと道徳的価値

を再構築する。                          

 おばあさんの心 

（相互理解，寛容） 

資料「ひよこの話」 

 

自分は，おばあさんの

優しさに耐えられるか

話し合う場面 

 

謙虚さについて学級や

学校など身近な集団と

の関連で問題をとらえ

たり，仲間の言動など

から学んだことを，こ

れからの自分の生き方

にどのように生かして

いきたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

広い心をもち広い心で自

分と異なる意見や立場を

尊重していこうすること

が大切であることと道徳

的価値を再構築する。                

 感じ取る心 

（真理の探究） 

資料「エンドレス百瀬」 

 

困難な問題を解決し続

ける百瀬さんの取り組

みで大切だと思うこと

は何だろうか話し合う

場面 

 

真理について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，百瀬さんの生き方

などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

進んで新しいものを求

め，工夫して生活をより

よくしようとすることが

大切であると道徳的価値

を再構築する。                                                            

 一つの願い 

（感動，畏敬の念） 

資料「一つの願い」 

 

なぜ，おじいさんの棺

に指輪を入れてしまっ

たか話し合う場面 

 

美しいものについて学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，仲間の言動

などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

人間の力を超えたものに

畏敬の念を持とうとする

ことが大切であることと

道徳的価値を再構築す

る。       



 希望を求めて 

（希望と勇気，努力と

強い意志） 

資料「パンドラの箱」 

 

「希望」が最後に出て

きた時，自分はどう思

ったか話し合う場面 

 

希望について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

高い目標を立て，希望と

勇気をもってくじけない

で努力しようとすること

が大切であると道徳的価

値を再構築する。        

 切られた心 

（公正，公平，社会 

正義） 

資料 生きるⅢ 

「切られた心」   

 

久美さんが悪い，とし

ていいのか話し合う場

面 

 

差別について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

どんな理由があっても人

を差別してはいけないこ

とと道徳的価値を再構築

する。 

 生きる 

（生命の尊さ） 

 

生きることは，なぜ単

なる心臓の鼓動ではな

いのか話し合う場面 

 

生命について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

命がかけがえのないもの

であることと道徳的価値

を再構築する。                                                                                            

 はたらくことの 

きびしさ 

（希望と勇気，努力と

強い意志） 

資料「列車事故で」 

 

自分もけがをしている

のに救助活動をする三

本さんをささえている

のは何か話し合う場面 

 

働くことについて学級

や学校など身近な集団

との関連で問題をとら

えたり，三本さんの生

き方などから学んだこ

とを，これからの自分

の生き方にどのように

生かしていきたいか考

えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

社会に役立つ喜びが大切

であることと道徳的価値

を再構築する。                                                                          

 本当の男女平等とは 

（公正，公平，社会 

正義） 

 

「男だから女だから」

と区別することはよく

ないことか話し合う場

面 

              

異性について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

 

 

男女平等について自分

と仲間との感じ方・考

え方の違うところに共

感する。 

男女にとらわれずその人

らしさを考えることが大

切であることと道徳的価

値を再構築する。 

 心の支え 

（よりよい学校生活，

集団生活の充実） 

資料「悲願の金メダル」 

 

上野選手は苦しくても

投げ通すことができた

のはなぜか話し合う場

面 

 

オリンピック選手につ

いて学級や学校など身

近な集団との関連で問

題をとらえたり，上の

選手の生き方などから

学んだことを，これか

らの自分の生き方にど

のように生かしていき

たいか考えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

生活が人々の支え合いや

助け合いで成り立ってい

ることの大切であること

と道徳的価値を再構築す

る。   

 ルーツの重さ 

（伝統と文化の尊重，

国や郷土を愛する 

態度） 

資料「ルーツの重さ」 

 

「日本の学校について

のニュース」に対して，

どんな気持ちか話し合

う場面 

 

学校のルーツについて

学級や学校など身近な

集団との関連で問題を

とらえたり，仲間の言

動などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

日本の学校についての

ニュースについて自分

と仲間との感じ方・考

え方の違うところに共

感する。 

先生や学校の人々への敬

愛を深めることが大切で

あることと道徳的価値を

再構築する。                                                                 



 附属の子 

（伝統と文化の尊重，

国や郷土を愛する態

度） 

 

「附属の子」の持つ意

味について話し合う場

面 

 

附属の子について学級

や学校など身近な集団

との関連で問題をとら

えたり，仲間の言動な

どから学んだことを，

これからの自分の生き

方にどのように生かし

ていきたいか考えたり

する。 

附属の子について自分

と仲間との感じ方・考

え方の違うところに共

感する。 

学校の一員としてよりよ

くなろうという気持ちを

もつことが大切なことと

道徳的価値を再構築す

る。 

 自分らしさとは 

（個性の伸長） 

 

自分のこれまでの学習

は，どのように生かさ

れるのか話し合う場面 

 

自分らしさについて学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，仲間の言動

などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

自分らしさについて自

分と仲間との感じ方・

考え方の違うところに

共感する。 

自分の学んできたことや

自分を大切にして生きて

いこうと道徳的価値を再

構築する。              

 世界と日本 

（国際理解，国際 

親善） 

資料「世界の食事」 

 

日本でも外国でも食事

で大切にしていくこと

は何だろうか話し合う

場面 

 

日本や外国の食事につ

いて学級や学校など身

近な集団との関連で問

題をとらえたり，仲間

の言動などから学んだ

ことを，これからの自

分の生き方にどのよう

に生かしていきたいか

考えたりする。 

日本と外国の食事につ

いて自分と仲間との感

じ方・考え方の違うと

ころに共感する。 

自分の国や相手の国の文

化伝統を尊重しようとす

ることが大切であると道

徳的価値を再構築する。                

小 

６ 

さわやかなあいさつ 

（礼儀） 

資料「やくそく」 

 

自分は，主人公の気持

ちをどう思うか話し合

う場面 

 

友人との約束について

学級や学校など身近な

集団との関連で問題を

とらえたり，仲間の言

動などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

時と場をわきまえて，礼

儀正しくすることが大切

であることと道徳的価値

を再構築する。                                           

 本当の自由 

（善悪の判断，自律，

自由と責任） 

資料「自分の勝手」 

 

主人公と同じ６年生と

して，どう思うか話し

合う場面 

 

  

バスや電車の中の様子

について学級や学校な

ど身近な集団との関連

で問題をとらえたり，

仲間の言動などから学

んだことを，これから

の自分の生き方にどの

ように生かしていきた

いか考えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

自由を大切にし，規律あ

る行動が大切であること

と道徳的価値を再構築す

る。               

 振り返って 

（節度，節制） 

資料「心がそろう」 

 

失敗をしたり忘れたり

する。ことを減らすに

はどうしたらよいか話

し合う場面 

 

                 

失敗したことについて

学級や学校など身近な

集団との関連で問題を

とらえたり，仲間の言

動などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

失敗について自分と仲

間との感じ方・考え方

の違うところに共感す

る。 

生活を振り返り，節度を

守り節制に心がけようと

する。ことと道徳的価値

を再構築する。                     

 多数決 

（親切，思いやり， 

友情，信頼） 

 

物事を決める時，みん

なが「よい」と思える

には自分は何を大事に

できるのか話し合う場

面 

多数決について学級や

学校など身近な集団と

の関連で問題をとらえ

たり，仲間の言動など

から学んだことを，こ

れからの自分の生き方

にどのように生かして

いきたいか考えたりす

る。 

多数決について自分と

仲間との感じ方・考え

方の違うところに共感

する。 

一人一人の意見をよく考

えることが大切であるこ

とと道徳的価値を再構築

する。 



 ペットの命 

（生命の尊さ） 

資料「飼育」 

 

動物を飼う時に気をつ

けることは何か話し合

う場面 

 

動物の飼い方について

学級や学校など身近な

集団との関連で問題を

とらえたり，仲間の言

動などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

動物の飼い方について

自分と仲間との感じ方

・考え方の違うところ

に共感する。 

動物を飼う時に大切にし

なければならないことは

何かを考えながら生命を

大切にする。ことと道徳

的価値を再構築する。   

 広い心で 

（親切，思いやり） 

資料「銀のしょく台」 

 

友達の感銘を受けたわ

けについて話し合う場

面 

 

広い心について学級や

学校など身近な集団と

の関連で問題をとらえ

たり，司教の生き方な

どから学んだことを，

これからの自分の生き

方にどのように生かし

ていきたいか考えたり

する。 

 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

相手の立場にたった思い

を大切にする。ことと道

徳的価値を再構築する。   

 自分勝手なルール 

（規則の尊重） 

資料「ビルとジョン」 

 

自分はビルの立場かジ

ョンの立場か話し合う

場面 

権利について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

ビルやジョンの言動の

理由について自分と仲

間との感じ方・考え方

の違うところに共感す

る。 

公徳心をもって法やきま

りを守り，自他の権利を

大切にし進んで義務を果

たそうとする。ことが大

切なことと道徳的価値を

再構築する。  

 困難を乗り越えて 

（よりよい学校生活，

集団生活の充実） 

資料「荻窪用水」 

 

なぜ，村人だけで工事

を完成させたのか話し

合う場面 

                 

支え合いや助け合いに

ついて学級や学校など

身近な集団との関連で

問題をとらえたり，広

蔵の生き方などから学

んだことを，これから

の自分の生き方にどの

ように生かしていきた

いか考えたりする。 

 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

日々の生活が人々の支え

合いで成り立っているこ

とに感謝し，それにこた

えようとする。ことと道

徳的価値を再構築する。    

 自然のすばらしさ 

（自然愛護） 

資料「白馬岳の頂にて」 

   

縦走している時に「ぼ

く」はどんなことを考

えたのか話し合う場面 

 

身の周りの自然につい

て学級や学校など身近

な集団との関連で問題

をとらえたり，主人公

の生き方などから学ん

だことを，これからの

自分の生き方にどのよ

うに生かしていきたい

か考えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

自然のすばらしさや神秘

について道徳的価値を再

構築する。   

 携帯電話の使い方 

（善悪の判断，自律，

自由と責任） 

資料「プロフのこわさ」 

 

ケータイのいじめでこ

わいところはどんなこ

とか話し合う場面 

     

携帯電話やメールにつ

いて学級や学校など身

近な集団との関連で問

題をとらえたり，仲間

の言動などから学んだ

ことを，これからの自

分の生き方にどのよう

に生かしていきたいか

考えたりする。 

ネットいじめについて

自分と仲間との感じ方

・考え方の違うところ

に共感する。 

自由を大切にし，規律あ

る行動が大切であること

と道徳的価値を再構築す

る。                               

 人権の歴史 

（公正，公平，社会 

正義） 

資料 生きるⅢ 

「人権の歴史」 

 

どのような差別があっ

たのか話し合う場面 

 

                

差別について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，登場人物の生き方

などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

差別について自分と仲

間との感じ方・考え方

の違うところに共感す

る。 

誰に対しても思いやりの

心を持ち，相手の立場に

立って思いやりをもって

接する。ことと道徳的価

値を再構築する。   



 少年の心 

（正直，誠実） 

資料「１枚のきっぷ」 

 

少年の目の輝きに，お

父さんは何を感じたの

か話し合う場面 

 

                

バスや電車の中につい

て学級や学校など身近

な集団との関連で問題

をとらえたり，主人公

の生き方などから学ん

だことを，これからの

自分の生き方にどのよ

うに生かしていきたい

か考えたりする。 

 

 

 

 

 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

誠実に，明るい心で楽し

く生活しようとする。こ

とが大切なことと道徳的

価値を再構築する。                                                     

 大事な約束 

（友情，信頼） 

資料「手品師」 

 

チャンスが巡ってきた

手品師は，どのような

ことを考えたのか話し

合う場面 

 

                 

約束について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，手品師の生き方な

どから学んだことを，

これからの自分の生き

方にどのように生かし

ていきたいか考えたり

する。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

互いに信頼し，学び合っ

て，協力して助け合おう

とする。ことと道徳的価

値を再構築する。                                    

 ちょっとまって 

（希望と勇気，努力と

強い意志） 

資料「ぼくとミー」 

 

自分もスローコールが

起きたことはなかった

か話し合う場面 

 

ペットについて学級や

学校など身近な集団と

の関連で問題をとらえ

たり，主人公の生き方

などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

 

 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

自分を振り返って，よく

考えて行動する。ことと

道徳的価値を再構築す

る。                                                  

 無視する。心 

（親切，思いやり， 

友情，信頼） 

 

「無視」にかかわって

自分が大切にしていき

たいことは何か話し合

う場面 

 

無視について学級や学

校など身近な集団との

関連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

 

 

無視する。理由につい

て自分と仲間との感じ

方・考え方の違うとこ

ろに共感する。 

相手の存在を認め，その

人なりの感情や要求を理

解していくことと道徳的

価値を再構築する。   

 感じ取る心 

（真理の探究） 

資料「感じ取る心」 

 

ありふれた野の草に芭

蕉は何を感じ取ったの

か話し合う場面 

身の周りの自然につい

て学級や学校など身近

な集団との関連で問題

をとらえたり，芭蕉の

生き方などから学んだ

ことを，これからの自

分の生き方にどのよう

に生かしていきたいか

考えたりする。 

 

主人公の気持ちについ

て自分と仲間との感じ

方・考え方の違うとこ

ろに共感する。 

進んで新しいものを求

め，工夫して生活をより

よくしようとする。こと

が大切なことと道徳的価

値を再構築する。                                     

 誠実さとは 

（勤労，公共の精神） 

資料「病棟６０７号」 

 

「看護士ジェーン」の

うそをどう思うか話し

合う場面 

 

  

嘘について学級や学校

など身近な集団との関

連で問題をとらえた

り，主人公の生き方な

どから学んだことを，

これからの自分の生き

方にどのように生かし

ていきたいか考えたり

する。 

 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

社会に奉仕する。喜びを

知って，公共のために役

に立とうとする。ことが

大切なことと道徳的価値

を再構築する。 



 広い心をもって 

（相互理解，寛容） 

資料「良寛のなみだ」 

 

良寛は馬之助を，なぜ

叱らなかったのか話し

合う場面 

 

  

寛容さについて学級や

学校など身近な集団と

の関連で問題をとらえ

たり，良寛さんの生き

方などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

謙虚な心を持ち，広い心

で自分と異なる意見や立

場を考えて行動する。こ

とが大切なことと道徳的

価値を再構築する。                                                                   

 星くず 

（感動，畏敬の念） 

資料「星くず」 

 

妖精ベルの役割は，何

か話し合う場面 

 

         

美しいものについて学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，主人公の生

き方などから学んだこ

とを，これからの自分

の生き方にどのように

生かしていきたいか考

えたりする。 

主人公の言動の理由や

気持ちについて自分と

仲間との感じ方・考え

方の違うところに共感

する。 

美しいものに感動する。

心や，人間の力を超えた

ものに対し，畏敬の念を

もとうとする。ことが大

切なことと道徳的価値を

再構築する。  

 大王の喜び 

（公正，公平，社会 

正義） 

資料「大王の喜び」 

 

大王はどうして風車小

屋を取り壊さなかった

のか話し合う場面 

 

 

公平・公正ついて学級

や学校など身近な集団

との関連で問題をとら

えたり，主人公の生き

方などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

公平な態度で臨んだ大王

の気持ちを知り，誰に対

しても公正・公平に接す

る。ことが大切であるこ

とと道徳的価値を再構築

する。 

 くじけない心 

（希望と勇気，努力と

強い意志） 

資料「襟裳の春」 

 

襟裳のまっかな海がも

とに戻るまでに，どん

なことが必要だったの

か話し合う場面 

 

環境問題について学級

や学校など身近な集団

との関連で問題をとら

えたり，飯田さんの生

き方などから学んだこ

とを，これからの自分

の生き方にどのように

生かしていきたいか考

えたりする。 

 

 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

より高い目標を立て，希

望と勇気をもって，くじ

けないで努力しようとす

る。ことが大切なことと

道徳的価値を再構築す

る。                   

 だるまの目 

（家庭愛，家庭生活の

充実） 

資料「だるまの目」 

 

自分もぼくのように，

嘘をついてしまったこ

とはあるか話し合う場

面 

 

嘘について学級や学校

など身近な集団との関

連で問題をとらえた

り，仲間の言動などか

ら学んだことを，これ

からの自分の生き方に

どのように生かしてい

きたいか考えたりす

る。 

主人公の言動の理由や

気持ちについて自分と

仲間との感じ方・考え

方の違うところに共感

する。 

家族の幸せを求めて立と

うとする。ことが大切な

ことと道徳的価値を再構

築する。                                                        

 あきらめないで 

（伝統文化の尊重，国

や郷土を愛する態度） 

資料「火炎土器」 

 

中村さんは，復元した

火炎土器を見て，どん

なことを考えたのか話

し合う場面 

 

 

火炎土器について学級

や学校など身近な集団

との関連で問題をとら

えたり，中村さんの生

き方などから学んだこ

とを，これからの自分

の生き方にどのように

生かしていきたいか考

えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

郷土の優れた文化や伝統

を理解する。とともに，

先人の偉業を敬っていく

ことと道徳的価値を再構

築する。 

 再開 

（生命の尊さ） 

資料「再開」 

 

テレーズとポールの再

会はテレーズの心に何

をもたらしたのか話し

合う場面 

 

死について学級や学校

など身近な集団との関

連で問題をとらえた

り，テレ-ズの生き方な

どから学んだことを，

これからの自分の生き

方にどのように生かし

ていきたいか考えたり

する。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

生命がかけがえのないも

のであることを知り，自

他の生命を尊重しようと

する。ことが大切なこと

と道徳的価値を再構築す

る。                                   



 

 「６年生」って 

（よりよい学校生活，

集団生活の充実） 

 

自分は６年生というこ

とをどう考えればいい

のか話し合う場面 

 

 

附属長岡小学校の最高

学年ということについ

て学級や学校など身近

な集団との関連で問題

をとらえたり，先輩や

仲間の生き方などから

学んだことを，これか

らの自分の生き方にど

のように生かしていき

たいか考えたりする。 

6年生という学年のと

らえについて自分と仲

間との感じ方・考え方

の違うところに共感す

る。 

よりよい校風を作ろうと

する。ことが大切なこと

と道徳的価値を再構築す

る。          

 宇宙に飛び立って 

（感動，畏敬の念） 

資料「宇宙に飛び立っ

た地球人，毛利衛」 

 

毛利さんは，なぜ，地

球人と呼ばれたのか話

し合う場面 

 

 

宇宙のことについて学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，毛利さんの

生き方などから学んだ

ことを，これからの自

分の生き方にどのよう

に生かしていきたいか

考えたりする。 

毛利さんの言動の理由

について自分と仲間と

の感じ方・考え方の違

うところに共感する。 

美しいものに感動する。

心や人間の力を超えたも

のに対し，畏敬の念を持

とうとする。が大切なこ

とと道徳的価値を再構築

する。       

 わたしにできること 

（善悪の判断，自律，

自由と責任） 

 

わたしにできることは

何か話し合う場面 

 

 

係活動や委員会活動つ

いて学級や学校など身

近な集団との関連で問

題をとらえたり，仲間

の言動などから学んだ

ことを，これからの自

分の生き方にどのよう

に生かしていきたいか

考えたりする。 

役割と責任について自

分と仲間との感じ方・

考え方の違うところに

共感する。 

自分でできることについ

て知り，役割と責任を自

覚する。ことが大切なこ

とと道徳的価値を再構築

する。 

 よさを生かす 

（個性の伸長） 

資料「短所は長所」 

 

変わっていることは，

おかしいことなのか話

し合う場面 

         

自分の特徴について学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，主人公の行

動などから学んだこと

を，これからの自分の

生き方にどのように生

かしていきたいか考え

たりする。 

長所と短所について自

分と仲間との感じ方・

考え方の違うところに

共感する。 

自分の特徴を知り，自分

らしさを大事にする。こ

とと道徳的価値を再構築

する。                   

 新しい目で 

（国際理解，国際 

親善） 

資料 渋沢栄一の自伝 

 

渋沢栄一の言う「新し

い目」とは何か話し合

う場面 

 

                         

外国の文化について学

級や学校など身近な集

団との関連で問題をと

らえたり，渋沢栄一の

生き方などから学んだ

ことを，これからの自

分の生き方にどのよう

に生かしていきたいか

考えたりする。 

主人公の言動の理由に

ついて自分と仲間との

感じ方・考え方の違う

ところに共感する。 

外国の人々や文化に理解

と尊敬の念をもち，日本

人として自覚をもって行

動する。ことと道徳的価

値を再構築する。                     



資質・能力を位置付けた単元配列表 学級活動（第２ステージ） 

［ ］は実施学年 

学年 活動 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

小
１
・
２ 

自分のことみんな

に教えてあげるね 

［１・２年］ 

自分のことを話した

り，相手のことを聞い

たりする場面 

みんなに聞いてほしい

ことや，伝えたいこと

について，自分の考え

をもつ。 

みんなに聞いてほしい

ことや，伝えたいこと

を仲間に話す。 

仲間に聞いてもらいた

いという思いをもって

自分のことを話す。 

全校仲良しの会に

参加しよう 

［１・２年］ 

全校仲良しの会の参

加方法について話し

合う場面 

どんなことに気を付け

て全校仲良しの会に参

加すればよいのか，自

分の考えをもつ。 

全校仲良しの会への参

加態度について自分の

伝えたいことを仲間に

話す。 

学級で決めたことを守

って楽しみながら全校

仲良しの会に参加す

る。 

がんばれかかり 

［１・２年］ 

どのような係があれ

ばクラスが楽しくな

るかについて話し合

う場面 

楽しいクラスにするた

めの係について，自分

の考えをもつ。 

作りたい係について仲

間の考えを，最後まで

聞く。 

みんなで決めた係活動

に積極的に参加する。 

ペア学級のお兄さ

んお姉さんと仲よ

くなろう 

［１・２年］ 

６年生と一緒にどん

な遊びや活動がした

いのかについて話し

合う場面 

６年生と一緒に楽しむ

ゲームについて，自分

の考えをもつ。 

６年生と一緒に遊びた

いことについて，仲間

の考えを最後まで聞

く。 

話し合って決めたゲー

ムで６年生と一緒に楽

しみながら活動する。 

めざせ！そうじ名

人のクラス 

［１・２年］ 

そうじ名人になるに

はどのようなことを

がんばればよいかに

ついて話し合う場面 

どんなことをすれば，

そうじ名人になれるの

か，自分の考えをもつ。 

そうじ名人になる方法

について，自分の考え

を仲間に話す。 

そうじ名人になろうと

意欲的に活動に取り組

む。 

教生先生を送る会

をしよう 

［１・２年］ 

教生先生に感謝の気

持ちを伝えるにはど

うすればよいかにつ

いて話し合う場面 

感謝の気持ちを伝える

ための活動や方法につ

いて，自分の考えをも

つ。 

教生先生への感謝を伝

える方法について，自

分の考えを仲間に伝え

る。 

教生先生を送る会で自

分の役割を果たす。 

楽しいパーティを

開こう 

［１・２年］ 

クラスのみんなが楽

しめるパーティの内

容について話し合う

場面 

みんなが楽しめる活動

は何がよいのか，自分

の考えをもつ。 

どんな活動が，みんな

で楽しめるのか，仲間

の考えを最後まで聞

く。 

自分の役割を果たしな

がらパーティを楽しみ

ながら参加する。 

こんな２学期に 

［１・２年］ 

２学期のめあてをど

のようなものにした

らよいかについて話

し合う場面 

２学期の具体的なめあ

てについて，自分の考

えをもつ。 

２学期の具体的なめあ

てについて，自分の考

えを仲間に話す。 

学級で決めた２学期の

めあてを達成しようと

する。 

やってみたい係 

［１・２年］ 

クラスが楽しくなり

そうな係について話

し合う場面 

どのような係があれば

クラスが楽しくなるの

か，自分の考えをもつ。 

クラスを楽しくする係

について，伝えたいこ

とを仲間に話す。 

みんなで決めた係活動

に積極的に参加する。 

めざせ！あいさつ

名人のクラス 

［１・２年］ 

あいさつ名人になる

にはどうすればよい

かについて話し合う

場面 

あいさつ名人になるた

めの具体的な方法やア

イディアについて，自

分の考えをもつ。 

あいさつ名人になるた

めにはどうすればよい

か，仲間の考えを最後

まで聞く。 

クラスで決めたあいさ

つ名人になる方法に従

って活動に参加する。 

教生先生を送る会

をしよう 

［１・２年］ 

教生先生に感謝の気

持ちを伝えるにはど

うすればよいかにつ

いて話し合う場面 

教生先生に感謝の気持

ちを伝える方法は何が

よいか，自分の考えを

もつ。 

教生先生に感謝の気持

ちを伝える方法につい

て，自分の考えを仲間

に話す。 

教生先生を送る会で自

分の役割を果たす。 

みんなに読んでほ

しい本を紹介しよ

う 

［１・２年］ 

どんな本を紹介すれ

ばよいか話し合う場

面 

自分が紹介したい本の

よいところやおもしろ

いところについて，自

分の考えをもつ。 

自分が紹介したい本の

おもしろさやよさを仲

間に話す。 

自分が紹介したいと思

った本のよさを伝えた

いという思いをもって

紹介する。 

お兄さんお姉さん

と協力して仲良し

フェスティバルに

お店を出そう 

［１・２年］ 

仲良しフェスティバ

ルの出店はどんなも

のがよいかについて

話し合う場面 

お兄さんお姉さんと協

力して楽しめる出店の

内容について，自分の

考えをもつ。 

楽しい仲良しフェステ

ィバルにするために，

どんな出店にしたいの

か，仲間の考えを最後

まで聞く。 

みんなで決めた出店に

従って，仲良しフェス

ティバルに楽しんで参

加しようとする。 



 

みんな仲良し 

［１・２年］ 

みんなが仲良しにな

るための方法につい

て話し合う場面 

みんなが仲良しになれ

る具体的な遊びの内容

について，自分の考え

をもつ。 

どんな遊びをすればみ

んなが仲良しになれる

のかについて，自分の

考えを仲間に話す。 

みんなで決めた遊びに

楽しみながら参加す

る。 

２学期にできた学

級の宝物 

［１・２年］ 

学級の宝物を何にす

るかについて話し合

う場面 

自分が宝物にしたい学

級の思い出やものにつ

いて，自分の考えをも

つ。 

自分が学級の宝物にし

たいものについて，仲

間に考えを話す。 

学級のことを考えて，

宝物を集めようと積極

的に活動に取り組む。 

新しい１年生と仲

良しになろう 

［１年］ 

新しい１年生と仲良

しになる方法につい

て話し合う場面 

どうすれば新しい１年

生と仲良しになれるの

か，自分の考えをもつ。 

新しい１年生と仲よく

する方法について，仲

間の考えを最後まで聞

く。 

新しい１年生と仲よく

なりたいという思いを

もって活動に参加す

る。 

めざせ！全員遊び

名人のクラス 

［２年］ 

全員遊び名人になる

にはどうすればよい

かについて話し合う

場面 

全員が遊び名人になる

方法について，自分の

考えをもつ。 

仲間は遊び名人になる

ためにどうすればよい

と思っているのか，最

後まで話を聞く。 

みんなで決めた方法

で，遊び名人になるた

めに活動する。 

６年生にありがと

うの気持ちを伝え

よう 

[１・２年] 

６年生に感謝の気持

ちを伝える方法には

どのようなものがあ

り，どのようにして感

謝を伝えるかについ

て話し合う場面 

６年生への感謝を伝え

る方法について，自分

の考えをもつ。 

感謝を伝える方法につ

いて自分の考えを話

す。 

６年生へ感謝の気持ち

が伝わるように，自分

に与えられた役割を果

たす。 

六送会の出し物の

リハーサルをしよ

う 

［１・２年］ 

出し物がもっとよく

なる工夫について話

し合う場面 

どうすれば出し物がよ

くなるのか，自分の考

えをもつ。 

出し物をよくする方法

について，仲間の考え

を最後まで聞く。 

六送会の出し物で自分

の役割を責任をもって

果たす。 

みんな仲良しを祝

う大パーティーを

しよう 

［１・２年］ 

クラスが仲良しにな

ったお祝いにはどん

なことをすればよい

かについて話し合う

場面 

お祝いの活動に何をす

ればクラスが仲良しに

なったことが伝わる

か，自分の考えをもつ。 

仲良しになる活動は何

をすればよいか，自分

の考えを仲間に話す。 

クラスの成長を実感し

ながら，パーティに積

極的に参加する。 



資質・能力を位置付けた単元配列表 学級活動（第３ステージ） 

［ ］は実施学年 

学年 活動 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

 

小
３
・
４ 

学級開きの会をし

よう 

［３・４年］ 

新しい仲間とお互い

を知りあうための会

はどのようなものに

すればよいかについ

て話し合う場面 

みんなのことがもっと

わかるようになる会の

内容について，自分の

考えをもつ。 

学級開きの会の内容に

ついて，自分の考えを

相手に分かりやすく説

明する。 

新しい仲間と互いを知

り合おうと，学級開き

の会に積極的に参加す

る。 

学級のめあてをき

めよう 

［３・４年］ 

みんなが団結して一

緒に目指せるめあて

について話し合う場

面 

どんなめあてにすれば

団結できるか，自分の

考えをもつ。 

学級のめあてに入れた

い言葉を相手に理解し

てもらえるように話

す。 

みんなで決めた学級の

めあてを受け入れ，実

現に向けて活動する。 

みんなの係を決め

よう 

［３・４年］ 

クラスが楽しくなる

にはどのような係に

すればよいかについ

て話し合う場面 

クラスが楽しくなる具

体的な係について，自

分の考えをもつ。 

仲間がなぜその係をし

たいと思っているのか

を考えながら聞く。 

自分たちで決めた係で

クラスが楽しくなるよ

う活動する。 

ペア学級と仲良く

なろう 

［３・４年］ 

ペア学級と仲良くな

る方法について話し

合う場面 

ペア学級と仲良しにな

る方法について，自分

の考えをもつ。 

ペア学級と仲良しにな

る方法について，仲間

の考えを理解しようと

しながら話を聞く。 

ペア学級と仲良しにな

れる方法について，自

分の考えを主張し合っ

て決議する。 

学級の宝物になる

活動をつくろう 

［３・４年］ 

学級の宝物にするに

はどのような活動が

よいか話し合う場面 

学級の宝物の記録方法

について，自分の考え

をもつ。 

学級の宝物をどんな方

法で記録したいのか，

自分の考えを相手に理

解してもらえるように

説明する。 

話し合って決めた記録

方法で学級の宝物を意

欲的に集める。 

教生先生を送る会

をしよう 

［３・４年］ 

教生先生に感謝の気

持ちを伝えるにはど

のような内容にすれ

ばよいか話し合う場

面 

感謝の気持ちを伝える

ための具体的な活動に

ついて，自分の考えを

もつ。 

自分がやってみたい活

動のよさを相手に伝わ

るように説明する。 

教生先生に感謝の気持

ちが伝わるように送る

会で自分の役割を果た

す。 

ピザパーティをし

よう 

［３年］ 

ピザパーティを楽し

むためにはどのよう

な方法がよいかにつ

いて話し合う場面 

ピザパーティを楽しむ

にはどちらの方法がよ

いか，自分の考えをも

つ。 

自分がやりたいピザパ

ーティの方法のよいと

ころを分かりやすく伝

え，相手の考えの理由

を聞く。 

ピザパーティに気持ち

よく参加し，パーティ

を楽しむ。 

長岡復興応援 DVD

を作ろう 

［４年］ 

長岡の復興を応援す

る DVDの内容について

話し合う場面 

応援の気持ちが伝わる

のはどちらの内容がよ

いか，自分の考えをも

つ。 

自分がよいと思う応援

方法について，仲間に

理解してもらえるよう

に説明する。 

長岡復興 DVDの作成に

意欲的に参加する。 

係活動をパワーア

ップしよう 

［３・４年］ 

係活動がパワーアッ

プするための方法に

ついて話し合う場面 

係活動のパワーアップ

方法はどちらがよい

か，自分の考えをもつ。 

仲間がなぜその方法が

よいと思っているのか

を理解しながら聞く。 

みんなで決めた方法を

受け入れ，係活動のパ

ワーアップに取り組

む。 

朝の会をもっと楽

しくしよう 

［３・４年］ 

朝の会をもっと楽し

くするにはどうすれ

ばよいかについて話

し合う場面 

クラスのみんなが，朝

の会を楽しく感じられ

る方法について，自分

の考えをもつ。 

朝の会を楽しくする方

法について，自分の考

えのよいと思うところ

をていねいに伝える。 

朝の会が楽しくなるよ

う，自分の役割を果た

す。 

みんなのドリーム

号を作ろう 

［３年］ 

学級の宝物となるド

リーム号の作り方に

ついて話し合う場面 

宝物になるためにはど

ちらのドリーム号の作

り方がよいか，自分の

考えをもつ。 

ドリーム号の作り方に

ついて，自分の考えを

仲間に理解してもらえ

るように説明する。 

みんなで決めた方法に

従ってドリーム号の作

成に取り組む。 

係活動で南三陸町

を応援しよう 

［４年］ 

南三陸町の小学生に

送る連凧をどうすれ

ばよいかについて話

し合う場面 

小学生に送る連凧はど

うすればよいか，自分

の考えをもつ。 

小学生に送る連凧につ

いて，自分の考えを仲

間に分かりやすく伝え

る。 

みんなで決めた方法に

気持ちよく従って，連

凧さくせいに参加す

る。 



 

みんなの１０大ニ

ュース 

［３・４年］ 

１０大ニュースに何

を選ぶかについて話

し合う場面 

１０大ニュースにどん

なことを選べばよい

か，自分の考えをもつ。 

なぜ１０大ニュースに

入れたいのか，仲間の

考えの理由を考えなが

ら聞く。 

１０大ニュース作成に

意欲的に取り組む。 

教生先生を送る会

をしよう 

［３・４年］ 

教生先生に感謝の気

持ちを伝えるにはど

のような内容にすれ

ばよいか話し合う場

面 

教生先生を送る会の出

し物はどちらがよい

か，自分の考えをもつ。 

自分がよいと思う出し

物の魅力を相手に伝わ

るように説明する。 

教生先生に感謝の気持

ちが伝わるように送る

会で自分の役割を果た

す。 

仲良しフェスティ

バルにお店を出そ

う 

［３・４年］ 

仲良しフェスティバ

ルの出店をどうすれ

ばよいかについて話

し合う場面 

仲良しフェスティバル

の出店は何がよいか，

自分の考えをもつ。 

仲良しフェスティバル

の出店について，自分

の考えのよさを理解し

てもらえるように説明

する。 

話し合って決めた出店

を気持ちよく受け入

れ，意欲的に出店の作

成に参加する。 

係活動を交流させ

てみんなの宝物を

増やそう 

［３・４年］ 

宝物を増やすには他

の係とどのように交

流すればよいかにつ

いて話し合う場面 

宝物を増やす交流方法

はどちらがよいか，自

分の考えをもつ。 

宝物を増やす交流方法

について，自分の考え

のよさを相手に理解し

てもらえるように話

す。 

宝物を増やしたいとい

う願いをもって，違う

係との交流に積極的に

取り組む。 

心をこめてありが

とう仲良しの会を

しよう 

［３・４年］ 

６年生に感謝の気持

ちを伝えるにはどう

すればよいかについ

て話し合う場面 

６年生に感謝の気持ち

を伝える方法はどちら

がよいか，自分の考え

をもつ。 

なぜ仲間はその方法を

選んだのか，理由を考

えながら話を聞く。 

６年生に感謝の気持ち

を伝えようと願いなが

ら，活動に参加する。 

学級の宝物を祝う

会をしよう 

［３年］ 

学級のお祝いとして

みんなが楽しめる会

にするにはどうすべ

きかについて話し合

う場面 

みんなが楽しめる会の

内容はどうすればよい

か，自分の考えをもつ。 

仲間が考える会の内容

のよさを理解しようと

しながら話を聞く 

話し合って決めたお祝

いの会を気持ちよく受

け入れ，仲間と協力し

て準備に取り組む。 

１／２成人式をし

よう 

［４年］ 

自分たちの成長を伝

えるにはどんな出し

物がよいかを話し合

う場面 

成長を伝える出し物は

どちらがよいか，自分

の考えをもつ。 

自分がやりたい出し物

のよさが仲間に伝わる

ように，話す。 

自分たちの成長を伝え

ようと，工夫をしなが

ら発表を作り上げる。 



資質・能力を位置付けた単元配列表 学級活動（第４ステージ） 

［ ］は実施学年 

学年 活動 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

 

小
５
・
６
・
中
１ 

委員会の所属を決

めよう 

［５・６年］ 

一人一人が全校のた

めになる委員会所属

の決め方について話

し合う場面 

委員会希望が重複した

場合はどのようにした

らよいか，自分の考え

をもつ。 

委員会希望が重複した

場合はどのようにした

らよいか，考えを適切

に語り，仲間の考えを

共感的に聞く。 

自分の委員会に所属

し，学校生活の充実の

ために，責任をもって

活動する。 

高学年としての役

割 

［５・６年］ 

高学年としての役割

にはどのようなもの

があり，どうすべきか

ついて話し合う場面 

高学年の役割につい

て，自分の考えをもつ。 

高学年の役割につい

て，自分の考えを語り，

仲間の考えを共感的に

聞く。 

高学年として，異学年

交流や学校行事に意欲

的に参加する。 

係活動でもっと楽

しいクラスに 

［５・６年］ 

クラスが楽しくなる

ための係活動への参

加方法について話し

合う場面 

係活動への所属数につ

いて，自分の考えをも

つ。 

係活動への所属数につ

いて，友だちの願いを

知り，互いの考えを比

べながら話す。 

係活動へ所属し，学級

生活の充実のために工

夫した活動を行う。 

みんなの願いがつ

まった学級のめあ

てにしよう 

［５・６年］ 

みんなの願いが込め

られためあてにする

にはどうしたらよい

かを話し合う場面 

みんなの願いをどのよ

うにまとめたらよい

か，自分の考えをもつ。 

みんなの願いをどのよ

うにまとめたらよい

か，考えを適切に語り，

仲間の考えを共感的に

聞く。 

決まった学級のめあて

に向けて自分ができる

ことを考えて行動す

る。 

学級のシンボルを

つくろう 

［中１］ 

みんなの願いがつま

ったシンボルにする

にはどうすればよい

かを話し合う場面 

学級シンボルに仲間の

願いを取り入れるため

の方法について，自分

の考えをもつ。 

どのような学級シンボ

ルがよいか，互いの考

えのよさと問題点を比

べながら話す。 

折り合いをつけて学級

シンボルを決め，充実

した生活や活動を創

る。 

自分で学ぶ自主学

習 

［５・６年］ 

自主学習の内容を自

分で考え，工夫して行

うためにはどうした

らよいかを話し合う

場面 

家庭で自主学習ができ

ていなかったり，でき

にくかったりする原因

について，自分の考え

をもつ。 

どのような自主学習が

よいのか，自分の考え

に，他の考えを取り入

れながら交流する。 

自分の課題に合った自

主学習の方法を選び，

目標を決めて取り組

む。 

ペア学級をもっと

笑顔に 

［５年］ 

ペア学級と仲良くな

るための方法を話し

合う場面 

ペア学級との活動内容

について，自分の考え

をもつ。 

ペア学級との活動内容

について，互いの考え

のよさと問題点を比べ

ながら話す。 

ペア学級との活動内容

について，決議したこ

とを実行する。 

復興の大凧を作ろ

う 

［６年］ 

凧上げ大会で使う凧

のデザインはどのよ

うにすればよいかに

ついて話し合う場面 

凧上げ大会に使う凧の

デザインについて，自

分の考えをもつ。 

凧上げのデザインにつ

いて仲間の考えのよさ

を自分の考えに取り入

れながら聞く。 

みんなで決めたデザイ

ンで凧上げの凧を作成

する。 

公共の場所でのマ

ナー 

［５・６年・中１］ 

公共の場所での在り

方について話し合う

場面 

ルールとマナーの違い

について，自分の考え

をもつ。 

公共の場でのマナーに

ついて，考えを適切に

語り，仲間の考えを共

感的に聞く。 

歩行や声の大きさな

ど，より具体的な行為

として学校生活に反映

する。 

クラスマッチをみ

んなの力で 

［中１］ 

クラスマッチの参加

方法について話し合

う場面 

クラスマッチの参加方

法について自分の考え

をもつ 

クラスマッチの参加方

法について，仲間の考

えのよさに配慮しなが

ら自分の考えを主張す

る。 

仲間と一緒に決めた方

法でクラスマッチに参

加する。 

栖吉川フェスティ

バルを成功させよ

う 

［５・６年］ 

わかくさグループが

楽しめる栖吉川フェ

スティバルにするに

はどうすればよいか

を話し合う場面 

わかくさグループの参

加の仕方について，自

分の考えをもつ。 

わかくさグループの参

加の仕方について，考

えを適切に語り，仲間

の考えを共感的に聞

く。 

わかくさグループの参

加の仕方について，決

議したことを実行す

る。 

地域の一員として 

［中１］ 

地域の一員としてで

きることは何かを話

し合う場面 

地域の一員としての役

割を果たすためにはど

のような活動をすれば

よいか，自分の考えを

もつ。 

役割を果たす方法につ

いて仲間の考えを自分

の考えに取り入れよう

としながら話を聞く。 

みんなで決めた方法を

行い，地域の一員とし

ての役割を果たす。 



自然教室でクラス

の絆を深めよう

［５・６年］ 

仲間と協力する自然

教室のめあてはどの

ようなものがよいか

について話し合う場

面 

仲間と協力できる活動

はどのようなものがよ

いか，自分の考えをも

つ。 

仲間と協力できる活動

はどのようなものがよ

いか，相手の考えのよ

さを取り入れながら，

自分の考えを話す。 

決まった活動に，仲間

と協力して取り組む。 

夏休みを有意義に 

［５・６年・中１］ 

夏休みの過ごし方に

ついて，どう過ごすべ

きか話し合う場面 

夏休みを有意義に過ご

すために必要なことに

ついて，自分の考えを

もつ。 

夏休みを有意義に過ご

すにはどうしたらよい

か，考えを適切に語り，

仲間の考えを共感的に

聞く。 

有意義に過ごすために

必要なことを選び，実

行する。 

運動会を盛り上げ

よう 

［中１］ 

中学生として運動会

をどのように盛り上

げるのかについて話

し合う場面 

運動会を盛り上げるた

めの方法について，自

分の考えをもつ。 

運動会を盛り上げる方法

について，仲間の考えを

自分の考えに取り入れよ

うとしながら聞く。 

運動家の盛り上げ方法

を選び，学級でまとま

って実行する。 

５年生発 全校プ

ロジェクト 

［５年］ 

５年生から発信する

全校のためになる活

動について話し合う

場面 

考えた活動を全校に効

果的に伝えるにはどう

したらよいか，自分の

考えをもつ。 

考えた活動を全校に効

果的に伝えるにはどう

したらよいか，考えを

適切に語り，仲間の考

えを共感的に聞く。 

決まったことを基に，

活動を全校に効果的に

伝えている。 

ペア学級をもっと

笑顔にしよう２ 

［５年］ 

ペア学級と仲良くな

るための方法を話し

合う場面 

ペア学級との活動内容

について，自分の考え

をもつ。 

ペア学級との活動内容

について，考えを適切

に語り，仲間の考えを

共感的に聞く。 

ペア学級との活動内容

について，決議したこ

とを実行する。 

クラス・チーム化

プロジェクト 

［５・６年］ 

クラスがもっと協力

するための活動はど

のようなものがよい

かについて話し合う

場面 

クラスの課題を改善す

るのか，協力できる活

動をするかについて，

自分の考えをもつ。 

クラスの課題を改善する

のか，協力できる活動を

するかについて，考えを

適切に語り，仲間の考え

を共感的に聞く。 

決まったことについ

て，自分の役割をきち

んと果たす。 

命を守る行動 

［５・６年・中１］ 

二次災害に遭ってし

まう原因について話

し合う場面 

安全に避難する方法に

ついて，自分の考えを

もつ。 

安全に避難する方法に

ついて，自分の考えと

比べながら，仲間の考

えを聞く。 

放送をよく聞く，廊下

は歩くなど，日常生活

から具体的に行動す

る。 

ペア学級と協力し

て最高の仲良しフ

ェスティバルにし

よう 

［５・６年］ 

２年生と協力して楽

しい出店にするには

どのような店にした

らよいかを話し合う

場面 

２年生も活躍でき，楽

しめる出店はどのよう

なものがあるか，自分

の考えをもつ。 

２年生も活躍でき，楽

しめる出店はどのよう

なものがあるか，考え

を適切に語り，仲間の

考えを共感的に聞く。 

２年生も活躍でき，楽

しめる出店を試行錯誤

しながら工夫してい

る。 

全校イベントをし

よう 

［６年］ 

全校イベントを考え

る際，どのように工夫

したらよいかについ

て話し合う場面 

自分たちも，他の学年

も楽しめる全校イベン

トは何がよいのか自分

の考えをもつ。 

他の学年も楽しめるイ

ベント内容について，

仲間の考えを取り入れ

ながら，自分の考えを

主張する。 

イベント内容につい

て，全校が楽しめるよ

うな活動になるように

する。 

小学生に中学校の

よさを伝えよう 

［中１］ 

附属中のよさを伝え

る際に，紹介の仕方に

ついて話し合う場面 

どのような紹介をすれ

ば附属中のよさが伝わ

るのか，自分の考えを

もつ。 

附属中の紹介内容につ

いて，仲間の考えに配

慮して自分の考えを主

張する。 

附属中の紹介内容につ

いて，自分の願いを語

る。 

よりよい委員会活

動にするために 

［５・６年］ 

全校のためになる活

動はどのような活動

かを話し合う場面 

委員会活動で提案する

活動について自分の役

割はどんなことか，自

分の考えをもつ。 

委員会活動で提案する活

動について自分の役割は

どんなことか，考えを適

切に語り，仲間の考えを

共感的に聞く。 

委員会活動で提案する

活動について自分の役

割はどんなことか，決

議したことを実行す

る。 

音楽会で学級の力

を発揮しよう 

［中１］ 

音楽会に向けてどの

ように練習に取り組

むかについて話し合

う場面 

効果的な練習方法につ

いて，自分の考えをも

つ。 

自分が考える練習方法

に，仲間の考えのよさ

を取り入れながら主張

する。 

折り合いをつけて決議

した練習方法で練習を

行い，音楽会で力を発

揮しようとする。 

３年生への感謝を

形にしよう 

［中１］ 

感謝の気持ちを伝え

るにはどうすればよ

いかについて話し合

う場面 

自分たちの感謝の気持

ちが最も伝わる方法に

ついて，自分の考えを

もつ。 

感謝の気持ちを伝える

方法について，仲間の

考えるわけを理解し，

自分の考えに取り入れ

ようとしながら聞く 

仲間と決めた感謝の気

持ちを伝える方法を実

行する。 



 

いざ最高学年へ 

ありがとう仲良し

の会 

［５年］ 

６年生と全校が満足

する会にするための

内容について話し合

う場面 

ありがとう仲良しの会

の成功に向けて，どの

ような内容がよいか，

自分の考えをもつ。 

ありがとう仲良しの会

の成功に向けて，どの

ような内容がよいか，

考えを適切に語り，仲

間の考えを共感的に聞

く。 

ありがとう仲良しの会

の成功に向けて，どの

ような内容がよいか，

決議したことを実行す

る。 

思い出作りの活動

を決めよう 

［６年］ 

思い出作りの活動内

容について話し合う

場面 

小学校生活の思い出に

残る活動は何がよい

か，自分の考えをもつ。 

自分がやりたい活動に

仲間の考えも取り入れ

ようとしながら，自分

の考えを話す。 

自分がしたい活動と仲

間の活動に折り合いを

つけ，思い出に残る活

動にする。 

クラス・チーム化

プロジェクト２ 

なわとび大会

［５・６年］ 

長なわ大会に向けた

練習について話し合

う場面 

長なわが苦手な友だち

にはどのような練習方

法がよいか，自分の考

えをもつ。 

長なわが苦手な友だち

の練習方法について，

互いの考えや思いを受

け入れて話す。 

長なわが苦手な友だち

にはどのような練習方

法についてよりより方

法を考える。 

睡眠の役割とスト

レス解消法 

［中１］ 

ストレスの解消法に

ついて話し合う場面 

ストレスの解消法につ

いて，自分の考えをも

つ。 

ストレスの解消法につ

いて，互いの考えを比

べながら話す。 

自分に合った方法を選

び，実践する。 

学校のために力を

合わせてできるこ

と 

［６年］ 

全校への感謝の気持

ちを伝える活動を計

画する際に，在校生が

喜んでくれるにはど

のような活動にすれ

ばよいかについて話

し合う場面 

卒業を前に，最も全校

への感謝の気持ちが伝

わる活動は何か，自分

の考えをもつ。 

全校への感謝の気持ち

が伝わる活動につい

て，仲間の考えを共感

的に聞く。 

全校への感謝の気持ち

が伝わる活動を選び，

実践する。 

奉仕活動を通して

校舎に感謝しよう 

［中１］ 

一年間お世話になっ

た校舎に感謝する奉

仕活動はどうすれば

よいかについて話し

合う 

感謝の気持ちが表れる

奉仕活動の内容につい

て，自分の考えをもつ。 

奉仕活動の内容につい

て，自分の考えに仲間

の考えのよいところを

取り入れようとしなが

ら話を聞く。 

みんなで決めた方法で

奉仕活動を行い，感謝

の気持ちを表そうとす

る。 

もうすぐ中学生 

［６年］ 

小学校生活を振り返

り，中学校へ向けて自

分たちの成長につい

て話し合う場面 

小学校生活で自分がで

きるようになったこと

や成長したことについ

て，自分の考えをもつ。 

小学校生活で自分がで

きるようになったこと

について，自分の考え

のよさを仲間に配慮し

ながら主張する。 

学級で折り合いをつけ

てまとめた成長につい

て振り返り，よりよい

学校生活を送ろうとす

る。 

２年生に向けて 

［中１］ 

１年間を振り返り，２

年生に向けてどうす

ればよいかを話し合

う場面 

２年生へ向けての課題

や目標について，自分

の考えをもつ。 

２年生へ向けての課題

や目標について，仲間

の考えに共感的に聞

く。 

みんなで決議したこと

を実行に移す。 

自分たちの成長を

振り返ろう 

［５・６年］ 

自分たちがどのよう

な成長をしたのかに

ついて話し合う場面 

今年１年間の成長した

ことについて，自分の

考えをもつ。 

今年１年間の成長した

ことについて，自分の

考えを適切に語る。 

今年１年間の成長した

ことについて，決議し

たことを実行する。 

 



資質・能力を位置付けた単元配列表 学級活動（第５ステージ） 

［ ］は実施学年 

学年 活動 「協働」場面の位置付け 
表出が期待される主な資質・能力 

自己を推進すること 相互に交流すること 新たに開発すること 

中
２
・
３ 

学級の組織を決め

よう 

［中２・３］ 

学級の組織にはどの

ようなものがあれば

よいか話し合う場面 

学級を活性化する組織

の内容について，自分

の考えをもつ。 

学級のことを考えなが

ら活性化する組織の内

容についての考えを語

る 

学級の活性化の視点を

大切にしながら組織の

一員として活動に参加

する。 

遠足を通して仲間

を知ろう 

［中２・３］ 

仲間と知り合うため

の遠足の活動内容に

ついて話し合う場面 

仲間を知り学級がよく

なるための活動の内容

について，自分の考え

をもつ。 

学級がより良くなるた

めの活動内容について

仲間の願いを聞く。 

遠足に積極的に参加

し，自分の役割を果た

す。 

学級の目標を立て

よう 

［中２・３］ 

みんなの願いが反映

されるにはどのよう

な学級の目標がよい

かについて話し合う

場面 

全員の願いが反映され

た目標にするための方

法について，自分の考

えをもつ。 

全員の願いが反映され

た目標にするためにど

うすればよいのか考

え，仲間の願いを聞く。 

理想の学級の姿をイメ

ージしながら，意欲的

に学級目標の作成に参

加する。 

職業への理解を深

めよう 

［中２］ 

職業理解を進めるた

めの活動内容につい

て話し合う場面 

職業理解を進めるため

の活動内容について，

自分の考えをもつ。 

活動内容について学級

全体のことを考えなが

ら自分の考えを話す。 

学級全体のことを考え

て活動に参加する。 

自己の進路計画を

作成しよう 

［中３］ 

自己の進路計画作成

をどうしたらよいか

について話し合う場

面 

進路や将来について，

自分の考えをもつ。 

将来の進路に向けて自

分の在り方を考えて願

いを語る。 

将来の進路に向けて自

分がどうあるべきかを

意識しながら，計画を

作成する。 

第Ⅰ期教育期を振

り返り，第Ⅱ期教

育期の目標作りを

しよう 

［中２・３］ 

第Ⅳ期の取組を振り

返り，それを生かして

次の目標について話

し合う場面 

第Ⅰ期を振り返り，個

人や学級として貢献で

きたことについて，自

分の考えをもつ。 

次の目標に向けて学級

としてどのような取組

を行えばよいか，仲間

の願いを受け止めなが

ら聞く。 

学級としてどのような

目標がよいかを考え，

次の目標を作る。 

クラスマッチをみ

んなの力で 

［中２・３］ 

クラスマッチの参加

はどうすればよいか

について話し合う場

面 

クラスマッチの参加方

法について，自分の考

えをもつ。 

学級全体としてクラス

マッチにどのように参

加すればよいかについ

て考え，仲間の願いを

聞く。 

学級の活動後の姿を考

えながら，クラスマッ

チに参加する。 

運動会を盛り上げ

よう 

［中２・３］ 

自分たちが運動会を

盛り上げるためには

どうすればよいか話

し合う場面 

自分たちが運動会を盛

り上げるには，どのよ

うな方法がよいか，自

分の考えをもつ。 

どのような方法で運動

会を盛り上げればよい

か，学級の視点から考

えて自分の願いを語

る。 

自分の役割を考えなが

ら運動会に参加する。 

夏休みの生活設計

を立てよう 

［中２・３］ 

夏休みの生活設計の

内容について話し合

う場面 

夏休みをどのように過

ごせばよいのか，自分

の考えをもつ。 

夏休みの過ごし方につ

いてどうあるべきかを

考え，自分の考えを語

る。 

自分で考えた夏休みの

過ごし方を積極的に実

践する。 

第Ⅱ期教育期を振

り返り，第Ⅲ期教

育期の目標作りを

しよう 

［中２・３］ 

第Ⅱ期の取組を振り

返り，それを生かして

次の目標について話

し合う場面 

第Ⅱ期を振り返り，個

人や学級として貢献で

きたことについて，自

分の考えをもつ。 

次の目標に向けて学級

としてどのような取組

を行えばよいか，仲間

の願いを受け止めなが

ら聞く。 

学級としてどのような

目標がよいかを考え，

次の目標を作る。 

望ましい勤労観を

身に付けよう 

［中２］ 

望ましい勤労観を身

に付けるための活動

方法について話し合

う場面 

様々な職業がある中

で，どのような活動を

したいのか，自分の考

えをもつ。 

活動内容についてどう

すればよいかを考え，

仲間の願いを聞く。 

学級で決定した活動に

意欲的に参加する。 

進路について考え

よう 

［中３］ 

進路についてお互い

の悩みや困っている

ことを話し合う場面 

将来や進路について，

自分の考えをもつ。 

将来の進路について，

自分のあるべき姿を考

え，自分の願いを語る。 

自分の進路を考えなが

ら具体的に将来のこと

をイメージする。 



 

音楽発表会で学級

の力を発揮しよう 

［中２・３］ 

音楽発表会の成功に

はどうすればよいか

について話し合う場

面 

音楽発表会を学級とし

て成功させるには，ど

うすればよいか，自分

の考えをもつ。 

音楽発表会の成功を学

級全体として考え，自

分の願いを語る。 

学級全体のことを蚊が

得て音楽発表会の練習

に取り組む。 

第Ⅲ期教育期を振

り返り，第Ⅳ期教

育期の目標作りを

しよう 

［中２・３］ 

第Ⅲ期の取組を振り

返り，それを生かして

次の目標について話

し合う場面 

第Ⅲ期を振り返り，個

人や学級として貢献で

きたことについて，自

分の考えをもつ。 

次の目標に向けて学級

としてどのような取組

を行えばよいか，仲間

の願いを受け止めなが

ら聞く。 

学級としてどのような

目標がよいかを考え，

次の目標を作る。 

私たちの学校作り

(生徒会選挙) 

［中２］ 

生徒会選挙に向けて

学校作りはどうある

べきかについて話し

合う場面 

生徒会選挙に向けて，

自分の役割を意識し，

成功させるための自分

の考えをもつ。 

全校のリーダーという

立場を意識しながら，

望ましい生徒会選挙に

ついて考え，自分の願

いを語る。 

どのような学校にした

いかを考えながら生徒

会選挙に責任をもって

参加する。 

受験期の健康を考

えよう 

［中３］ 

受験期の健康はどの

ようなことに気を付

ければよいか話し合

う場面 

受験期に健康に過ごす

ためには，どのような

ことに気を付ければよ

いか，自分の考えをも

つ。 

受験期の過ごし方がど

うあるべきかを考え，

学級全体の視点で考え

る。 

適切な受験期の過ごし

方を考えながら実践す

る。 

冬休みの生活設計

を立てよう 

［中２・３］ 

冬休みの生活設計の

内容について話し合

う場面 

冬休みをどのように過

ごせばよいのか，自分

の考えをもつ。 

冬休みの過ごし方につ

いてどうあるべきかを

考え，自分の考えを語

る。 

どのような冬休みの過

ごし方をすればよいか

考えて，実践に移す。 

第Ⅳ期教育期を振

り返り，第Ⅴ期教

育期の目標作りを

しよう 

［中２・３］ 

第Ⅳ期の取組を振り

返り，それを生かして

次の目標について話

し合う場面 

第Ⅳ期を振り返り，個

人や学級として貢献で

きたことについて，自

分の考えをもつ。 

次の目標に向けて学級

としてどのような取組

を行えばよいか，仲間

の願いを受け止めなが

ら聞く。 

学級としてどのような

目標がよいかを考え，

次の目標を作る。 

進路決定に向けて 

［中３］ 

よりよい進路決定に

向けてお互いの考え

を話し合う場面 

思いを大切にし，どの

ような進路がよいの

か，自分の考えをもつ。 

進路決定に向けて自分

はどうあるべきかを考

え，自分の願いを語る。 

進路の決定に向けて自

分はどうあるべきかを

考慮しながら活動に取

り組む。 

修学旅行を成功さ

せよう 

［中２］ 

修学旅行の成功に向

けた集団の在り方や

自分の在り方はどう

すべきかについて話

し合う場面 

修学旅行成功のための

具体的な方法につい

て，自分の考えをもつ。 

修学旅行成功のために

学級としてどうあるべ

きかを考え，自分の願

いを語る。 

学級全体のことを考え

て修学旅行成功のため

に積極的に取り組む。 

お世話になった人

への思いを込めて 

［中３］ 

お世話になった人た

ちへの感謝の気持ち

の込めた活動はどう

すればよいかについ

て話し合う場面 

お世話になった人たち

へ感謝の気持ちを表す

具体的な方法につい

て，自分の考えをもつ。 

感謝の気持ちを表す具

体的な方法について，

仲間の願いを聞く。 

感謝の気持ちを伝える

ために自分がどうすれ

ばよいかを考えながら

活動に参加する。 

３年生へ感謝の思

いを送ろう 

［中２］ 

３年生への感謝の思

いを伝える内容はど

うあるべきかを話し

合う場面 

感謝の気持ちを３年生

に伝えるための具体的

な方法について，自分

の考えをもつ。 

感謝の気持ちを伝える

具体的な方法につい

て，自分の願いを語る。 

感謝の気持ちが伝わる

内容を考えながら活動

に取り組む。 

第Ⅴ教育期を振り

返ろう 

［中２・３］ 

これまでの取組を振

り返り，自分たちの成

長について話し合う

場面 

第Ⅴ期を振り返り，個

人や学級として貢献で

きたことについて，自

分の考えをもつ。 

これまでを振り返り，

個人として貢献できた

ことを語る。 

学級全体としての成長

を仲間と共にまとめ

る。 

３年生に向けて 

［中２］ 

全校のリーダーとな

る３年生へ向けてど

んな目標を立てれば

よいか話し合う場面 

リーダーとして自分が

どうあるべきか，具体

的な目標について，自

分の考えをもつ。 

リーダーとしての在り

方について自分の考え

を語る。 

リーダーとしての在り

方を考え，具体的な活

動をつくる。 



1 

 

 

トップページに戻る 
（右の矢印をクリック） 


	01 資質・能力設定の理由
	02 資質・能力発展表
	03-01社会創造科単元配列表
	03-02保育単元配列表
	03-03国語科単元配列表
	03-04社会科単元配列表
	03-05算数・数学科単元配列表
	03-06理科単元配列表
	03-07音楽科題材配列表
	03-08図画工作・美術科題材配列表
	03-09家庭科　技術・家庭科題材配列表
	03-10体育科単元配列表
	03-11外国語活動単元配列表
	03-12「道徳」主題配列表
	03-13学級活動単元配列表
	99 ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞに戻る

